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はじめに 

 

 ○ 「現況調査表ガイドライン」（以下「ガイドライン」という。）は、独立行政法人大

学改革支援・学位授与機構（以下「機構」という。）が 2019 年３月に公表した「実績

報告書作成要領」（以下「作成要領」という。）の「第３章 学部・研究科等の現況調

査表の作成方法」に基づいて、国立大学法人及び大学共同利用機関法人（以下「国立

大学法人等」という。）が 11 の学系別に設定された記載項目（以下「学系別の記載項

目」という。）ごとに調査・分析し、現況調査表を作成するに当たり、学系別に“指針”

として参考となるよう示したものです。 

 

【第３期中期目標期間の現況分析における学系】 

    人文科学系、社会科学系、理学系、工学系、農学系、保健系、教育系、 

総合文系、総合理系、総合融合系、大学共同利用機関（計 11 の学系） 

 

 ○ このガイドラインは、機構の国立大学教育研究評価委員会の下に、11 の学系別検討

チームを設置し、各学問分野の特性を踏まえて協議し作成しています。 

 

 ○ 「学系別の記載項目」は、第２期中期目標期間（2010～2015 年度）の教育研究評価

における国立大学法人等及び評価者からのアンケート結果等に基づき検証した結果、

国立大学法人等からの「何を記載すべきか迷った」との意見、評価者からの「記載内

容が多様で判断が難しい」との意見を解消するために設定したものです。 

「学系別の記載項目」については、国立大学法人等に対する意見募集手続（2019 年

１月７日～２月６日）を経て、「作成要領」において公表しています。 

 

 ○ 国立大学法人等が「現況調査表」を作成するに当たり、本ガイドラインを参照する

ことによって、現況調査表に記載する内容が明確になるとともに、評価者が分析項目

ごとに各記載項目に整理された内容で判断しやすくなることを期待しています。 

 

 

※ 本ガイドラインの作成に当たっては、一般社団法人国立大学協会からの依頼文書

（令和元年５月 16 日付け）（以下「国立大学協会の依頼文書」という。）に基づき、機

構の学系別検討チーム等において依頼事項を検討し、国立大学法人等に混乱を生じる

ことがないよう配慮しつつ、本ガイドラインに反映するようにしています。 
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Ⅰ 現況調査表の分析項目及び記載項目の概要 

 

 １ 教育に関する現況調査表の分析項目及び記載項目について 

○ 「教育の水準」は、評価時点における各学部・研究科等の教育活動及び教育成果

の状況から判定します。このため、二つの分析項目を定め、各分析項目に記載項目

を設定しています。記載項目には、必須で記載を求める項目（以下「必須記載項目」

という。）、任意で選択して記載できる項目（以下「選択記載項目」という。）があり

ます。このうち、選択記載項目は、学系別に一部異なっています。 

（Ⅴ 学系別の「基本的な記載事項」及び「第３期中期目標期間に係る特記事項」

（p.31～）の「記載項目」欄を参照） 

 

「教育の水準」の分析項目及び記載項目 

分析項目 記載項目 

Ⅰ 教育活動の状況 必須記載項目 １ 学位授与方針 

２ 教育課程方針 

３ 教育課程の編成、授業科目の内容 

４ 授業形態、学習指導法 

５ 履修指導、支援 

６ 成績評価 

７ 卒業（修了）判定 

８ 学生の受入 

選択記載項目 ○○○○（学系別に一部異なる） 

Ⅱ 教育成果の状況 必須記載項目 １ 卒業（修了）率、資格取得等 

２ 就職、進学 

選択記載項目  ○○○○（学系別に一部異なる） 

※ 「教育の水準」に関する必須記載項目の設定に当たっては、機構の大学機関別

認証評価（領域６「教育課程と学習成果に関する基準」）の記載内容（基準や分析

項目）との関係を考慮しています。 

※ 「教育関係共同利用拠点」について、単独の現況分析単位として作成する場合

には、上記の「分析項目Ⅰ 教育活動の状況」の必須記載項目４及び５のみ必須

記載項目として取り扱ってください。 

 

 

 ２ 研究に関する現況調査表の分析項目及び記載項目について 

○ 「研究の水準」は、評価時点における各学部・研究科等の研究活動及び研究成果

の状況から判定します。このため、二つの分析項目を定め、各分析項目に記載項目

を設定しています。記載項目には、必須記載項目及び選択記載項目があります。こ

のうち、選択記載項目は、学系別に一部異なっています。 
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（Ⅴ 学系別の「基本的な記載事項」及び「第３期中期目標期間に係る特記事項」

（p.31～）の「記載項目」欄を参照） 

 

「研究の水準」の分析項目及び記載項目 

分析項目 記載項目 

Ⅰ 研究活動の状況 必須記載項目 １ 研究の実施体制及び支援・推進体制 

２ 研究活動に関する施策／ 

研究活動の質の向上 

３ 論文・著書・特許・学会発表など 

４ 研究資金 

選択記載項目 ○○○○（学系別に一部異なる） 

Ⅱ 研究成果の状況 必須記載項目 １ 研究業績 

 

 

３ 記載項目の構成について 

  ○ 各記載項目は、「基本的な記載事項」及び「第３期中期目標期間に係る特記事項」

から構成されます。「作成要領」の第３章「４ 現況調査表の様式と記述に当たって

の留意事項」（p.12、15）において指定しているとおり、「基本的な記載事項」及び

「第３期中期目標期間に係る特記事項」を併せて、記載項目一つ当たり１頁として

算出される総頁数を目安に記述してください。 

 

【基本的な記載事項】 

当該記載項目を調査・分析するに当たり、必要と認められる記載事項。 

この記載事項に該当する場合には、必ず記述してください。また、その内容が

明確に理解できるよう、根拠となる資料・データを提出してください。 

 

⇒ 「Ⅱ 「基本的な記載事項」について」（p.４～）をご覧ください。 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

当該記載項目を調査・分析するに当たり、第３期中期目標期間（2016 年度から）

における当該学部・研究科等の優れた取組及び特徴的な取組、並びにそれらの成

果を記載する事項。 

すべての記載項目に記述する必要はありませんが、当該学部・研究科等の教育

または研究に関する分析項目を評価者が総合的に判定するために、「基本的な記

載事項」とともに判断する根拠として利用されます。 

 

⇒ 「Ⅲ 「第３期中期目標期間に係る特記事項」について」（p.10～）をご覧く

ださい。 
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４ 分析項目ごとの水準判定について 

○ 現況調査表では、国立大学法人等には分析項目ごとの判定は求めません。 

 

 

 

 

 

 

分析項目の段階判定の区分表 

判定を示す記述 判断する考え方 

特筆すべき高い質

にある 

それぞれの学部・研究科等の目的に照らして、取組や活動、

成果の状況が非常に優れていると判断される場合 

高い質にある それぞれの学部・研究科等の目的に照らして、取組や活動、

成果の状況が優れていると判断される場合 

相応の質にある それぞれの学部・研究科等の目的に照らして、取組や活動、

成果の状況が相応であると判断される場合 

質の向上が求めら

れる 

それぞれの学部・研究科等の目的に照らして、取組や活動、

成果の状況が不十分であると判断される場合 

 

 

（判定に当たっての留意事項） 

ⅰ）判定に当たっては、構成・規模の異なる学部・研究科等において、それぞれの歴史

や立地条件、社会からの要請等を踏まえた個性ある独自の活動がなされていることを

尊重して行います。 

ⅱ）判定は、学部・研究科等の目的に照らして、取組や活動、成果の状況がどの程度の

水準にあるのかという視点で行います。その際、第２期中期目標期間終了時点と評価

時点の水準の状況を勘案し、質の向上の状況も含めて行います。 

ⅲ）判定に当たっては、教育研究活動に関連する様々なデータを適宜活用して、公正性

に配慮して行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機構が行う現況分析においては、分析項目ごとに、学部・研究科等の目的や特徴、

特色等に即して、優れた取組及び特徴的な取組、並びにそれらの成果が認められる

場合には、その内容に応じて優れた点や特色ある点として抽出し、記載項目ごとの

「基本的な記載事項」とともに総合して、以下の区分により４段階で判定します。 
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Ⅱ 「基本的な記載事項」について 

 

 １ 「基本的な記載事項」の概要について 

  ○ 「基本的な記載事項」は、当該記載項目を調査・分析するに当たり、必要と認め

られる記載事項です。記述に当たっては文章ではなく、根拠となる資料・データを

提示する形を推奨しており、主に以下の４種類が挙げられます。 

① 学部・研究科等が所有する、もしくは作成した資料・データ 

② 本ガイドラインの様式に基づく資料・データ（【各種様式】p.141～等を参照） 

③ 大学ポートレートによるデータ分析集等（p.５～７を参照） 

④ 政府公表データ（p.８を参照） 

 

  ○ 「基本的な記載事項」の根拠となる資料・データについては、それぞれに「基準

日」または「対象年度」を設定しています。 

詳しくは「Ⅴ 学系別の「基本的な記載事項」及び「第３期中期目標期間に係る

特記事項」」（p.31～）をご覧ください。 

 

  ○ 「基本的な記載事項」の根拠となる資料・データの名称や別添資料番号等を現況

調査表の本文に記述する際には、当該学部・研究科等の学科・専攻等ごとでなく、

学部・研究科等ごとにまとめるなどにより分量をコンパクトに収めてください。 

現況調査表の本文に記述する分量については、「作成要領」（p.12）において以下

のとおり指定しています。 

 

 

 

 

 

○ 上記①「学部・研究科等が所有する、もしくは作成した資料・データ」について

は、以下の例のように現況調査表の本文に記述してください。詳しくは「Ⅳ 現況

調査表・別添資料のイメージ」（p.12～）をご覧ください。 

   （例）必須記載項目３「教育課程の編成、授業科目の内容」の基本的な記載事項：

体系性が確認できる資料として、計五つの別添資料を提示する場合 

・ 体系性が確認できる資料（別添資料 0101-i3-1～5） 

 

別添資料の命名について 

別添資料の番号は、以下３点を順に「-（半角ハイフン）」でつなぎ、すべて半角

で作成してください。 

・ 法人番号及び学部・研究科等の通し番号（それぞれ２桁の計４桁の半角数字） 

・ 分析項目番号（Ⅰの場合には「半角の i」、Ⅱの場合には「半角の ii」）及び

記載項目の半角数字（もしくは半角英字大文字） 

    ・ 固有の資料番号（半角数字） 

＜「実績報告書作成要領」p.12 より＞ 

「○○学部の教育目的と特徴」を１頁以内とし、「「教育の水準」の分析」においては、

記載項目一つ当たり１頁として算出される総頁数を目安に記述してください。 

※ 研究の現況分析においても同様です。 
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  ○ 前頁②「本ガイドラインの様式に基づく資料・データ」については、【各種様式】

（p.141～）及び「Ⅴ 学系別の「基本的な記載事項」及び「第３期中期目標期間に

係る特記事項」」（p.31～）に掲載の様式に基づき提出してください。 

【各種様式】 

 ・協定等に基づく留学期間別日本人留学生数 

     ・履修指導の実施状況が確認できる資料 

・学習相談の実施状況が確認できる資料 

・社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培う取組が確認できる資料 

・履修上特別な支援を要する学生等に対する学習支援の状況が確認できる資料 

     ・入学定員充足率 

  ・標準修業年限内卒業（修了）率 

     ・「標準修業年限×1.5」年内卒業（修了）率 

     ・当該現況分析単位に関する本務教員の年齢構成が確認できる資料 

 

    「Ⅴ 学系別の「基本的な記載事項」及び「第３期中期目標期間に係る特記事項」」

に掲載されている様式 

     ・研究活動状況に関する資料（学系別） 

      → 学系別に様式が異なります。当該学系の様式に基づき提出してください。 

 

 ２ 大学ポートレートによるデータ分析集等の活用について 

  ○ 大学ポートレートシステムを通じて作成したデータ分析集（以下「データ分析集」

という。）を「基本的な記載事項」の根拠となる資料・データの一部として活用しま

す。データ分析集の各指標については、【データ分析集 指標一覧】のとおりです。 

 

○ データ分析集の指標については、以下の例のように現況調査表の本文に記述して

ください。 

（例）必須記載項目４「授業形態、学習指導法」の基本的な記載事項： 

専任教員あたりの学生数、専任教員に占める女性専任教員の割合 の場合 

・ 指標番号９～10（データ分析集） 

 

   ※ 大学ポートレートシステムを通じて作成した入力データ集（以下「入力データ

集」という。）を基に、機構において学部・研究科等ごとに整理した「博士の学位

授与数（課程博士のみ）」についても「基本的な記載事項」の根拠となる資料・デ

ータの一部として活用します。 

現況調査表の本文には以下のとおり記述してください。 

      ・ 博士の学位授与数（課程博士のみ）（入力データ集） 

 

  ○ データ分析集及び入力データ集の基となるデータは、国立大学法人等から毎年度

提出を求めており、機構において整理の上、機構から評価者に直接提供するため、

改めて機構に提出する必要はありません。 
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【データ分析集 指標一覧】 

 

※    部分の指標（指標番号８、12～13）については、国立大学全体の指標のため、

学部・研究科等ごとの現況調査表の指標には活用しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分
指標
番号

データ・指標 指標の計算式

1 女性学生の割合 女性学生数／学生数

2 社会人学生の割合 社会人学生数／学生数

3 留学生の割合 留学生数／学生数

4
正規課程学生に対する
科目等履修生等の比率

科目等履修生等数／学生数

5 海外派遣率 海外派遣学生数／学生数

6 受験者倍率 受験者数／募集人員

7 入学定員充足率 入学者数／入学定員

8 学部生に対する大学院生の比率 大学院生総数／学部学生総数

9 専任教員あたりの学生数 学生数／専任教員数

10 専任教員に占める女性専任教員の割合 女性専任教員数／専任教員数

11 本務教員あたりの研究員数 研究員数／本務教員数

12 本務教員総数あたり職員総数 職員総数／本務教員総数

13
本務教員総数あたり職員総数
（常勤、常勤以外別）

職員総数（常勤）／本務教員総数
職員総数（常勤以外）／本務教員総数

14 留年率 留年者数／学生数

15 退学率 退学者・除籍者数／学生数

16 休学率 休学者数／学生数

17 卒業・修了者のうち標準修業年限内卒業・修了率
標準修業年限内での卒業・修了者数／卒業・修
了者数

18
卒業・修了者のうち標準修業年限×１．５年以内で
の卒業・修了率

標準修業年限×１．５年以内での卒業・修了者
数／卒業・修了者数

19 受験者数に対する資格取得率 合格者数／受験者数

20 卒業・修了者数に対する資格取得率 合格者数／卒業・修了者数

21 進学率 進学者数／卒業・修了者数

22 卒業・修了者に占める就職者の割合 就職者数／卒業・修了者数

23 職業別就職率 職業区分別就職者数／就職者数合計

24 産業別就職率 産業区分別就職者数／就職者数合計

１．学生入学・在籍
状況データ

２．教職員データ

３．進級・卒業
データ

４．卒業後の進路
データ
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区分
指標
番号

データ・指標 指標の計算式

25
本務教員あたりの科研費申請件数
（新規）

申請件数（新規）／本務教員数

26 本務教員あたりの科研費採択内定件数
内定件数（新規）／本務教員数
内定件数（新規・継続）／本務教員数

27 科研費採択内定率（新規） 内定件数（新規）／申請件数（新規）

28 本務教員あたりの科研費内定金額
内定金額／本務教員数
内定金額（間接経費含む）／本務教員数

29 本務教員あたりの競争的資金採択件数 競争的資金採択件数／本務教員数

30 本務教員あたりの競争的資金受入金額 競争的資金受入金額／本務教員数

31 本務教員あたりの共同研究受入件数 共同研究受入件数／本務教員数

32
本務教員あたりの共同研究受入件数
（国内・外国企業からのみ）

共同研究受入件数（国内・外国企業からのみ）／
本務教員数

33 本務教員あたりの共同研究受入金額 共同研究受入金額／本務教員数

34
本務教員あたりの共同研究受入金額
（国内・外国企業からのみ）

共同研究受入金額（国内・外国企業からのみ）／
本務教員数

35 本務教員あたりの受託研究受入件数 受託研究受入件数／本務教員数

36
本務教員あたりの受託研究受入件数
（国内・外国企業からのみ）

受託研究受入件数（国内・外国企業からのみ）／
本務教員数

37 本務教員あたりの受託研究受入金額 受託研究受入金額／本務教員数

38
本務教員あたりの受託研究受入金額
（国内・外国企業からのみ）

受託研究受入金額（国内・外国企業からのみ）／
本務教員数

39 本務教員あたりの寄附金受入件数 寄附金受入件数／本務教員数

40 本務教員あたりの寄附金受入金額 寄附金受入金額／本務教員数

41 本務教員あたりの特許出願数 特許出願数／本務教員数

42 本務教員あたりの特許取得数 特許取得数／本務教員数

43 本務教員あたりのライセンス契約数 ライセンス契約数／本務教員数

44 本務教員あたりのライセンス収入額 ライセンス収入額／本務教員数

45 本務教員あたりの外部研究資金の金額
（科研費の内定金額（間接経費含む）＋共同研
究受入金額＋受託研究受入金額＋寄附金受入
金額）の合計／本務教員数

46 本務教員あたりの民間研究資金の金額
（共同研究受入金額（国内・外国企業からのみ）
＋受託研究受入金額（国内・外国企業からのみ）
＋寄附金受入金額）の合計／本務教員数

５．競争的外部
資金データ

６．その他外部
資金・特許

データ
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３ 政府公表データの活用について 

  ○ 社会科学系、農学系及び保健系においては、教育の分析項目Ⅱ「教育成果の状況」

を分析するに当たって、必須記載項目「卒業（修了）率、資格取得等」の「基本的

な記載事項」として、国立大学法人が政府に毎年度報告し公表されている資格試験

の合格率を指標として活用します。 

また、同様に教育系においては、必須記載項目「就職、進学」の「基本的な記載

事項」として、教員採用率を指標として活用します。 

これらの指標については、機構から評価者に直接提供するため、機構に提出する

必要はありません。現況調査票の本文には「基本的な記載事項」の根拠となる資料・

データの一つとして、以下のとおり記述してください。 

 

【社会科学系】 

    法科大学院修了者の司法試験合格率（法務省公表） 

  【農学系】 

    獣医学課程卒業者の獣医師国家試験合格率（農林水産省公表） 

  【保健系】 

    医学課程卒業者の医師国家試験合格率（厚生労働省公表） 

    歯学課程卒業者の歯科医師国家試験合格率（厚生労働省公表） 

    薬学課程卒業者の薬剤師国家試験合格率（厚生労働省公表） 

    看護師課程卒業者の看護師国家試験合格率（厚生労働省公表） 

【教育系】 

    教員就職率（教員養成課程）（文部科学省公表） 

    正規任用のみの教員就職率（教員養成課程）（文部科学省公表） 

    教員就職率（教職大学院）（文部科学省公表） 

    正規任用のみの教員就職率（教職大学院）（文部科学省公表） 

 

 

  ○ このほか、教育の分析項目Ⅰ「教育活動の状況」を分析するに当たって、必須記

載項目「学生の受入」の「基本的な記載事項」として、国立大学法人が文部科学省

に毎年度報告し公表されている「入学者選抜確定志願状況」における、学部等ごと

の「志願倍率」についても、学系共通の指標として活用します。 

この指標については、機構から評価者に直接提供するため、機構に提出する必要

はありません。現況調査票の本文には「基本的な記載事項」の根拠となる資料・デ

ータの一つとして、以下のとおり現況調査表の本文に記述してください。 

 

    入学者選抜確定志願状況における志願倍率（文部科学省公表） 
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４ 機構が行う現況分析におけるデータ分析集等の指標の取扱い 

○ 機構が行う現況分析では、データ分析集の指標を以下３種類に区分しています。 

    各指標の区分については、「Ⅴ 学系別の「基本的な記載事項」及び「第３期中期 

   目標期間に係る特記事項」」（p.31～）のとおりです。 

 

大学ポートレートによるデータ分析集の指標の区分 

指標の区分 指標の内容 

重要指標（◆） 現況分析の評価者が必ず活用する重要な指標。 

分析指標（◇） 現況分析の評価者が必ず活用する指標。 

参考指標（・） 
現況分析の評価者が必要に応じて参考とする指標。 

（前回の第２期と同様、基礎資料とします。） 

 

 

  ○ データ分析集の指標のほか、以下の「基本的な記載事項」の根拠となる資料・デ

ータを指標として活用し、上記３種類と同様に区分しています。 

 

   協定等に基づく留学期間別日本人留学生数 

インターンシップの実施状況が確認できる資料※ 

入学者選抜確定志願状況における志願倍率 

   入学定員充足率 

   標準修業年限内卒業（修了）率 

「標準修業年限×1.5」年内卒業（修了）率 

   政府公表データに基づく指標 

   博士の学位授与数（課程博士のみ） 

当該現況分析単位に関する本務教員の年齢構成が確認できる資料 

   研究活動状況に関する資料（学系別） 

 

   ※ 「インターンシップの実施状況が確認できる資料」については、各国立大学法

人が文部科学省に提出している「平成 29 年度大学等におけるインターンシップ

実施状況について」の調査票を基に、機構において学部・研究科等ごとに整理し

ます。 

この資料については、平成 29 年度実施分の調査票をそのまま機構に提出して

ください。 
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Ⅲ 「第３期中期目標期間に係る特記事項」について 

 

 １ 「第３期中期目標期間に係る特記事項」の概要について 

  ○ 「第３期中期目標期間に係る特記事項」は、当該記載項目を調査・分析するに当

たり、第３期中期目標期間（2016 年度から）における各学部・研究科等の優れた取

組及び特徴的な取組、並びにそれらの成果を記述してください。 

 

  ○ 当機構の現況分析の評価者は、各学部・研究科等の目的や特徴、特色等に即して、

優れた取組及び特徴的な取組、並びにそれらの成果が認められる場合には、その内

容に応じて「優れた点」や「特色ある点」として抽出することになっています。 

抽出された「優れた点」や「特色ある点」は、分析項目ごとの段階判定（４段階）

における加点要素となり得ます。 

 

 

 ２ 「キーワード」及び「具体的な記載例」について 

  ○ 各学部・研究科等の「第３期中期目標期間に係る特記事項」を記述するに当たり、

「Ⅴ 学系別の「基本的な記載事項」及び「第３期中期目標期間に係る特記事項」」

には、学系ごとに各記載項目の「キーワード」及び「具体的な記載例」を掲載して

います。 

 

  ○ 「第３期中期目標期間に係る特記事項」における各記載項目の「キーワード」に

ついては、各学部・研究科等の優れた取組及び特徴的な取組、並びにそれらの成果

を「第３期中期目標期間に係る特記事項」として記述する記載項目を選択するため

の参考として利用してください。 

なお、これらの「キーワード」に対応する「第３期中期目標期間に係る特記事項」

をすべて記述することを求めるものではありません。 

 

  ○ 「キーワード」の冒頭には、以下の例のように「半角数字（もしくは半角英字）」

「.（半角ピリオド）」「半角数字」の順でコードを付してあります。 

   （例）3.1：カリキュラム／教育プログラムの体系的な構築、 

教育プログラムとしての実施体制、教育目的に即した科目群の設定 

      A.1：キャンパスの国際化、グローバル人材育成 

 

 「第３期中期目標期間に係る特記事項」を記述する際は、該当する「キーワード」

のコードを文末に[ ]（半角角括弧）書きで付記してください。 

また、該当する「キーワード」がない場合には、以下の例のように文末に[ ] 

（半角角括弧）書きで付記してください。 

（例）必須記載項目３「教育課程の編成、授業科目の内容」の場合 

      → [3.0] 
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  ○ 「第３期中期目標期間に係る特記事項」における各記載項目の「具体的な記載例」

については、第２期中期目標期間（2010～2015 年度）における各学部・研究科等の

現況分析で評価された取組や成果等を基に作成しており、政府・学術団体等の答申・

提言等に見られる大学の教育研究活動への期待事項を含んでいます。 

    なお、これらの「具体的な記載例」は、記載に当たっての例示であり、「第３期中

期目標期間に係る特記事項」に記載すべき内容を制限するものではありません。 

 

  ○ 「第３期中期目標期間に係る特記事項」を記載するに当たっては、以下の２点に

ついて留意してください。 

 

★ 取組や活動の内容（インプットやプロセス）だけでなく、実績や成果（アウト

プットやアウトカム）の内容を具体的かつ客観的に記載すること。 

★ 実績や成果（アウトプットやアウトカム）の内容については、第２期中期目標

期間終了時点から評価時点までの変化を具体的かつ客観的に記載すること。 
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□□大学○○学部

 

Ⅳ 現況調査表・別添資料のイメージ 

 

 

１．○○学部  

 

 

（１）○○学部の教育目的と特徴 ・・・・・・・・・・・ １-２ 

（２）「教育の水準」の分析   ・・・・・・・・・・・ １-３ 

    分析項目Ⅰ 教育活動の状況 ・・・・・・・・・ １-３ 

    分析項目Ⅱ 教育成果の状況 ・・・・・・・・・ １-● 

【参考】データ分析集 指標一覧 ・・・・・・・ １-● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                - 1-1 -  

【教育：学士課程】 
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□□大学○○学部 

 

（１）○○学部の教育目的と特徴 

 

１．～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。 

 

２．～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。 

 

３．～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。 

 

４．～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。 
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□□大学○○学部 教育活動の状況

 

（２）「教育の水準」の分析 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

＜必須記載項目１ 学位授与方針＞ 

【基本的な記載事項】 

   ・ 公表された学位授与方針（別添資料 0101-i1-1～3） 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

  （特になし） 

 

＜必須記載項目２ 教育課程方針＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 公表された教育課程方針（別添資料 0101-i2-1～3） 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

   （特になし） 
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必須記載項目「教育課程の編成、授業科目の内容」及び「授業形態、学習指導法」

における「第３期中期目標期間に係る特記事項」の記載に当たって 

 

○ 国立大学協会の依頼文書では以下のとおり明記されています。したがって、

この二つの記載項目の特記事項への記載に当たっては、該当すると判断する取

組や成果をすべて記載してください。 

 

教育活動の状況の中でも「教育課程の編成、授業科目の内容」及び「授業形

態、学習指導法」の２項目は中核的な項目であり、各学部・研究科の先導的な

取組や質の高い取組を評価できるよう工夫いただきたい。そのため、これらの

２項目については、学部・研究科等が優れている点や特筆すべき点を自らが記

載するすべての特記事項への記入を必須にして、学部・研究科等毎の評価結果

に活用できるようにし、その旨を明記いただくことを検討していただきたい 。 
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【本特記事項記載に当たっての視点】 

 ○ 国立大学協会の依頼文書では、以下のような視点が例として示されています。 

学部等 

・ 各学部が定めるディプロマポリシーの実現のための効果的な教育プログラムが

体系的に構築されているか。 

・ 学際的な幅広い視野を身に付けることができるようなプログラムの構築や学習

機会・環境の整備が行われているか。 

・ グローバル人材の育成や、多文化共生・異文化コミュニケーション、さらにはダ

イバーシティを重視する教育など、教育・人材育成への現代的かつ多様なニーズ

に応えた取組を行っているか。 

・ 社会・産業界との連携、地域貢献などを含む多様な学修活動を通じて、課題発見・

解決能力を育成する取組を行っているか。 

大学院等 

・ 各研究科等の定めるディプロマポリシー実現のための効果的な教育プログラム

が体系的に構築されているか（例えば、コースワーク化、アカデミア・ノンアカ

デミアという修了後の多様な進路に応じた教育内容など）。  

・ 社会ニーズや学術動向に即して学位プログラム等をいかに構築し実施している

か（例えば、リーディング大学院や卓越大学院などの取組、社会人向けのプログ

ラムの開発など）。  

・ 長期にわたる国際的な学修経験を積ませるための組織的なプログラムが整備さ

れているか（例えば、ダブル・ディグリーやジョイント・ディグリーのプログラ

ムの拡充など）。 

□□大学○○学部 教育活動の状況 

 

＜必須記載項目３ 教育課程の編成、授業科目の内容＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 体系性が確認できる資料 

（別添資料 0101-i3-1～6） 

・ 自己点検・評価において体系性や水準に関する検証状況が確認できる資料 

 （別添資料 0101-i3-7） 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[3.1] 
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□□大学○○学部 教育活動の状況

 

＜必須記載項目４ 授業形態、学習指導法＞ 

【基本的な記載事項】 

・ １年間の授業を行う期間が確認できる資料 

（別添資料 0101-i4-1） 

・ シラバスの全件、全項目が確認できる資料、学生便覧等関係資料 

 （別添資料 0101-i4-2～5） 

・ 協定等に基づく留学期間別日本人留学生数 

 （別添資料 0101-i4-6） 

・ インターンシップの実施状況が確認できる資料 

 （別添資料 0101-i4-7） 

・ 指標番号５、９～10（データ分析集）  

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[4.2] 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[4.3] 
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【本特記事項記載に当たっての視点】 

 ○ 国立大学協会の依頼文書では、以下のような視点が例として示されています。 

学部等 

・ 生涯学び続ける力や主体性を涵養するための教育方法の導入を組織的に行って

いるか（例えば、少人数によるアクティブラーニングやフィールドワークの推進

や、国内外における PBL などの多様な学習機会の提供、授業外の学修の促進と学

修時間の把握など）。 

・ 大学外の機関等と連携し、実践的能力を身につけるための教育方法やその評価方

法の工夫を行っているか（例えば、実習やインターンシップなどの教室外学修を

重視している学系においては、それらに関する工夫がどのようになされている

か）。 

・ 情報通信技術（ICT）などの多様なメディアを活用した新たな教育方法の導入を

組織的に行っているか。 

・ グローバルに活躍できる人材の養成のための国際的な視野や国際感覚を涵養す

る教育方法を組織的に行っているか。 
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□□大学○○学部 教育活動の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜必須記載項目５ 履修指導、支援＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 履修指導の実施状況が確認できる資料（別添資料 0101-i5-1～3） 

・ 学習相談の実施状況が確認できる資料（別添資料 0101-i5-4～6） 

・ 社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培う取組が確認できる資料 

 （別添資料 0101-i5-7～9） 

・ 履修上特別な支援を要する学生等に対する学習支援の状況が確認できる資料

（別添資料 0101-i5-10～12）  

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】  

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[5.1] 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[5.3] 
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大学院等 

・ 高度専門職業人の養成を主たる目的とする教育課程においては、多様な職業を

担う上で必要となる高度かつ広範な専門的能力と高度な汎用的能力の育成方法

や、実践的能力の涵養の方法をどのように工夫しているか（例えば、学外の機関

と連携したインターンシップや、地域社会と連携したフィールドワークなどの実

社会での経験を通じた教育を重視している学系においては、それらに関する工夫

がどのようになされているか）。 

・ 研究者養成を主たる目的とする教育課程においては、研究指導・訓練の方法

や、大学の研究職以外も含めた多様なキャリアにもつながる能力の養成の方法を

どのように工夫しているか（例えば、複数教員による研究指導等による俯瞰的視

野の醸成、国際的な研究経験、共同研究への学生の参画など。また、産業界等と

連携した研究指導や学生の産学共同研究への参画を重視している学系において

は、それらに関してどのような工夫がなされているか）。 

・ 専門職大学院の課程においては、理論と実務の架橋を図る教育方法の工夫や、

演習、実習・現場教育、事例研究等の実践的な教育方法の導入をどのように工夫

しているか。 
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□□大学○○学部 教育活動の状況

＜必須記載項目６ 成績評価＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 成績評価基準（別添資料 0101-i6-1～2） 

・ 成績評価の分布表（別添資料 0101-i6-3～5） 

・ 学生からの成績評価に関する申立ての手続きや学生への周知等が明示されて 

いる資料（別添資料 0101-i6-6） 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[6.1] 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[6.2] 

 

＜必須記載項目７ 卒業（修了）判定＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 卒業又は修了の要件を定めた規定（別添資料 0101-i7-1～2） 

・ 卒業又は修了判定に関する教授会等の審議及び学長などの組織的な関わり方を

含めて卒業（修了）判定の手順が確認できる資料 

（別添資料 0101-i7-3～4） 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[7.2] 

 

＜必須記載項目８ 学生の受入＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 学生受入方針が確認できる資料（別添資料 0101-i8-1～3） 

・ 「毎年度の入学者選抜確定志願状況」（文部科学省公表） 

   ・ 入学定員充足率（別添資料 0101-i8-4） 

   ・ 指標番号１～３、６～７（データ分析集） 
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□□大学○○学部 教育活動の状況 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[8.1] 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[8.2] 

 

＜選択記載項目Ａ 教育の国際性＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 協定等に基づく留学期間別日本人留学生数 

  （別添資料 0101-i4-6） 

   ・ 指標番号３、５（データ分析集） 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[A.1] 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[A.0] 

 

＜選択記載項目Ｂ 地域連携による教育活動＞ 

【基本的な記載事項】 

   （特になし） 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[B.1] 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[B.0] 
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□□大学○○学部 教育活動の状況

 

＜選択記載項目Ｃ 教育の質の保証・向上＞ 

【基本的な記載事項】 

   （特になし） 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[C.1] 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[C.2] 

 

＜選択記載項目Ｄ リカレント教育の推進＞ 

【基本的な記載事項】 

   ・ リカレント教育の推進に寄与するプログラムが公開されている刊行物、ウェブ

サイト等の該当箇所（別添資料 0101-iD-1） 

   ・ 指標番号２、４（データ分析集） 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[D.1] 
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□□大学○○学部 教育成果の状況 

 

分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

＜必須記載項目１ 卒業（修了）率、資格取得等＞ 

【基本的な記載事項】 

   ・ 標準修業年限内卒業（修了）率（別添資料 0101-ii1-1） 

   ・ 「標準修業年限×1.5」年内卒業（修了）率（別添資料 0101-ii1-2） 

   ・ 指標番号 14～20（データ分析集） 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[1.1] 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[1.2] 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[1.3] 
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【本特記事項記載に当たっての視点】 

 ○ 国立大学協会の依頼文書では、以下のように示されています。 

 

教育成果については、学生が教育プログラムを修了して取得する学位や卒業（修

了）率、資格取得率だけでなく、特記事項として大学において教育プログラムの一

環として教育成果を測定し、把握する取組について記入することとし、それらを含

めて広く評価していただきたい。 

各学系おいて学修成果としてどのような測定や把握の結果を重視するかを設定い

ただくともに、独自に学修成果を測定・可視化する工夫を行って、その実績を示し

ている学部・研究科を高く評価するような視点を設定いただき、それに即して評価

していただきたい。 

 

（例）学外試験の結果、学生の教育成果に係る賞（ただし、学外で設けられている

賞）の受賞、コンピテンスの測定など。 
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□□大学○○学部 教育成果の状況

 

＜必須記載項目２ 就職、進学＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 指標番号 21～24（データ分析集）  

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[2.1] 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[2.2] 
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【本特記事項記載に当たっての視点】 

 ○ 国立大学協会の依頼文書では、以下のように示されています。 

 

国立大学としての教育の意義として、卒業（修了）生が得た知識や技術を活かし

て広く社会で活躍することにより、成果が発現することが期待されている。就職、

進学の状況だけでなく、特記事項として卒業（修了）生の活躍を把握する取組とそ

の成果について記入することとし、それらを含めて広く評価していただきたい。 

社会において重視される学修成果は分野によって異なることから、各学系におい

てどのような社会における学修成果を重視するかを設定いただくともに、独自に学

修成果の測定や、成果の可視化の工夫を行ってその実績を示している学部・研究科

を高く評価するような視点を設定いただき、それに即して評価していただきたい。 

 

（例）高度専門職として活躍する卒業（修了）生の割合、育成しようとしている人

材像と進学・就職結果との対比（産業・職種別就職率など）、博士課程学生調

査・博士人材データベース（JGRAD）による就労状況調査の結果、地域において

必要な人材を供給しているデータ、グローバルに活躍する人材を供給している

データ、教育の成果を直接的に用いて顕著な活躍をしている卒業（修了）生の

事例、社会人学生の修了後のキャリアなど。 
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□□大学○○学部 教育成果の状況 

 

＜選択記載項目Ａ 卒業（修了）時の学生からの意見聴取＞ 

【基本的な記載事項】 

   ・ 学生からの意見聴取の概要及びその結果が確認できる資料 

    （別添資料 0101-iiA-1） 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[A.1] 

 

＜選択記載項目Ｂ 卒業（修了）生からの意見聴取＞ 

【基本的な記載事項】 

   ・ 卒業（修了）後、一定年限を経過した卒業（修了）生についての意見聴取の概

要及びその結果が確認できる資料（別添資料 0101-iiB-1） 

    

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[B.1] 

 

＜選択記載項目Ｃ 就職先等からの意見聴取＞ 

【基本的な記載事項】 

   ・ 就職先や進学先等の関係者への意見聴取の概要及びその結果が確認できる資料

    （別添資料 0101-iiC-1） 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[C.1] 
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教育に関する現況調査表 別添資料一覧イメージ
番号 資料・データ名 頁

教育 0101-i1-1 ○○学部△△学科のディプロマ・ポリシー（2019年度） 1

教育 0101-i1-2 ○○学部□□学科のディプロマ・ポリシー（2019年度） 2

教育 0101-i1-3 ○○学部◇◇学科のディプロマ・ポリシー（2019年度） 3

教育 0101-i2-1 ○○学部△△学科のカリキュラム・ポリシー（2019年度） 4

教育 0101-i2-2 ○○学部□□学科のカリキュラム・ポリシー（2019年度） 5

教育 0101-i2-3 ○○学部◇◇学科のカリキュラム・ポリシー（2019年度） 6

教育 0101-i3-1 ○○学部△△学科のカリキュラム・マップ（2019年度） 7

教育 0101-i3-2 ○○学部□□学科のカリキュラム・マップ（2019年度） 8

教育 0101-i3-3 ○○学部◇◇学科のカリキュラム・マップ（2019年度） 9

教育 0101-i3-4 ○○学部△△学科のコース・ツリー（2019年度） 10

教育 0101-i3-5 ○○学部□□学科のコース・ツリー（2019年度） 11

教育 0101-i3-6 ○○学部◇◇学科のコース・ツリー（2019年度） 12

教育 0101-i3-7 ●●大学の自己点検・評価報告書（平成●年●月）【抜粋】 13

教育 0101-i4-1 ●●大学の学年暦（2019年度） 14

教育 0101-i4-2 ○○学部△△学科シラバス（2019年度） 15

教育 0101-i4-3 ○○学部□□学科シラバス（2019年度） 16

教育 0101-i4-4 ○○学部◇◇学科シラバス（2019年度） 17

教育 0101-i4-5 ○○学部学生便覧（2019年度） 18

教育 0101-i4-6 協定等に基づく留学期間別日本人留学生数（2016～2018年度） 19

教育 0101-i4-7
○○学部の「インターンシップの実施状況に関する調査」の調査票
（2017年度）

20

教育 0101-i5-1 履修指導の実施状況が確認できる資料（○○学部△△学科，2019年度） 21

教育 0101-i5-2 履修指導の実施状況が確認できる資料（○○学部□□学科，2019年度） 22

教育 0101-i5-3 履修指導の実施状況が確認できる資料（○○学部◇◇学科，2019年度） 23

教育 0101-i5-4 学習相談の実施状況が確認できる資料（○○学部△△学科，2019年度） 24

教育 0101-i5-5 学習相談の実施状況が確認できる資料（○○学部□□学科，2019年度） 25

教育 0101-i5-6 学習相談の実施状況が確認できる資料（○○学部◇◇学科，2019年度） 26

教育 0101-i5-7
社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培う取組が確認できる資料
（○○学部△△学科，2019年度）

27

教育 0101-i5-8
社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培う取組が確認できる資料
（○○学部□□学科，2019年度）

28

教育 0101-i5-9
社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培う取組が確認できる資料
（○○学部◇◇学科，2019年度）

29

教育 0101-i5-10
履修上特別な支援を要する学生等に対する学習支援の状況が確認できる資料
（○○学部△△学科，2019年度）

30

教育 0101-i5-11
履修上特別な支援を要する学生等に対する学習支援の状況が確認できる資料
（○○学部□□学科，2019年度）

31

教育 0101-i5-12
履修上特別な支援を要する学生等に対する学習支援の状況が確認できる資料
（○○学部◇◇学科，2019年度）

32

教育 0101-i6-1 ○○学部規則（平成●年●月最終改正）【抜粋】 33

教育 0101-i6-2 ○○学部　成績評価に関する内規（平成●年●月最終改正） 34

教育 0101-i6-3 成績評価の分布表（○○学部△△学科，2019年度前期及び後期） 35

教育 0101-i6-4 成績評価の分布表（○○学部□□学科，2019年度前期及び後期） 36

教育 0101-i6-5 成績評価の分布表（○○学部◇◇学科，2019年度前期及び後期） 37

教育 0101-i6-6 ○○学部学生便覧（2019年度）【抜粋】 38

教育 0101-i7-1 ●●大学学則（平成●年●月最終改正） 39

教育 0101-i7-2 ○○学部規則（平成●年●月最終改正）【抜粋】 40

教育 0101-i7-3 ○○学部学修規程（平成●年●月最終改正） 41

教育 0101-i7-4 ○○学部教授会規則（平成●年●月最終改正） 42

教育 0101-i8-1 ○○学部△△学科のアドミッション・ポリシー（2019年度） 43

教育 0101-i8-2 ○○学部□□学科のアドミッション・ポリシー（2019年度） 44

教育 0101-i8-3 ○○学部◇◇学科のアドミッション・ポリシー（2019年度） 45

教育 0101-i8-4 ○○学部の入学定員充足率（2016～2019年度） 46

教育 0101-iD-1 ○○学部履修証明プログラムのパンフレット（2019年度） 47

教育 0101-ii1-1 標準修業年限内卒業（修了）率（2016～2019年度） 48

教育 0101-ii1-2 「標準修業年限×1.5」年内卒業（修了）率（2016～2019年度） 49

教育 0101-iiA-1 2018年度卒業時アンケート（○○学部）【抜粋】 50

教育 0101-iiB-1 2017年度○○学部卒業生アンケート 51

教育 0101-iiC-1 2016年度○○学部就職先アンケート結果 52

0101 - i1 - 1

法人番号（２桁）＋学部・研

究科等ごとの通し番号（２
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□□大学○○学部・△△研究科

 

 

１．○○学部・△△研究科  

 

 

（１）○○学部・△△研究科の研究目的と特徴 ・・・・・ １-２ 

（２）「研究の水準」の分析   ・・・・・・・・・・・ １-３ 

    分析項目Ⅰ 研究活動の状況 ・・・・・・・・・ １-３ 

    分析項目Ⅱ 研究成果の状況 ・・・・・・・・・ １-● 

【参考】データ分析集 指標一覧 ・・・・・・・ １-● 
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【研究】 
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□□大学○○学部・△△研究科 

 

（１）○○学部・△△研究科の研究目的と特徴 

 

１．～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。 

 

２．～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。 

 

３．～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。 

 

４．～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。 
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□□大学○○学部・△△研究科 研究活動の状況

（２）「研究の水準」の分析 

分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

＜必須記載項目１ 研究の実施体制及び支援・推進体制＞ 

【基本的な記載事項】 

   ・ 教員・研究員等の人数が確認できる資料（別添資料 0101-i1-1） 

   ・ 共同利用・共同研究の実施状況が確認できる資料 

（別添資料 0101-i1-2） 

   ・ 本務教員の年齢構成が確認できる資料（別添資料 0101-i1-3） 

   ・ 指標番号 11（データ分析集） 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

○ ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[1.1] 

○ ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[1.0] 

 

＜必須記載項目２ 研究活動に関する施策／研究活動の質の向上＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 構成員への法令遵守や研究者倫理等に関する施策の状況が確認できる資料 

（別添資料 0101-i2-1～3） 

   ・ 研究活動を検証する組織、検証の方法が確認できる資料 

（別添資料 0101-i2-4） 

   ・ 博士の学位授与数（課程博士のみ）（入力データ集） 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

○ ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[2.1] 

○ ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[2.2] 
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□□大学○○学部・△△研究科 研究活動の状況 

 

＜必須記載項目３ 論文・著書・特許・学会発表など＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 研究活動状況に関する資料（人文科学系） 

（別添資料 0101-i3-1） 

・ 指標番号 41～42（データ分析集）  

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

（特になし） 

 

＜必須記載項目４ 研究資金＞ 

【基本的な記載事項】 

・ 指標番号 25～40、43～46（データ分析集） 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

（特になし） 

 

＜選択記載項目Ａ 地域連携による研究活動＞ 

【基本的な記載事項】 

（特になし） 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[A.1] 

 

＜選択記載項目Ｃ 研究成果の発信／研究資料等の共同利用＞ 

【基本的な記載事項】 

（特になし） 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[C.1] 
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□□大学○○学部・△△研究科 研究成果の状況 

 

分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

＜必須記載項目１ 研究業績＞ 

【基本的な記載事項】 

   ・ 研究業績説明書 

 

（当該学部・研究科等の目的に沿った研究業績の選定の判断基準） 

本学部・研究科は、～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～と

いう目的を有しており、～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～の特色がある。したがって、

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～という点が最も重要であると考えている。ま

た、～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～であり、～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～であるため、～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

という点も考慮している。それらを踏まえ、～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～という判断基準で研究業績を選定している。 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～。[1.0] 
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【本特記事項記載に当たっての視点】 

 ○ 国立大学協会の依頼文書では、以下のように示されています。 

 

研究業績の評価においては、学術的なインパクトの高い国際的な研究水準の業績

はもとより、社会・経済・文化の発展やイノベーションへの貢献などの社会的なイ

ンパクトや地域の発展への貢献も重視して評価していただきたい。 

そのような視点から、研究業績説明書の限られた説明だけでなく、各大学におい

て、特色ある成果や研究のインパクト、取組を特記事項に記入することを促してい

ただきたい。また、適切な指標の在り方についても検討していただきたい。 
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研究に関する現況調査表 別添資料一覧イメージ
番号 資料・データ名 頁

研究 0101-i1-1 ○○学部・△△研究科の教職員数（2019年度） 1

研究 0101-i1-2 共同利用・共同研究の実施状況が確認できる資料（2016～2018年度） 2

研究 0101-i1-3 本務教員の年齢構成が確認できる資料（2019年度） 3

研究 0101-i2-1 ●●大学コンプライアンス指針（2019年度） 4

研究 0101-i2-2 ●●大学における研究倫理に関する規程（2019年度） 5

研究 0101-i2-3
●●大学における競争的資金等の不正使用防止等に関する規程
（2019年度）

6

研究 0101-i2-4 ●●大学学術研究推進委員会規程（2019年度） 7

研究 0101-i3-1
○○学部・△△研究科の研究活動状況に関する資料（人文科学系）
（2016～2019年度）

8

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

研究

0101 - i1 - 1

法人番号（２桁）＋学部・研

究科等ごとの通し番号（２

桁）の計４桁

資料固有の番号

（通し番号）

分析項目番号（Ⅰの場合にはi、

Ⅱの場合にはii）＋記載項目

の数字または英字大文字

〈別添資料の命名規則〉

※「-（ハイフン）」も含めてすべて

半角で作成してください。
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留
学

生
数

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
「

大
学

等
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

関
す

る
調

査
」

の
調

査
票

）
2
0
1
7
年

度

・
指

標
番

号
５

：
海

外
派

遣
率

⇒
海

外
派

遣
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
９

：
専

任
教

員
あ

た
り

の
学

生
数

⇒
学

生
数

／
専

任
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
1
0
：

専
任

教
員

に
占

め
る

女
性

専
任

教
員

の
割

合
⇒

女
性

専
任

教
員

数
／

専
任

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

履
修

指
導

の
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
習

相
談

の
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

社
会

的
・

職
業

的
自

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

能
力

を
培

う
取

組
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

履
修

上
特

別
な

支
援

を
要

す
る

学
生

等
に

対
す

る
学

習
支

援
の

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
少

な
く

と
も

2
0
1
9
年

度

成
績

評
価

基
準

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

成
績

評
価

の
分

布
表

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
生

か
ら

の
成

績
評

価
に

関
す

る
申

立
て

の
手

続
き

や
学

生
へ

の
周

知
等

が
明

示
さ

れ
て

い
る

資
料

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

必
須

５
履

修
指

導
、

支
援

5
.
1
：

学
習

支
援

の
充

実
、

学
習

意
欲

向
上

方
策

、
学

習
環

境
の

整
備

5
.
2
：

履
修

指
導

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

5
.
3
：

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
取

組
5
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

ラ
ー

ニ
ン

グ
・

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
・

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

教
育

研
究

系
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

運
用

管
理

、
Ｌ

Ｍ
Ｓ

に
よ

る
学

習
環

境
の

整
備

及
び

そ
れ

ら
に

対
応

し
た

デ
ジ

タ
ル

教
材

作
成

の
支

援
に

よ
っ

て
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
タ

ブ
レ

ッ
ト

端
末

を
連

携
さ

せ
た

学
習

環
境

を
実

現
し

て
お

り
、

2
0
1
8
年

度
に

は
タ

ブ
レ

ッ
ト

1
0
0
台

の
導

入
を

行
っ

た
。

[
5
.
1
]

必
須

６
成

績
評

価

6
.
1
：

学
習

成
果

の
評

価
方

法
、

成
績

評
価

の
厳

格
化

6
.
2
：

成
績

評
価

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

6
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
士

課
程

教
育

の
一

環
と

し
て

、
特

に
２

年
次

か
ら

３
年

次
に

進
級

し
こ

れ
ま

で
の

学
習

成
果

を
明

示
す

る
際

に
、

2
0
1
6
年

度
に

進
級

制
度

を
見

直
し

、
３

年
次

進
級

に
お

い
て

指
定

さ
れ

た
科

目
の

修
得

を
5
0
単

位
と

要
件

化
、

厳
格

化
す

る
な

ど
の

条
件

を
課

し
、

上
級

学
年

へ
進

級
す

る
制

度
に

し
て

い
る

。
教

員
に

も
成

績
認

定
の

手
続

き
の

明
確

化
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

[
6
.
1
]

必
須

４
授

業
形

態
、

学
習

指
導

法

4
.
1
：

専
門

分
野

の
実

験
・

実
習

・
現

場
教

育
の

工
夫

、
　

　
 
各

分
野

に
お

け
る

基
本

的
な

素
養

の
涵

養
、

教
室

外
学

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
の

提
供

4
.
2
：

実
践

的
学

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
4
.
3
：

情
報

通
信

技
術

（
Ｉ

Ｃ
Ｔ

）
な

ど
の

多
様

な
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

4
.
4
：

教
育

・
研

究
の

指
導

体
制

、
教

育
目

的
を

達
成

す
る

た
め

の
教

員
構

成
4
.
5
：

論
文

等
指

導
の

工
夫

、
大

学
院

生
の

キ
ャ

リ
ア

開
発

4
.
6
：

理
論

と
実

務
の

架
橋

を
図

る
教

育
方

法
の

工
夫

4
.
7
：

学
習

指
導

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

4
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
1
6
年

度
は

５
名

だ
っ

た
建

築
、

I
T
、

ア
ー

ト
、

文
化

政
策

な
ど

様
々

な
領

域
の

専
門

家
を

2
0
1
9
年

度
は

1
0
名

招
き

、
福

祉
の

「
今

」
を

哲
学

す
る

講
義

や
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

主
軸

と
し

た
ア

ー
ト

の
実

践
を

学
ぶ

こ
と

で
、

福
祉

と
重

な
り

合
う

領
域

を
経

験
、

学
修

し
、

学
生

が
社

会
人

と
と

も
に

学
修

す
る

機
会

を
体

系
的

に
構

築
し

て
い

る
。

[
4
.
1
]

　
外

国
語

学
部

生
と

大
学

院
工

学
研

究
科

生
が

二
人

一
組

に
な

っ
て

、
ア

ジ
ア

諸
国

に
あ

る
日

系
企

業
で

、
現

地
の

連
携

大
学

の
学

生
と

合
同

で
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

行
う

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
2
0
1
6
年

度
か

ら
実

施
し

、
2
0
1
9
年

度
に

は
1
0
か

国
（

１
か

国
に

つ
き

、
各

大
学

３
名

、
連

携
大

学
３

名
）

ま
で

展
開

し
て

い
る

。
[
4
.
2
]
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卒
業

又
は

修
了

の
要

件
を

定
め

た
規

定
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

卒
業

又
は

修
了

判
定

に
関

す
る

教
授

会
等

の
審

議
及

び
学

長
な

ど
組

織
的

な
関

わ
り

方
を

含
め

て
卒

業
（

修
了

）
判

定
の

手
順

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
9
年

度

学
位

論
文

（
課

題
研

究
）

の
審

査
に

係
る

手
続

き
及

び
評

価
の

基
準

（
※

大
学

院
課

程
（

専
門

職
学

位
課

程
を

除
く

。
）

が
対

象
）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

修
了

判
定

に
関

す
る

教
授

会
等

の
審

議
及

び
学

長
な

ど
組

織
的

な
関

わ
り

方
が

確
認

で
き

る
資

料
（

※
大

学
院

課
程

（
専

門
職

学
位

課
程

を
含

む
。

）
が

対
象

）
2
0
1
9
年

度

学
位

論
文

の
審

査
体

制
、

審
査

員
の

選
考

方
法

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

大
学

院
課

程
（

専
門

職
学

位
課

程
を

除
く

。
）

が
対

象
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
生

受
入

方
針

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

◇
入

学
者

選
抜

確
定

志
願

状
況

に
お

け
る

志
願

倍
率

（
「

毎
年

度
の

入
学

者
選

抜
確

定
志

願
状

況
」

）
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◆
入

学
定

員
充

足
率

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
１

：
女

性
学

生
の

割
合

⇒
女

性
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
２

：
社

会
人

学
生

の
割

合
⇒

社
会

人
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
３

：
留

学
生

の
割

合
⇒

留
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
６

：
受

験
者

倍
率

⇒
受

験
者

数
／

募
集

人
員

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
７

：
入

学
定

員
充

足
率

⇒
入

学
者

数
／

入
学

定
員

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
協

定
等

に
基

づ
く

留
学

期
間

別
日

本
人

留
学

生
数

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度

◇
指

標
番

号
３

：
留

学
生

の
割

合
⇒

留
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
５

：
海

外
派

遣
率

⇒
海

外
派

遣
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

７
卒

業
（

修
了

）
判

定

7
.
1
：

卒
業

又
は

修
了

の
判

定
体

制
・

判
定

方
法

7
.
2
：

学
位

論
文

（
課

題
研

究
）

の
評

価
体

制
・

評
価

方
法

7
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

教
育

目
標

に
掲

げ
る

養
成

す
べ

き
能

力
を

涵
養

す
る

た
め

に
、

2
0
1
6
年

度
に

卒
業

要
件

単
位

の
う

ち
教

養
系

の
科

目
の

割
合

を
６

割
以

上
に

設
定

し
、

デ
ィ

プ
ロ

マ
ポ

リ
シ

ー
に

即
し

た
教

育
課

程
、

判
定

要
件

を
設

定
し

て
い

る
。

そ
の

結
果

、
留

年
者

数
が

大
幅

に
減

少
し

、
2
0
1
6
年

度
に

は
1
5
名

だ
っ

た
が

2
0
1
9
年

度
に

は
３

名
ま

で
減

少
し

た
。

[
7
.
1
]

必
須

８
学

生
の

受
入

8
.
1
：

多
様

な
学

生
の

入
学

促
進

・
志

願
者

増
加

方
策

・
受

入
体

制
8
.
2
：

適
正

な
入

学
者

確
保

8
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
士

課
程

に
つ

い
て

、
2
0
1
6
年

度
の

入
学

定
員

充
足

率
が

0
.
7
8
倍

で
あ

っ
た

が
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
の

複
数

回
開

催
等

の
広

告
活

動
の

改
善

に
よ

り
、

2
0
1
9
年

度
に

は
入

学
者

充
足

率
が

1
.
0
8
倍

と
な

り
、

適
正

化
が

図
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

現
地

面
接

や
通

信
手

段
の

活
用

、
オ

ン
ラ

イ
ン

出
願

シ
ス

テ
ム

の
整

備
、

関
係

機
関

と
の

連
絡

調
整

な
ど

、
多

様
な

学
生

の
受

け
入

れ
の

工
夫

や
努

力
を

行
っ

て
い

る
。

[
8
.
2
]

選
択

Ａ
教

育
の

国
際

性
【

学
系

共
通

】

A
.
1
：

キ
ャ

ン
パ

ス
の

国
際

化
、

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
育

成
A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

留
学

生
と

の
共

学
を

推
進

し
、

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
へ

の
社

会
的

な
ニ

ー
ズ

に
こ

た
え

る
た

め
に

2
0
1
6
年

度
か

ら
導

入
し

た
「

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
育

成
言

語
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
や

学
生

の
海

外
留

学
希

望
の

ニ
ー

ズ
に

こ
た

え
る

た
め

の
夏

学
期

・
冬

学
期

の
短

期
留

学
の

受
け

入
れ

実
績

は
、

2
0
1
6
年

度
の

受
入

1
5
名

、
派

遣
1
0
名

か
ら

2
0
1
9
年

度
の

受
入

2
8
名

、
派

遣
2
1
名

と
大

幅
に

増
加

し
て

い
る

。
[
A
.
1
]
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選
択

Ｂ
地

域
連

携
に

よ
る

教
育

活
動

B
.
1
：

地
方

自
治

体
、

外
部

組
織

・
他

大
学

等
と

の
連

携
B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

生
涯

学
習

の
セ

ン
タ

ー
や

地
域

自
治

体
関

連
の

組
織

と
の

交
流

を
活

性
化

し
、

地
域

に
根

づ
い

た
社

会
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

発
し

、
2
0
1
6
年

度
開

講
科

目
で

は
、

地
元

住
民

に
も

4
5
名

の
参

加
を

得
た

。
2
0
1
9
年

度
に

は
、

近
隣

の
大

学
文

学
部

と
も

共
同

し
た

社
会

貢
献

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

2
4
件

実
施

し
、

地
元

住
民

の
べ

7
0
名

の
参

加
を

得
て

い
る

。
[
B
.
1
]

選
択

Ｃ
教

育
の

質
の

保
証

・
向

上
【

学
系

共
通

】

C
.
1
：

Ｆ
Ｄ

・
Ｓ

Ｄ
、

教
員

の
キ

ャ
リ

ア
開

発
、

教
員

評
価

、
教

育
改

善
の

取
組

C
.
2
：

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

、
外

部
評

価
・

第
三

者
評

価
、

関
係

者
の

意
見

聴
取

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
1
6
年

度
か

ら
６

年
に

一
度

、
各

教
員

の
資

格
再

審
査

を
実

施
し

、
所

定
の

業
績

を
あ

げ
て

い
な

い
教

員
か

ら
指

導
資

格
を

留
保

す
る

と
と

も
に

、
全

学
的

な
教

育
の

質
保

証
を

行
う

た
め

に
当

該
資

格
の

審
査

・
再

審
査

の
承

認
を

行
う

委
員

会
を

新
た

に
設

置
し

て
い

る
。

本
委

員
会

開
催

数
は

、
2
0
1
9
年

度
ま

で
に

年
３

回
程

度
で

あ
り

、
審

査
・

再
審

査
の

承
認

は
そ

れ
ぞ

れ
平

均
◯

件
、

◯
件

、
で

あ
っ

た
。

[
C
.
1
]

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
の

推
進

に
寄

与
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
短

期
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

な
ど

）
が

公
開

さ
れ

て
い

る
刊

行
物

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
等

の
該

当
箇

所
2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
２

：
社

会
人

学
生

の
割

合
⇒

社
会

人
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
４

：
正

規
課

程
学

生
に

対
す

る
科

目
等

履
修

生
等

の
比

率
⇒

科
目

等
履

修
生

等
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

選
択

Ｚ
そ

の
他

選
択

Ｄ
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
推

進
【

学
系

共
通

】

D
.
1
：

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
を

推
進

す
る

た
め

の
工

夫
、

社
会

人
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
　

　
 
初

等
中

等
教

育
と

の
連

携
や

生
涯

学
習

へ
の

貢
献

D
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

人
文

知
を

広
く

社
会

に
普

及
・

啓
蒙

す
る

た
め

に
、

公
開

講
座

、
講

演
会

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

実
施

し
て

い
る

。
文

学
部

公
開

講
座

は
2
0
○

年
度

か
ら

毎
年

度
実

施
し

、
2
0
1
6
年

度
の

「
古

代
ギ

リ
シ

ャ
」

に
関

す
る

講
演

な
ど

平
均

約
2
0
0
名

が
参

加
し

、
2
0
1
9
年

度
に

お
い

て
は

「
北

海
道

文
化

」
に

関
す

る
講

演
な

ど
平

均
約

3
2
0
名

が
参

加
し

、
年

間
参

加
人

数
の

増
大

が
見

ら
れ

る
。

[
D
.
1
]

－
人
文
科
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

◇
標

準
修

業
年

限
内

卒
業

（
修

了
）

率
⇒

標
準

修
業

年
限

で
卒

業
（

修
了

）
し

た
者

の
数

／
標

準
修

業
年

限
前

の
入

学
者

数
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◆
「

標
準

修
業

年
限

×
1
.
5
」

年
内

卒
業

（
修

了
）

率
⇒

Ａ
の

う
ち

、
（

標
準

修
業

年
限

×
1
.
5
）

年
間

に
学

位
を

取
得

し
た

者
の

数
／

（
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
）

年
前

の
入

学
者

数
（

Ａ
）

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
博

士
の

学
位

授
与

数
（

課
程

博
士

の
み

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
4
：

留
年

率
⇒

留
年

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
1
5
：

退
学

率
⇒

退
学

者
・

除
籍

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
6
：

休
学

率
⇒

休
学

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
7
：

卒
業

・
修

了
者

の
う

ち
標

準
修

業
年

限
内

卒
業

・
修

了
率

⇒
標

準
修

業
年

限
内

で
の

卒
業

・
修

了
者

数
／

卒
業

・
修

了
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
8
：

卒
業

・
修

了
者

の
う

ち
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
年

以
内

で
の

卒
業

・
修

了
率

⇒
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
年

内
で

の
卒

業
・

修
了

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
9
：

受
験

者
数

に
対

す
る

資
格

取
得

率
⇒

合
格

者
数

／
受

験
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
0
：

卒
業

・
修

了
者

に
対

す
る

資
格

取
得

率
⇒

合
格

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
1
：

進
学

率
⇒

進
学

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
2
：

卒
業

・
修

了
者

に
占

め
る

就
職

者
の

割
合

⇒
就

職
者

数
／

卒
業

・
修

了
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
3
：

職
業

別
就

職
率

⇒
職

業
区

分
別

就
職

者
数

／
就

職
者

数
合

計
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
4
：

産
業

別
就

職
率

⇒
産

業
区

分
別

就
職

者
数

／
就

職
者

数
合

計
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

１
卒

業
（

修
了

）
率

、
資

格
取

得
等

1
.
1
：

「
単

位
取

得
・

成
績

・
学

位
授

与
の

状
況

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

1
.
2
：

「
資

格
取

得
、

学
外

試
験

の
結

果
、

学
生

の
研

究
実

績
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
　

　
 
教

育
成

果
1
.
3
：

「
独

自
の

学
修

成
果

の
測

定
・

可
視

化
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
教

育
成

果
1
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

標
準

修
業

年
限

内
の

修
了

率
に

つ
い

て
、

博
士

前
期

課
程

の
2
0
○

年
度

か
ら

2
0
○

年
度

の
入

学
生

に
お

い
て

は
平

均
7
5
.
5
％

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

博
士

後
期

課
程

の
2
0
○

年
度

か
ら

2
0
○

年
度

の
入

学
生

に
お

い
て

は
平

均
3
1
.
5
％

と
な

っ
て

い
る

。
[
1
.
1
]

　
2
0
1
6
年

度
か

ら
2
0
1
9
年

度
に

お
け

る
修

了
生

の
臨

床
心

理
士

資
格

試
験

合
格

率
は

8
8
.
5
％

か
ら

1
0
0
％

の
間

を
推

移
し

て
い

る
。

[
1
.
2
]

必
須

２
就

職
、

進
学

2
.
1
：

「
就

職
・

進
学

率
、

就
職

先
の

特
徴

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

2
.
2
：

「
独

自
の

学
修

成
果

の
測

定
・

可
視

化
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
教

育
成

果
2
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

第
３

期
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
博

士
課

程
の

修
了

生
及

び
満

期
退

学
者

の
う

ち
、

博
物

館
等

の
研

究
職

や
専

門
職

に
８

名
就

職
し

て
お

り
、

国
立

大
学

、
県

立
大

学
、

市
立

大
学

、
お

よ
び

中
国

や
韓

国
の

大
学

の
教

員
と

し
て

就
職

し
た

者
も

９
名

お
り

、
修

了
生

及
び

満
期

退
学

者
全

体
の

7
0
%
を

占
め

て
お

り
、

研
究

者
養

成
を

目
的

と
し

た
研

究
科

の
目

的
と

一
致

し
て

い
る

。
[
2
.
1
]

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅱ
　
教
育
成
果
の
状
況
】

－
人
文
科
学
系
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選
択

Ａ
卒

業
（

修
了

）
時

の
学

生
か

ら
の

意
見

聴
取

【
学

系
共

通
】

学
生

か
ら

の
意

見
聴

取
（

学
習

の
達

成
度

や
満

足
度

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
、

学
習

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

分
析

調
査

、
懇

談
会

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

）
の

概
要

及
び

そ
の

結
果

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

A
.
1
：

「
卒

業
（

修
了

）
時

の
学

生
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
1
6
年

度
か

ら
2
0
1
9
年

度
に

実
施

し
た

修
了

生
ア

ン
ケ

ー
ト

に
お

い
て

、
「

研
究

科
で

学
ん

だ
理

論
や

応
用

が
今

後
の

仕
事

や
研

究
に

役
立

つ
か

」
と

い
う

設
問

へ
の

肯
定

的
な

回
答

は
2
0
1
6
年

度
の

9
0
％

か
ら

、
2
0
1
9
年

度
の

9
6
%
へ

と
増

加
し

た
。

ま
た

、
2
0
1
6
年

度
か

ら
2
0
1
9
年

度
に

実
施

し
た

卒
業

時
の

６
段

階
評

価
に

よ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
い

て
、

知
識

・
能

力
の

保
有

度
に

つ
い

て
、

「
外

国
語

能
力

」
は

2
0
1
6
年

度
の

4
.
5
2
か

ら
2
0
1
9
年

度
の

4
.
8
7
へ

、
「

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
」

は
2
0
1
6
年

度
の

4
.
2
4
か

ら
2
0
1
9
年

度
の

4
.
5
3
へ

と
増

加
し

た
。

[
A
.
1
]

選
択

Ｂ
卒

業
（

修
了

）
生

か
ら

の
意

見
聴

取
【

学
系

共
通

】

卒
業

（
修

了
）

後
、

一
定

年
限

を
経

過
し

た
卒

業
（

修
了

）
生

に
つ

い
て

の
意

見
聴

取
（

ア
ン

ケ
ー

ト
、

懇
談

会
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

等
）

の
概

要
及

び
そ

の
結

果
が

確
認

で
き

る
資

料
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

B
.
1
：

「
卒

業
生

等
調

査
の

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

修
了

生
へ

の
「

大
学

の
教

育
と

学
修

成
果

に
関

す
る

調
査

」
で

は
、

在
学

中
の

教
育

効
果

に
つ

い
て

、
専

門
知

識
や

批
判

的
な

思
考

能
力

、
文

章
表

現
能

力
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力
等

が
身

に
つ

い
た

と
の

回
答

が
2
0
1
6
年

度
の

8
0
%
か

ら
2
0
1
9
年

度
の

9
4
％

ま
で

、
大

幅
に

増
加

し
て

い
る

。
[
B
.
1
]

選
択

Ｃ
就

職
先

等
か

ら
の

意
見

聴
取

【
学

系
共

通
】

就
職

先
や

進
学

先
等

の
関

係
者

へ
の

意
見

聴
取

（
ア

ン
ケ

ー
ト

、
懇

談
会

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

）
の

概
要

及
び

そ
の

結
果

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

C
.
1
：

「
就

職
先

等
調

査
の

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

卒
業

生
・

修
了

生
が

勤
務

す
る

職
場

の
責

任
者

を
対

象
に

実
施

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

「
文

学
部

・
人

文
学

研
究

科
の

卒
業

生
・

修
了

生
を

積
極

的
に

採
用

し
た

い
と

思
う

か
」

と
い

う
設

問
に

対
す

る
肯

定
的

な
回

答
は

、
2
0
1
9
年

度
に

公
務

員
（

教
員

を
除

く
）

を
対

象
に

実
施

し
た

際
に

は
8
0
.
8
％

、
2
0
1
9
年

度
に

教
員

を
対

象
に

実
施

し
た

際
に

は
9
1
.
4
％

と
そ

れ
ぞ

れ
大

幅
に

増
大

し
て

い
る

。
[
C
.
1
]

選
択

Ｚ
そ

の
他

－
人
文
科
学
系
-
6
－
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

教
員

、
研

究
員

等
の

人
数

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

ポ
ス

ド
ク

研
究

員
や

Ｕ
Ｒ

Ａ
等

の
研

究
支

援
ス

タ
ッ

フ
を

含
む

。
）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

共
同

利
用

・
共

同
研

究
の

実
施

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
、

国
際

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
の

み
）

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
本

務
教

員
の

年
齢

構
成

が
確

認
で

き
る

資
料

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

・
指

標
番

号
1
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

研
究

員
数

⇒
研

究
員

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

構
成

員
へ

の
法

令
遵

守
や

研
究

者
倫

理
等

に
関

す
る

施
策

の
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

利
益

相
反

、
生

命
倫

理
、

環
境

・
安

全
管

理
の

規
程

、
研

究
不

正
防

止
の

規
程

等
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

研
究

活
動

を
検

証
す

る
組

織
、

検
証

の
方

法
が

確
認

で
き

る
資

料
2
0
1
9
年

度

・
博

士
の

学
位

授
与

数
（

課
程

博
士

の
み

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
研

究
活

動
状

況
に

関
す

る
資

料
（

学
系

別
）

【
様

式
】

研
究

活
動

状
況

に
関

す
る

資
料

（
人

文
科

学
系

）
を

参
照

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
4
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

特
許

出
願

数
⇒

特
許

出
願

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
4
2
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

特
許

取
得

数
⇒

特
許

取
得

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

３
論

文
・

著
書

・
特

許
・

学
会

発
表

な
ど

必
須

１
研

究
の

実
施

体
制

及
び

支
援

・
推

進
体

制

1
.
1
：

拠
点

形
成

、
組

織
・

再
編

、
研

究
支

援
体

制
・

研
究

管
理

体
制

1
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
内

外
の

横
断

的
な

共
同

研
究

を
推

進
し

て
お

り
、

研
究

代
表

者
と

連
携

し
、

「
○

○
○

○
の

○
○

○
に

関
す

る
研

究
」

等
の

研
究

領
域

の
拠

点
作

り
の

基
礎

と
な

る
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

し
て

い
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
こ

れ
ま

で
単

独
で

研
究

を
展

開
し

て
い

た
学

部
の

若
手

研
究

者
が

、
研

究
拠

点
を

活
か

し
た

編
著

に
1
0
冊

執
筆

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。
[
1
.
1
]

必
須

２
研

究
活

動
に

関
す

る
施

策
／

研
究

活
動

の
質

の
向

上

2
.
1
：

研
究

推
進

方
策

、
特

色
あ

る
研

究
等

の
推

進
、

学
際

的
研

究
の

促
進

、
　

　
 
社

会
課

題
に

関
す

る
研

究
2
.
2
：

人
事

方
策

、
若

手
研

究
者

の
確

保
・

育
成

2
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

大
学

附
属

セ
ン

タ
ー

で
は

、
５

年
以

内
に

博
士

号
を

取
得

し
た

若
手

研
究

者
の

確
保

と
育

成
に

重
点

を
置

い
た

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
2
0
1
6
年

度
に

５
件

開
始

し
た

。
こ

れ
ら

の
優

れ
た

若
手

研
究

者
は

、
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

の
研

究
経

費
支

援
を

受
け

取
る

こ
と

が
で

き
る

。
さ

ら
に

日
本

学
術

振
興

会
の

若
手

研
究

に
も

2
0
1
8
年

度
は

４
件

採
択

さ
れ

、
2
0
1
9
年

度
に

は
1
0
件

ま
で

増
加

し
て

い
る

。
[
2
.
2
]

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅰ
　
研
究
活
動
の
状
況
】

【
様

式
】

研
究

活
動

状
況

に
関

す
る

資
料

（
人

文
科

学
系

）
 

 
2
0
1
6
年

度
 

2
0
1
7
年

度
 

2
0
1
8
年

度
 

2
0
1
9
年

度
 

専
任

教
員

数
 

 
 

 
 

著
書

数
 

日
本

語
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

外
国

語
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

招
待

論
文

数
 

日
本

語
 

 
 

 
 

外
国

語
 

 
 

 
 

査
読

付
き

論
文

数
 

日
本

語
 

 
 

 
 

外
国

語
 

 
 

 
 

そ
の

他
 

 
 

 
 

※
１

 
「

専
任

教
員

数
」

に
つ

い
て

は
、

各
年

度
の

５
月

１
日

現
在

の
当

該
学

部
・

研
究

科
等

に

所
属

す
る

研
究

活
動

を
行

っ
て

い
る

専
任

教
員

（
教

授
、

准
教

授
、

講
師

、
助

教
）

の
人

数

と
し

て
く

だ
さ

い
。

2
0
1
9
年

度
の

専
任

教
員

数
は

、
学

部
・

研
究

科
等

ご
と

の
「

研
究

業
績

説
明

書
」

で
求

め
ら

れ
る

専
任

教
員

数
と

一
致

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 

※
２

 
著

書
数

に
つ

い
て

は
、

内
数

と
し

て
「

単
著

」
の

数
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
※

３
 

学
会

発
表

や
「

査
読

付
き

論
文

」
に

当
た

ら
な

い
論

文
な

ど
に

つ
い

て
は

、「
そ

の
他

」
と

 
 

 
 

 
し

て
カ

ウ
ン

ト
し

て
く

だ
さ

い
。

 

－
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文
科
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◇
指

標
番

号
2
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
申

請
件

数
（

新
規

）
⇒

申
請

件
数

（
新

規
）

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
採

択
内

定
件

数
⇒

内
定

件
数

（
新

規
）

／
本

務
教

員
数

⇒
内

定
件

数
（

新
規

・
継

続
）

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
7
：

科
研

費
採

択
内

定
率

（
新

規
）

⇒
内

定
件

数
（

新
規

）
／

申
請

件
数

（
新

規
）

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
8
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
内

定
金

額
⇒

内
定

金
額

／
本

務
教

員
数

⇒
内

定
金

額
（

間
接

経
費

含
む

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
9
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

競
争

的
資

金
採

択
件

数
⇒

競
争

的
資

金
採

択
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
3
0
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

競
争

的
資

金
受

入
金

額
⇒

競
争

的
資

金
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

件
数

⇒
共

同
研

究
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
2
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

共
同

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
3
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

金
額

⇒
共

同
研

究
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
4
：

本
務

教
員

当
た

り
の

共
同

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

共
同

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

件
数

⇒
受

託
研

究
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

受
託

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
7
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

金
額

⇒
受

託
研

究
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
8
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

受
託

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

４
研

究
資

金

－
人
文
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・
指

標
番

号
3
9
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

寄
附

金
受

入
件

数
⇒

寄
附

金
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
0
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

寄
附

金
受

入
金

額
⇒

寄
附

金
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
3
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

ラ
イ

セ
ン

ス
契

約
数

⇒
ラ

イ
セ

ン
ス

契
約

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
4
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

ラ
イ

セ
ン

ス
収

入
額

⇒
ラ

イ
セ

ン
ス

収
入

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
4
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

外
部

研
究

資
金

の
金

額
⇒

（
科

研
費

の
内

定
金

額
（

間
接

経
費

含
む

）
＋

共
同

研
究

受
入

金
額

＋
受

託
研

究
受

入
金

額
＋

寄
附

金
受

入
金

額
）

の
合

計
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
4
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

民
間

研
究

資
金

の
金

額
⇒

（
共

同
研

究
受

入
金

額
（

国
内

・
外

国
企

業
か

ら
の

み
）

＋
受

託
研

究
受

入
金

額
（

国
内

・
外

国
企

業
か

ら
の

み
）

＋
寄

附
金

受
入

金
額

）
の

合
計

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

選
択

Ａ
地

域
連

携
に

よ
る

研
究

活
動

A
.
1
：

地
方

自
治

体
等

と
の

連
携

に
よ

る
共

同
研

究
の

推
進

、
　

　
 
地

域
社

会
の

課
題

に
関

す
る

研
究

A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

地
域

の
文

化
館

、
史

料
館

、
博

物
館

、
美

術
館

な
ど

の
施

設
と

の
共

同
研

究
を

推
進

し
、

地
域

の
文

化
・

学
術

・
知

的
資

源
の

発
掘

と
そ

の
保

存
・

整
備

に
大

き
く

貢
献

し
た

。
2
0
1
6
年

度
は

３
件

の
み

だ
っ

た
市

の
地

域
学

術
文

化
遺

産
に

、
2
0
1
9
年

度
ま

で
に

新
た

に
６

件
認

定
が

な
さ

れ
、

社
会

文
化

の
活

性
化

に
強

く
貢

献
し

て
い

る
。

[
A
.
1
]

選
択

Ｂ
国

際
的

な
連

携
に

よ
る

研
究

活
動

【
学

系
共

通
】

B
.
1
：

国
際

的
な

共
同

研
究

の
推

進
B
.
2
：

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
、

研
究

者
の

国
際

交
流

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

海
外

拠
点

で
あ

る
南

米
研

究
所

、
中

東
研

究
日

本
セ

ン
タ

ー
（

レ
バ

ノ
ン

共
和

国
）

及
び

○
○

○
○

○
○

・
リ

エ
ゾ

ン
オ

フ
ィ

ス
（

マ
レ

ー
シ

ア
）

を
中

心
と

し
た

国
際

共
同

研
究

を
実

施
し

、
2
0
1
6
年

度
の

２
件

か
ら

2
0
1
9
年

度
の

８
件

に
大

幅
に

増
加

し
て

い
る

。
[
B
.
1
]

－
人
文
科
学
系
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選
択

Ｃ
研

究
成

果
の

発
信

／
研

究
資

料
等

の
共

同
利

用
【

学
系

共
通

】

C
.
1
：

研
究

成
果

の
発

信
、

研
究

資
料

等
の

共
同

利
用

を
推

進
す

る
た

め
の

工
夫

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

ア
ジ

ア
親

密
圏

／
公

共
圏

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

を
現

代
ア

ジ
ア

が
共

存
・

共
生

し
て

い
く

た
め

の
日

本
学

・
ア

ジ
ア

学
の

世
界

的
拠

点
と

し
て

形
成

し
、

海
外

研
究

者
や

実
務

家
等

を
招

聘
し

て
講

演
会

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、

セ
ミ

ナ
ー

を
定

期
的

に
開

催
し

、
そ

れ
ら

の
開

催
回

数
は

2
0
1
6
年

度
で

は
年

間
７

件
だ

っ
た

が
、

2
0
1
9
年

度
は

1
5
件

ま
で

増
加

し
て

い
る

。
[
C
.
1
]

選
択

Ｄ
学

術
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
へ

の
貢

献
【

学
系

共
通

】

D
.
1
：

会
議

開
催

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
D
.
0
:
そ

の
他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

○
○

研
究

所
の

取
り

組
み

に
基

づ
き

、
学

芸
員

や
関

連
の

専
門

職
員

の
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

関
係

の
共

同
研

究
拠

点
が

新
た

に
形

成
さ

れ
た

。
こ

れ
ま

で
に

は
な

か
っ

た
実

践
的

な
研

究
テ

ー
マ

や
ト

ピ
ッ

ク
に

よ
る

研
究

会
、

学
会

も
で

き
、

分
野

へ
の

学
術

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
役

立
っ

て
い

る
。

関
連

の
講

演
会

数
が

2
0
1
6
年

度
の

1
5
件

か
ら

2
0
1
9
年

度
の

2
5
件

へ
増

加
し

て
い

る
。

[
D
.
1
]

選
択

Ｚ
そ

の
他

根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

必
須

１
研

究
業

績
研

究
業

績
説

明
書

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

選
択

Ｚ
そ

の
他

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅱ
　
研
究
成
果
の
状
況
】

－
人
文
科
学
系
-
1
0
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

必
須

１
学

位
授

与
方

針
公

表
さ

れ
た

学
位

授
与

方
針

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

必
須

２
教

育
課

程
方

針
公

表
さ

れ
た

教
育

課
程

方
針

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

体
系

性
が

確
認

で
き

る
資

料
（

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ッ
プ

、
コ

ー
ス

・
ツ

リ
ー

、
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
等

）
2
0
1
9
年

度

自
己

点
検

・
評

価
に

お
い

て
体

系
性

や
水

準
に

関
す

る
検

証
を

実
施

し
て

い
る

場
合

は
そ

の
状

況
が

わ
か

る
資

料
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

研
究

指
導

、
学

位
論

文
（

特
定

課
題

研
究

の
成

果
を

含
む

。
）

指
導

体
制

が
確

認
で

き
る

資
料

（
規

定
、

申
合

せ
等

）
（

※
大

学
院

課
程

（
専

門
職

学
位

課
程

を
除

く
。

）
が

対
象

）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

必
須

３
教

育
課

程
の

編
成

、
授

業
科

目
の

内
容

3
.
1
：

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

／
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
体

系
的

な
構

築
、

　
　

 
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
の

実
施

体
制

、
教

育
目

的
に

即
し

た
科

目
群

の
設

定
3
.
2
：

社
会

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

※
の

構
築

、
　

　
 
社

会
課

題
や

人
材

需
要

を
踏

ま
え

た
教

育
3
.
3
：

学
術

動
向

に
即

し
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
※

の
構

築
、

学
際

的
教

育
の

推
進

3
.
4
：

教
養

教
育

と
専

門
教

育
の

関
わ

り
、

　
　

 
新

入
学

生
の

学
習

履
歴

を
踏

ま
え

た
教

育
（

導
入

教
育

な
ど

）
3
.
5
：

大
学

院
の

コ
ー

ス
ワ

ー
ク

3
.
0
：

そ
の

他
※

例
え

ば
、

外
部

資
金

を
用

い
た

新
た

な
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

知
的

財
産

や
規

制
緩

和
等

、
経

済
的

・
法

的
側

面
が

複
合

す
る

課
題

に
対

す
る

解
決

能
力

の
開

発
を

目
的

と
し

た
○

○
○

○
専

門
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
、

法
学

部
と

共
同

で
実

施
し

て
い

る
ほ

か
、

2
0
◯

年
度

に
専

門
性

・
学

際
性

・
国

際
性

を
兼

ね
備

え
た

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
の

育
成

を
目

的
と

し
た

５
年

一
貫

経
済

学
国

際
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
、

2
0
◯

年
度

に
法

学
部

・
国

際
文

化
部

と
の

共
同

で
実

施
す

る
○

○
○

○
○

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

設
け

て
い

る
。

[
3
.
1
]

　
教

養
科

目
と

専
門

科
目

の
関

連
性

を
高

め
る

工
夫

と
し

て
、

教
養

教
育

科
目

の
う

ち
経

営
学

専
門

教
育

と
の

補
完

性
が

高
い

数
学

系
の

科
目

で
あ

る
「

統
計

学
」

、
「

微
分

積
分

」
、

「
線

形
代

数
」

を
必

修
の

教
養

コ
ア

科
目

と
し

て
2
0
○

年
度

に
指

定
し

て
い

る
。

[
3
.
4
]

２
．
社
会
科
学
系

【
分
析
項
目
Ⅰ
　
教
育
活
動
の
状
況
】

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
に

つ
い
て
≫

・
現
況
調
査
表
の
本

文
へ
の
記
述
に
当
た
っ
て
は
、
文
章
の
形
で
は
な
く
、
根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
形
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

・
デ
ー
タ
分
析
集
等

の
指
標
に
つ
い
て
は
、
機
構
が
行
う
現
況
分
析
に
お
け
る
３
種
類
の
区
分
（
「
◆
（
重
要
指
標
）
」
「
◇
（
分
析
指
標
）
」
「
・
（
参
考
指
標
）
」
）
を
冒
頭
に
付
し
て
い
ま
す
。

・
「
基
準
日
／
対
象

年
度
」
欄
の
〔

〕
書
き
に
つ
い
て
は
、
「
国
立
大
学
法
人
へ
の
問
い
合
わ
せ
」
（

20
20
年
８
月
下
旬
～
９
月
中
旬
予
定
）
の
段
階
で
提
出
等
が
必
要
な
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間

に
係
る
特
記
事
項
に
つ
い
て
≫

・
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」

に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
「
半
角
数
字
（
も
し
く
は
半
角
英
字
）
」
「

.（
半
角
ピ
リ
オ
ド
）
」
「
半
角
数
字
」
の
順
で
コ
ー
ド
を
付
し
て
い
ま
す
。
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」

を
記
述
す
る
際
に
は

、
該
当
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
コ
ー
ド
を
文
末
に

[
]
 （

半
角
角
括
弧
）
書
き
で
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
キ
ー
ワ
ー
ド
が
な
い
場
合
に
は
、

[
半
角
数
字
（
も
し
く
は
半
角
英
字
）

.0
]

を
文
末
に
付
記
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
対
応
す
る
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
を
す
べ
て
記
述
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
「
具
体
的
な
記
載

例
」
は
、
記
載
に
当
た
っ
て
の
例
示
で
あ
り
、
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
に
記
載
す
べ
き
内
容
を
制
限
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
部
の
記
載
項
目
で
は
、

空
欄
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
必
ず
し
も
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
の
記
載
を
妨
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
各
分
析
項
目
に
は

、
選
択
記
載
項
目
「
そ
の
他
」
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
を
記
載
す
る
に
当
た
り
、
ど
の
記
載
項
目
に
も
該
当
し
な
い
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、

こ
の
選
択
記
載
項
目

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
独
自
の
記
載
項
目
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

－
社
会
科
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１
年

間
の

授
業

を
行

う
期

間
が

確
認

で
き

る
資

料
（

学
年

暦
、

年
間

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

等
）

2
0
1
9
年

度

シ
ラ

バ
ス

の
全

件
、

全
項

目
が

確
認

で
き

る
資

料
（

電
子

シ
ラ

バ
ス

の
デ

ー
タ

（
c
s
v
）

、
又

は
Ｕ

Ｒ
Ｌ

等
）

、
学

生
便

覧
等

関
係

資
料

2
0
1
9
年

度

専
門

職
大

学
院

に
係

る
Ｃ

Ａ
Ｐ

制
に

関
す

る
規

定
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

◇
協

定
等

に
基

づ
く

留
学

期
間

別
日

本
人

留
学

生
数

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
「

大
学

等
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

関
す

る
調

査
」

の
調

査
票

）
2
0
1
7
年

度

・
指

標
番

号
５

：
海

外
派

遣
率

⇒
海

外
派

遣
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
９

：
専

任
教

員
あ

た
り

の
学

生
数

⇒
学

生
数

／
専

任
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
1
0
：

専
任

教
員

に
占

め
る

女
性

専
任

教
員

の
割

合
⇒

女
性

専
任

教
員

数
／

専
任

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

履
修

指
導

の
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
習

相
談

の
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

社
会

的
・

職
業

的
自

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

能
力

を
培

う
取

組
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

履
修

上
特

別
な

支
援

を
要

す
る

学
生

等
に

対
す

る
学

習
支

援
の

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
少

な
く

と
も

2
0
1
9
年

度

必
須

４
授

業
形

態
、

学
習

指
導

法

4
.
1
：

教
育

方
法

の
組

み
合

わ
せ

、
専

門
分

野
の

実
験

・
実

習
・

現
場

教
育

の
工

夫
、

　
 
　

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
4
.
2
：

実
践

的
学

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
4
.
3
：

情
報

通
信

技
術

（
Ｉ

Ｃ
Ｔ

）
な

ど
の

多
様

な
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

4
.
4
：

教
育

・
研

究
の

指
導

体
制

、
教

育
目

的
を

達
成

す
る

た
め

の
教

員
構

成
4
.
5
：

論
文

等
指

導
の

工
夫

、
大

学
院

生
の

キ
ャ

リ
ア

開
発

4
.
6
：

理
論

と
実

務
の

架
橋

を
図

る
教

育
方

法
の

工
夫

4
.
7
：

学
習

指
導

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

4
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
生

が
企

画
・

立
案

し
、

教
員

の
認

可
を

経
て

、
教

員
及

び
セ

ミ
ナ

ー
･
リ

ー
ダ

ー
（

学
生

）
の

監
督

補
助

の
下

で
論

文
の

検
討

会
、

企
業

に
つ

い
て

の
研

究
会

、
デ

ィ
ベ

ー
ト

等
を

行
い

、
レ

ポ
ー

ト
等

の
提

出
に

よ
り

単
位

を
認

定
す

る
プ

ロ
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
セ

ミ
ナ

ー
の

制
度

を
2
0
◯

年
度

に
新

設
し

、
2
6
の

セ
ミ

ナ
ー

を
設

け
、

単
位

認
定

を
行

っ
て

い
る

。
[
4
.
1
]

　
実

践
的

問
題

解
決

能
力

を
高

め
る

取
組

と
し

て
、

2
0
◯

年
度

か
ら

シ
チ

ュ
エ

ー
シ

ョ
ナ

ル
・

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
S
T
P
）

を
実

施
し

て
お

り
、

国
際

・
国

内
双

方
に

お
け

る
法

的
・

政
治

的
な

意
思

決
定

の
場

面
等

を
想

定
し

た
模

擬
裁

判
等

を
通

じ
て

、
学

生
が

実
践

的
な

経
験

を
積

む
こ

と
が

可
能

と
な

っ
て

い
る

。
[
4
.
2
]

　
博

士
課

程
で

は
、

分
野

別
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
共

同
研

究
調

査
等

を
中

心
と

し
た

集
団

指
導

を
基

本
方

針
と

し
て

お
り

、
学

生
が

他
の

研
究

者
と

共
同

で
成

果
を

上
げ

る
た

め
に

必
要

な
ス

キ
ル

を
習

得
す

る
た

め
、

学
会

・
学

外
研

究
会

で
の

発
表

や
、

査
読

付
き

専
門

雑
誌

へ
の

投
稿

等
、

外
部

か
ら

の
助

言
や

批
判

を
受

け
る

機
会

を
設

け
る

こ
と

に
よ

り
、

論
文

作
成

に
有

用
な

環
境

の
整

備
を

図
っ

て
い

る
。

[
4
.
5
]

必
須

５
履

修
指

導
、

支
援

5
.
1
：

学
習

支
援

の
充

実
、

学
習

意
欲

向
上

方
策

、
学

習
環

境
の

整
備

5
.
2
：

履
修

指
導

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

5
.
3
：

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
取

組
5
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
生

の
主

体
的

な
学

習
を

促
す

た
め

、
キ

ャ
ン

パ
ス

教
育

支
援

シ
ス

テ
ム

と
◯

◯
大

学
学

習
管

理
シ

ス
テ

ム
を

授
業

や
学

生
の

事
前

・
事

後
学

習
に

活
用

し
て

い
る

ほ
か

、
学

習
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

と
し

て
専

門
基

礎
知

識
の

修
得

と
計

画
的

履
修

の
支

援
に

も
活

用
し

て
お

り
、

キ
ャ

ン
パ

ス
教

育
支

援
シ

ス
テ

ム
へ

の
ア

ク
セ

ス
数

は
2
0
◯

年
度

の
約

7
,
8
0
0
回

か
ら

2
0
◯

年
度

の
約

1
7
0
万

回
、

◯
◯

大
学

学
習

管
理

シ
ス

テ
ム

へ
の

ア
ク

セ
ス

数
は

2
0
◯

年
度

の
約

８
万

回
か

ら
2
0
◯

年
度

の
約

8
4
万

回
へ

増
加

し
て

い
る

。
[
5
.
1
]
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成
績

評
価

基
準

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

成
績

評
価

の
分

布
表

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
生

か
ら

の
成

績
評

価
に

関
す

る
申

立
て

の
手

続
き

や
学

生
へ

の
周

知
等

が
明

示
さ

れ
て

い
る

資
料

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

卒
業

又
は

修
了

の
要

件
を

定
め

た
規

定
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

卒
業

又
は

修
了

判
定

に
関

す
る

教
授

会
等

の
審

議
及

び
学

長
な

ど
組

織
的

な
関

わ
り

方
を

含
め

て
卒

業
（

修
了

）
判

定
の

手
順

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
9
年

度

学
位

論
文

（
課

題
研

究
）

の
審

査
に

係
る

手
続

き
及

び
評

価
の

基
準

（
※

大
学

院
課

程
（

専
門

職
学

位
課

程
を

除
く

。
）

が
対

象
）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

修
了

判
定

に
関

す
る

教
授

会
等

の
審

議
及

び
学

長
な

ど
組

織
的

な
関

わ
り

方
が

確
認

で
き

る
資

料
（

※
大

学
院

課
程

（
専

門
職

学
位

課
程

を
含

む
。

）
が

対
象

）
2
0
1
9
年

度

学
位

論
文

の
審

査
体

制
、

審
査

員
の

選
考

方
法

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

大
学

院
課

程
（

専
門

職
学

位
課

程
を

除
く

。
）

が
対

象
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
生

受
入

方
針

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

◇
入

学
者

選
抜

確
定

志
願

状
況

に
お

け
る

志
願

倍
率

（
「

毎
年

度
の

入
学

者
選

抜
確

定
志

願
状

況
」

）
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◆
入

学
定

員
充

足
率

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
１

：
女

性
学

生
の

割
合

⇒
女

性
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
２

：
社

会
人

学
生

の
割

合
⇒

社
会

人
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
３

：
留

学
生

の
割

合
⇒

留
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
６

：
受

験
者

倍
率

⇒
受

験
者

数
／

募
集

人
員

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
７

：
入

学
定

員
充

足
率

⇒
入

学
者

数
／

入
学

定
員

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

８
学

生
の

受
入

8
.
1
：

多
様

な
学

生
の

入
学

促
進

・
志

願
者

増
加

方
策

・
受

入
体

制
8
.
2
：

適
正

な
入

学
者

確
保

8
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

入
学

者
選

抜
試

験
に

つ
い

て
、

2
0
◯

年
度

入
試

か
ら

推
薦

入
試

の
出

願
資

格
の

見
直

し
を

図
り

、
普

通
科

を
中

心
と

す
る

一
般

の
出

願
資

格
と

専
門

高
校

出
身

者
の

出
願

資
格

を
集

約
す

る
こ

と
で

、
出

身
課

程
に

関
わ

ら
ず

優
れ

た
人

材
を

求
め

る
た

め
の

工
夫

を
行

っ
て

い
る

。
[
8
.
1
]

必
須

６
成

績
評

価

6
.
1
：

学
習

成
果

の
評

価
方

法
、

成
績

評
価

の
厳

格
化

6
.
2
：

成
績

評
価

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

6
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
◯

年
度

か
ら

成
績

評
価

の
厳

格
化

に
つ

い
て

教
員

に
周

知
し

、
シ

ラ
バ

ス
に

記
載

し
て

い
る

。
全

て
の

科
目

を
対

象
に

、
成

績
評

価
の

分
布

に
つ

い
て

教
務

委
員

会
W
G
に

て
チ

ェ
ッ

ク
し

、
偏

っ
た

分
布

を
示

し
た

科
目

に
つ

い
て

は
、

担
当

教
員

に
対

し
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
て

改
善

を
促

し
て

い
る

。
[
6
.
1
]

必
須

７
卒

業
（

修
了

）
判

定

7
.
1
：

卒
業

又
は

修
了

の
判

定
体

制
・

判
定

方
法

7
.
2
：

学
位

論
文

（
課

題
研

究
）

の
評

価
体

制
・

評
価

方
法

7
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
生

が
当

該
年

次
に

一
定

の
学

修
成

果
を

上
げ

た
こ

と
を

確
保

す
る

た
め

、
平

成
○

年
度

入
学

の
学

生
か

ら
、

修
得

単
位

数
以

外
に

一
定

の
G
r
a
d
e
 
P
o
i
n
t
 
A
v
e
r
a
g
e
（

G
P
A
）

を
卒

業
要

件
と

し
て

課
し

、
一

定
の

基
準

を
満

た
さ

な
い

場
合

に
は

進
級

や
修

了
を

認
め

な
い

と
す

る
進

級
制

を
実

施
し

て
い

る
。

[
7
.
1
]
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◇
協

定
等

に
基

づ
く

留
学

期
間

別
日

本
人

留
学

生
数

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度

◇
指

標
番

号
３

：
留

学
生

の
割

合
⇒

留
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
５

：
海

外
派

遣
率

⇒
海

外
派

遣
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

選
択

Ｂ
地

域
連

携
に

よ
る

教
育

活
動

／
産

官
学

連
携

B
.
1
：

地
方

自
治

体
・

地
域

企
業

、
外

部
組

織
・

他
大

学
等

と
の

連
携

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

他
専

攻
、

他
研

究
科

及
び

他
大

学
（

◯
◯

大
学

、
◯

◯
大

学
）

と
の

間
に

お
け

る
授

業
科

目
履

修
の

相
互

承
認

制
度

を
実

施
し

て
お

り
、

他
専

攻
等

へ
の

履
修

者
数

は
2
0
◯

年
度

の
3
0
名

か
ら

2
0

◯
年

度
の

5
1
名

へ
増

加
し

て
い

る
。

[
B
.
1
]

選
択

Ｃ
教

育
の

質
の

保
証

・
向

上
【

学
系

共
通

】

C
.
1
：

Ｆ
Ｄ

・
Ｓ

Ｄ
、

教
員

の
キ

ャ
リ

ア
開

発
、

教
員

評
価

、
教

育
改

善
の

取
組

C
.
2
：

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

、
外

部
評

価
・

第
三

者
評

価
、

関
係

者
の

意
見

聴
取

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

教
育

内
容

・
方

法
を

改
善

す
る

た
め

、
専

攻
長

、
副

専
攻

長
及

び
若

干
名

の
専

任
教

員
で

構
成

す
る

教
育

方
法

助
言

委
員

会
を

設
置

し
、

教
員

の
授

業
参

観
を

実
施

し
て

い
る

ほ
か

、
授

業
の

内
容

や
進

め
方

に
関

す
る

情
報

交
換

会
を

年
◯

回
開

催
し

て
い

る
。

ま
た

、
専

任
教

員
の

教
育

研
究

能
力

の
向

上
の

た
め

、
研

究
専

念
期

間
の

制
度

を
実

施
し

て
い

る
。

[
C
.
1
]

選
択

Ｄ
高

度
専

門
職

業
人

の
育

成

D
.
1
：

高
度

専
門

職
業

人
を

育
成

す
る

た
め

の
工

夫
D
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

実
践

的
な

「
高

度
専

門
職

業
人

」
育

成
を

す
る

た
め

、
教

育
の

目
的

、
学

生
の

問
題

意
識

等
に

基
づ

き
、

「
I
n
-
c
o
m
p
a
n
y
 
p
r
o
j
e
c
t
」

、
「

B
u
s
i
n
e
s
s
 
p
l
a
n
 
d
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
」

、
「

I
n
d
e
p
e
n
d
e
n
t
 
r
e
s
e
a
r
c
h
 
r
e
p
o
r
t
」

、
「

O
v
e
r
s
e
a
s
 
a
n
d
 
J
a
p
a
n
 
I
n
t
e
r
n
s
h
i
p
」

の
４

タ
イ

プ
に

分
類

し
た

「
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

の
単

位
修

得
を

修
了

要
件

と
し

て
お

り
、

2
0
◯

年
度

か
ら

2
0
◯

年
度

の
間

に
、

◯
名

が
修

了
し

て
い

る
。

[
D
.
1
]

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
の

推
進

に
寄

与
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
短

期
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

な
ど

）
が

公
開

さ
れ

て
い

る
刊

行
物

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
等

の
該

当
箇

所
2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
２

：
社

会
人

学
生

の
割

合
⇒

社
会

人
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
４

：
正

規
課

程
学

生
に

対
す

る
科

目
等

履
修

生
等

の
比

率
⇒

科
目

等
履

修
生

等
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

選
択

Ｚ
そ

の
他

選
択

Ｅ
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
推

進
【

学
系

共
通

】

E
.
1
：

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
を

推
進

す
る

た
め

の
工

夫
、

社
会

人
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
 
　

　
初

等
中

等
教

育
と

の
連

携
や

生
涯

学
習

へ
の

貢
献

E
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

社
会

人
向

け
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

、
2
0
○

○
年

度
か

ら
地

域
の

経
営

人
材

が
事

業
構

想
力

・
実

行
力

、
そ

れ
を

支
え

る
知

力
・

ス
キ

ル
・

マ
イ

ン
ド

を
学

ぶ
場

で
あ

る
地

域
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

デ
ュ

ー
サ

ー
塾

を
実

施
し

て
お

り
、

大
学

の
履

修
認

定
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

プ
ラ

ン
作

成
・

指
導

に
精

通
し

た
特

任
教

授
を

雇
用

し
、

卒
塾

後
も

実
践

的
指

導
を

継
続

し
て

い
る

。
[
E
.
1
]

選
択

Ａ
教

育
の

国
際

性
【

学
系

共
通

】

A
.
1
：

キ
ャ

ン
パ

ス
の

国
際

化
、

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
育

成
A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

国
際

化
を

推
進

す
る

た
め

、
第

３
期

中
期

目
標

期
間

に
お

い
て

は
、

○
○

大
学

国
際

・
公

共
政

策
大

学
院

（
米

国
）

を
は

じ
め

と
す

る
海

外
の

1
0
大

学
院

と
学

術
交

流
協

定
を

締
結

し
て

お
り

、
交

換
留

学
及

び
ダ

ブ
ル

・
デ

ィ
グ

リ
ー

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

充
実

を
図

っ
て

い
る

。
ま

た
、

2
0
◯

年
度

か
ら

◯
◯

大
学

学
院

（
中

国
）

、
◯

◯
大

学
校

国
際

大
学

院
（

韓
国

）
と

の
３

大
学

間
で

交
換

留
学

及
び

ダ
ブ

ル
・

デ
ィ

グ
リ

ー
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

、
2
0
◯

年
度

ま
で

に
両

大
学

か
ら

4
5
名

の
留

学
生

を
受

け
入

れ
、

3
0
名

の
学

生
を

派
遣

し
て

い
る

。
[
A
.
1
]
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

◇
標

準
修

業
年

限
内

卒
業

（
修

了
）

率
⇒

標
準

修
業

年
限

で
卒

業
（

修
了

）
し

た
者

の
数

／
標

準
修

業
年

限
前

の
入

学
者

数
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◆
「

標
準

修
業

年
限

×
1
.
5
」

年
内

卒
業

（
修

了
）

率
⇒

Ａ
の

う
ち

、
（

標
準

修
業

年
限

×
1
.
5
）

年
間

に
学

位
を

取
得

し
た

者
の

数
／

（
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
）

年
前

の
入

学
者

数
（

Ａ
）

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
博

士
の

学
位

授
与

数
（

課
程

博
士

の
み

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
4
：

留
年

率
⇒

留
年

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
1
5
：

退
学

率
⇒

退
学

者
・

除
籍

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
6
：

休
学

率
⇒

休
学

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
7
：

卒
業

・
修

了
者

の
う

ち
標

準
修

業
年

限
内

卒
業

・
修

了
率

⇒
標

準
修

業
年

限
内

で
の

卒
業

・
修

了
者

数
／

卒
業

・
修

了
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
8
：

卒
業

・
修

了
者

の
う

ち
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
年

以
内

で
の

卒
業

・
修

了
率

⇒
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
年

内
で

の
卒

業
・

修
了

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
9
：

受
験

者
数

に
対

す
る

資
格

取
得

率
⇒

合
格

者
数

／
受

験
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
0
：

卒
業

・
修

了
者

に
対

す
る

資
格

取
得

率
⇒

合
格

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
法

科
大

学
院

修
了

者
の

司
法

試
験

合
格

率
⇒

最
終

合
格

者
数

（
既

修
・

未
修

）
／

受
験

者
数

（
既

修
・

未
修

）
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
2
1
：

進
学

率
⇒

進
学

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
2
：

卒
業

・
修

了
者

に
占

め
る

就
職

者
の

割
合

⇒
就

職
者

数
／

卒
業

・
修

了
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
3
：

職
業

別
就

職
率

⇒
職

業
区

分
別

就
職

者
数

／
就

職
者

数
合

計
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
4
：

産
業

別
就

職
率

⇒
産

業
区

分
別

就
職

者
数

／
就

職
者

数
合

計
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

１
卒

業
（

修
了

）
率

、
資

格
取

得
等

1
.
1
：

「
単

位
取

得
・

成
績

・
学

位
授

与
の

状
況

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

1
.
2
：

「
資

格
取

得
、

学
外

試
験

の
結

果
、

学
生

の
研

究
実

績
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
　

　
 
教

育
成

果
1
.
3
：

「
独

自
の

学
修

成
果

の
測

定
・

可
視

化
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
教

育
成

果
1
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
科

目
で

あ
る

「
P
A
C
E
」

を
2
0
◯

年
度

か
ら

実
施

し
て

お
り

、
１

年
次

後
期

に
実

施
し

て
い

る
T
O
E
F
L
-
i
T
P
の

ス
コ

ア
に

お
い

て
、

「
P
A
C
E
」

実
施

前
の

2
0
◯

年
度

か
ら

2
0
◯

年
度

の
平

均
4
8
3
.
7
点

か
ら

、
実

施
後

の
2
0
◯

年
度

か
ら

2
0
◯

年
度

の
平

均
5
0
3
.
8
点

へ
向

上
し

て
い

る
。

[
1
.
2
]

　
国

内
の

ビ
ジ

ネ
ス

ス
ク

ー
ル

の
学

生
が

参
加

す
る

「
日

本
ビ

ジ
ネ

ス
ス

ク
ー

ル
･
ケ

ー
ス

･
コ

ン
ペ

テ
ィ

シ
ョ

ン
」

に
お

い
て

、
経

営
学

修
士

コ
ー

ス
の

チ
ー

ム
が

2
0
◯

年
度

に
は

優
勝

、
2
0
◯

年
度

に
は

準
優

勝
、

2
0
◯

年
度

に
は

優
勝

及
び

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
賞

を
同

時
受

賞
し

て
い

る
。

[
1
.
2
]

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅱ
　
教
育
成
果
の
状
況
】

必
須

２
就

職
、

進
学

2
.
1
：

「
就

職
・

進
学

率
、

就
職

先
の

特
徴

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

2
.
2
：

「
独

自
の

学
修

成
果

の
測

定
・

可
視

化
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
教

育
成

果
2
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

第
３

期
中

期
目

標
期

間
の

博
士

前
期

課
程

修
了

生
は

合
計

2
9
5
名

、
そ

の
う

ち
8
8
名

が
博

士
後

期
課

程
へ

進
学

し
て

い
る

。
ま

た
、

博
士

後
期

課
程

修
了

生
の

就
職

率
は

約
8
5
％

と
な

っ
て

お
り

、
主

な
就

職
先

は
大

学
・

研
究

機
関

で
あ

り
、

第
３

期
中

期
目

標
期

間
の

大
学

・
研

究
機

関
へ

の
就

職
者

は
合

計
5
8
名

と
な

っ
て

い
る

。
[
2
.
1
]
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選
択

Ａ
卒

業
（

修
了

）
時

の
学

生
か

ら
の

意
見

聴
取

【
学

系
共

通
】

学
生

か
ら

の
意

見
聴

取
（

学
習

の
達

成
度

や
満

足
度

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
、

学
習

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

分
析

調
査

、
懇

談
会

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

）
の

概
要

及
び

そ
の

結
果

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

A
.
1
：

「
卒

業
（

修
了

）
時

の
学

生
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
◯

年
度

か
ら

2
0
◯

年
度

の
前

期
に

実
施

し
た

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
に

よ
る

と
、

「
授

業
の

内
容

は
よ

く
理

解
で

き
ま

し
た

か
」

と
い

う
質

問
に

肯
定

的
な

回
答

を
し

た
学

生
が

7
9
％

、
「

総
合

的
に

判
断

し
て

、
こ

の
授

業
を

５
段

階
で

評
価

し
て

く
だ

さ
い

」
と

い
う

質
問

に
肯

定
的

な
回

答
を

し
た

学
生

が
8
9
％

と
な

っ
て

い
る

。
[
A
.
1
]

選
択

Ｂ
卒

業
（

修
了

）
生

か
ら

の
意

見
聴

取
【

学
系

共
通

】

卒
業

（
修

了
）

後
、

一
定

年
限

を
経

過
し

た
卒

業
（

修
了

）
生

に
つ

い
て

の
意

見
聴

取
（

ア
ン

ケ
ー

ト
、

懇
談

会
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

等
）

の
概

要
及

び
そ

の
結

果
が

確
認

で
き

る
資

料
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

B
.
1
：

「
卒

業
生

等
調

査
の

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
◯

年
度

の
修

了
生

に
対

し
て

修
了

時
に

実
施

し
た

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
で

は
、

講
義

科
目

等
、

研
究

全
般

、
教

員
、

施
設

の
各

項
目

に
対

す
る

満
足

度
に

お
い

て
、

博
士

前
期

課
程

で
は

7
5
％

以
上

、
博

士
後

期
課

程
で

は
1
0
0
％

の
割

合
で

、
６

段
階

評
価

で
４

以
上

の
回

答
と

な
っ

て
い

る
。

[
B
.
1
]

選
択

Ｃ
就

職
先

等
か

ら
の

意
見

聴
取

【
学

系
共

通
】

就
職

先
や

進
学

先
等

の
関

係
者

へ
の

意
見

聴
取

（
ア

ン
ケ

ー
ト

、
懇

談
会

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

）
の

概
要

及
び

そ
の

結
果

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

C
.
1
：

「
就

職
先

等
調

査
の

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

博
士

後
期

課
程

修
了

生
の

就
職

先
大

学
の

所
属

長
に

対
し

て
実

施
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

で
は

、
「

教
育

を
担

当
す

る
上

で
必

要
な

能
力

を
備

え
て

い
る

か
」

及
び

「
研

究
を

行
う

上
で

必
要

な
能

力
を

備
え

て
い

る
か

」
と

の
設

問
に

対
し

て
、

十
分

に
備

え
て

い
る

と
の

回
答

が
そ

れ
ぞ

れ
8
2
％

と
な

っ
て

い
る

。
[
C
.
1
]

選
択

Ｚ
そ

の
他

－
社
会
科
学
系
-
6
－

- 46 -



根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

教
員

、
研

究
員

等
の

人
数

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

ポ
ス

ド
ク

研
究

員
や

Ｕ
Ｒ

Ａ
等

の
研

究
支

援
ス

タ
ッ

フ
を

含
む

。
）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

共
同

利
用

・
共

同
研

究
の

実
施

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
、

国
際

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
の

み
）

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
本

務
教

員
の

年
齢

構
成

が
確

認
で

き
る

資
料

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

・
指

標
番

号
1
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

研
究

員
数

⇒
研

究
員

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

構
成

員
へ

の
法

令
遵

守
や

研
究

者
倫

理
等

に
関

す
る

施
策

の
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

利
益

相
反

、
生

命
倫

理
、

環
境

・
安

全
管

理
の

規
程

、
研

究
不

正
防

止
の

規
程

等
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

研
究

活
動

を
検

証
す

る
組

織
、

検
証

の
方

法
が

確
認

で
き

る
資

料
2
0
1
9
年

度

・
博

士
の

学
位

授
与

数
（

課
程

博
士

の
み

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
研

究
活

動
状

況
に

関
す

る
資

料
（

学
系

別
）

【
様

式
】

研
究

活
動

状
況

に
関

す
る

資
料

（
社

会
科

学
系

）
を

参
照

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
4
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

特
許

出
願

数
⇒

特
許

出
願

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
4
2
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

特
許

取
得

数
⇒

特
許

取
得

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

【
分
析
項
目
Ⅰ
　
研
究
活
動
の
状
況
】

必
須

３
論

文
・

著
書

・
特

許
・

学
会

発
表

な
ど

必
須

２
研

究
活

動
に

関
す

る
施

策
／

研
究

活
動

の
質

の
向

上

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

必
須

１
研

究
の

実
施

体
制

及
び

支
援

・
推

進
体

制

1
.
1
：

拠
点

形
成

、
組

織
・

再
編

、
研

究
支

援
体

制
・

研
究

管
理

体
制

1
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

多
く

の
拠

点
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

連
携

し
、

ミ
ク

ロ
経

済
学

・
ゲ

ー
ム

理
論

、
契

約
理

論
、

マ
ク

ロ
経

済
学

・
経

済
シ

ス
テ

ム
、

計
量

経
済

学
セ

ミ
ナ

ー
、

比
較

経
済

等
の

各
種

研
究

会
を

実
施

し
て

お
り

、
2
0
◯

年
度

か
ら

2
0
◯

年
度

に
合

計
3
8
1
件

開
催

し
て

い
る

。
[
1
.
1
]

2
.
1
：

研
究

推
進

方
策

、
特

色
あ

る
研

究
等

の
推

進
、

学
際

的
研

究
の

促
進

、
　

　
 
社

会
課

題
に

関
す

る
研

究
2
.
2
：

人
事

方
策

、
若

手
研

究
者

の
確

保
・

育
成

2
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

若
手

（
4
0
才

未
満

）
お

よ
び

女
性

研
究

者
支

援
の

た
め

に
、

新
任

教
員

に
対

す
る

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
支

援
と

し
て

、
研

究
費

配
分

や
ス

ペ
ー

ス
の

配
分

を
行

っ
て

い
る

。
そ

の
結

果
、

4
0
歳

未
満

の
外

部
資

金
獲

得
金

額
総

額
が

、
2
0
◯

年
度

◯
◯

千
円

か
ら

2
0
◯

年
度

◯
◯

千
円

へ
と

、
大

幅
に

増
加

し
た

。
[
2
.
2
]

記
載
項
目

【
様

式
】

研
究

活
動

状
況

に
関

す
る

資
料

（
社

会
科

学
系

）
 

 
2
0
1
6
年

度
 

2
0
1
7
年

度
 

2
0
1
8
年

度
 

2
0
1
9
年

度
 

専
任

教
員

数
 

 
 

 
 

著
書

数
 

日
本

語
 

 
 

 
 

外
国

語
 

 
 

 
 

論
文

数
 

日
本

語
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

外
国

語
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

学
会

発
表

数
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

そ
の

他
 

 
 

 
 

 
 

 
※

１
 

「
専

任
教

員
数

」
に

つ
い

て
は

、
各

年
度

の
５

月
１

日
現

在
の

当
該

学
部

・
研

究
科

等
に

所
属

す
る

研
究

活
動

を
行

っ
て

い
る

専
任

教
員

（
教

授
、

准
教

授
、

講
師

、
助

教
）

の
人

数

と
し

て
く

だ
さ

い
。
2
0
1
9
年

度
の

専
任

教
員

数
は

、
学

部
・

研
究

科
等

ご
と

の
「

研
究

業
績

説
明

書
」

で
求

め
ら

れ
る

専
任

教
員

数
と

一
致

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 

※
２

 
論

文
数

に
つ

い
て

は
、

内
数

と
し

て
「

査
読

付
き

論
文

」
の

数
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

 
 

 
※

３
 

学
会

発
表

数
に

つ
い

て
は

、
内

数
と

し
て

「
招

待
講

演
・

招
待

発
表

」
の

数
を

記
載

し
て

 
 

 
 

 
く

だ
さ

い
。

 

－
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◇
指

標
番

号
2
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
申

請
件

数
（

新
規

）
⇒

申
請

件
数

（
新

規
）

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
採

択
内

定
件

数
⇒

内
定

件
数

（
新

規
）

／
本

務
教

員
数

⇒
内

定
件

数
（

新
規

・
継

続
）

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
7
：

科
研

費
採

択
内

定
率

（
新

規
）

⇒
内

定
件

数
（

新
規

）
／

申
請

件
数

（
新

規
）

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
8
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
内

定
金

額
⇒

内
定

金
額

／
本

務
教

員
数

⇒
内

定
金

額
（

間
接

経
費

含
む

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
9
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

競
争

的
資

金
採

択
件

数
⇒

競
争

的
資

金
採

択
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
3
0
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

競
争

的
資

金
受

入
金

額
⇒

競
争

的
資

金
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

件
数

⇒
共

同
研

究
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
2
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

共
同

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
3
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

金
額

⇒
共

同
研

究
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
4
：

本
務

教
員

当
た

り
の

共
同

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

共
同

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

件
数

⇒
受

託
研

究
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

受
託

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
7
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

金
額

⇒
受

託
研

究
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
8
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

受
託

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

４
研

究
資

金

－
社
会
科
学
系
-
8
－
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・
指

標
番

号
3
9
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

寄
附

金
受

入
件

数
⇒

寄
附

金
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
0
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

寄
附

金
受

入
金

額
⇒

寄
附

金
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
3
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

ラ
イ

セ
ン

ス
契

約
数

⇒
ラ

イ
セ

ン
ス

契
約

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
4
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

ラ
イ

セ
ン

ス
収

入
額

⇒
ラ

イ
セ

ン
ス

収
入

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
4
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

外
部

研
究

資
金

の
金

額
⇒

（
科

研
費

の
内

定
金

額
（

間
接

経
費

含
む

）
＋

共
同

研
究

受
入

金
額

＋
受

託
研

究
受

入
金

額
＋

寄
附

金
受

入
金

額
）

の
合

計
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
4
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

民
間

研
究

資
金

の
金

額
⇒

（
共

同
研

究
受

入
金

額
（

国
内

・
外

国
企

業
か

ら
の

み
）

＋
受

託
研

究
受

入
金

額
（

国
内

・
外

国
企

業
か

ら
の

み
）

＋
寄

附
金

受
入

金
額

）
の

合
計

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

選
択

Ａ
地

域
連

携
に

よ
る

研
究

活
動

A
.
1
：

地
方

自
治

体
等

と
の

連
携

に
よ

る
共

同
研

究
の

推
進

、
 
　

　
地

域
社

会
の

課
題

に
関

す
る

研
究

A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

考
古

学
・

文
化

史
・

地
域

史
の

歴
史

系
学

生
及

び
教

員
が

中
心

と
な

っ
た

「
文

化
財

○
○

○
○

」
活

動
は

、
文

化
遺

産
団

体
・

行
政

機
関

で
構

成
す

る
「

◯
◯

歴
史

資
料

保
存

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
の

活
動

に
寄

与
し

て
お

り
、

こ
の

活
動

は
、

東
日

本
大

震
災

後
の

文
化

財
保

全
へ

の
貢

献
と

し
て

認
め

ら
れ

、
2
0
◯

年
３

月
に

は
文

化
庁

長
官

感
謝

状
を

、
2
0
◯

年
６

月
に

は
文

化
財

保
存

全
国

協
議

会
か

ら
「

○
○

賞
」

を
受

賞
し

、
さ

ら
に

◯
◯

町
と

の
歴

史
・

文
化

等
保

全
活

動
協

定
に

発
展

す
る

取
組

と
な

っ
て

い
る

。
[
A
.
1
]

選
択

Ｂ
国

際
的

な
連

携
に

よ
る

研
究

活
動

【
学

系
共

通
】

B
.
1
：

国
際

的
な

共
同

研
究

の
推

進
B
.
2
：

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
、

研
究

者
の

国
際

交
流

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

共
同

研
究

拠
点

と
し

て
、

海
外

の
研

究
機

関
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

共
同

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
進

め
て

い
る

ほ
か

、
◯

◯
大

学
（

香
港

）
、

◯
大

学
（

ス
ペ

イ
ン

）
等

６
大

学
と

協
定

を
締

結
し

学
術

交
流

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

協
定

締
結

校
と

「
○

○
○

○
○

若
手

研
究

者
戦

略
的

海
外

派
遣

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
実

施
し

て
お

り
、

若
手

研
究

者
の

育
成

に
も

努
め

て
い

る
。

[
B
.
2
]

－
社
会
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選
択

Ｃ
研

究
成

果
の

発
信

／
研

究
資

料
等

の
共

同
利

用
【

学
系

共
通

】

C
.
1
：

研
究

成
果

の
発

信
、

研
究

資
料

等
の

共
同

利
用

を
推

進
す

る
た

め
の

工
夫

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

開
発

経
済

に
関

す
る

国
際

的
な

研
究

拠
点

を
形

成
し

、
9
3
件

の
論

文
を

国
際

的
学

術
雑

誌
に

発
表

し
て

い
る

ほ
か

、
J
I
C
A
や

世
界

銀
行

と
共

同
研

究
・

共
同

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
実

施
し

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

、
拡

大
を

図
っ

て
い

る
。

[
C
.
1
]

選
択

Ｄ
学

術
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
へ

の
貢

献
【

学
系

共
通

】

D
.
1
：

会
議

開
催

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
D
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

ビ
ジ

ネ
ス

ロ
ー

・
比

較
法

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
国

内
外

の
研

究
者

を
招

へ
い

し
て

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

、
セ

ミ
ナ

ー
、

研
究

会
等

を
開

催
し

て
い

る
ほ

か
、

公
開

講
座

・
連

続
講

義
等

を
定

期
的

に
開

催
し

、
ビ

ジ
ネ

ス
ロ

ー
な

ど
に

関
す

る
最

先
端

の
研

究
成

果
を

社
会

に
還

元
し

て
い

る
。

第
３

期
中

期
目

標
期

間
に

お
い

て
は

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

2
8
回

、
セ

ミ
ナ

ー
を

3
6
回

、
研

究
会

を
9
7
回

、
公

開
講

座
・

連
続

講
義

等
を

3
1
回

実
施

し
て

い
る

。
[
D
.
1
]

選
択

Ｚ
そ

の
他

根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

必
須

１
研

究
業

績
研

究
業

績
説

明
書

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

選
択

Ｚ
そ

の
他

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。

【
分
析
項
目
Ⅱ
　
研
究
成
果
の
状
況
】

≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

－
社
会
科
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系
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

必
須

１
学

位
授

与
方

針
公

表
さ

れ
た

学
位

授
与

方
針

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

必
須

２
教

育
課

程
方

針
公

表
さ

れ
た

教
育

課
程

方
針

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

体
系

性
が

確
認

で
き

る
資

料
（

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ッ
プ

、
コ

ー
ス

・
ツ

リ
ー

、
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
等

）
2
0
1
9
年

度

自
己

点
検

・
評

価
に

お
い

て
体

系
性

や
水

準
に

関
す

る
検

証
を

実
施

し
て

い
る

場
合

は
そ

の
状

況
が

わ
か

る
資

料
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

研
究

指
導

、
学

位
論

文
（

特
定

課
題

研
究

の
成

果
を

含
む

。
）

指
導

体
制

が
確

認
で

き
る

資
料

（
規

定
、

申
合

せ
等

）
（

※
大

学
院

課
程

（
専

門
職

学
位

課
程

を
除

く
。

）
が

対
象

）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

３
．
理
学
系

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

必
須

３
教

育
課

程
の

編
成

、
授

業
科

目
の

内
容

3
.
1
：

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

／
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
体

系
的

な
構

築
、

　
　

 
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
の

実
施

体
制

、
教

育
目

的
に

即
し

た
科

目
群

の
設

定
3
.
2
：

社
会

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

※
の

構
築

、
　

　
 
社

会
課

題
や

人
材

需
要

を
踏

ま
え

た
教

育
3
.
3
：

学
術

動
向

に
即

し
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
※

の
構

築
、

学
際

的
教

育
の

推
進

3
.
4
：

新
入

学
生

の
学

習
履

歴
を

踏
ま

え
た

教
育

（
導

入
教

育
な

ど
）

3
.
5
：

大
学

院
の

コ
ー

ス
ワ

ー
ク

3
.
0
：

そ
の

他
※

例
え

ば
、

外
部

資
金

を
用

い
た

新
た

な
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
術

の
発

展
に

対
応

し
た

教
育

課
程

の
見

直
し

や
改

善
を

行
い

な
が

ら
、

理
学

の
基

本
的

知
識

と
専

門
分

野
の

基
礎

的
学

力
を

育
成

す
る

た
め

、
理

学
の

教
育

分
野

５
コ

ー
ス

と
複

数
分

野
に

及
ぶ

領
域

の
学

際
理

学
コ

ー
ス

に
よ

る
、

１
学

科
６

コ
ー

ス
制

の
教

育
体

制
を

整
備

し
て

い
る

。
各

コ
ー

ス
に

２
種

類
の

履
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

標
準

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

先
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
）

を
設

定
す

る
こ

と
で

、
学

生
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

、
コ

ー
ス

を
超

え
て

履
修

科
目

を
選

択
で

き
る

教
育

課
程

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

地
域

特
性

を
活

か
し

た
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
に

関
す

る
実

習
、

実
験

科
目

を
各

学
科

の
教

育
課

程
に

配
置

し
て

い
る

。
[
3
.
1
]

　
大

学
院

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
は

、
学

生
の

ニ
ー

ズ
、

社
会

か
ら

の
要

請
に

応
え

る
た

め
、

多
様

な
専

門
科

目
に

加
え

、
少

人
数

授
業

、
対

話
・

討
論

型
授

業
、

事
例

研
究

型
授

業
、

フ
ィ

ー
ル

ド
型

授
業

を
実

施
し

、
ス

タ
デ

ィ
グ

ル
ー

プ
の

ほ
か

長
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
つ

い
て

も
継

続
し

た
取

組
を

行
っ

て
い

る
。

特
に

、
博

士
後

期
課

程
で

は
、

企
業

等
に

お
け

る
３

か
月

以
上

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

課
し

て
い

る
。

[
3
.
2
]

【
分
析
項
目
Ⅰ
　
教
育
活
動
の
状
況
】

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
に
つ
い
て
≫

・
現
況
調
査
表
の
本
文
へ
の
記
述
に
当
た
っ
て
は
、
文
章
の
形
で
は
な
く
、
根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
形
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

・
デ
ー
タ
分
析
集
等
の
指
標
に
つ
い
て
は
、
機
構
が
行
う
現
況
分
析
に
お
け
る
３
種
類
の
区
分
（
「
◆
（
重
要
指
標
）
」
「
◇
（
分
析
指
標
）
」
「
・
（
参
考
指
標
）
」
）
を
冒
頭
に
付
し
て
い
ま
す
。

・
「
基
準
日
／
対
象
年
度
」
欄
の
〔

〕
書
き
に
つ
い
て
は
、
「
国
立
大
学
法
人
へ
の
問
い
合
わ
せ
」
（

20
20
年
８
月
下
旬
～
９
月
中
旬
予
定
）
の
段
階
で
提
出
等
が
必
要
な
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
に
つ
い
て
≫

・
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
「
半
角
数
字
（
も
し
く
は
半
角
英
字
）
」
「

.（
半
角
ピ
リ
オ
ド
）
」
「
半
角
数
字
」
の
順
で
コ
ー
ド
を
付
し
て
い
ま
す
。
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」

を
記
述
す
る
際
に
は
、
該
当
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
コ
ー
ド
を
文
末
に

[
]
 （

半
角
角
括
弧
）
書
き
で
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
キ
ー
ワ
ー
ド
が
な
い
場
合
に
は
、

[
半
角
数
字
（
も
し
く
は
半
角
英
字
）

.0
]

を
文
末
に
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
対
応
す
る
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
を
す
べ
て
記
述
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
「
具
体
的
な
記
載
例
」
は
、
記
載
に
当
た
っ
て
の
例
示
で
あ
り
、
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
に
記
載
す
べ
き
内
容
を
制
限
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
部
の
記
載
項
目
で
は
、

空
欄
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
必
ず
し
も
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
の
記
載
を
妨
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
各
分
析
項
目
に
は
、
選
択
記
載
項
目
「
そ
の
他
」
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
を
記
載
す
る
に
当
た
り
、
ど
の
記
載
項
目
に
も
該
当
し
な
い
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、

こ
の
選
択
記
載
項
目
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
独
自
の
記
載
項
目
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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１
年

間
の

授
業

を
行

う
期

間
が

確
認

で
き

る
資

料
（

学
年

暦
、

年
間

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

等
）

2
0
1
9
年

度

シ
ラ

バ
ス

の
全

件
、

全
項

目
が

確
認

で
き

る
資

料
（

電
子

シ
ラ

バ
ス

の
デ

ー
タ

（
c
s
v
）

、
又

は
Ｕ

Ｒ
Ｌ

等
）

、
学

生
便

覧
等

関
係

資
料

2
0
1
9
年

度

◇
協

定
等

に
基

づ
く

留
学

期
間

別
日

本
人

留
学

生
数

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
「

大
学

等
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

関
す

る
調

査
」

の
調

査
票

）
2
0
1
7
年

度

・
指

標
番

号
５

：
海

外
派

遣
率

⇒
海

外
派

遣
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
９

：
専

任
教

員
あ

た
り

の
学

生
数

⇒
学

生
数

／
専

任
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
1
0
：

専
任

教
員

に
占

め
る

女
性

専
任

教
員

の
割

合
⇒

女
性

専
任

教
員

数
／

専
任

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

履
修

指
導

の
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
習

相
談

の
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

社
会

的
・

職
業

的
自

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

能
力

を
培

う
取

組
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

履
修

上
特

別
な

支
援

を
要

す
る

学
生

等
に

対
す

る
学

習
支

援
の

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
少

な
く

と
も

2
0
1
9
年

度

成
績

評
価

基
準

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

成
績

評
価

の
分

布
表

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
生

か
ら

の
成

績
評

価
に

関
す

る
申

立
て

の
手

続
き

や
学

生
へ

の
周

知
等

が
明

示
さ

れ
て

い
る

資
料

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

必
須

４
授

業
形

態
、

学
習

指
導

法

4
.
1
：

教
育

方
法

の
組

み
合

わ
せ

、
専

門
分

野
の

実
験

・
実

習
・

現
場

教
育

の
工

夫
、

　
 
　

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
、

習
熟

度
・

キ
ャ

リ
ア

別
を

考
慮

し
た

授
業

形
態

、
　

　
 
多

様
な

学
修

・
研

究
の

機
会

4
.
2
：

実
践

的
学

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
4
.
3
：

情
報

通
信

技
術

（
Ｉ

Ｃ
Ｔ

）
な

ど
の

多
様

な
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

4
.
4
：

教
育

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

教
員

構
成

4
.
5
：

論
文

等
指

導
の

工
夫

、
大

学
院

生
の

キ
ャ

リ
ア

開
発

4
.
7
：

学
習

指
導

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

4
.
8
：

教
育

関
係

共
同

利
用

拠
点

等
の

整
備

・
活

用
4
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

習
熟

度
別

ク
ラ

ス
の

編
成

や
リ

メ
デ

ィ
ア

ル
教

育
を

実
施

す
る

な
ど

、
１

年
次

生
の

共
通

科
目

の
履

修
に

配
慮

し
て

い
る

。
ま

た
、

演
習

や
実

験
等

で
は

、
実

験
指

導
及

び
安

全
確

保
の

た
め

、
学

生
数

に
対

し
て

１
割

程
度

の
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・

ア
シ

ス
タ

ン
ト

（
Ｔ

Ａ
）

を
配

置
す

る
な

ど
、

き
め

細
か

い
教

育
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

[
4
.
1
]

　
大

学
院

で
は

、
2
0
○

年
度

か
ら

全
専

攻
共

通
の

高
度

研
究

者
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

設
し

、
新

規
に

「
研

究
者

倫
理

特
論

」
及

び
「

科
学

論
文

作
成

法
」

等
、

研
究

者
と

し
て

の
倫

理
や

社
会

的
責

任
に

つ
い

て
の

講
義

を
開

講
し

て
い

る
。

ま
た

、
2
0
○

年
度

か
ら

外
国

人
教

員
1
0
名

が
英

語
に

よ
る

講
義

を
行

う
理

学
関

係
の

1
0
講

義
を

新
た

に
開

講
し

て
い

る
。

[
4
.
5
]

必
須

５
履

修
指

導
、

支
援

5
.
1
：

学
習

支
援

の
充

実
、

学
習

意
欲

向
上

方
策

、
学

習
環

境
の

整
備

5
.
2
：

履
修

指
導

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

5
.
3
：

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
取

組
5
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
○

年
度

か
ら

、
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
制

度
を

導
入

し
、

物
理

学
科

の
１

年
次

生
へ

の
第

１
学

期
に

お
け

る
履

修
指

導
の

強
化

、
地

質
科

学
科

の
成

績
達

成
度

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
の

改
善

等
、

き
め

細
や

か
な

履
修

指
導

や
学

生
生

活
指

導
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
学

位
論

文
指

導
に

複
数

教
員

制
を

導
入

し
て

お
り

、
学

位
論

文
の

中
間

発
表

会
や

ア
ド

バ
イ

ザ
リ

会
議

等
を

実
施

す
る

な
ど

、
教

員
が

学
生

へ
助

言
を

行
う

体
制

と
な

っ
て

い
る

。
[
5
.
1
]

　
学

生
の

主
体

的
な

学
修

を
支

援
す

る
た

め
、

学
生

３
名

に
対

し
チ

ュ
ー

タ
ー

教
員

１
名

を
配

置
し

、
ク

ラ
ス

担
任

と
連

携
し

な
が

ら
学

生
に

対
応

し
て

お
り

、
著

し
い

成
績

不
振

者
に

対
し

て
は

、
学

部
長

面
談

を
行

っ
て

い
る

。
[
5
.
1
]

必
須

６
成

績
評

価

6
.
1
：

学
習

成
果

の
評

価
方

法
、

成
績

評
価

の
厳

格
化

6
.
2
：

成
績

評
価

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

6
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

当
該

研
究

科
や

各
専

攻
の

理
念

・
目

標
に

沿
っ

て
シ

ラ
バ

ス
を

整
備

し
、

発
表

や
レ

ポ
ー

ト
等

の
成

績
評

価
方

法
・

基
準

の
明

示
化

、
達

成
度

に
応

じ
た

評
価

を
実

践
し

て
い

る
。

各
学

期
終

了
後

、
指

導
教

員
を

通
じ

て
手

渡
し

で
成

績
表

を
配

付
し

、
教

員
に

よ
る

面
談

と
学

修
指

導
を

実
施

す
る

な
ど

の
学

習
支

援
を

行
っ

て
い

る
。

[
6
.
1
]
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卒
業

又
は

修
了

の
要

件
を

定
め

た
規

定
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

卒
業

又
は

修
了

判
定

に
関

す
る

教
授

会
等

の
審

議
及

び
学

長
な

ど
組

織
的

な
関

わ
り

方
を

含
め

て
卒

業
（

修
了

）
判

定
の

手
順

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
9
年

度

学
位

論
文

（
課

題
研

究
）

の
審

査
に

係
る

手
続

き
及

び
評

価
の

基
準

（
※

大
学

院
課

程
（

専
門

職
学

位
課

程
を

除
く

。
）

が
対

象
）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

修
了

判
定

に
関

す
る

教
授

会
等

の
審

議
及

び
学

長
な

ど
組

織
的

な
関

わ
り

方
が

確
認

で
き

る
資

料
（

※
大

学
院

課
程

（
専

門
職

学
位

課
程

を
含

む
。

）
が

対
象

）
2
0
1
9
年

度

学
位

論
文

の
審

査
体

制
、

審
査

員
の

選
考

方
法

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

大
学

院
課

程
（

専
門

職
学

位
課

程
を

除
く

。
）

が
対

象
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
生

受
入

方
針

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

◇
入

学
者

選
抜

確
定

志
願

状
況

に
お

け
る

志
願

倍
率

（
「

毎
年

度
の

入
学

者
選

抜
確

定
志

願
状

況
」

）
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◆
入

学
定

員
充

足
率

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
１

：
女

性
学

生
の

割
合

⇒
女

性
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
２

：
社

会
人

学
生

の
割

合
⇒

社
会

人
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
３

：
留

学
生

の
割

合
⇒

留
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
６

：
受

験
者

倍
率

⇒
受

験
者

数
／

募
集

人
員

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
７

：
入

学
定

員
充

足
率

⇒
入

学
者

数
／

入
学

定
員

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
協

定
等

に
基

づ
く

留
学

期
間

別
日

本
人

留
学

生
数

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度

◇
指

標
番

号
３

：
留

学
生

の
割

合
⇒

留
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
５

：
海

外
派

遣
率

⇒
海

外
派

遣
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

７
卒

業
（

修
了

）
判

定

7
.
1
：

卒
業

又
は

修
了

の
判

定
体

制
・

判
定

方
法

7
.
2
：

学
位

論
文

（
課

題
研

究
）

の
評

価
体

制
・

評
価

方
法

7
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

○
○

○
専

攻
の

特
徴

で
あ

る
広

い
視

野
を

身
に

着
け

る
た

め
、

学
位

論
文

に
副

論
文

を
課

し
て

お
り

、
理

学
分

野
で

主
論

文
を

、
科

学
と

社
会

の
テ

ー
マ

で
副

論
文

を
書

く
こ

と
を

必
須

と
し

て
お

り
、

査
読

付
き

論
文

と
し

て
出

版
さ

れ
た

も
の

も
あ

る
。

[
7
.
2
]

必
須

８
学

生
の

受
入

8
.
1
：

多
様

な
学

生
の

入
学

促
進

・
志

願
者

増
加

方
策

・
受

入
体

制
8
.
2
：

適
正

な
入

学
者

確
保

8
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

入
学

者
選

抜
試

験
時

は
学

科
全

体
で

学
生

を
募

集
し

、
各

コ
ー

ス
に

は
定

員
を

設
け

ず
に

３
年

次
進

級
時

に
学

生
の

希
望

に
応

じ
て

５
コ

ー
ス

か
ら

専
門

分
野

を
決

定
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
基

礎
学

力
（

理
系

基
礎

科
目

と
理

学
共

通
科

目
）

を
身

に
つ

け
た

上
で

確
か

な
専

門
性

の
積

上
げ

が
可

能
な

体
制

と
な

っ
て

い
る

。
[
8
.
1
]

　
入

学
者

選
抜

方
法

は
、

積
極

的
な

自
主

研
究

を
行

っ
た

生
徒

を
対

象
と

す
る

研
究

枠
、

論
理

的
回

答
を

行
う

思
考

能
力

の
高

い
生

徒
を

対
象

と
す

る
論

理
枠

を
導

入
し

て
い

る
。

ま
た

、
国

際
科

学
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
代

表
選

抜
生

対
象

の
入

学
者

選
抜

試
験

枠
を

全
学

科
へ

広
げ

る
な

ど
の

改
善

を
図

り
、

2
0
○

年
度

か
ら

2
0
○

年
度

ま
で

の
入

学
者

総
数

は
、

そ
れ

ぞ
れ

研
究

枠
1
5
名

、
論

理
枠

9
0

名
、

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

入
試

枠
３

名
と

な
っ

て
い

る
。

[
8
.
1
]

選
択

Ａ
教

育
の

国
際

性
【

学
系

共
通

】

A
.
1
：

キ
ャ

ン
パ

ス
の

国
際

化
、

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
育

成
、

国
際

共
同

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

一
般

教
育

の
語

学
科

目
に

加
え

て
専

門
英

語
科

目
「

科
学

英
語

」
、

「
理

学
英

語
」

を
開

講
し

、
文

献
読

解
や

研
究

発
表

、
学

位
論

文
の

英
語

作
成

に
よ

る
英

語
能

力
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

卒
業

研
究

科
目

に
英

語
文

献
講

読
を

取
り

入
れ

、
国

際
的

な
視

野
に

基
づ

く
学

生
の

教
育

や
研

究
指

導
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
2
0
○

年
度

か
ら

８
名

の
外

国
人

教
員

が
英

語
に

よ
る

講
義

を
行

う
理

学
関

係
科

目
を

新
た

に
開

講
し

て
い

る
。

[
A
.
1
]

　
キ

ャ
ン

パ
ス

の
国

際
化

を
目

指
し

て
、

外
国

籍
教

員
を

国
際

公
募

に
よ

り
雇

用
し

た
結

果
、

常
勤

外
国

籍
教

員
は

2
0
○

年
度

の
３

名
か

ら
2
0
○

年
度

は
1
2
名

に
増

加
し

、
英

語
に

よ
る

講
義

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

留
学

生
の

受
入

に
対

応
す

る
た

め
、

国
際

交
流

推
進

室
内

に
専

用
の

対
応

・
相

談
ス

ペ
ー

ス
を

設
置

す
る

な
ど

、
支

援
体

制
を

整
備

し
て

い
る

。
[
A
.
1
]
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選
択

Ｂ
地

域
連

携
に

よ
る

教
育

活
動

B
.
1
：

地
方

自
治

体
・

地
域

企
業

、
外

部
組

織
・

他
大

学
等

と
の

連
携

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

ス
ー

パ
ー

サ
イ

エ
ン

ス
ハ

イ
ス

ク
ー

ル
指

定
校

の
県

立
高

等
学

校
に

お
い

て
大

学
院

生
に

よ
る

教
育

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

や
、

教
育

委
員

会
及

び
近

隣
の

教
育

系
大

学
と

連
携

し
た

高
度

理
系

教
員

養
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

、
理

数
科

目
の

優
れ

た
教

員
養

成
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

[
B
.
1
]

　
人

文
、

社
会

、
自

然
の

３
分

野
を

横
断

す
る

総
合

科
目

３
科

目
と

地
域

を
扱

っ
た

特
色

科
目

５
科

目
を

開
講

し
、

地
域

企
業

や
地

方
自

治
体

と
の

連
携

に
よ

り
、

普
遍

的
価

値
を

身
に

つ
け

た
地

域
社

会
の

発
展

に
寄

与
で

き
る

人
材

の
養

成
を

行
っ

て
い

る
。

[
B
.
1
]

選
択

Ｃ
教

育
の

質
の

保
証

・
向

上
【

学
系

共
通

】

C
.
1
：

Ｆ
Ｄ

・
Ｓ

Ｄ
、

教
員

の
キ

ャ
リ

ア
開

発
、

教
員

評
価

、
教

育
改

善
の

取
組

C
.
2
：

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

、
外

部
評

価
・

第
三

者
評

価
、

関
係

者
の

意
見

聴
取

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

教
員

の
教

育
力

向
上

の
た

め
に

、
2
0
○

年
度

よ
り

教
員

に
よ

る
授

業
の

相
互

参
観

を
実

施
し

て
お

り
、

2
0
○

年
度

ま
で

に
延

べ
9
0
科

目
に

1
4
0
名

が
参

加
し

、
9
0
通

の
レ

ポ
ー

ト
が

参
加

者
よ

り
提

出
さ

れ
、

授
業

担
当

教
員

へ
送

付
す

る
こ

と
に

よ
り

、
授

業
の

改
善

を
図

っ
て

い
る

。
[
C
.
1
]

　
教

育
委

員
会

・
常

任
委

員
会

で
学

部
の

課
題

や
問

題
点

を
取

り
上

げ
、

教
員

の
教

育
力

の
向

上
を

図
る

た
め

の
フ

ァ
カ

ル
テ

ィ
・

デ
ィ

ベ
ロ

ッ
プ

メ
ン

ト
を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

ス
タ

ッ
フ

・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

と
し

て
、

教
務

系
事

務
職

員
を

対
象

と
し

た
教

育
法

規
等

の
勉

強
会

を
年

４
回

開
催

し
、

専
門

的
知

識
と

教
務

的
支

援
の

向
上

を
図

っ
て

い
る

。
[
C
.
1
]

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
の

推
進

に
寄

与
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
短

期
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

な
ど

）
が

公
開

さ
れ

て
い

る
刊

行
物

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
等

の
該

当
箇

所
2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
２

：
社

会
人

学
生

の
割

合
⇒

社
会

人
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
４

：
正

規
課

程
学

生
に

対
す

る
科

目
等

履
修

生
等

の
比

率
⇒

科
目

等
履

修
生

等
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

選
択

Ｚ
そ

の
他

選
択

Ｄ
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
推

進
【

学
系

共
通

】

D
.
1
：

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
を

推
進

す
る

た
め

の
工

夫
、

社
会

人
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
　

　
 
初

等
中

等
教

育
と

の
連

携
や

生
涯

学
習

へ
の

貢
献

D
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

社
会

人
に

授
業

開
放

を
行

っ
て

お
り

、
開

放
し

て
い

る
科

目
数

は
2
0
○

年
度

の
1
0
科

目
か

ら
2
0

○
年

度
の

3
0
科

目
へ

増
加

し
て

お
り

、
ま

た
、

ス
ー

パ
ー

サ
イ

エ
ン

ス
ハ

イ
ス

ク
ー

ル
の

体
験

学
習

や
（

年
１

回
）

、
公

開
学

習
の

開
催

な
ど

、
地

域
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

る
。

[
D
.
1
]

　
自

然
誌

科
学

館
を

年
１

回
開

催
し

平
均

8
0
0
名

が
参

加
し

て
い

る
ほ

か
、

科
学

技
術

振
興

機
構

の
次

世
代

人
材

育
成

事
業

サ
イ

エ
ン

ス
キ

ャ
ン

プ
を

年
３

回
程

度
開

催
し

、
学

生
と

県
内

理
数

科
設

置
高

等
学

校
等

の
生

徒
に

よ
る

研
究

成
果

発
表

会
サ

イ
エ

ン
ス

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
行

っ
て

い
る

。
[
D
.
1
]
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

◇
標

準
修

業
年

限
内

卒
業

（
修

了
）

率
⇒

標
準

修
業

年
限

で
卒

業
（

修
了

）
し

た
者

の
数

／
標

準
修

業
年

限
前

の
入

学
者

数
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◆
「

標
準

修
業

年
限

×
1
.
5
」

年
内

卒
業

（
修

了
）

率
⇒

Ａ
の

う
ち

、
（

標
準

修
業

年
限

×
1
.
5
）

年
間

に
学

位
を

取
得

し
た

者
の

数
／

（
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
）

年
前

の
入

学
者

数
（

Ａ
）

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
博

士
の

学
位

授
与

数
（

課
程

博
士

の
み

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
4
：

留
年

率
⇒

留
年

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
1
5
：

退
学

率
⇒

退
学

者
・

除
籍

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
6
：

休
学

率
⇒

休
学

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
7
：

卒
業

・
修

了
者

の
う

ち
標

準
修

業
年

限
内

卒
業

・
修

了
率

⇒
標

準
修

業
年

限
内

で
の

卒
業

・
修

了
者

数
／

卒
業

・
修

了
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
8
：

卒
業

・
修

了
者

の
う

ち
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
年

以
内

で
の

卒
業

・
修

了
率

⇒
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
年

内
で

の
卒

業
・

修
了

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
9
：

受
験

者
数

に
対

す
る

資
格

取
得

率
⇒

合
格

者
数

／
受

験
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
0
：

卒
業

・
修

了
者

に
対

す
る

資
格

取
得

率
⇒

合
格

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
1
：

進
学

率
⇒

進
学

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
2
：

卒
業

・
修

了
者

に
占

め
る

就
職

者
の

割
合

⇒
就

職
者

数
／

卒
業

・
修

了
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
3
：

職
業

別
就

職
率

⇒
職

業
区

分
別

就
職

者
数

／
就

職
者

数
合

計
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
4
：

産
業

別
就

職
率

⇒
産

業
区

分
別

就
職

者
数

／
就

職
者

数
合

計
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

必
須

１
卒

業
（

修
了

）
率

、
資

格
取

得
等

1
.
1
：

「
単

位
取

得
・

成
績

・
学

位
授

与
の

状
況

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

1
.
2
：

「
資

格
取

得
、

学
外

試
験

の
結

果
、

学
生

の
研

究
実

績
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
　

　
 
教

育
成

果
1
.
3
：

「
独

自
の

学
修

成
果

の
測

定
・

可
視

化
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
教

育
成

果
1
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

中
期

目
標

期
間

の
教

員
免

許
の

取
得

状
況

は
、

中
学

校
教

諭
一

種
免

許
（

数
学

7
0
名

、
理

科
8
0

名
）

、
高

等
学

校
教

諭
一

種
免

許
（

数
学

1
0
0
名

、
理

科
2
0
0
名

）
で

あ
り

、
卒

業
学

生
の

8
5
％

が
少

な
く

と
も

一
つ

の
教

員
免

許
を

取
得

し
て

い
る

。
[
1
.
2
]

　
文

部
科

学
省

理
数

学
生

育
成

支
援

事
業

の
採

択
を

受
け

、
特

別
コ

ー
ス

を
設

置
し

て
お

り
、

2
0

○
～

2
0
○

年
度

ま
で

の
履

修
者

数
は

1
0
名

か
ら

2
5
名

の
間

で
あ

り
、

こ
の

う
ち

、
優

秀
な

学
習

成
績

か
つ

意
欲

の
あ

る
学

生
を

コ
ー

ス
生

と
し

て
選

考
し

、
自

発
的

な
研

究
活

動
を

指
導

・
支

援
し

て
い

る
。

特
別

コ
ー

ス
の

履
修

に
よ

り
得

ら
れ

た
成

果
を

「
サ

イ
エ

ン
ス

・
イ

ン
カ

レ
」

で
発

表
し

、
2
0
○

年
度

に
「

グ
ッ

ド
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

賞
」

を
受

賞
し

て
い

る
。

[
1
.
2
]

必
須

２
就

職
、

進
学

2
.
1
：

「
就

職
・

進
学

率
、

就
職

先
の

特
徴

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

2
.
2
：

「
独

自
の

学
修

成
果

の
測

定
・

可
視

化
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
教

育
成

果
2
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

大
学

院
進

学
者

を
含

め
、

中
学

校
・

高
等

学
校

の
理

科
や

数
学

の
教

員
免

許
を

取
得

す
る

学
生

は
、

毎
年

8
0
名

程
度

（
卒

業
生

の
6
0
％

）
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

う
ち

、
6
0
％

を
占

め
る

教
員

志
望

者
は

、
大

学
院

を
経

て
地

域
の

公
立

・
私

立
高

等
学

校
の

教
員

と
な

り
、

地
域

の
理

数
科

教
育

へ
貢

献
し

て
い

る
。

[
2
.
1
]

　
第

３
期

中
期

目
標

期
間

に
お

け
る

修
士

課
程

の
就

職
率

は
9
6
～

9
8
％

、
博

士
課

程
の

就
職

率
は

8
5
～

9
0
％

と
な

っ
て

い
る

。
特

に
、

博
士

課
程

学
生

の
う

ち
、

博
士

研
究

員
に

採
用

さ
れ

た
者

は
6
0
％

で
あ

り
、

そ
の

後
、

約
半

数
は

大
学

教
員

や
、

国
公

立
研

究
所

員
等

へ
就

職
し

て
い

る
。

[
2
.
1
]

【
分
析
項
目
Ⅱ
　
教
育
成
果
の
状
況
】

－
理
学
系
-
5
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選
択

Ａ
卒

業
（

修
了

）
時

の
学

生
か

ら
の

意
見

聴
取

【
学

系
共

通
】

学
生

か
ら

の
意

見
聴

取
（

学
習

の
達

成
度

や
満

足
度

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
、

学
習

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

分
析

調
査

、
懇

談
会

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

）
の

概
要

及
び

そ
の

結
果

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

A
.
1
：

「
卒

業
（

修
了

）
時

の
学

生
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

を
踏

ま
え

、
2
0
○

年
度

か
ら

「
科

学
英

語
」

を
開

講
す

る
な

ど
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
を

高
め

る
取

組
を

行
っ

た
結

果
、

海
外

派
遣

へ
の

応
募

学
生

数
が

2
0
○

年
度

の
1
0
名

か
ら

2
0
○

年
度

の
6
0
名

へ
増

加
し

た
。

[
A
.
1
]

選
択

Ｂ
卒

業
（

修
了

）
生

か
ら

の
意

見
聴

取
【

学
系

共
通

】

卒
業

（
修

了
）

後
、

一
定

年
限

を
経

過
し

た
卒

業
（

修
了

）
生

に
つ

い
て

の
意

見
聴

取
（

ア
ン

ケ
ー

ト
、

懇
談

会
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

等
）

の
概

要
及

び
そ

の
結

果
が

確
認

で
き

る
資

料
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

B
.
1
：

「
卒

業
生

等
調

査
の

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

F
D
に

よ
る

講
義

内
容

の
改

善
の

努
力

の
結

果
、

卒
業

生
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
「

専
門

科
目

講
義

は
専

門
知

識
の

習
得

に
十

分
役

立
つ

内
容

で
あ

っ
た

」
と

の
回

答
は

、
2
0
○

年
度

の
8
0
％

か
ら

2
0

○
年

度
の

9
0
％

に
、

「
専

門
科

目
に

よ
り

専
門

の
知

識
を

実
際

十
分

に
習

得
で

き
た

」
と

の
回

答
は

、
2
0
○

年
度

の
7
0
％

か
ら

2
0
○

年
度

の
8
0
％

へ
、

そ
れ

ぞ
れ

上
昇

し
た

。
[
B
.
1
]

選
択

Ｃ
就

職
先

等
か

ら
の

意
見

聴
取

【
学

系
共

通
】

就
職

先
や

進
学

先
等

の
関

係
者

へ
の

意
見

聴
取

（
ア

ン
ケ

ー
ト

、
懇

談
会

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

）
の

概
要

及
び

そ
の

結
果

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

C
.
1
：

「
就

職
先

等
調

査
の

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
○

年
度

に
実

施
し

た
進

路
先

・
就

職
先

等
に

対
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

で
は

、
理

工
系

の
学

生
に

身
に

付
け

て
欲

し
い

資
質

能
力

と
し

て
、

独
創

性
や

想
像

力
が

あ
げ

ら
れ

た
こ

と
か

ら
、

2
0
○

年
度

か
ら

、
１

・
２

年
次

向
け

の
プ

レ
研

究
体

験
セ

ミ
ナ

ー
、

４
年

次
の

卒
業

研
究

の
必

修
化

な
ど

、
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
の

要
望

に
応

え
た

。
こ

の
結

果
、

2
0
○

年
度

に
実

施
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

で
は

、
卒

業
生

の
資

質
に

関
す

る
独

創
性

や
想

像
力

の
高

評
価

が
、

従
前

の
3
0
％

か
ら

7
0
％

に
向

上
し

た
。

[
C
.
1
]

選
択

Ｚ
そ

の
他

－
理
学
系
-
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

教
員

、
研

究
員

等
の

人
数

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

ポ
ス

ド
ク

研
究

員
や

Ｕ
Ｒ

Ａ
等

の
研

究
支

援
ス

タ
ッ

フ
を

含
む

。
）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

共
同

利
用

・
共

同
研

究
の

実
施

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
、

国
際

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
の

み
）

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
本

務
教

員
の

年
齢

構
成

が
確

認
で

き
る

資
料

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

・
指

標
番

号
1
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

研
究

員
数

⇒
研

究
員

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

構
成

員
へ

の
法

令
遵

守
や

研
究

者
倫

理
等

に
関

す
る

施
策

の
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

利
益

相
反

、
生

命
倫

理
、

環
境

・
安

全
管

理
の

規
程

、
研

究
不

正
防

止
の

規
程

等
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

研
究

活
動

を
検

証
す

る
組

織
、

検
証

の
方

法
が

確
認

で
き

る
資

料
2
0
1
9
年

度

・
博

士
の

学
位

授
与

数
（

課
程

博
士

の
み

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

１
研

究
の

実
施

体
制

及
び

支
援

・
推

進
体

制

1
.
1
：

拠
点

形
成

、
組

織
・

再
編

、
研

究
支

援
体

制
・

研
究

管
理

体
制

1
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
○

年
度

か
ら

○
○

研
究

所
と

連
携

し
て

○
○

学
連

携
拠

点
を

立
ち

上
げ

、
人

工
衛

星
か

ら
の

デ
ー

タ
解

析
等

を
進

め
て

お
り

、
国

内
外

の
研

究
者

へ
広

く
デ

ー
タ

を
提

供
す

る
体

制
を

整
え

て
い

る
。

2
0
○

年
度

に
は

、
国

内
6
0
機

関
、

海
外

3
0
機

関
へ

デ
ー

タ
を

提
供

し
た

。
[
1
.
1
]

　
2
0
○

年
度

に
サ

イ
ク

ロ
ト

ロ
ン

施
設

に
ビ

ー
ム

ラ
イ

ン
４

種
類

（
○

○
ビ

ー
ム

、
○

○
ビ

ー
ム

等
）

を
新

た
に

整
備

し
て

い
る

。
2
0
○

～
2
0
○

年
度

に
、

こ
の

新
設

の
ビ

ー
ム

ラ
イ

ン
を

用
い

た
国

内
機

関
と

の
共

同
研

究
の

べ
3
0
件

、
海

外
機

関
と

の
共

同
研

究
の

べ
1
0
件

が
行

わ
れ

、
英

文
論

文
1
0
0
件

の
研

究
成

果
が

報
告

さ
れ

て
い

る
。

[
1
.
1
]

必
須

２
研

究
活

動
に

関
す

る
施

策
／

研
究

活
動

の
質

の
向

上

2
.
1
：

研
究

推
進

方
策

、
特

色
あ

る
研

究
等

の
推

進
、

学
際

的
研

究
の

促
進

、
　

 
　

社
会

課
題

に
関

す
る

研
究

2
.
2
：

人
事

方
策

、
若

手
研

究
者

の
確

保
・

育
成

2
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

地
球

環
境

の
構

造
解

明
に

関
わ

る
他

分
野

（
○

○
学

、
○

○
○

学
、

○
○

○
学

等
）

と
の

学
際

共
同

研
究

を
進

め
、

英
文

論
文

1
0
0
件

も
の

多
数

の
業

績
を

あ
げ

る
と

と
も

に
、

国
際

連
携

に
お

い
て

は
、

海
外

の
1
0
研

究
機

関
と

延
べ

2
0
件

の
国

際
共

同
研

究
を

進
め

、
成

功
に

導
い

て
い

る
。

[
2
.
1
]

　
女

性
教

員
や

外
国

人
教

員
の

ポ
ス

ト
の

確
保

に
取

り
組

ん
で

お
り

、
外

国
人

教
員

は
2
0
○

年
度

の
2
0
名

（
外

国
人

教
員

比
率

５
％

）
か

ら
2
0
○

年
度

の
4
0
名

（
外

国
人

教
員

比
率

1
0
％

）
へ

増
加

し
て

い
る

。
ま

た
、

女
性

教
員

は
3
5
名

か
ら

7
0
名

と
な

り
、

そ
の

う
ち

常
勤

の
女

性
教

員
比

率
は

６
％

か
ら

1
2
％

へ
増

加
す

る
な

ど
、

教
員

の
多

様
性

や
国

際
化

が
進

展
し

て
い

る
。

[
2
.
2
]

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅰ
　
研
究
活
動
の
状
況
】

－
理
学
系
-
7
－
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◇
研

究
活

動
状

況
に

関
す

る
資

料
（

学
系

別
）

【
様

式
】

研
究

活
動

状
況

に
関

す
る

資
料

（
理

学
系

）
を

参
照

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
4
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

特
許

出
願

数
⇒

特
許

出
願

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
4
2
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

特
許

取
得

数
⇒

特
許

取
得

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
申

請
件

数
（

新
規

）
⇒

申
請

件
数

（
新

規
）

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
採

択
内

定
件

数
⇒

内
定

件
数

（
新

規
）

／
本

務
教

員
数

⇒
内

定
件

数
（

新
規

・
継

続
）

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
7
：

科
研

費
採

択
内

定
率

（
新

規
）

⇒
内

定
件

数
（

新
規

）
／

申
請

件
数

（
新

規
）

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
8
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
内

定
金

額
⇒

内
定

金
額

／
本

務
教

員
数

⇒
内

定
金

額
（

間
接

経
費

含
む

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
9
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

競
争

的
資

金
採

択
件

数
⇒

競
争

的
資

金
採

択
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
3
0
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

競
争

的
資

金
受

入
金

額
⇒

競
争

的
資

金
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

３
論

文
・

著
書

・
特

許
・

学
会

発
表

な
ど

【
様

式
】

研
究

活
動

状
況

に
関

す
る

資
料

（
理

学
系

）
 

 
2
0
1
6
年

度
 

2
0
1
7
年

度
 

2
0
1
8
年

度
 

2
0
1
9
年

度
 

専
任

教
員

数
 

 
 

 
 

著
書

数
 

日
本

語
 

 
 

 
 

外
国

語
 

 
 

 
 

査
読

付
き

論
文

数
 

日
本

語
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

外
国

語
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

そ
の

他
 

 
 

 
 

 
 

 
※

１
 

「
専

任
教

員
数

」
に

つ
い

て
は

、
各

年
度

の
５

月
１

日
現

在
の

当
該

学
部

・
研

究
科

等
に

所
属

す
る

研
究

活
動

を
行

っ
て

い
る

専
任

教
員

（
教

授
、

准
教

授
、

講
師

、
助

教
）

の
人

数

と
し

て
く

だ
さ

い
。

2
0
1
9
年

度
の

専
任

教
員

数
は

、
学

部
・

研
究

科
等

ご
と

の
「

研
究

業
績

説
明

書
」

で
求

め
ら

れ
る

専
任

教
員

数
と

一
致

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 

※
２

 
査

読
付

き
論

文
数

に
つ

い
て

は
、

内
数

と
し

て
「

筆
頭

著
者

・
責

任
著

者
」

に
よ

る
論

文

数
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
※

３
 

学
会

発
表

や
「

査
読

付
き

論
文

」
に

当
た

ら
な

い
論

文
な

ど
に

つ
い

て
は

、
「

そ
の

他
」

 

 
 

 
 

 
と

し
て

カ
ウ

ン
ト

し
て

く
だ

さ
い

。
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・
指

標
番

号
3
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

件
数

⇒
共

同
研

究
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
2
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

共
同

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
3
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

金
額

⇒
共

同
研

究
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
4
：

本
務

教
員

当
た

り
の

共
同

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

共
同

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

件
数

⇒
受

託
研

究
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

受
託

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
7
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

金
額

⇒
受

託
研

究
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
8
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

受
託

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
9
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

寄
附

金
受

入
件

数
⇒

寄
附

金
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
0
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

寄
附

金
受

入
金

額
⇒

寄
附

金
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
3
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

ラ
イ

セ
ン

ス
契

約
数

⇒
ラ

イ
セ

ン
ス

契
約

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
4
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

ラ
イ

セ
ン

ス
収

入
額

⇒
ラ

イ
セ

ン
ス

収
入

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
4
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

外
部

研
究

資
金

の
金

額
⇒

（
科

研
費

の
内

定
金

額
（

間
接

経
費

含
む

）
＋

共
同

研
究

受
入

金
額

＋
受

託
研

究
受

入
金

額
＋

寄
附

金
受

入
金

額
）

の
合

計
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
4
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

民
間

研
究

資
金

の
金

額
⇒

（
共

同
研

究
受

入
金

額
（

国
内

・
外

国
企

業
か

ら
の

み
）

＋
受

託
研

究
受

入
金

額
（

国
内

・
外

国
企

業
か

ら
の

み
）

＋
寄

附
金

受
入

金
額

）
の

合
計

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

４
研

究
資

金

－
理
学
系
-
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選
択

Ａ
地

域
連

携
に

よ
る

研
究

活
動

A
.
1
：

産
官

学
連

携
等

に
よ

る
共

同
研

究
の

推
進

A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

○
○

学
分

野
の

基
礎

研
究

の
成

果
「

○
○

○
○

」
を

、
2
0
○

～
2
0
○

年
度

の
民

間
等

共
同

研
究

を
通

じ
て

○
○

産
業

へ
社

会
実

装
し

、
○

○
産

業
の

経
営

効
率

化
に

つ
な

げ
て

い
る

。
　

2
0
○

年
度

か
ら

地
域

防
災

に
関

し
て

地
方

自
治

体
と

連
携

し
、

○
○

な
ど

の
災

害
時

の
最

適
避

難
行

動
な

ど
の

研
究

を
実

施
し

て
い

る
。

[
A
.
1
]

選
択

Ｂ
国

際
的

な
連

携
に

よ
る

研
究

活
動

【
学

系
共

通
】

B
.
1
：

国
際

的
な

共
同

研
究

の
推

進
B
.
2
：

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
、

研
究

者
の

国
際

交
流

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

海
外

か
ら

研
究

者
を

毎
年

５
名

か
ら

1
0
名

を
招

へ
い

し
て

国
際

共
同

研
究

を
推

進
し

て
お

り
、

国
際

科
学

会
議

の
○

○
学

委
員

会
が

推
進

す
る

国
際

共
同

研
究

計
画

「
○

○
」

の
国

際
的

中
核

機
関

と
し

て
、

○
○

科
学

に
関

す
る

国
際

拠
点

の
役

割
を

果
た

し
て

い
る

。
[
B
.
1
]

　
○

○
学

の
先

端
的

研
究

機
関

で
あ

る
欧

州
○

○
研

究
機

構
と

の
学

術
交

流
協

定
に

基
づ

き
、

○
○

学
の

新
た

な
パ

ラ
ダ

イ
ム

を
切

り
拓

く
た

め
、

世
界

最
高

性
能

の
○

○
○

○
装

置
を

用
い

た
国

際
共

同
実

験
を

基
軸

に
し

、
国

際
共

同
研

究
を

実
施

し
て

い
る

。
[
B
.
1
]

選
択

Ｃ
研

究
成

果
の

発
信

／
研

究
資

料
等

の
共

同
利

用
【

学
系

共
通

】

C
.
1
：

研
究

成
果

の
発

信
、

研
究

資
料

等
の

共
同

利
用

を
推

進
す

る
た

め
の

工
夫

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

○
○

に
関

す
る

全
国

を
網

羅
し

た
リ

ア
ル

タ
イ

ム
観

測
デ

ー
タ

や
過

去
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
提

供
し

て
い

る
。

特
に

、
2
0
○

年
度

に
は

、
○

○
に

関
す

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

年
間

利
用

数
は

5
0
0

万
件

を
超

え
て

お
り

、
○

○
の

解
明

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
[
C
.
1
]

選
択

Ｄ
学

術
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
へ

の
貢

献
【

学
系

共
通

】

D
.
1
：

会
議

開
催

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
D
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

○
○

科
学

分
野

の
共

同
利

用
・

共
同

研
究

拠
点

と
し

て
、

共
同

利
用

、
共

同
研

究
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

及
び

若
手

向
け

ス
ク

ー
ル

等
の

活
動

を
行

っ
て

お
り

、
中

期
目

標
期

間
の

小
規

模
セ

ミ
ナ

ー
も

含
め

た
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、

研
究

集
会

等
の

開
催

実
績

は
7
2
件

と
な

っ
て

い
る

。
[
D
.
1
]

　
日

本
○

○
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

が
主

催
す

る
コ

ア
ス

ク
ー

ル
で

は
、

1
6
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

、
1
7
0
名

の
若

手
研

究
者

、
大

学
院

生
及

び
学

部
生

（
う

ち
海

外
か

ら
1
7
名

）
を

受
け

入
れ

て
実

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
履

修
し

て
い

る
。

[
D
.
1
]

選
択

Ｚ
そ

の
他

根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

必
須

１
研

究
業

績
研

究
業

績
説

明
書

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

選
択

Ｚ
そ

の
他

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅱ
　
研
究
成
果
の
状
況
】

－
理
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系
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

必
須

１
学

位
授

与
方

針
公

表
さ

れ
た

学
位

授
与

方
針

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

必
須

２
教

育
課

程
方

針
公

表
さ

れ
た

教
育

課
程

方
針

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

体
系

性
が

確
認

で
き

る
資

料
（

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ッ
プ

、
コ

ー
ス

・
ツ

リ
ー

、
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
等

）
2
0
1
9
年

度

自
己

点
検

・
評

価
に

お
い

て
体

系
性

や
水

準
に

関
す

る
検

証
を

実
施

し
て

い
る

場
合

は
そ

の
状

況
が

わ
か

る
資

料
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

研
究

指
導

、
学

位
論

文
（

特
定

課
題

研
究

の
成

果
を

含
む

。
）

指
導

体
制

が
確

認
で

き
る

資
料

（
規

定
、

申
合

せ
等

）
（

※
大

学
院

課
程

（
専

門
職

学
位

課
程

を
除

く
。

）
が

対
象

）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

【
分
析
項
目
Ⅰ
　
教
育
活
動
の
状
況
】

４
．
工
学
系

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

必
須

３
教

育
課

程
の

編
成

、
授

業
科

目
の

内
容

3
.
1
：

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

／
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
体

系
的

な
構

築
、

　
　

 
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
の

実
施

体
制

、
教

育
目

的
に

即
し

た
科

目
群

の
設

定
3
.
2
：

社
会

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

※
の

構
築

、
　

　
 
社

会
課

題
や

人
材

需
要

を
踏

ま
え

た
教

育
、

産
業

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

人
材

養
成

3
.
3
：

学
術

動
向

に
即

し
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
※

の
構

築
、

学
際

的
教

育
の

推
進

3
.
5
：

大
学

院
の

コ
ー

ス
ワ

ー
ク

3
.
0
：

そ
の

他
※

例
え

ば
、

外
部

資
金

を
用

い
た

新
た

な
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

理
数

分
野

に
関

し
高

い
学

習
意

欲
を

持
つ

学
生

を
選

抜
し

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
持

っ
た

人
材

を
育

成
す

る
た

め
、

４
年

次
専

門
科

目
の

早
期

履
修

や
大

学
院

科
目

の
履

修
等

の
体

系
的

な
教

育
を

行
う

特
別

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

○
○

」
を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

参
加

し
た

学
生

が
文

部
科

学
省

主
催

の
サ

イ
エ

ン
ス

・
イ

ン
カ

レ
に

お
い

て
、

2
0
○

年
度

に
奨

励
表

彰
を

受
賞

す
る

な
ど

、
学

外
の

表
彰

を
５

件
受

賞
し

て
い

る
。

[
3
.
1
]

　
産

業
界

と
の

連
携

・
協

力
に

よ
る

「
高

度
人

材
育

成
の

た
め

の
専

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
で

は
、

実
践

的
な

開
発

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
人

材
養

成
に

重
点

を
置

い
た

教
育

を
実

施
し

て
い

る
。

特
に

、
地

域
大

学
連

携
に

よ
る

産
業

界
等

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
授

業
改

善
を

目
的

と
し

て
、

産
業

界
出

身
者

を
特

任
講

師
と

し
て

採
用

し
、

学
年

横
断

教
育

科
目

４
科

目
の

開
講

や
事

業
所

見
学

（
年

４
回

、
2
0
○

年
度

の
べ

1
4
0
名

参
加

）
等

を
行

っ
て

い
る

。
[
3
.
2
]

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
に
つ
い
て
≫

・
現
況
調
査
表
の
本
文
へ
の
記
述
に
当
た
っ
て
は
、
文
章

の
形
で
は
な
く
、
根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
形
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

・
デ
ー
タ
分
析
集
等
の
指
標
に
つ
い
て
は
、
機
構
が
行
う

現
況
分
析
に
お
け
る
３
種
類
の
区
分
（
「
◆
（
重
要
指
標
）
」
「
◇
（
分
析
指
標
）
」
「
・
（
参
考
指
標
）
」
）
を
冒
頭
に
付
し
て
い
ま
す
。

・
「
基
準
日
／
対
象
年
度
」
欄
の
〔

〕
書
き
に
つ
い
て

は
、
「
国
立
大
学
法
人
へ
の
問
い
合
わ
せ
」
（

20
20
年
８
月
下
旬
～
９
月
中
旬
予
定
）
の
段
階
で
提
出
等
が
必
要
な
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
に
つ
い
て
≫

・
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
「
半
角
数
字

（
も
し
く
は
半
角
英
字
）
」
「

.（
半
角
ピ
リ
オ
ド
）
」
「
半
角
数
字
」
の
順
で
コ
ー
ド
を
付
し
て
い
ま
す
。
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」

を
記
述
す
る
際
に
は
、
該
当
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
コ
ー
ド

を
文
末
に

[
]
 （

半
角
角
括
弧
）
書
き
で
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
キ
ー
ワ
ー
ド
が
な
い
場
合
に
は
、

[
半
角
数
字
（
も
し
く
は
半
角
英
字
）

.0
]

を
文
末
に
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
対
応
す
る
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
を
す
べ
て
記
述
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
「
具
体
的
な
記
載
例
」
は
、
記
載
に
当
た
っ
て
の
例
示

で
あ
り
、
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
に
記
載
す
べ
き
内
容
を
制
限
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
部
の
記
載
項
目
で
は
、

空
欄
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
必
ず
し
も
「
第
３
期
中
期
目

標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
の
記
載
を
妨
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
各
分
析
項
目
に
は
、
選
択
記
載
項
目
「
そ
の
他
」
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
を
記
載
す
る
に
当
た
り
、
ど
の
記
載
項
目
に
も
該
当
し
な
い
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、

こ
の
選
択
記
載
項
目
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
独

自
の
記
載
項
目
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

－
工
学
系
-
1
－
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１
年

間
の

授
業

を
行

う
期

間
が

確
認

で
き

る
資

料
（

学
年

暦
、

年
間

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

等
）

2
0
1
9
年

度

シ
ラ

バ
ス

の
全

件
、

全
項

目
が

確
認

で
き

る
資

料
（

電
子

シ
ラ

バ
ス

の
デ

ー
タ

（
c
s
v
）

、
又

は
Ｕ

Ｒ
Ｌ

等
）

、
学

生
便

覧
等

関
係

資
料

2
0
1
9
年

度

専
門

職
大

学
院

に
係

る
Ｃ

Ａ
Ｐ

制
に

関
す

る
規

定
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

◇
協

定
等

に
基

づ
く

留
学

期
間

別
日

本
人

留
学

生
数

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
「

大
学

等
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

関
す

る
調

査
」

の
調

査
票

）
2
0
1
7
年

度

・
指

標
番

号
５

：
海

外
派

遣
率

⇒
海

外
派

遣
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
９

：
専

任
教

員
あ

た
り

の
学

生
数

⇒
学

生
数

／
専

任
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
1
0
：

専
任

教
員

に
占

め
る

女
性

専
任

教
員

の
割

合
⇒

女
性

専
任

教
員

数
／

専
任

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

履
修

指
導

の
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
習

相
談

の
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

社
会

的
・

職
業

的
自

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

能
力

を
培

う
取

組
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

履
修

上
特

別
な

支
援

を
要

す
る

学
生

等
に

対
す

る
学

習
支

援
の

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
少

な
く

と
も

2
0
1
9
年

度

成
績

評
価

基
準

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

成
績

評
価

の
分

布
表

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
生

か
ら

の
成

績
評

価
に

関
す

る
申

立
て

の
手

続
き

や
学

生
へ

の
周

知
等

が
明

示
さ

れ
て

い
る

資
料

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

5
.
1
：

学
習

支
援

の
充

実
、

学
習

意
欲

向
上

方
策

、
学

習
環

境
の

整
備

5
.
2
：

履
修

指
導

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

5
.
3
：

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
取

組
5
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

キ
ャ

リ
ア

形
成

教
育

を
支

援
す

る
た

め
、

教
育

・
キ

ャ
リ

ア
企

画
室

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、

安
全

教
育

の
徹

底
や

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
講

習
会

等
を

行
う

安
全

衛
生

管
理

室
を

設
置

す
る

な
ど

、
工

学
教

育
を

支
援

す
る

体
制

を
整

備
し

て
い

る
。

2
0
○

年
度

か
ら

2
0
○

年
度

に
お

け
る

就
職

率
は

、
毎

年
度

と
も

修
士

課
程

で
は

○
％

以
上

、
博

士
後

期
課

程
で

は
○

％
以

上
と

な
っ

て
お

り
、

主
に

製
造

業
、

建
設

業
等

の
企

業
や

研
究

機
関

等
に

就
職

し
て

い
る

。
[
5
.
3
]

必
須

６
成

績
評

価

6
.
1
：

学
習

成
果

の
評

価
方

法
、

成
績

評
価

の
厳

格
化

6
.
2
：

成
績

評
価

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

6
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

進
級

制
度

を
見

直
し

、
３

年
次

進
級

に
お

い
て

指
定

さ
れ

た
科

目
の

修
得

を
要

件
化

す
る

な
ど

、
学

力
を

確
保

し
て

上
級

学
年

へ
進

級
す

る
制

度
と

し
て

い
る

。
ま

た
、

１
年

次
及

び
３

年
次

の
学

生
全

員
に

、
T
O
E
I
C
-
I
P
試

験
の

受
験

料
を

大
学

負
担

と
し

て
受

験
さ

せ
、

そ
の

試
験

結
果

を
成

績
に

反
映

す
る

仕
組

み
を

整
備

し
て

い
る

。
[
6
.
1
]

必
須

４
授

業
形

態
、

学
習

指
導

法

4
.
1
：

教
育

方
法

の
組

み
合

わ
せ

、
専

門
分

野
の

実
験

・
実

習
・

現
場

教
育

の
工

夫
、

　
 
　

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
、

習
熟

度
・

キ
ャ

リ
ア

別
を

考
慮

し
た

授
業

形
態

、
　

　
 
多

様
な

学
修

・
研

究
の

機
会

4
.
2
：

実
践

的
学

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
4
.
3
：

情
報

通
信

技
術

（
Ｉ

Ｃ
Ｔ

）
な

ど
の

多
様

な
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

4
.
4
：

教
育

・
研

究
の

指
導

体
制

、
教

育
目

的
を

達
成

す
る

た
め

の
教

員
構

成
4
.
5
：

論
文

等
指

導
の

工
夫

、
大

学
院

生
の

キ
ャ

リ
ア

開
発

4
.
6
：

理
論

と
実

務
の

架
橋

を
図

る
教

育
方

法
の

工
夫

4
.
7
：

学
習

指
導

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

4
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
生

の
主

体
性

を
育

む
た

め
、

授
業

に
お

け
る

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

導
入

を
推

進
し

て
お

り
、

民
間

企
業

の
支

援
の

下
、

授
業

の
中

で
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

開
発

す
る

手
法

を
実

践
す

る
講

義
を

必
修

単
位

と
し

て
初

年
次

セ
ミ

ナ
ー

と
し

て
開

催
し

て
い

る
。

ま
た

、
国

際
通

用
性

を
高

め
る

た
め

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

科
目

の
英

語
講

義
２

科
目

の
実

施
や

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ベ

ー
ス

ラ
ー

ニ
ン

グ
（

P
B
L
）

形
式

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
講

義
５

科
目

の
導

入
、

海
外

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
実

施
(
2
0
○

年
度

3
0
名

)
等

の
取

組
を

行
っ

て
い

る
。

[
4
.
1
]

　
学

生
の

学
修

意
識

と
学

習
習

慣
の

改
革

の
た

め
に

、
独

自
開

発
し

た
学

修
自

己
評

価
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
て

お
り

、
2
0
1
8
年

度
に

は
学

生
の

自
己

評
価

を
担

当
教

員
が

分
析

す
る

機
能

を
追

加
し

、
学

生
指

導
に

利
用

し
て

い
る

。
[
4
.
7
]

必
須

５
履

修
指

導
、

支
援

－
工
学
系
-
2
－
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卒
業

又
は

修
了

の
要

件
を

定
め

た
規

定
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

卒
業

又
は

修
了

判
定

に
関

す
る

教
授

会
等

の
審

議
及

び
学

長
な

ど
組

織
的

な
関

わ
り

方
を

含
め

て
卒

業
（

修
了

）
判

定
の

手
順

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
9
年

度

学
位

論
文

（
課

題
研

究
）

の
審

査
に

係
る

手
続

き
及

び
評

価
の

基
準

（
※

大
学

院
課

程
（

専
門

職
学

位
課

程
を

除
く

。
）

が
対

象
）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

修
了

判
定

に
関

す
る

教
授

会
等

の
審

議
及

び
学

長
な

ど
組

織
的

な
関

わ
り

方
が

確
認

で
き

る
資

料
（

※
大

学
院

課
程

（
専

門
職

学
位

課
程

を
含

む
。

）
が

対
象

）
2
0
1
9
年

度

学
位

論
文

の
審

査
体

制
、

審
査

員
の

選
考

方
法

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

大
学

院
課

程
（

専
門

職
学

位
課

程
を

除
く

。
）

が
対

象
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
生

受
入

方
針

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

◇
入

学
者

選
抜

確
定

志
願

状
況

に
お

け
る

志
願

倍
率

（
「

毎
年

度
の

入
学

者
選

抜
確

定
志

願
状

況
」

）
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◆
入

学
定

員
充

足
率

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
１

：
女

性
学

生
の

割
合

⇒
女

性
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
２

：
社

会
人

学
生

の
割

合
⇒

社
会

人
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
３

：
留

学
生

の
割

合
⇒

留
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
６

：
受

験
者

倍
率

⇒
受

験
者

数
／

募
集

人
員

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
７

：
入

学
定

員
充

足
率

⇒
入

学
者

数
／

入
学

定
員

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
協

定
等

に
基

づ
く

留
学

期
間

別
日

本
人

留
学

生
数

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度

◇
指

標
番

号
３

：
留

学
生

の
割

合
⇒

留
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
５

：
海

外
派

遣
率

⇒
海

外
派

遣
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

８
学

生
の

受
入

8
.
1
：

多
様

な
学

生
の

入
学

促
進

・
志

願
者

増
加

方
策

・
受

入
体

制
8
.
2
：

適
正

な
入

学
者

確
保

8
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

国
際

数
学

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

、
国

際
物

理
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
等

の
出

場
者

を
対

象
と

し
た

国
際

科
学

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

A
O
入

試
を

導
入

し
、

理
数

系
の

能
力

に
秀

で
た

学
生

を
受

け
入

れ
る

体
制

を
整

備
し

て
い

る
。

A
O
入

試
に

よ
り

入
学

し
た

学
生

は
、

第
３

期
中

期
目

標
期

間
中

で
は

1
0
名

と
な

っ
て

い
る

。
[
8
.
1
]

　
全

専
攻

で
英

語
特

別
コ

ー
ス

を
設

置
し

、
優

秀
な

留
学

生
の

受
入

と
教

育
の

国
際

化
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

ま
た

、
優

秀
な

留
学

生
を

受
け

入
れ

る
た

め
、

集
積

・
分

析
し

た
デ

ー
タ

に
基

づ
き

評
価

基
準

を
定

め
て

お
り

、
コ

ー
ス

所
属

の
留

学
生

の
8
0
％

以
上

が
国

費
留

学
生

及
び

出
身

国
政

府
等

の
奨

学
金

受
給

者
と

な
っ

て
い

る
。

[
8
.
1
]

選
択

Ａ
教

育
の

国
際

性
【

学
系

共
通

】

A
.
1
：

キ
ャ

ン
パ

ス
の

国
際

化
、

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
育

成
、

国
際

共
同

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

国
際

的
に

活
躍

で
き

る
高

度
な

人
材

を
育

成
し

、
国

際
競

争
力

の
強

化
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
英

語
に

よ
る

授
業

の
み

で
学

位
取

得
が

可
能

な
複

合
メ

ジ
ャ

ー
コ

ー
ス

を
設

置
し

、
秋

入
学

や
成

績
優

秀
者

の
短

期
卒

業
等

の
制

度
に

よ
り

、
2
0
○

年
度

よ
り

毎
年

度
1
2
名

の
学

生
を

受
け

入
れ

て
い

る
。

　
海

外
の

高
等

教
育

機
関

と
の

ダ
ブ

ル
デ

ィ
グ

リ
ー

プ
ロ

グ
ラ

ム
及

び
共

同
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
、

学
生

の
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
に

よ
り

、
教

育
の

国
際

化
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

第
３

期
中

期
目

標
期

間
に

、
ダ

ブ
ル

デ
ィ

グ
リ

ー
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

受
講

生
は

2
0
名

、
学

生
の

派
遣

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
け

る
派

遣
者

数
は

1
0
名

、
受

入
者

数
は

８
名

と
な

っ
て

い
る

。
[
A
.
1
]

　
2
0
○

年
度

に
国

際
協

力
機

構
（

J
I
C
A
）

と
資

源
分

野
の

戦
略

的
連

携
に

合
意

し
、

J
I
C
A
研

修
員

の
受

入
に

よ
る

途
上

国
の

行
政

官
の

育
成

を
支

援
す

る
事

業
「

○
○

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

に
協

力
し

、
途

上
国

の
人

材
を

修
士

課
程

学
生

と
し

て
1
5
名

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
学

生
と

し
て

2
0

名
を

、
受

け
入

れ
て

い
る

。
[
A
.
1
]

必
須

７
卒

業
（

修
了

）
判

定

7
.
1
：

卒
業

又
は

修
了

の
判

定
体

制
・

判
定

方
法

7
.
2
：

学
位

論
文

（
課

題
研

究
）

の
評

価
体

制
・

評
価

方
法

7
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

教
育

目
標

に
掲

げ
る

「
広

い
視

野
、

豊
か

な
人

間
性

・
国

際
性

、
社

会
に

対
す

る
高

い
倫

理
性

を
涵

養
す

る
」

た
め

に
、

卒
業

要
件

単
位

の
う

ち
教

養
系

科
目

の
割

合
を

3
4
％

と
高

く
設

定
す

る
な

ど
、

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

に
即

し
た

教
育

課
程

を
編

成
し

て
い

る
。

ま
た

、
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
卒

業
生

の
約

9
0
％

が
卒

業
要

件
の

最
低

単
位

数
よ

り
1
0
単

位
以

上
多

い
単

位
を

修
得

し
て

い
る

。
[
7
.
1
]

　
2
0
○

年
度

よ
り

、
課

程
博

士
を

研
究

者
養

成
型

と
ジ

ェ
ネ

ラ
リ

ス
ト

養
成

型
に

区
分

し
、

そ
れ

ぞ
れ

に
学

位
申

請
の

基
準

を
設

け
て

い
る

。
研

究
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

養
成

型
で

は
、

審
査

付
研

究
論

文
○

報
以

上
を

投
稿

す
る

修
了

生
の

割
合

が
8
0
％

以
上

を
占

め
て

い
る

。
[
7
.
2
]

－
工
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系
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選
択

Ｂ
地

域
連

携
に

よ
る

教
育

活
動

B
.
1
：

地
方

自
治

体
・

地
域

企
業

、
外

部
組

織
・

他
大

学
等

と
の

連
携

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

地
域

に
根

ざ
し

た
国

際
人

材
育

成
を

目
的

と
し

て
、

地
元

企
業

へ
の

就
職

に
意

欲
を

も
つ

学
部

３
年

次
生

を
対

象
に

、
地

元
企

業
、

県
の

支
援

の
下

、
地

元
企

業
の

海
外

事
業

所
に

お
け

る
海

外
短

期
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

開
始

し
、

東
南

ア
ジ

ア
に

学
生

1
0
名

を
派

遣
し

た
。

[
B
.
1
]

選
択

Ｃ
教

育
の

質
の

保
証

・
向

上
【

学
系

共
通

】

C
.
1
：

Ｆ
Ｄ

・
Ｓ

Ｄ
、

教
員

の
キ

ャ
リ

ア
開

発
、

教
員

評
価

、
教

育
改

善
の

取
組

C
.
2
：

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

、
外

部
評

価
・

第
三

者
評

価
、

関
係

者
の

意
見

聴
取

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

６
年

に
一

度
、

教
員

の
資

格
再

審
査

を
実

施
し

、
所

定
の

業
績

を
あ

げ
て

い
な

い
教

員
か

ら
指

導
資

格
を

留
保

す
る

と
と

も
に

、
全

学
的

な
教

育
の

質
保

証
と

し
て

理
事

、
部

長
及

び
外

部
委

員
を

構
成

員
と

し
、

資
格

の
審

査
・

再
審

査
の

承
認

を
行

う
教

員
評

価
機

構
を

設
置

し
て

い
る

。
[
C
.
1
]

　
2
0
○

年
度

に
工

学
人

材
養

成
機

構
を

設
置

し
、

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

た
め

若
手

工
学

教
員

を
対

象
と

し
た

フ
ァ

カ
ル

テ
ィ

・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

活
動

を
年

3
回

実
施

す
る

な
ど

、
教

員
の

教
育

力
向

上
に

取
り

組
ん

だ
結

果
、

2
0
○

年
度

に
日

本
工

学
教

育
協

会
工

学
教

育
賞

を
受

賞
し

て
い

る
。

[
C
.
1
]

選
択

Ｄ
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
教

育
の

推
進

D
.
1
：

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

工
夫

D
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

も
の

づ
く

り
に

関
す

る
実

験
・

実
習

の
実

施
及

び
研

究
活

動
に

必
要

な
装

置
の

製
作

に
協

力
・

支
援

す
る

施
設

と
し

て
、

も
の

づ
く

り
工

学
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
、

工
学

教
育

の
基

礎
を

支
え

る
教

育
体

制
を

整
え

て
い

る
。

本
セ

ン
タ

ー
を

中
心

と
し

て
、

工
学

創
造

能
力

を
修

得
さ

せ
る

た
め

、
問

題
解

決
型

の
創

造
工

学
教

育
科

目
「

工
学

P
B
L
」

を
全

学
科

の
２

年
次

生
に

対
し

て
開

講
し

、
第

３
期

中
期

目
標

期
間

に
お

い
て

は
年

度
平

均
9
0
％

の
２

年
生

が
履

修
し

て
い

る
。

[
D
.
1
]

　
環

境
破

壊
や

利
益

優
先

に
伴

う
社

会
的

問
題

の
発

生
、

不
正

論
文

問
題

等
の

課
題

へ
の

対
応

と
し

て
、

全
学

生
に

「
工

学
倫

理
」

を
必

修
科

目
と

し
て

い
る

。
ま

た
、

他
研

究
科

と
の

連
携

に
よ

る
融

合
型

の
工

学
教

育
を

推
進

す
る

た
め

、
高

度
副

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

、
○

○
学

際
教

育
訓

練
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
医

工
融

合
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
環

境
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

て
い

る
。

[
D
.
1
]

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
の

推
進

に
寄

与
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
短

期
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

な
ど

）
が

公
開

さ
れ

て
い

る
刊

行
物

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
等

の
該

当
箇

所
2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
２

：
社

会
人

学
生

の
割

合
⇒

社
会

人
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
４

：
正

規
課

程
学

生
に

対
す

る
科

目
等

履
修

生
等

の
比

率
⇒

科
目

等
履

修
生

等
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

選
択

Ｚ
そ

の
他

　
　

選
択

Ｅ
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
推

進
【

学
系

共
通

】

E
.
1
：

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
を

推
進

す
る

た
め

の
工

夫
、

社
会

人
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
　

 
　

初
等

中
等

教
育

と
の

連
携

や
生

涯
学

習
へ

の
貢

献
E
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

企
業

技
術

者
向

け
に

、
近

年
の

技
術

革
新

に
対

応
し

た
異

分
野

技
術

の
再

取
得

を
実

践
的

に
学

べ
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

受
講

期
間

1
年

）
を

、
2
0
○

年
度

か
ら

開
講

し
て

い
る

。
現

在
ま

で
に

、
1
0

社
よ

り
受

け
入

れ
た

3
0
名

が
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

修
了

し
て

い
る

。
[
E
.
1
]

－
工
学
系
-
4
－
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

◇
標

準
修

業
年

限
内

卒
業

（
修

了
）

率
⇒

標
準

修
業

年
限

で
卒

業
（

修
了

）
し

た
者

の
数

／
標

準
修

業
年

限
前

の
入

学
者

数
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◆
「

標
準

修
業

年
限

×
1
.
5
」

年
内

卒
業

（
修

了
）

率
⇒

Ａ
の

う
ち

、
（

標
準

修
業

年
限

×
1
.
5
）

年
間

に
学

位
を

取
得

し
た

者
の

数
／

（
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
）

年
前

の
入

学
者

数
（

Ａ
）

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
博

士
の

学
位

授
与

数
（

課
程

博
士

の
み

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
4
：

留
年

率
⇒

留
年

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
1
5
：

退
学

率
⇒

退
学

者
・

除
籍

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
6
：

休
学

率
⇒

休
学

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
7
：

卒
業

・
修

了
者

の
う

ち
標

準
修

業
年

限
内

卒
業

・
修

了
率

⇒
標

準
修

業
年

限
内

で
の

卒
業

・
修

了
者

数
／

卒
業

・
修

了
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
8
：

卒
業

・
修

了
者

の
う

ち
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
年

以
内

で
の

卒
業

・
修

了
率

⇒
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
年

内
で

の
卒

業
・

修
了

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
9
：

受
験

者
数

に
対

す
る

資
格

取
得

率
⇒

合
格

者
数

／
受

験
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
0
：

卒
業

・
修

了
者

に
対

す
る

資
格

取
得

率
⇒

合
格

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
1
：

進
学

率
⇒

進
学

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
2
：

卒
業

・
修

了
者

に
占

め
る

就
職

者
の

割
合

⇒
就

職
者

数
／

卒
業

・
修

了
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
3
：

職
業

別
就

職
率

⇒
職

業
区

分
別

就
職

者
数

／
就

職
者

数
合

計
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
4
：

産
業

別
就

職
率

⇒
産

業
区

分
別

就
職

者
数

／
就

職
者

数
合

計
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

１
卒

業
（

修
了

）
率

、
資

格
取

得
等

1
.
1
：

「
単

位
取

得
・

成
績

・
学

位
授

与
の

状
況

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

1
.
2
：

「
資

格
取

得
、

学
外

試
験

の
結

果
、

学
生

の
研

究
実

績
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
　

　
 
教

育
成

果
1
.
3
：

「
独

自
の

学
修

成
果

の
測

定
・

可
視

化
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
教

育
成

果
1
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

授
業

や
研

究
室

に
お

け
る

研
究

と
は

異
な

る
学

生
自

ら
が

企
画

・
立

案
し

た
活

動
を

支
援

す
る

と
同

時
に

、
文

部
科

学
省

主
催

の
サ

イ
エ

ン
ス

・
イ

ン
カ

レ
へ

の
参

加
を

促
し

て
お

り
、

サ
イ

エ
ン

ス
・

イ
ン

カ
レ

奨
励

表
彰

を
累

計
で

1
0
名

受
賞

し
て

い
る

。
[
1
.
2
]

　
第

３
期

中
期

目
標

期
間

中
の

学
生

の
受

賞
、

表
彰

件
数

は
合

計
2
1
3
件

で
あ

り
、

前
期

と
比

較
し

て
5
0
件

増
加

し
て

い
る

。
こ

の
う

ち
、

特
徴

的
な

点
と

し
て

、
現

役
弁

理
士

を
講

師
と

し
て

実
践

的
な

知
的

財
産

関
係

２
講

義
を

行
い

文
部

科
学

省
等

主
催

の
パ

テ
ン

ト
コ

ン
テ

ス
ト

へ
参

加
し

た
結

果
、

受
賞

1
5
件

が
あ

る
。

[
1
.
2
]

必
須

２
就

職
、

進
学

2
.
1
：

「
就

職
・

進
学

率
、

就
職

先
の

特
徴

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

2
.
2
：

「
独

自
の

学
修

成
果

の
測

定
・

可
視

化
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
教

育
成

果
2
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

第
３

期
中

期
目

標
期

間
中

に
お

け
る

平
均

就
職

率
は

、
修

士
課

程
で

は
9
8
％

、
博

士
後

期
課

程
で

は
8
9
％

で
あ

り
、

修
士

課
程

修
了

生
の

就
職

者
の

う
ち

9
5
％

が
製

造
技

術
者

等
の

専
門

的
・

技
術

的
職

業
に

就
い

て
い

る
。

ま
た

、
博

士
後

期
課

程
就

職
率

は
、

2
0
○

年
度

の
7
8
％

か
ら

2
0
○

年
度

の
9
6
％

へ
と

上
昇

し
、

製
造

技
術

者
と

し
て

の
就

職
が

増
え

る
傾

向
に

あ
る

。
[
2
.
1
]

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅱ
　
教
育
成
果
の
状
況
】

－
工
学
系
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選
択

Ａ
卒

業
（

修
了

）
時

の
学

生
か

ら
の

意
見

聴
取

【
学

系
共

通
】

学
生

か
ら

の
意

見
聴

取
（

学
習

の
達

成
度

や
満

足
度

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
、

学
習

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

分
析

調
査

、
懇

談
会

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

）
の

概
要

及
び

そ
の

結
果

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

A
.
1
：

「
卒

業
（

修
了

）
時

の
学

生
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

卒
業

時
に

学
生

に
実

施
し

た
授

業
に

対
す

る
満

足
度

調
査

に
つ

い
て

、
肯

定
的

な
回

答
の

割
合

が
2
0
○

年
度

に
は

6
0
％

で
あ

っ
た

が
、

F
D
に

取
り

組
ん

だ
結

果
、

2
0
○

年
度

に
は

7
5
％

へ
増

加
し

て
い

る
。

[
A
.
1
]

選
択

Ｂ
卒

業
（

修
了

）
生

か
ら

の
意

見
聴

取
【

学
系

共
通

】

卒
業

（
修

了
）

後
、

一
定

年
限

を
経

過
し

た
卒

業
（

修
了

）
生

に
つ

い
て

の
意

見
聴

取
（

ア
ン

ケ
ー

ト
、

懇
談

会
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

等
）

の
概

要
及

び
そ

の
結

果
が

確
認

で
き

る
資

料
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

B
.
1
：

「
卒

業
生

等
調

査
の

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
○

年
に

実
施

し
た

同
窓

生
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
講

義
・

実
験

・
演

習
・

研
究

指
導

等
の

教
育

内
容

が
「

現
在

の
仕

事
に

役
立

っ
て

い
る

」
と

回
答

し
た

割
合

が
8
0
％

以
上

と
な

り
、

特
に

、
演

習
と

研
究

指
導

が
「

現
在

の
仕

事
に

役
立

っ
て

い
る

」
と

回
答

し
た

割
合

は
9
0
％

を
超

え
、

実
践

的
な

教
育

内
容

が
重

要
で

あ
る

こ
と

が
わ

か
る

。
[
B
.
1
]

選
択

Ｃ
就

職
先

等
か

ら
の

意
見

聴
取

【
学

系
共

通
】

就
職

先
や

進
学

先
等

の
関

係
者

へ
の

意
見

聴
取

（
ア

ン
ケ

ー
ト

、
懇

談
会

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

）
の

概
要

及
び

そ
の

結
果

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

C
.
1
：

「
就

職
先

等
調

査
の

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
○

年
度

に
実

施
し

た
就

職
先

企
業

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

「
専

門
分

野
に

関
す

る
知

識
」

、
「

情
報

収
集

・
分

析
能

力
」

に
つ

い
て

は
約

9
0
％

、
「

集
団

の
中

で
の

協
調

性
」

、
「

課
題

解
決

能
力

」
に

つ
い

て
は

約
8
0
％

が
肯

定
的

な
回

答
と

な
り

、
2
0
○

年
度

に
実

施
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

と
比

較
す

る
と

、
そ

れ
ぞ

れ
1
0
ポ

イ
ン

ト
、

5
ポ

イ
ン

ト
増

加
し

て
い

る
。

[
C
.
1
]

選
択

Ｄ
学

生
に

よ
る

社
会

貢
献

D
.
1
：

学
生

に
よ

る
社

会
貢

献
を

推
進

す
る

た
め

の
工

夫
D
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

○
○

市
役

所
が

主
催

す
る

リ
サ

イ
ク

ル
促

進
活

動
コ

ン
テ

ス
ト

に
○

○
環

境
学

専
攻

の
学

生
有

志
が

参
加

し
○

○
賞

を
受

賞
す

る
と

と
も

に
、

こ
の

受
賞

内
容

に
基

づ
く

地
域

の
リ

サ
イ

ク
ル

条
例

の
改

定
に

発
展

し
た

。
ま

た
、

2
0
〇

〇
年

度
か

ら
被

災
地

の
視

察
を

行
い

、
自

身
の

研
究

を
被

災
地

復
興

に
ど

の
よ

う
に

役
立

た
せ

る
か

を
考

え
さ

せ
る

こ
と

な
ど

を
目

的
と

し
た

「
被

災
地

に
学

ぶ
地

域
再

生
研

修
」

を
実

施
し

て
い

る
。

[
D
.
1
]

選
択

Ｚ
そ

の
他

－
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

教
員

、
研

究
員

等
の

人
数

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

ポ
ス

ド
ク

研
究

員
や

Ｕ
Ｒ

Ａ
等

の
研

究
支

援
ス

タ
ッ

フ
を

含
む

。
）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

共
同

利
用

・
共

同
研

究
の

実
施

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
、

国
際

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
の

み
）

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
本

務
教

員
の

年
齢

構
成

が
確

認
で

き
る

資
料

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

・
指

標
番

号
1
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

研
究

員
数

⇒
研

究
員

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

構
成

員
へ

の
法

令
遵

守
や

研
究

者
倫

理
等

に
関

す
る

施
策

の
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

利
益

相
反

、
生

命
倫

理
、

環
境

・
安

全
管

理
の

規
程

、
研

究
不

正
防

止
の

規
程

等
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

研
究

活
動

を
検

証
す

る
組

織
、

検
証

の
方

法
が

確
認

で
き

る
資

料
2
0
1
9
年

度

・
博

士
の

学
位

授
与

数
（

課
程

博
士

の
み

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

１
研

究
の

実
施

体
制

及
び

支
援

・
推

進
体

制

1
.
1
：

拠
点

形
成

、
組

織
・

再
編

、
研

究
支

援
体

制
・

研
究

管
理

体
制

1
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

○
○

分
野

の
研

究
を

行
っ

て
お

り
、

最
先

端
研

究
開

発
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
は

じ
め

、
中

期
目

標
期

間
に

お
い

て
総

額
1
0
億

円
を

超
え

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
５

件
、

１
億

円
を

超
え

る
3
3
件

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

を
推

進
し

、
○

○
分

野
の

拠
点

形
成

を
行

っ
て

い
る

。
こ

の
拠

点
を

核
と

し
て

、
2
0

○
年

度
に

は
国

内
6
0
機

関
、

海
外

3
0
機

関
と

の
共

同
研

究
（

の
べ

1
3
0
件

）
を

実
施

し
て

い
る

。
[
1
.
1
]

　
専

攻
に

お
け

る
研

究
活

動
を

支
え

学
際

研
究

や
最

先
端

研
究

を
機

動
的

に
推

進
す

る
た

め
、

専
攻

横
断

型
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

の
べ

5
0
件

）
の

推
進

や
大

型
設

備
の

共
同

利
用

促
進

（
研

究
科

外
利

用
の

べ
3
0
0
件

）
等

を
目

的
と

し
た

附
属

教
育

研
究

施
設

を
７

施
設

設
置

し
て

い
る

。
ま

た
、

附
属

学
術

研
究

支
援

セ
ン

タ
ー

を
新

設
し

、
新

技
術

説
明

会
の

開
催

等
を

通
じ

、
競

争
的

資
金

獲
得

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
及

び
産

業
界

と
の

技
術

連
携

等
の

支
援

を
行

っ
て

い
る

。
[
1
.
1
]

必
須

２
研

究
活

動
に

関
す

る
施

策
／

研
究

活
動

の
質

の
向

上

2
.
1
：

研
究

推
進

方
策

、
特

色
あ

る
研

究
等

の
推

進
、

学
際

的
研

究
の

促
進

、
　

　
 
社

会
課

題
に

関
す

る
研

究
2
.
2
：

人
事

方
策

、
若

手
研

究
者

の
確

保
・

育
成

2
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

優
れ

た
若

手
研

究
者

育
成

の
た

め
、

在
外

研
究

助
成

や
若

手
主

体
の

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
支

援
す

る
制

度
を

設
け

、
新

任
教

員
に

対
す

る
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

経
費

支
援

（
○

件
/
年

,
○

○
百

万
円

/
年

）
を

行
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

は
、

日
本

学
術

振
興

会
○

○
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
３

件
採

択
さ

れ
る

な
ど

の
成

果
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

[
2
.
2
]

　
多

様
な

教
員

の
確

保
の

取
組

と
し

て
、

2
0
○

年
度

に
外

国
人

教
員

1
0
名

が
雇

用
さ

れ
て

お
り

、
女

性
教

員
が

2
0
○

年
度

の
1
0
名

か
ら

2
0
○

年
度

の
3
0
名

へ
増

加
し

て
い

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

2
0
○

年
度

の
外

国
人

教
員

及
び

女
性

教
員

の
割

合
は

、
そ

れ
ぞ

れ
2
.
5
％

、
7
.
5
％

と
な

っ
て

い
る

。
[
2
.
2
]

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅰ
　
研
究
活
動
の
状
況
】

－
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◇
研

究
活

動
状

況
に

関
す

る
資

料
（

学
系

別
）

【
様

式
】

研
究

活
動

状
況

に
関

す
る

資
料

（
工

学
系

）
を

参
照

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
4
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

特
許

出
願

数
⇒

特
許

出
願

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
4
2
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

特
許

取
得

数
⇒

特
許

取
得

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
申

請
件

数
（

新
規

）
⇒

申
請

件
数

（
新

規
）

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
採

択
内

定
件

数
⇒

内
定

件
数

（
新

規
）

／
本

務
教

員
数

⇒
内

定
件

数
（

新
規

・
継

続
）

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
7
：

科
研

費
採

択
内

定
率

（
新

規
）

⇒
内

定
件

数
（

新
規

）
／

申
請

件
数

（
新

規
）

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
8
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
内

定
金

額
⇒

内
定

金
額

／
本

務
教

員
数

⇒
内

定
金

額
（

間
接

経
費

含
む

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
9
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

競
争

的
資

金
採

択
件

数
⇒

競
争

的
資

金
採

択
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
3
0
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

競
争

的
資

金
受

入
金

額
⇒

競
争

的
資

金
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

件
数

⇒
共

同
研

究
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
2
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

共
同

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
3
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

金
額

⇒
共

同
研

究
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

３
論

文
・

著
書

・
特

許
・

学
会

発
表

な
ど

【
様

式
】

研
究

活
動

状
況

に
関

す
る

資
料

（
工

学
系

）
 

 
2
0
1
6
年

度
 

2
0
1
7
年

度
 

2
0
1
8
年

度
 

2
0
1
9
年

度
 

専
任

教
員

数
 

 
 

 
 

著
書

数
 

日
本

語
 

 
 

 
 

外
国

語
 

 
 

 
 

論
文

数
 

日
本

語
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

外
国

語
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

作
品

等
の

数
 

 
 

 
 

そ
の

他
 

 
 

 
 

 
 

 
※

１
 

「
専

任
教

員
数

」
に

つ
い

て
は

、
各

年
度

の
５

月
１

日
現

在
の

当
該

学
部

・
研

究
科

等
に

所
属

す
る

研
究

活
動

を
行

っ
て

い
る

専
任

教
員

（
教

授
、

准
教

授
、

講
師

、
助

教
）

の
人

数

と
し

て
く

だ
さ

い
。

2
0
1
9
年

度
の

専
任

教
員

数
は

、
学

部
・

研
究

科
等

ご
と

の
「

研
究

業
績

説
明

書
」

で
求

め
ら

れ
る

専
任

教
員

数
と

一
致

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 

※
２

 
論

文
数

に
つ

い
て

は
、

内
数

と
し

て
「

査
読

付
き

論
文

」
の

数
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。

 
 

 
※

３
 

学
会

発
表

な
ど

に
つ

い
て

は
、
「

そ
の

他
」

と
し

て
カ

ウ
ン

ト
し

て
く

だ
さ

い
。

 

－
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・
指

標
番

号
3
4
：

本
務

教
員

当
た

り
の

共
同

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

共
同

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

件
数

⇒
受

託
研

究
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

受
託

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
7
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

金
額

⇒
受

託
研

究
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
8
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

受
託

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
9
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

寄
附

金
受

入
件

数
⇒

寄
附

金
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
0
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

寄
附

金
受

入
金

額
⇒

寄
附

金
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
3
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

ラ
イ

セ
ン

ス
契

約
数

⇒
ラ

イ
セ

ン
ス

契
約

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
4
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

ラ
イ

セ
ン

ス
収

入
額

⇒
ラ

イ
セ

ン
ス

収
入

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
4
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

外
部

研
究

資
金

の
金

額
⇒

（
科

研
費

の
内

定
金

額
（

間
接

経
費

含
む

）
＋

共
同

研
究

受
入

金
額

＋
受

託
研

究
受

入
金

額
＋

寄
附

金
受

入
金

額
）

の
合

計
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
4
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

民
間

研
究

資
金

の
金

額
⇒

（
共

同
研

究
受

入
金

額
（

国
内

・
外

国
企

業
か

ら
の

み
）

＋
受

託
研

究
受

入
金

額
（

国
内

・
外

国
企

業
か

ら
の

み
）

＋
寄

附
金

受
入

金
額

）
の

合
計

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

選
択

Ａ
地

域
連

携
に

よ
る

研
究

活
動

A
.
1
：

産
官

学
連

携
等

に
よ

る
共

同
研

究
の

推
進

A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

地
域

産
業

の
活

性
化

を
図

る
際

に
、

地
域

自
治

体
と

の
連

携
に

よ
り

実
施

し
た

共
同

研
究

の
受

入
金

額
は

約
○

0
0
万

円
で

国
立

大
学

法
人

第
○

位
、

受
入

件
数

は
○

件
で

国
立

大
学

法
人

第
○

位
と

な
っ

て
い

る
。

[
A
.
1
]

　
危

機
管

理
研

究
セ

ン
タ

ー
を

中
心

に
、

地
域

防
災

教
育

拠
点

と
し

て
地

方
行

政
へ

の
防

災
対

策
支

援
、

地
域

防
災

リ
ー

ダ
ー

養
成

等
を

行
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

活
動

に
対

し
て

、
文

部
科

学
大

臣
表

彰
、

県
知

事
表

彰
等

を
受

賞
し

て
い

る
。

[
A
.
1
]

必
須

４
研

究
資

金

－
工
学
系
-
9
－
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選
択

Ｂ
国

際
的

な
連

携
に

よ
る

研
究

活
動

【
学

系
共

通
】

B
.
1
：

国
際

的
な

共
同

研
究

の
推

進
B
.
2
：

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
、

研
究

者
の

国
際

交
流

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

国
際

共
同

研
究

と
し

て
、

総
務

省
か

ら
の

助
成

を
受

け
ア

ジ
ア

○
○

大
学

と
の

共
同

研
究

を
行

っ
て

い
る

ほ
か

、
米

国
か

ら
の

助
成

を
受

け
米

国
州

立
大

学
と

の
共

同
研

究
を

行
っ

て
い

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

国
際

共
著

論
文

率
は

、
前

期
の

年
度

平
均

1
0
％

か
ら

今
期

の
年

度
平

均
2
5
％

へ
向

上
し

て
い

る
。

[
B
.
1
]

　
フ

ラ
ン

ス
等

の
海

外
の

研
究

機
関

を
含

む
1
0
機

関
と

ク
ロ

ス
・

ア
ポ

イ
ン

ト
メ

ン
ト

に
関

す
る

協
定

を
締

結
し

、
既

に
○

○
人

の
ク

ロ
ス

・
ア

ポ
イ

ン
ト

メ
ン

ト
を

実
施

し
、

国
内

外
の

研
究

機
関

と
の

人
事

交
流

に
よ

る
研

究
の

促
進

を
図

っ
て

い
る

。
[
B
.
2
]

選
択

Ｃ
研

究
成

果
の

発
信

／
研

究
資

料
等

の
共

同
利

用
【

学
系

共
通

】

C
.
1
：

研
究

成
果

の
発

信
、

研
究

資
料

等
の

共
同

利
用

を
推

進
す

る
た

め
の

工
夫

、
　

 
　

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

活
動

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

研
究

科
内

の
各

研
究

室
の

研
究

シ
ー

ズ
を

w
e
b
上

で
公

開
す

る
と

同
時

に
、

民
間

企
業

向
け

の
説

明
会

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
実

用
化

に
向

け
た

共
同

研
究

を
促

進
し

て
い

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

民
間

等
共

同
研

究
2
0
件

が
進

行
し

て
い

る
。

[
C
.
1
]

　
3
0
年

に
わ

た
る

地
球

観
測

衛
星

デ
ー

タ
を

公
開

し
て

お
り

、
こ

の
デ

ー
タ

の
利

用
件

数
は

年
度

平
均

○
○

件
で

あ
り

、
こ

の
結

果
、

異
分

野
融

合
型

の
「

○
○

研
究

」
や

「
○

○
研

究
」

が
他

機
関

と
共

同
に

よ
り

推
進

さ
れ

て
い

る
。

[
C
.
1
]

選
択

Ｄ
産

官
学

連
携

に
よ

る
社

会
実

装

D
.
1
：

産
官

学
連

携
に

よ
る

社
会

実
装

を
推

進
す

る
た

め
の

工
夫

D
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

民
間

企
業

と
共

同
開

発
し

た
「

○
○

」
が

全
国

の
○

○
に

普
及

し
て

い
る

ほ
か

、
○

○
に

関
す

る
研

究
成

果
を

地
元

企
業

○
○

に
技

術
提

供
す

る
な

ど
、

研
究

成
果

を
地

域
社

会
に

還
元

し
て

い
る

。
[
D
.
1
]

　
地

方
自

治
体

と
地

場
産

業
企

業
と

連
携

し
、

○
○

学
科

に
お

け
る

「
○

○
研

究
」

の
成

果
を

活
用

し
て

、
地

場
産

業
品

の
コ

ス
ト

ダ
ウ

ン
な

ら
び

に
生

産
性

向
上

を
実

現
し

て
い

る
。

[
D
.
1
]

選
択

Ｅ
学

術
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
へ

の
貢

献
【

学
系

共
通

】

E
.
1
：

会
議

開
催

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
E
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

○
○

学
会

の
推

薦
に

基
づ

き
○

○
分

野
の

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
な

っ
て

お
り

、
共

同
利

用
を

実
施

し
た

他
機

関
は

の
べ

4
0
0
機

関
に

上
り

、
年

度
平

均
の

べ
利

用
日

数
8
0
0
日

で
あ

り
、

○
○

分
野

の
学

術
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

貢
献

し
て

い
る

。
[
E
.
1
]

　
第

３
期

中
期

目
標

期
間

に
お

け
る

国
際

会
議

主
催

数
は

4
6
回

、
参

加
者

数
は

○
○

○
名

と
な

っ
て

お
り

、
特

に
○

○
分

野
に

関
す

る
国

際
会

議
に

つ
い

て
は

2
0
回

を
数

え
、

研
究

拠
点

と
し

て
学

術
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

貢
献

し
て

い
る

。
[
E
.
1
]

選
択

Ｚ
そ

の
他

－
工
学
系
-
1
0
－
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

必
須

１
研

究
業

績
研

究
業

績
説

明
書

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

選
択

Ｚ
そ

の
他

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅱ
　
研
究
成
果
の
状
況
】

－
工
学
系
-
1
1
－
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

必
須

１
学

位
授

与
方

針
公

表
さ

れ
た

学
位

授
与

方
針

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

必
須

２
教

育
課

程
方

針
公

表
さ

れ
た

教
育

課
程

方
針

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

体
系

性
が

確
認

で
き

る
資

料
（

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ッ
プ

、
コ

ー
ス

・
ツ

リ
ー

、
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
等

）
2
0
1
9
年

度

自
己

点
検

・
評

価
に

お
い

て
体

系
性

や
水

準
に

関
す

る
検

証
を

実
施

し
て

い
る

場
合

は
そ

の
状

況
が

わ
か

る
資

料
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

研
究

指
導

、
学

位
論

文
（

特
定

課
題

研
究

の
成

果
を

含
む

。
）

指
導

体
制

が
確

認
で

き
る

資
料

（
規

定
、

申
合

せ
等

）
（

※
大

学
院

課
程

（
専

門
職

学
位

課
程

を
除

く
。

）
が

対
象

）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

【
分
析
項
目
Ⅰ
　
教
育
活
動
の
状
況
】

５
．
農
学
系

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

必
須

３
教

育
課

程
の

編
成

、
授

業
科

目
の

内
容

3
.
1
：

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

／
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
体

系
的

な
構

築
、

　
　

 
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
の

実
施

体
制

、
教

育
目

的
に

即
し

た
科

目
群

の
設

定
3
.
2
：

社
会

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

※
の

構
築

、
　

　
 
社

会
課

題
や

人
材

需
要

を
踏

ま
え

た
教

育
3
.
3
：

学
術

動
向

に
即

し
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
※

の
構

築
、

学
際

的
教

育
の

推
進

、
 
　

　
総

合
科

学
と

し
て

の
教

育

3
.
5
：

大
学

院
の

コ
ー

ス
ワ

ー
ク

3
.
0
：

そ
の

他
※

例
え

ば
、

外
部

資
金

を
用

い
た

新
た

な
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

獣
医

科
学

領
域

の
高

度
な

専
門

性
を

有
し

、
俯

瞰
力

及
び

問
題

解
決

能
力

を
持

っ
て

国
際

的
に

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

で
き

る
専

門
家

の
育

成
の

た
め

「
○

○
○

に
貢

献
す

る
獣

医
科

学
グ

ロ
ー

バ
ル

リ
ー

ダ
ー

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
実

施
し

て
お

り
、

当
該

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

基
づ

き
2
0
○

年
度

に
教

育
課

程
を

改
定

す
る

な
ど

、
教

育
内

容
や

方
法

の
改

善
を

図
っ

て
い

る
。

[
3
.
2
]

　
農

業
の

近
代

化
に

即
応

す
る

た
め

、
高

級
技

術
者

、
研

究
者

並
び

に
教

育
者

の
養

成
を

目
指

し
、

修
士

課
程

に
お

い
て

平
成

2
6
年

度
に

５
専

攻
を

１
専

攻
６

コ
ー

ス
に

改
組

し
て

い
る

。
改

組
に

よ
っ

て
設

置
し

た
農

学
国

際
コ

ー
ス

に
お

い
て

は
、

高
度

な
専

門
性

を
擁

し
た

国
際

感
覚

豊
か

な
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

の
育

成
を

目
的

と
し

て
、

農
学

分
野

横
断

的
な

内
容

の
３

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

設
置

し
て

い
る

。
[
3
.
2
]

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
に
つ
い
て
≫

・
現
況
調
査
表
の
本
文
へ
の
記
述
に
当
た
っ
て
は
、
文
章

の
形
で
は
な
く
、
根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
形
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

・
デ
ー
タ
分
析
集
等
の
指
標
に
つ
い
て
は
、
機
構
が
行
う

現
況
分
析
に
お
け
る
３
種
類
の
区
分
（
「
◆
（
重
要
指
標
）
」
「
◇
（
分
析
指
標
）
」
「
・
（
参
考
指
標
）
」
）
を
冒
頭
に
付
し
て
い
ま
す
。

・
「
基
準
日
／
対
象
年
度
」
欄
の
〔

〕
書
き
に
つ
い
て

は
、
「
国
立
大
学
法
人
へ
の
問
い
合
わ
せ
」
（

20
20
年
８
月
下
旬
～
９
月
中
旬
予
定
）
の
段
階
で
提
出
等
が
必
要
な
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
に
つ
い
て
≫

・
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
「
半
角
数
字

（
も
し
く
は
半
角
英
字
）
」
「

.（
半
角
ピ
リ
オ
ド
）
」
「
半
角
数
字
」
の
順
で
コ
ー
ド
を
付
し
て
い
ま
す
。
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」

を
記
述
す
る
際
に
は
、
該
当
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
コ
ー
ド

を
文
末
に

[
]
 （

半
角
角
括
弧
）
書
き
で
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
キ
ー
ワ
ー
ド
が
な
い
場
合
に
は
、

[
半
角
数
字
（
も
し
く
は
半
角
英
字
）

.0
]

を
文
末
に
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
対
応
す
る
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
を
す
べ
て
記
述
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
「
具
体
的
な
記
載
例
」
は
、
記
載
に
当
た
っ
て
の
例
示

で
あ
り
、
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
に
記
載
す
べ
き
内
容
を
制
限
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
部
の
記
載
項
目
で
は
、

空
欄
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
必
ず
し
も
「
第
３
期
中
期
目

標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
の
記
載
を
妨
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
各
分
析
項
目
に
は
、
選
択
記
載
項
目
「
そ
の
他
」
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
を
記
載
す
る
に
当
た
り
、
ど
の
記
載
項
目
に
も
該
当
し
な
い
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、

こ
の
選
択
記
載
項
目
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
独

自
の
記
載
項
目
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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１
年

間
の

授
業

を
行

う
期

間
が

確
認

で
き

る
資

料
（

学
年

暦
、

年
間

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

等
）

2
0
1
9
年

度

シ
ラ

バ
ス

の
全

件
、

全
項

目
が

確
認

で
き

る
資

料
（

電
子

シ
ラ

バ
ス

の
デ

ー
タ

（
c
s
v
）

、
又

は
Ｕ

Ｒ
Ｌ

等
）

、
学

生
便

覧
等

関
係

資
料

2
0
1
9
年

度

◇
協

定
等

に
基

づ
く

留
学

期
間

別
日

本
人

留
学

生
数

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
「

大
学

等
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

関
す

る
調

査
」

の
調

査
票

）
2
0
1
7
年

度

・
指

標
番

号
５

：
海

外
派

遣
率

⇒
海

外
派

遣
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
９

：
専

任
教

員
あ

た
り

の
学

生
数

⇒
学

生
数

／
専

任
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
1
0
：

専
任

教
員

に
占

め
る

女
性

専
任

教
員

の
割

合
⇒

女
性

専
任

教
員

数
／

専
任

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

履
修

指
導

の
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
習

相
談

の
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

社
会

的
・

職
業

的
自

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

能
力

を
培

う
取

組
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

履
修

上
特

別
な

支
援

を
要

す
る

学
生

等
に

対
す

る
学

習
支

援
の

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
少

な
く

と
も

2
0
1
9
年

度

成
績

評
価

基
準

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

成
績

評
価

の
分

布
表

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
生

か
ら

の
成

績
評

価
に

関
す

る
申

立
て

の
手

続
き

や
学

生
へ

の
周

知
等

が
明

示
さ

れ
て

い
る

資
料

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

5
.
1
：

学
習

支
援

の
充

実
、

学
習

意
欲

向
上

方
策

、
学

習
環

境
の

整
備

5
.
2
：

履
修

指
導

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

5
.
3
：

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
取

組
5
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
生

の
主

体
的

な
学

修
を

促
す

た
め

の
取

組
と

し
て

、
e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

教
育

シ
ス

テ
ム

室
の

整
備

、
授

業
資

料
の

取
得

や
テ

ス
ト

形
式

の
自

学
自

習
が

可
能

な
セ

ル
フ

ラ
ー

ニ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
等

を
搭

載
し

た
自

学
自

習
シ

ス
テ

ム
や

、
授

業
の

情
報

を
迅

速
か

つ
適

確
に

提
供

す
る

た
め

の
○

○
課

程
ポ

ー
タ

ル
シ

ス
テ

ム
の

導
入

等
、

各
種

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

た
取

組
を

行
っ

て
い

る
。

[
5
.
1
]

　
キ

ャ
リ

ア
教

育
と

し
て

、
2
0
〇

〇
年

度
か

ら
、

自
分

の
将

来
像

を
明

確
に

し
、

具
体

的
に

意
見

を
表

現
す

る
こ

と
な

ど
を

目
的

と
し

た
「

キ
ャ

リ
ア

デ
ィ

ベ
ロ

ッ
プ

メ
ン

ト
」

、
研

究
機

関
等

で
の

実
地

体
験

を
通

し
て

職
業

に
対

す
る

意
識

向
上

等
を

図
る

「
キ

ャ
リ

ア
実

習
」

を
開

設
し

て
い

る
。

[
5
.
3
]

必
須

６
成

績
評

価

6
.
1
：

学
習

成
果

の
評

価
方

法
、

成
績

評
価

の
厳

格
化

6
.
2
：

成
績

評
価

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

6
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
◯

年
度

か
ら

成
績

評
価

の
厳

格
化

に
つ

い
て

教
員

に
周

知
し

、
シ

ラ
バ

ス
に

記
載

し
て

い
る

。
全

て
の

科
目

を
対

象
に

、
成

績
評

価
の

分
布

に
つ

い
て

教
務

委
員

会
W
G
に

て
チ

ェ
ッ

ク
し

、
偏

っ
た

分
布

を
示

し
た

科
目

に
つ

い
て

は
、

担
当

教
員

に
対

し
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
て

改
善

を
促

し
て

い
る

。
[
6
.
1
]

必
須

４
授

業
形

態
、

学
習

指
導

法

4
.
1
：

専
門

分
野

の
実

験
・

実
習

・
現

場
教

育
の

工
夫

、
Ｐ

Ｂ
Ｌ

、
 
　

　
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
、

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

・
実

習
実

施
体

制
の

強
化

4
.
2
：

実
践

的
学

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
4
.
3
：

情
報

通
信

技
術

（
I
C
T
）

な
ど

の
多

様
な

メ
デ

ィ
ア

の
活

用
4
.
4
：

教
育

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

教
員

構
成

4
.
5
：

論
文

等
指

導
の

工
夫

、
大

学
院

生
の

キ
ャ

リ
ア

開
発

4
.
7
：

学
習

指
導

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

4
.
8
：

教
育

関
係

共
同

利
用

拠
点

等
の

整
備

・
活

用
4
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
◯

年
度

に
、

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

委
員

会
を

設
置

し
て

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

派
遣

を
支

援
し

て
い

る
。

そ
の

結
果

、
学

生
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

派
遣

件
数

は
、

2
0
◯

年
度

の
◯

か
ら

2
0
◯

年
度

の
◯

ま
で

増
加

し
、

2
0
◯

年
度

に
実

施
し

た
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

終
了

時
の

学
生

の
満

足
度

ア
ン

ケ
ー

ト
も

、
「

今
後

の
キ

ャ
リ

ア
を

考
え

る
に

あ
た

っ
て

大
変

有
意

義
で

あ
っ

た
」

が
9
0
%
を

超
え

て
い

る
。

[
4
.
2
]

　
2
0
◯

年
度

に
演

習
林

が
、

教
育

関
係

共
同

利
用

拠
点

と
し

て
認

定
さ

れ
、

「
○

○
○

植
物

生
態

学
演

習
」

や
「

○
○

環
境

保
全

学
演

習
」

等
、

2
0
1
9
年

度
ま

で
に

◯
件

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

て
い

る
。

[
4
.
8
]

　
教

育
施

設
環

境
を

充
実

さ
せ

る
た

め
、

獣
医

学
分

野
で

は
、

臨
床

訓
練

の
場

で
あ

る
動

物
医

療
セ

ン
タ

ー
等

の
教

育
施

設
を

整
備

し
、

農
畜

産
分

野
で

は
、

食
品

衛
生

管
理

の
国

際
基

準
（

H
A
C
C
P
）

に
準

拠
し

た
食

品
加

工
実

習
施

設
等

を
2
0
◯

年
度

に
新

設
し

て
い

る
。

[
4
.
8
]

必
須

５
履

修
指

導
、

支
援
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卒
業

又
は

修
了

の
要

件
を

定
め

た
規

定
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

卒
業

又
は

修
了

判
定

に
関

す
る

教
授

会
等

の
審

議
及

び
学

長
な

ど
組

織
的

な
関

わ
り

方
を

含
め

て
卒

業
（

修
了

）
判

定
の

手
順

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
9
年

度

学
位

論
文

（
課

題
研

究
）

の
審

査
に

係
る

手
続

き
及

び
評

価
の

基
準

（
※

大
学

院
課

程
（

専
門

職
学

位
課

程
を

除
く

。
）

が
対

象
）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

修
了

判
定

に
関

す
る

教
授

会
等

の
審

議
及

び
学

長
な

ど
組

織
的

な
関

わ
り

方
が

確
認

で
き

る
資

料
（

※
大

学
院

課
程

（
専

門
職

学
位

課
程

を
含

む
。

）
が

対
象

）
2
0
1
9
年

度

学
位

論
文

の
審

査
体

制
、

審
査

員
の

選
考

方
法

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

大
学

院
課

程
（

専
門

職
学

位
課

程
を

除
く

。
）

が
対

象
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
生

受
入

方
針

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

◇
入

学
者

選
抜

確
定

志
願

状
況

に
お

け
る

志
願

倍
率

（
「

毎
年

度
の

入
学

者
選

抜
確

定
志

願
状

況
」

）
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◆
入

学
定

員
充

足
率

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
１

：
女

性
学

生
の

割
合

⇒
女

性
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
２

：
社

会
人

学
生

の
割

合
⇒

社
会

人
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
３

：
留

学
生

の
割

合
⇒

留
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
６

：
受

験
者

倍
率

⇒
受

験
者

数
／

募
集

人
員

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
７

：
入

学
定

員
充

足
率

⇒
入

学
者

数
／

入
学

定
員

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
協

定
等

に
基

づ
く

留
学

期
間

別
日

本
人

留
学

生
数

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度

◇
指

標
番

号
３

：
留

学
生

の
割

合
⇒

留
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
５

：
海

外
派

遣
率

⇒
海

外
派

遣
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

８
学

生
の

受
入

8
.
1
：

多
様

な
学

生
の

入
学

促
進

・
志

願
者

増
加

方
策

・
受

入
体

制
8
.
2
：

適
正

な
入

学
者

確
保

8
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
◯

年
度

に
、

入
学

試
験

の
成

績
や

学
術

活
動

等
に

お
い

て
優

秀
と

認
め

ら
れ

る
学

生
に

対
し

て
学

費
支

援
を

行
う

、
○

○
○

○
○

制
度

に
お

い
て

、
社

会
人

学
生

向
け

に
特

別
枠

を
設

定
し

た
結

果
、

2
0
◯

年
度

に
は

、
社

会
人

学
生

の
割

合
が

2
0
◯

年
度

の
◯

%
か

ら
2
0
◯

年
度

の
◯

%
ま

で
増

加
し

た
。

[
8
.
1
]

選
択

Ａ
教

育
の

国
際

性
【

学
系

共
通

】

A
.
1
：

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
養

成
、

キ
ャ

ン
パ

ス
の

国
際

化
、

国
際

共
同

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

国
際

的
に

活
躍

す
る

人
材

の
養

成
を

促
進

す
る

た
め

、
留

学
生

を
対

象
に

、
英

語
の

み
で

教
育

を
実

施
す

る
、

「
○

○
○

○
科

学
の

た
め

の
英

語
に

よ
る

特
別

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
設

け
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
参

加
に

つ
い

て
は

、
2
0
◯

年
度

の
1
8
研

究
室

か
ら

2
0
◯

年
度

の
4
2
研

究
室

（
農

学
院

全
体

の
６

割
）

へ
増

加
し

て
い

る
。

[
A
.
1
]

　
○

○
○

感
染

症
に

特
化

し
た

研
究

・
教

育
を

領
域

横
断

的
組

織
で

実
施

す
る

た
め

に
、

○
○

リ
サ

ー
チ

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

て
い

る
。

当
該

セ
ン

タ
ー

は
世

界
保

健
機

構
(
W
H
O
)
の

コ
ラ

ボ
レ

イ
テ

ィ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
と

し
て

登
録

さ
れ

、
学

生
を

イ
ン

タ
ー

ン
と

し
て

W
H
O
に

派
遣

し
て

い
る

ほ
か

、
○

○
○

感
染

症
の

国
際

協
働

調
査

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

等
の

取
組

を
行

い
、

W
H
O
と

の
協

働
教

育
体

制
を

整
備

し
て

い
る

。
[
A
.
1
]

必
須

７
卒

業
（

修
了

）
判

定

7
.
1
：

卒
業

又
は

修
了

の
判

定
体

制
・

判
定

方
法

7
.
2
：

学
位

論
文

（
課

題
研

究
）

の
評

価
体

制
・

評
価

方
法

7
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
◯

年
度

入
学

者
か

ら
導

入
し

た
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
、

レ
ー

ダ
ー

チ
ャ

ー
ト

に
よ

る
学

士
力

の
到

達
状

況
等

を
表

示
す

る
こ

と
で

個
別

学
習

指
導

に
活

用
し

て
い

る
ほ

か
、

教
授

会
で

卒
業

判
定

を
行

う
際

に
も

、
学

士
力

の
到

達
状

況
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

学
習

成
果

を
総

合
的

に
判

断
し

て
い

る
。

[
7
.
1
]
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選
択

Ｂ
地

域
連

携
に

よ
る

教
育

活
動

B
.
1
：

地
方

自
治

体
・

地
域

企
業

、
外

部
組

織
・

他
大

学
等

と
の

連
携

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
外

の
企

業
・

団
体

等
と

の
地

域
連

携
に

つ
い

て
、

第
３

期
中

期
目

標
期

間
に

お
い

て
、

研
究

機
関

以
外

に
○

○
新

聞
社

編
集

局
、

○
○

農
政

部
・

水
産

林
務

部
、

○
○

町
と

連
携

協
定

を
締

結
し

て
お

り
、

農
林

業
技

術
の

発
展

、
農

村
資

源
の

活
用

、
地

域
の

持
続

的
発

展
、

科
学

技
術

・
文

化
の

振
興

、
人

的
交

流
・

人
材

育
成

、
生

涯
学

習
と

い
っ

た
課

題
に

つ
い

て
連

携
協

力
を

進
め

て
い

る
。

[
B
.
1
]

選
択

Ｃ
教

育
の

質
の

保
証

・
向

上
【

学
系

共
通

】

C
.
1
：

Ｆ
Ｄ

・
Ｓ

Ｄ
、

教
員

の
キ

ャ
リ

ア
開

発
、

教
員

評
価

、
教

育
改

善
の

取
組

C
.
2
：

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

、
外

部
評

価
・

第
三

者
評

価
、

関
係

者
の

意
見

聴
取

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

教
員

の
講

義
技

術
の

向
上

の
た

め
、

各
教

員
が

◯
年

ご
と

に
自

ら
の

講
義

の
レ

ビ
ュ

ー
を

受
け

る
と

と
も

に
、

毎
年

他
の

教
員

の
講

義
を

参
観

し
報

告
書

を
提

出
す

る
、

講
義

ピ
ア

レ
ビ

ュ
ー

に
よ

る
改

善
を

実
施

し
て

い
る

。
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
取

り
入

れ
て

い
る

講
義

を
参

観
し

た
教

員
が

、
学

生
に

積
極

的
に

発
言

さ
せ

る
た

め
の

工
夫

・
技

術
を

自
ら

の
講

義
に

導
入

す
る

な
ど

の
改

善
を

実
施

し
た

結
果

、
2
0
◯

年
度

に
ピ

ア
レ

ビ
ュ

ー
を

受
け

た
教

員
の

５
段

階
評

価
の

平
均

値
は

、
2
0
◯

年
度

の
平

均
値

と
比

較
し

て
、

「
教

員
の

話
し

方
は

明
瞭

で
聞

き
や

す
い

か
」

は
0
.
3
8
ポ

イ
ン

ト
、

「
学

生
は

授
業

を
意

欲
的

に
受

講
し

て
い

ま
し

た
か

」
は

0
.
3
2
ポ

イ
ン

ト
向

上
し

て
い

る
。

[
C
.
1
]

選
択

Ｄ
技

術
者

教
育

の
推

進

D
.
1
：

技
術

者
教

育
を

推
進

す
る

た
め

の
工

夫
D
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

幅
広

い
知

識
・

技
術

を
身

に
付

け
た

専
門

家
の

養
成

を
目

的
と

し
て

、
大

学
院

環
境

園
芸

学
エ

キ
ス

パ
ー

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
設

け
て

い
る

。
学

生
に

自
身

の
所

属
す

る
専

門
分

野
だ

け
で

な
く

、
複

数
の

分
野

の
科

目
の

履
修

等
を

課
し

、
必

要
な

科
目

の
単

位
を

一
定

以
上

の
成

績
で

修
得

し
た

学
生

に
、

博
士

前
期

課
程

で
は

「
食

と
緑

の
エ

キ
ス

パ
ー

ト
」

資
格

を
、

博
士

後
期

課
程

で
は

「
マ

ル
チ

エ
キ

ス
パ

ー
ト

」
資

格
を

授
与

し
て

い
る

。
[
D
.
1
]

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
の

推
進

に
寄

与
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
短

期
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

な
ど

）
が

公
開

さ
れ

て
い

る
刊

行
物

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
等

の
該

当
箇

所
2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
２

：
社

会
人

学
生

の
割

合
⇒

社
会

人
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
４

：
正

規
課

程
学

生
に

対
す

る
科

目
等

履
修

生
等

の
比

率
⇒

科
目

等
履

修
生

等
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

選
択

Ｚ
そ

の
他

選
択

Ｅ
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
推

進
【

学
系

共
通

】

E
.
1
：

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
を

推
進

す
る

た
め

の
工

夫
、

社
会

人
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
　

 
　

初
等

中
等

教
育

と
の

連
携

や
生

涯
学

習
へ

の
貢

献
E
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

公
開

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

よ
る

フ
ィ

ー
ル

ド
教

育
と

し
て

、
○

○
フ

ィ
ー

ル
ド

教
育

研
究

セ
ン

タ
ー

で
は

「
食

」
と

「
食

を
支

え
る

環
境

」
の

調
和

を
学

ぶ
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

よ
る

フ
ィ

ー
ル

ド
環

境
教

育
を

推
進

し
て

お
り

、
○

○
農

学
セ

ン
タ

ー
で

は
、

被
災

地
の

農
業

・
農

村
の

復
興

を
先

導
す

る
人

材
の

育
成

を
目

標
に

、
学

生
だ

け
で

は
な

く
一

般
社

会
人

も
対

象
と

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
実

施
し

て
い

る
。

　
2
0
◯

年
度

に
設

置
し

た
○

○
農

学
セ

ン
タ

ー
で

は
、

「
○

○
農

学
」

、
「

I
T
農

学
実

習
」

、
「

○
○

学
合

同
講

義
」

等
を

開
設

し
て

お
り

、
一

定
の

条
件

を
満

た
し

た
者

に
復

興
農

学
フ

ィ
ー

ル
ド

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
等

の
称

号
を

授
与

し
て

い
る

。
[
E
.
1
]
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

◇
標

準
修

業
年

限
内

卒
業

（
修

了
）

率
⇒

標
準

修
業

年
限

で
卒

業
（

修
了

）
し

た
者

の
数

／
標

準
修

業
年

限
前

の
入

学
者

数
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◆
「

標
準

修
業

年
限

×
1
.
5
」

年
内

卒
業

（
修

了
）

率
⇒

Ａ
の

う
ち

、
（

標
準

修
業

年
限

×
1
.
5
）

年
間

に
学

位
を

取
得

し
た

者
の

数
／

（
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
）

年
前

の
入

学
者

数
（

Ａ
）

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
博

士
の

学
位

授
与

数
（

課
程

博
士

の
み

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
4
：

留
年

率
⇒

留
年

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
1
5
：

退
学

率
⇒

退
学

者
・

除
籍

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
6
：

休
学

率
⇒

休
学

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
7
：

卒
業

・
修

了
者

の
う

ち
標

準
修

業
年

限
内

卒
業

・
修

了
率

⇒
標

準
修

業
年

限
内

で
の

卒
業

・
修

了
者

数
／

卒
業

・
修

了
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
8
：

卒
業

・
修

了
者

の
う

ち
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
年

以
内

で
の

卒
業

・
修

了
率

⇒
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
年

内
で

の
卒

業
・

修
了

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
9
：

受
験

者
数

に
対

す
る

資
格

取
得

率
⇒

合
格

者
数

／
受

験
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
0
：

卒
業

・
修

了
者

に
対

す
る

資
格

取
得

率
⇒

合
格

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
獣

医
学

課
程

卒
業

者
の

獣
医

師
国

家
試

験
合

格
率

⇒
合

格
者

数
（

新
卒

）
／

受
験

者
数

（
新

卒
）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
2
1
：

進
学

率
⇒

進
学

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
2
：

卒
業

・
修

了
者

に
占

め
る

就
職

者
の

割
合

⇒
就

職
者

数
／

卒
業

・
修

了
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
3
：

職
業

別
就

職
率

⇒
職

業
区

分
別

就
職

者
数

／
就

職
者

数
合

計
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
4
：

産
業

別
就

職
率

⇒
産

業
区

分
別

就
職

者
数

／
就

職
者

数
合

計
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

１
卒

業
（

修
了

）
率

、
資

格
取

得
等

1
.
1
：

「
単

位
取

得
・

成
績

・
学

位
授

与
の

状
況

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

1
.
2
：

「
資

格
取

得
、

学
外

試
験

の
結

果
、

学
生

の
研

究
実

績
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
　

　
 
教

育
成

果
1
.
3
：

「
独

自
の

学
修

成
果

の
測

定
・

可
視

化
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
教

育
成

果
1
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

第
３

期
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
免

許
・

資
格

取
得

者
数

は
、

高
等

学
校

教
諭

一
種

免
許

状
は

平
均

1
0
.
2
名

、
家

畜
人

工
授

精
師

は
平

均
6
.
5
名

、
食

品
衛

生
管

理
者

・
監

視
員

の
任

用
資

格
は

平
均

1
3
.
2
名

、
測

量
士

補
は

平
均

1
5
.
8
名

と
な

っ
て

い
る

。
[
1
.
2
]

必
須

２
就

職
、

進
学

2
.
1
：

「
就

職
・

進
学

率
、

就
職

先
の

特
徴

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

2
.
2
：

「
独

自
の

学
修

成
果

の
測

定
・

可
視

化
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
教

育
成

果
2
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

産
業

別
の

主
な

就
職

先
に

つ
い

て
は

、
畜

産
科

学
課

程
は

農
業

1
6
.
7
％

、
共

同
獣

医
学

課
程

は
医

療
、

保
健

業
3
0
.
4
％

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

就
職

先
の

地
域

に
つ

い
て

、
◯

◯
県

内
に

就
職

し
た

者
は

約
6
0
％

と
な

っ
て

い
る

。
[
2
.
1
]

　
日

本
学

術
振

興
会

特
別

研
究

員
に

採
用

さ
れ

た
学

生
は

、
第

２
期

中
期

目
標

期
間

の
平

均
1
1
名

か
ら

第
３

期
中

期
目

標
期

間
の

平
均

1
7
名

へ
増

加
し

て
い

る
。

[
2
.
1
]

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅱ
　
教
育
成
果
の
状
況
】

－
農
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系
-
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選
択

Ａ
卒

業
（

修
了

）
時

の
学

生
か

ら
の

意
見

聴
取

【
学

系
共

通
】

学
生

か
ら

の
意

見
聴

取
（

学
習

の
達

成
度

や
満

足
度

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
、

学
習

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

分
析

調
査

、
懇

談
会

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

）
の

概
要

及
び

そ
の

結
果

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

A
.
1
：

「
卒

業
（

修
了

）
時

の
学

生
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
◯

年
度

に
４

年
生

を
対

象
と

し
て

行
っ

た
５

段
階

評
定

の
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
「

専
門

的
知

識
」

、
「

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
能

力
」

、
「

自
ら

課
題

を
発

見
し

解
決

す
る

能
力

」
に

関
す

る
達

成
度

、
教

育
研

究
支

援
へ

の
満

足
度

に
つ

い
て

は
、

修
士

課
程

、
博

士
課

程
と

も
に

平
均

4
.
0

以
上

と
な

っ
て

い
る

。
[
A
.
1
]

選
択

Ｂ
卒

業
（

修
了

）
生

か
ら

の
意

見
聴

取
【

学
系

共
通

】

卒
業

（
修

了
）

後
、

一
定

年
限

を
経

過
し

た
卒

業
（

修
了

）
生

に
つ

い
て

の
意

見
聴

取
（

ア
ン

ケ
ー

ト
、

懇
談

会
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

等
）

の
概

要
及

び
そ

の
結

果
が

確
認

で
き

る
資

料
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

B
.
1
：

「
卒

業
生

等
調

査
の

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
◯

年
度

に
実

施
し

た
O
B
・

O
G
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
在

学
中

に
ど

の
程

度
能

力
を

身
に

付
け

た
か

に
つ

い
て

、
「

人
間

関
係

の
構

築
力

」
、

「
論

理
的

思
考

能
力

」
、

「
自

ら
学

び
続

け
る

力
」

、
「

困
難

や
未

知
の

領
域

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

力
」

に
つ

い
て

は
８

割
程

度
、

「
多

様
な

価
値

観
を

理
解

し
尊

重
す

る
力

」
に

つ
い

て
は

９
割

程
度

が
肯

定
的

な
回

答
を

し
て

い
る

。
[
B
.
1
]

選
択

Ｃ
就

職
先

等
か

ら
の

意
見

聴
取

【
学

系
共

通
】

就
職

先
や

進
学

先
等

の
関

係
者

へ
の

意
見

聴
取

（
ア

ン
ケ

ー
ト

、
懇

談
会

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

）
の

概
要

及
び

そ
の

結
果

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

C
.
1
：

「
就

職
先

等
調

査
の

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
◯

年
度

に
お

け
る

卒
業

生
の

就
職

先
で

あ
る

民
間

企
業

◯
社

を
対

象
と

し
た

、
人

事
担

当
者

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

卒
業

生
・

修
了

生
の

能
力

に
つ

い
て

、
５

段
階

評
価

で
「

専
攻

分
野

に
関

す
る

高
い

知
識

」
は

4
.
2
、

「
情

報
収

集
能

力
」

は
4
.
0
、

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

」
は

3
.
8
と

な
っ

て
い

る
。

[
C
.
1
]

選
択

Ｚ
そ

の
他

－
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系
-
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

教
員

、
研

究
員

等
の

人
数

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

ポ
ス

ド
ク

研
究

員
や

Ｕ
Ｒ

Ａ
等

の
研

究
支

援
ス

タ
ッ

フ
を

含
む

。
）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

共
同

利
用

・
共

同
研

究
の

実
施

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
、

国
際

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
の

み
）

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
本

務
教

員
の

年
齢

構
成

が
確

認
で

き
る

資
料

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

・
指

標
番

号
1
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

研
究

員
数

⇒
研

究
員

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

構
成

員
へ

の
法

令
遵

守
や

研
究

者
倫

理
等

に
関

す
る

施
策

の
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

利
益

相
反

、
生

命
倫

理
、

環
境

・
安

全
管

理
の

規
程

、
研

究
不

正
防

止
の

規
程

等
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

研
究

活
動

を
検

証
す

る
組

織
、

検
証

の
方

法
が

確
認

で
き

る
資

料
2
0
1
9
年

度

・
博

士
の

学
位

授
与

数
（

課
程

博
士

の
み

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

１
研

究
の

実
施

体
制

及
び

支
援

・
推

進
体

制

1
.
1
：

拠
点

形
成

、
組

織
・

再
編

、
研

究
支

援
体

制
・

研
究

管
理

体
制

1
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

文
部

科
学

省
グ

ロ
ー

バ
ル

C
O
E
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
2
0
◯

年
度

か
ら

2
0
◯

年
度

に
実

施
し

た
「

○
○

○
○

○
○

に
関

す
る

研
究

」
に

お
い

て
、

○
○

○
○

に
関

す
る

国
内

に
お

け
る

教
育

研
究

の
拠

点
形

成
や

国
際

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
を

行
い

、
2
0
◯

年
度

か
ら

学
内

予
算

に
よ

り
事

業
を

継
続

し
て

実
施

し
て

い
る

。
研

究
成

果
で

あ
る

特
許

出
願

は
地

方
自

治
体

、
企

業
等

と
の

実
用

化
に

向
け

た
共

同
研

究
に

発
展

し
て

い
る

ほ
か

、
研

究
実

績
を

基
に

ア
ジ

ア
、

中
南

米
の

６
か

国
６

研
究

機
関

と
の

共
同

研
究

を
行

っ
て

い
る

。
[
1
.
1
]

必
須

２
研

究
活

動
に

関
す

る
施

策
／

研
究

活
動

の
質

の
向

上

2
.
1
：

研
究

推
進

方
策

、
特

色
あ

る
研

究
等

の
推

進
、

学
際

的
研

究
の

促
進

、
　

 
　

社
会

課
題

に
関

す
る

研
究

2
.
2
：

人
事

方
策

、
若

手
研

究
者

の
確

保
・

育
成

2
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

研
究

基
盤

整
備

に
関

す
る

方
針

（
イ

ン
フ

ラ
ス

ト
ラ

ク
チ

ャ
ー

・
ポ

リ
シ

ー
）

、
研

究
組

織
運

営
に

関
す

る
方

針
（

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

・
ポ

リ
シ

ー
）

及
び

研
究

成
果

に
関

す
る

方
針

（
ア

ウ
ト

カ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
）

等
に

基
づ

い
て

、
独

自
の

サ
バ

テ
ィ

カ
ル

制
度

や
短

期
集

中
型

研
究

支
援

制
度

の
実

施
、

リ
サ

ー
チ

・
ア

ド
ミ

ニ
ス

ト
レ

ー
タ

ー
（

U
R
A
）

の
設

置
に

よ
る

研
究

企
画

支
援

・
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
シ

ョ
ン

体
制

の
強

化
、

｢
2
0
◯

年
度

女
性

枠
設

定
に

よ
る

教
員

採
用

・
養

成
シ

ス
テ

ム
｣
に

よ
る

支
援

等
の

体
制

を
整

備
し

て
い

る
。

[
2
.
1
]

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅰ
　
研
究
活
動
の
状
況
】

－
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－
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◇
研

究
活

動
状

況
に

関
す

る
資

料
（

学
系

別
）

【
様

式
】

研
究

活
動

状
況

に
関

す
る

資
料

（
農

学
系

）
を

参
照

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
4
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

特
許

出
願

数
⇒

特
許

出
願

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
4
2
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

特
許

取
得

数
⇒

特
許

取
得

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
申

請
件

数
（

新
規

）
⇒

申
請

件
数

（
新

規
）

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
採

択
内

定
件

数
⇒

内
定

件
数

（
新

規
）

／
本

務
教

員
数

⇒
内

定
件

数
（

新
規

・
継

続
）

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
7
：

科
研

費
採

択
内

定
率

（
新

規
）

⇒
内

定
件

数
（

新
規

）
／

申
請

件
数

（
新

規
）

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
8
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
内

定
金

額
⇒

内
定

金
額

／
本

務
教

員
数

⇒
内

定
金

額
（

間
接

経
費

含
む

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
9
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

競
争

的
資

金
採

択
件

数
⇒

競
争

的
資

金
採

択
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
3
0
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

競
争

的
資

金
受

入
金

額
⇒

競
争

的
資

金
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

件
数

⇒
共

同
研

究
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
2
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

共
同

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
3
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

金
額

⇒
共

同
研

究
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

３
論

文
・

著
書

・
特

許
・

学
会

発
表

な
ど

【
様

式
】

研
究

活
動

状
況

に
関

す
る

資
料

（
農

学
系

）
 

 
2
0
1
6
年

度
 

2
0
1
7
年

度
 

2
0
1
8
年

度
 

2
0
1
9
年

度
 

専
任

教
員

数
 

 
 

 
 

著
書

数
 

日
本

語
 

 
 

 
 

外
国

語
 

 
 

 
 

査
読

付
き

論
文

数
 

日
本

語
 

 
 

 
 

外
国

語
 

 
 

 
 

そ
の

他
 

 
 

 
 

※
１

 
「

専
任

教
員

数
」

に
つ

い
て

は
、

各
年

度
の

５
月

１
日

現
在

の
当

該
学

部
・

研
究

科
等

に

所
属

す
る

研
究

活
動

を
行

っ
て

い
る

専
任

教
員

（
教

授
、

准
教

授
、

講
師

、
助

教
）

の
人

数

と
し

て
く

だ
さ

い
。

2
0
1
9
年

度
の

専
任

教
員

数
は

、
学

部
・

研
究

科
等

ご
と

の
「

研
究

業
績

説
明

書
」

で
求

め
ら

れ
る

専
任

教
員

数
と

一
致

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 

 
 

 
※

２
 

学
会

発
表

や
「

査
読

付
き

論
文

」
に

当
た

ら
な

い
論

文
な

ど
に

つ
い

て
は

、「
そ

の
他

」
と

 
 

 
 

 
し

て
カ

ウ
ン

ト
し

て
く

だ
さ

い
。
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・
指

標
番

号
3
4
：

本
務

教
員

当
た

り
の

共
同

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

共
同

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

件
数

⇒
受

託
研

究
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

受
託

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
7
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

金
額

⇒
受

託
研

究
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
8
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

受
託

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
9
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

寄
附

金
受

入
件

数
⇒

寄
附

金
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
0
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

寄
附

金
受

入
金

額
⇒

寄
附

金
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
3
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

ラ
イ

セ
ン

ス
契

約
数

⇒
ラ

イ
セ

ン
ス

契
約

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
4
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

ラ
イ

セ
ン

ス
収

入
額

⇒
ラ

イ
セ

ン
ス

収
入

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
4
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

外
部

研
究

資
金

の
金

額
⇒

（
科

研
費

の
内

定
金

額
（

間
接

経
費

含
む

）
＋

共
同

研
究

受
入

金
額

＋
受

託
研

究
受

入
金

額
＋

寄
附

金
受

入
金

額
）

の
合

計
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
4
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

民
間

研
究

資
金

の
金

額
⇒

（
共

同
研

究
受

入
金

額
（

国
内

・
外

国
企

業
か

ら
の

み
）

＋
受

託
研

究
受

入
金

額
（

国
内

・
外

国
企

業
か

ら
の

み
）

＋
寄

附
金

受
入

金
額

）
の

合
計

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

４
研

究
資

金
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選
択

Ａ
地

域
連

携
に

よ
る

研
究

活
動

A
.
1
：

産
官

学
連

携
等

に
よ

る
共

同
研

究
の

推
進

、
　

 
　

地
域

社
会

の
課

題
に

関
す

る
研

究
A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

○
○

県
農

業
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

、
放

射
性

セ
シ

ウ
ム

除
去

技
術

の
創

成
と

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
循

環
の

把
握

を
目

指
し

た
活

動
に

よ
り

、
○

○
○

を
有

す
る

○
○

種
の

発
見

、
○

○
○

に
よ

る
セ

シ
ウ

ム
へ

の
有

効
な

作
用

等
の

実
効

性
の

あ
る

成
果

を
あ

げ
て

い
る

。
[
A
.
1
]

　
2
0
◯

年
度

に
文

部
科

学
省

地
域

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
採

択
さ

れ
た

「
○

○
特

産
物

の
○

○
利

用
に

よ
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
」

に
お

い
て

、
○

○
○

に
関

す
る

研
究

を
中

心
に

○
○

県
や

地
元

企
業

と
共

同
研

究
体

制
を

構
築

し
て

い
る

。
[
A
.
1
]

選
択

Ｂ
国

際
的

な
連

携
に

よ
る

研
究

活
動

【
学

系
共

通
】

B
.
1
：

国
際

的
な

共
同

研
究

の
推

進
B
.
2
：

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
、

研
究

者
の

国
際

交
流

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

国
際

的
な

研
究

活
動

を
促

進
す

る
た

め
、

北
太

平
洋

を
研

究
基

盤
と

す
る

北
太

平
洋

海
洋

科
学

機
構

（
P
I
C
E
S
）

等
の

国
際

機
構

に
参

加
し

、
海

洋
生

態
系

の
保

全
に

関
す

る
国

際
共

同
研

究
を

実
施

し
て

お
り

、
第

３
期

中
期

目
標

期
間

の
受

託
事

業
費

は
合

計
約

○
0
0
万

円
と

な
っ

て
い

る
。

[
B
.
1
]

選
択

Ｃ
研

究
成

果
の

発
信

／
研

究
資

料
等

の
共

同
利

用
【

学
系

共
通

】

C
.
1
：

研
究

成
果

の
発

信
、

研
究

資
料

等
の

共
同

利
用

を
推

進
す

る
た

め
の

工
夫

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
内

共
同

の
教

育
連

携
施

設
で

あ
る

地
域

連
携

推
進

セ
ン

タ
ー

内
に

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

シ
ョ

ン
オ

フ
ィ

ス
を

設
置

し
、

2
0
◯

年
度

ま
で

に
８

社
の

企
業

が
入

居
し

て
共

同
研

究
を

行
っ

て
い

る
。

　
社

会
、

経
済

、
文

化
面

で
は

、
特

に
生

物
有

機
化

学
、

森
林

科
学

、
地

域
環

境
工

学
・

計
画

学
に

お
い

て
特

徴
的

な
研

究
成

果
が

あ
る

。
ま

た
、

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
に

よ
っ

て
社

会
へ

研
究

情
報

を
発

信
し

て
い

る
。

[
C
.
1
]

選
択

Ｄ
国

際
的

な
連

携
に

よ
る

社
会

貢
献

D
.
1
：

国
際

的
な

連
携

に
よ

る
社

会
貢

献
を

推
進

す
る

た
め

の
工

夫
D
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

社
会

、
経

済
、

文
化

面
で

は
、

寄
生

虫
学

（
含

衛
生

動
物

学
）

に
お

い
て

特
徴

的
な

研
究

成
果

が
あ

り
、

国
際

社
会

へ
の

貢
献

を
目

指
し

、
国

際
獣

疫
事

務
局

（
O
I
E
）

の
コ

ラ
ボ

レ
ー

テ
ィ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

と
し

て
、

「
国

際
標

準
家

畜
感

染
症

予
防

・
診

断
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
の

作
成

・
改

訂
を

実
施

し
て

い
る

。
[
D
.
1
]
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選
択

Ｅ
附

属
施

設
の

活
用

E
.
1
：

附
属

施
設

に
お

け
る

共
同

利
用

・
共

同
研

究
の

実
施

状
況

E
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
術

的
及

び
社

会
的

要
請

の
高

い
研

究
課

題
に

取
り

組
む

こ
と

を
中

期
目

標
と

し
て

お
り

、
主

な
研

究
活

動
と

し
て

、
○

○
農

業
復

興
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

○
○

研
究

施
設

に
お

け
る

ブ
ル

ー
ベ

リ
ー

を
モ

デ
ル

植
物

と
し

た
研

究
、

農
学

部
附

属
国

際
○

○
研

究
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
共

同
研

究
や

社
会

活
動

等
を

行
っ

て
い

る
。

[
E
.
1
]

選
択

Ｆ
学

術
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
へ

の
貢

献
【

学
系

共
通

】

F
.
1
：

会
議

開
催

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
F
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

地
域

連
携

フ
ー

ド
サ

イ
エ

ン
ス

・
セ

ン
タ

ー
と

○
○

大
学

・
○

○
先

端
農

業
バ

イ
オ

研
究

セ
ン

タ
ー

で
は

、
市

民
・

技
術

者
・

行
政

関
係

者
向

け
の

講
演

会
、

技
術

講
習

会
や

、
フ

ォ
ー

ラ
ム

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、

国
際

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

を
実

施
し

て
い

る
。

[
F
.
1
]

選
択

Ｚ
そ

の
他

根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

必
須

１
研

究
業

績
研

究
業

績
説

明
書

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

選
択

Ｚ
そ

の
他

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅱ
　
研
究
成
果
の
状
況
】
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

必
須

１
学

位
授

与
方

針
公

表
さ

れ
た

学
位

授
与

方
針

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

必
須

２
教

育
課

程
方

針
公

表
さ

れ
た

教
育

課
程

方
針

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

体
系

性
が

確
認

で
き

る
資

料
（

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ッ
プ

、
コ

ー
ス

・
ツ

リ
ー

、
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
等

）
2
0
1
9
年

度

自
己

点
検

・
評

価
に

お
い

て
体

系
性

や
水

準
に

関
す

る
検

証
を

実
施

し
て

い
る

場
合

は
そ

の
状

況
が

わ
か

る
資

料
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

研
究

指
導

、
学

位
論

文
（

特
定

課
題

研
究

の
成

果
を

含
む

。
）

指
導

体
制

が
確

認
で

き
る

資
料

（
規

定
、

申
合

せ
等

）
（

※
大

学
院

課
程

（
専

門
職

学
位

課
程

を
除

く
。

）
が

対
象

）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

６
．
保
健
系

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。

3
.
1
：

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

／
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
体

系
的

な
構

築
、

　
　

 
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
の

実
施

体
制

、
教

育
目

的
に

即
し

た
科

目
群

の
設

定
3
.
2
：

社
会

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

※
の

構
築

、
　

　
 
社

会
課

題
や

人
材

需
要

を
踏

ま
え

た
教

育
3
.
3
：

学
術

動
向

に
即

し
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
※

の
構

築
、

学
際

的
教

育
の

推
進

3
.
4
：

教
養

教
育

の
充

実
3
.
5
：

大
学

院
の

コ
ー

ス
ワ

ー
ク

3
.
0
：

そ
の

他
※

例
え

ば
、

外
部

資
金

を
用

い
た

新
た

な
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
○

年
度

に
採

択
さ

れ
た

、
文

部
科

学
省

未
来

医
療

研
究

人
材

養
成

拠
点

形
成

事
業

「
地

域
を

支
え

地
域

を
科

学
す

る
総

合
診

療
医

の
育

成
」

に
よ

り
、

2
0
○

年
度

に
博

士
課

程
に

「
○

○
養

成
コ

ー
ス

」
、

修
士

課
程

に
「

○
○

学
コ

ー
ス

」
を

設
置

し
、

地
域

の
医

療
、

保
健

及
び

福
祉

に
貢

献
で

き
る

総
合

診
療

医
等

の
育

成
や

、
臨

床
現

場
か

ら
臨

床
研

究
や

質
的

研
究

を
通

じ
て

課
題

解
決

で
き

る
人

材
の

育
成

に
取

り
組

ん
で

お
り

、
2
0
○

年
度

に
○

名
、

2
0
○

年
度

に
○

名
が

入
学

し
て

い
る

。
[
3
.
2
]

　
文

部
科

学
省

が
ん

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
養

成
基

盤
推

進
プ

ラ
ン

「
○

○
高

度
が

ん
プ

ロ
チ

ー
ム

養
成

基
盤

形
成

プ
ラ

ン
」

（
2
0
○

年
度

採
択

）
、

課
題

解
決

型
高

度
医

療
人

材
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
○

○
認

知
症

プ
ロ

フ
ェ

ッ
シ

ョ
ナ

ル
医

養
成

プ
ラ

ン
」

（
2
0
○

年
度

採
択

）
へ

参
画

し
、

が
ん

治
療

の
エ

キ
ス

パ
ー

ト
や

認
知

症
の

臨
床

研
究

等
に

精
通

し
た

専
門

医
の

養
成

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
[
3
.
2
]

≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

必
須

３
教

育
課

程
の

編
成

、
授

業
科

目
の

内
容

【
分
析
項
目
Ⅰ
　
教
育
活
動
の
状
況
】

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
に

つ
い
て
≫

・
現
況
調
査
表
の
本

文
へ
の
記
述
に
当
た
っ
て
は
、
文
章
の
形
で
は
な
く
、
根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
形
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

・
デ
ー
タ
分
析
集
等

の
指
標
に
つ
い
て
は
、
機
構
が
行
う
現
況
分
析
に
お
け
る
３
種
類
の
区
分
（
「
◆
（
重
要
指
標
）
」
「
◇
（
分
析
指
標
）
」
「
・
（
参
考
指
標
）
」
）
を
冒
頭
に
付
し
て
い
ま
す
。

・
「
基
準
日
／
対
象

年
度
」
欄
の
〔

〕
書
き
に
つ
い
て
は
、
「
国
立
大
学
法
人
へ
の
問
い
合
わ
せ
」
（

20
20
年
８
月
下
旬
～
９
月
中
旬
予
定
）
の
段
階
で
提
出
等
が
必
要
な
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間

に
係
る
特
記
事
項
に
つ
い
て
≫

・
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」

に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
「
半
角
数
字
（
も
し
く
は
半
角
英
字
）
」
「

.（
半
角
ピ
リ
オ
ド
）
」
「
半
角
数
字
」
の

順
で
コ
ー
ド
を
付
し
て
い
ま
す
。
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」

を
記
述
す
る
際
に
は

、
該
当
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
コ
ー
ド
を
文
末
に

[
]
 （

半
角
角
括
弧
）
書
き
で
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

キ
ー
ワ
ー
ド
が
な
い
場
合
に
は
、

[
半
角
数
字
（
も
し
く
は
半
角
英
字
）

.0
]

を
文
末
に
付
記
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
対
応
す
る
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
を
す
べ
て
記
述
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
「
具
体
的
な
記
載

例
」
は
、
記
載
に
当
た
っ
て
の
例
示
で
あ
り
、
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
に
記
載
す
べ
き
内
容
を
制
限
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
部
の
記
載
項
目
で
は
、

空
欄
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
必
ず
し
も
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
の
記
載
を
妨
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
各
分
析
項
目
に
は

、
選
択
記
載
項
目
「
そ
の
他
」
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
を
記
載
す
る
に
当
た
り
、
ど
の
記
載
項
目
に
も
該
当
し
な
い
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、

こ
の
選
択
記
載
項
目

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
独
自
の
記
載
項
目
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

－
保
健
系
-
1
－
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１
年

間
の

授
業

を
行

う
期

間
が

確
認

で
き

る
資

料
（

学
年

暦
、

年
間

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

等
）

2
0
1
9
年

度

シ
ラ

バ
ス

の
全

件
、

全
項

目
が

確
認

で
き

る
資

料
（

電
子

シ
ラ

バ
ス

の
デ

ー
タ

（
c
s
v
）

、
又

は
Ｕ

Ｒ
Ｌ

等
）

、
学

生
便

覧
等

関
係

資
料

2
0
1
9
年

度

専
門

職
大

学
院

に
係

る
Ｃ

Ａ
Ｐ

制
に

関
す

る
規

定
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

◇
協

定
等

に
基

づ
く

留
学

期
間

別
日

本
人

留
学

生
数

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
「

大
学

等
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

関
す

る
調

査
」

の
調

査
票

）
2
0
1
7
年

度

・
指

標
番

号
５

：
海

外
派

遣
率

⇒
海

外
派

遣
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
９

：
専

任
教

員
あ

た
り

の
学

生
数

⇒
学

生
数

／
専

任
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
1
0
：

専
任

教
員

に
占

め
る

女
性

専
任

教
員

の
割

合
⇒

女
性

専
任

教
員

数
／

専
任

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

履
修

指
導

の
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
習

相
談

の
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

社
会

的
・

職
業

的
自

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

能
力

を
培

う
取

組
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

履
修

上
特

別
な

支
援

を
要

す
る

学
生

等
に

対
す

る
学

習
支

援
の

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
少

な
く

と
も

2
0
1
9
年

度

成
績

評
価

基
準

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

成
績

評
価

の
分

布
表

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
生

か
ら

の
成

績
評

価
に

関
す

る
申

立
て

の
手

続
き

や
学

生
へ

の
周

知
等

が
明

示
さ

れ
て

い
る

資
料

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

6
.
1
：

学
習

成
果

の
評

価
方

法
、

臨
床

能
力

の
評

価
、

成
績

評
価

の
厳

格
化

6
.
2
：

成
績

評
価

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

6
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

医
学

教
育

の
国

際
認

証
に

向
け

た
取

組
を

行
っ

て
お

り
、

臨
床

実
習

期
間

は
2
0
◯

年
度

か
ら

○
週

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

臨
床

実
習

開
始

前
の

共
用

試
験

（
C
B
T
/
O
S
C
E
）

は
、

全
国

共
通

の
評

価
基

準
の

導
入

を
２

年
前

倒
し

し
て

、
2
0
◯

年
度

か
ら

導
入

し
て

い
る

。
　

看
護

学
科

で
は

、
2
0
◯

年
度

か
ら

客
観

的
看

護
実

践
能

力
試

験
を

導
入

し
、

そ
の

合
格

者
の

み
が

質
の

保
証

さ
れ

た
学

生
と

し
て

臨
床

実
習

を
行

う
○

○
○

制
度

を
実

施
し

て
い

る
。

　
第

３
期

中
期

目
標

期
間

に
お

け
る

歯
学

共
用

試
験

（
C
B
T
）

の
合

格
率

は
8
8
.
8
％

、
歯

学
客

観
的

臨
床

能
力

試
験

（
O
S
C
E
）

の
合

格
率

は
9
2
.
4
％

と
な

っ
て

い
る

。
[
6
.
1
]

必
須

６
成

績
評

価

必
須

５
履

修
指

導
、

支
援

必
須

４
授

業
形

態
、

学
習

指
導

法

4
.
1
：

Ｉ
Ｐ

Ｅ
、

地
域

医
療

の
教

育
、

教
育

方
法

の
組

み
合

わ
せ

、
 
　

　
専

門
分

野
の

実
験

・
臨

床
実

習
・

臨
地

実
習

の
工

夫
、

現
場

教
育

の
工

夫
、

 
　

　
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

、
多

様
な

学
修

・
研

究
の

機
会

、
　

　
 
学

部
学

生
の

研
究

マ
イ

ン
ド

醸
成

4
.
2
：

実
践

的
学

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
4
.
3
：

情
報

通
信

技
術

（
Ｉ

Ｃ
Ｔ

）
な

ど
の

多
様

な
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

4
.
4
：

教
育

・
研

究
の

指
導

体
制

、
教

育
目

的
を

達
成

す
る

た
め

の
教

員
構

成
4
.
5
：

論
文

等
指

導
の

工
夫

、
大

学
院

生
の

キ
ャ

リ
ア

開
発

、
研

究
倫

理
教

育
の

充
実

4
.
6
：

理
論

と
実

務
の

架
橋

を
図

る
教

育
方

法
の

工
夫

4
.
7
：

学
習

指
導

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

4
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

医
学

部
及

び
薬

学
部

と
と

も
に

専
門

職
連

携
に

つ
い

て
学

ぶ
運

営
組

織
と

し
て

、
2
0
◯

年
度

に
設

置
さ

れ
た

附
属

専
門

職
連

携
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
に

教
員

◯
名

が
協

力
し

、
専

門
職

連
携

教
育

（
I
P
E
）

の
発

展
・

進
化

、
次

世
代

対
応

型
医

療
人

育
成

に
対

し
て

、
専

門
職

連
携

教
育

の
運

営
体

制
や

、
さ

ら
に

そ
の

質
を

向
上

さ
せ

る
体

制
を

整
え

て
い

る
。

[
4
.
1
]

　
医

学
科

で
は

、
厚

生
労

働
省

医
系

技
官

、
医

療
系

訴
訟

を
専

門
と

す
る

弁
護

士
や

地
域

医
療

職
者

を
講

師
と

し
て

招
聘

し
、

行
政

シ
ス

テ
ム

や
政

策
、

医
療

訴
訟

の
実

際
、

地
域

医
療

の
実

態
等

に
関

す
る

講
義

を
行

っ
て

い
る

。
[
4
.
1
]

5
.
1
：

学
習

支
援

の
充

実
、

学
習

意
欲

向
上

方
策

、
学

習
環

境
の

整
備

5
.
2
：

履
修

指
導

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

5
.
3
：

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
取

組
5
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
業

や
生

活
、

進
路

等
の

相
談

相
手

と
な

る
チ

ュ
ー

タ
ー

制
度

を
３

年
次

生
か

ら
６

年
次

生
全

員
に

実
施

し
、

教
員

１
名

に
対

し
て

４
名

か
ら

５
名

の
学

生
を

割
り

当
て

て
い

る
。

ま
た

、
学

年
主

任
や

学
生

支
援

室
と

連
携

し
、

学
生

の
教

育
や

支
援

を
行

う
体

制
を

構
築

し
て

い
る

。
　

教
育

課
程

の
実

効
性

を
高

め
る

た
め

、
w
e
b
-
b
a
s
e
d
 
t
e
s
t
（

w
b
t
）

に
よ

る
試

験
と

評
価

結
果

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

、
e
-
p
o
r
t
f
o
l
i
o
に

よ
る

学
習

の
振

り
返

り
の

促
進

等
を

行
っ

て
い

る
。

[
5
.
1
]

－
保
健
系
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卒
業

又
は

修
了

の
要

件
を

定
め

た
規

定
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

卒
業

又
は

修
了

判
定

に
関

す
る

教
授

会
等

の
審

議
及

び
学

長
な

ど
組

織
的

な
関

わ
り

方
を

含
め

て
卒

業
（

修
了

）
判

定
の

手
順

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
9
年

度

学
位

論
文

（
課

題
研

究
）

の
審

査
に

係
る

手
続

き
及

び
評

価
の

基
準

（
※

大
学

院
課

程
（

専
門

職
学

位
課

程
を

除
く

。
）

が
対

象
）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

修
了

判
定

に
関

す
る

教
授

会
等

の
審

議
及

び
学

長
な

ど
組

織
的

な
関

わ
り

方
が

確
認

で
き

る
資

料
（

※
大

学
院

課
程

（
専

門
職

学
位

課
程

を
含

む
。

）
が

対
象

）
2
0
1
9
年

度

学
位

論
文

の
審

査
体

制
、

審
査

員
の

選
考

方
法

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

大
学

院
課

程
（

専
門

職
学

位
課

程
を

除
く

。
）

が
対

象
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
生

受
入

方
針

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

◇
入

学
者

選
抜

確
定

志
願

状
況

に
お

け
る

志
願

倍
率

（
「

毎
年

度
の

入
学

者
選

抜
確

定
志

願
状

況
」

）
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◆
入

学
定

員
充

足
率

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
１

：
女

性
学

生
の

割
合

⇒
女

性
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
２

：
社

会
人

学
生

の
割

合
⇒

社
会

人
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
３

：
留

学
生

の
割

合
⇒

留
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
６

：
受

験
者

倍
率

⇒
受

験
者

数
／

募
集

人
員

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
７

：
入

学
定

員
充

足
率

⇒
入

学
者

数
／

入
学

定
員

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
協

定
等

に
基

づ
く

留
学

期
間

別
日

本
人

留
学

生
数

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度

◇
指

標
番

号
３

：
留

学
生

の
割

合
⇒

留
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
５

：
海

外
派

遣
率

⇒
海

外
派

遣
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

7
.
1
：

卒
業

又
は

修
了

の
判

定
体

制
・

判
定

方
法

7
.
2
：

学
位

論
文

（
課

題
研

究
）

の
評

価
体

制
・

評
価

方
法

7
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

医
学

科
で

は
、

2
0
○

年
度

か
ら

卒
業

生
が

身
に

付
け

て
お

く
べ

き
能

力
（

教
育

成
果

）
を

明
確

に
し

た
O
B
E
を

実
施

し
て

お
り

、
各

授
業

科
目

の
目

的
を

教
育

成
果

と
の

対
応

表
に

よ
り

明
示

し
て

い
る

。
授

業
科

目
毎

に
医

学
科

の
卒

業
試

験
を

見
直

し
、

問
題

の
点

検
、

管
理

、
試

験
の

実
施

及
び

合
否

判
定

ま
で

を
、

試
験

実
施

組
織

が
一

貫
し

て
行

う
統

合
型

卒
業

試
験

を
導

入
し

て
い

る
。

[
7
.
1
]

8
.
1
：

多
様

な
学

生
の

入
学

促
進

・
志

願
者

増
加

方
策

・
受

入
体

制
8
.
2
：

適
正

な
入

学
者

確
保

8
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

外
国

人
留

学
生

の
受

入
促

進
や

大
学

院
教

育
の

充
実

を
図

る
た

め
、

歯
学

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
リ

エ
ゾ

ン
セ

ン
タ

ー
内

に
国

際
連

携
部

門
を

設
置

し
、

外
国

人
専

任
教

員
の

配
置

や
留

学
生

の
宿

舎
入

居
に

関
す

る
支

援
等

、
国

際
化

に
対

応
し

た
結

果
、

博
士

課
程

に
お

い
て

、
外

国
人

留
学

生
数

は
2
0
◯

年
度

の
６

名
か

ら
2
0
◯

年
度

の
2
8
名

へ
増

加
し

て
い

る
。

[
8
.
1
]

A
.
1
：

キ
ャ

ン
パ

ス
の

国
際

化
、

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
育

成
、

国
際

共
同

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

医
学

科
で

は
、

外
国

人
留

学
生

に
よ

る
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

ア
ワ

ー
を

学
生

に
公

開
し

、
英

語
に

よ
る

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

修
練

機
会

を
提

供
し

て
い

る
。

ま
た

、
海

外
協

定
大

学
と

の
交

換
留

学
及

び
訪

問
研

修
生

受
入

実
績

は
、

2
0
◯

年
度

の
受

入
０

名
、

派
遣

２
名

か
ら

2
0
◯

年
度

の
受

入
1
0
名

、
派

遣
４

名
へ

増
加

し
て

い
る

。
保

健
学

科
で

は
、

2
0
◯

年
度

に
３

か
国

４
大

学
等

と
部

局
間

協
定

を
締

結
し

、
短

期
交

換
留

学
制

度
を

開
始

し
て

お
り

、
2
0
◯

年
度

の
実

績
は

派
遣

1
2
名

、
受

入
９

名
と

な
っ

て
い

る
。

[
A
.
1
]

必
須

８
学

生
の

受
入

必
須

７
卒

業
（

修
了

）
判

定

選
択

Ａ
教

育
の

国
際

性
【

学
系

共
通

】

－
保
健
系
-
3
－
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選
択

Ｂ
地

域
・

附
属

病
院

と
の

連
携

に
よ

る
教

育
活

動

B
.
1
：

医
療

機
関

・
地

方
自

治
体

・
地

域
企

業
、

外
部

組
織

・
他

大
学

等
と

の
連

携
B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
◯

年
度

に
寄

附
講

座
（

疾
患

細
胞

生
物

学
）

を
増

設
し

、
大

学
と

社
会

と
の

連
携

、
創

薬
研

究
及

び
教

育
の

推
進

を
図

る
と

と
も

に
、

医
師

や
薬

剤
師

、
国

公
立

の
研

究
機

関
や

製
薬

企
業

の
研

究
員

等
、

実
務

に
精

通
し

た
非

常
勤

講
師

が
教

育
に

加
わ

り
、

臨
床

や
創

薬
の

現
場

で
必

要
な

知
識

を
身

に
付

け
る

た
め

の
講

義
を

行
っ

て
い

る
。

[
B
.
1
]

選
択

Ｃ
教

育
の

質
の

保
証

・
向

上
【

学
系

共
通

】

C
.
1
：

Ｆ
Ｄ

・
Ｓ

Ｄ
、

教
員

の
キ

ャ
リ

ア
開

発
、

教
員

評
価

、
教

育
改

善
の

取
組

C
.
2
：

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

、
外

部
評

価
・

第
三

者
評

価
、

関
係

者
の

意
見

聴
取

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

フ
ァ

カ
ル

テ
ィ

・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

（
F
D
）

は
、

医
学

教
育

国
際

研
究

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
て

、
主

に
外

国
人

研
究

者
を

講
師

に
迎

え
医

学
教

育
を

テ
ー

マ
に

し
た

、
◯

◯
大

学
医

学
教

育
セ

ミ
ナ

ー
と

、
実

践
的

な
教

育
法

の
基

礎
と

そ
の

理
論

を
学

ぶ
、

◯
◯

大
学

医
学

教
育

基
礎

コ
ー

ス
（

2
0
◯

年
度

か
ら

実
施

）
を

毎
年

度
そ

れ
ぞ

れ
1
0
件

程
度

開
催

し
て

い
る

。
2
0
◯

年
度

に
医

学
教

育
分

野
別

認
証

評
価

を
受

審
し

、
評

価
結

果
に

基
づ

き
、

教
育

活
動

を
統

括
す

る
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
機

関
と

し
て

教
務

系
ス

テ
ア

リ
ン

グ
委

員
会

の
設

置
、

ア
ウ

ト
カ

ム
基

盤
型

教
育

の
方

向
性

の
明

確
化

等
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

[
C
.
1
]

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
の

推
進

に
寄

与
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
短

期
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

な
ど

）
が

公
開

さ
れ

て
い

る
刊

行
物

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
等

の
該

当
箇

所
2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
２

：
社

会
人

学
生

の
割

合
⇒

社
会

人
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
４

：
正

規
課

程
学

生
に

対
す

る
科

目
等

履
修

生
等

の
比

率
⇒

科
目

等
履

修
生

等
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

選
択

Ｚ
そ

の
他

D
.
1
：

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
を

推
進

す
る

た
め

の
工

夫
、

社
会

人
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
　

 
　

初
等

中
等

教
育

と
の

連
携

や
生

涯
学

習
へ

の
貢

献
D
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

社
会

人
特

別
選

抜
入

試
の

実
施

や
、

家
族

看
護

専
門

看
護

師
養

成
の

C
N
S
コ

ー
ス

の
設

置
等

、
社

会
の

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

教
育

体
制

を
整

備
し

て
い

る
。

[
D
.
1
]

選
択

Ｄ
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
推

進
【

学
系

共
通

】

－
保
健
系
-
4
－
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

◇
標

準
修

業
年

限
内

卒
業

（
修

了
）

率
⇒

標
準

修
業

年
限

で
卒

業
（

修
了

）
し

た
者

の
数

／
標

準
修

業
年

限
前

の
入

学
者

数
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◆
「

標
準

修
業

年
限

×
1
.
5
」

年
内

卒
業

（
修

了
）

率
⇒

Ａ
の

う
ち

、
（

標
準

修
業

年
限

×
1
.
5
）

年
間

に
学

位
を

取
得

し
た

者
の

数
／

（
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
）

年
前

の
入

学
者

数
（

Ａ
）

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
博

士
の

学
位

授
与

数
（

課
程

博
士

の
み

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
4
：

留
年

率
⇒

留
年

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
1
5
：

退
学

率
⇒

退
学

者
・

除
籍

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
6
：

休
学

率
⇒

休
学

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
7
：

卒
業

・
修

了
者

の
う

ち
標

準
修

業
年

限
内

卒
業

・
修

了
率

⇒
標

準
修

業
年

限
内

で
の

卒
業

・
修

了
者

数
／

卒
業

・
修

了
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
8
：

卒
業

・
修

了
者

の
う

ち
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
年

以
内

で
の

卒
業

・
修

了
率

⇒
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
年

内
で

の
卒

業
・

修
了

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
9
：

受
験

者
数

に
対

す
る

資
格

取
得

率
⇒

合
格

者
数

／
受

験
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
0
：

卒
業

・
修

了
者

に
対

す
る

資
格

取
得

率
⇒

合
格

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
医

学
課

程
卒

業
者

の
医

師
国

家
試

験
合

格
率

⇒
合

格
者

数
（

新
卒

）
／

受
験

者
数

（
新

卒
）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
歯

学
課

程
卒

業
者

の
歯

科
医

師
国

家
試

験
合

格
率

⇒
合

格
者

数
（

新
卒

）
／

受
験

者
数

（
新

卒
）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
薬

学
課

程
卒

業
者

の
薬

剤
師

国
家

試
験

合
格

率
⇒

合
格

者
数

（
新

卒
）

／
受

験
者

数
（

新
卒

）
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
看

護
学

課
程

卒
業

者
の

看
護

師
国

家
試

験
合

格
率

⇒
合

格
者

数
（

新
卒

）
／

受
験

者
数

（
新

卒
）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
2
1
：

進
学

率
⇒

進
学

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
2
：

卒
業

・
修

了
者

に
占

め
る

就
職

者
の

割
合

⇒
就

職
者

数
／

卒
業

・
修

了
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
3
：

職
業

別
就

職
率

⇒
職

業
区

分
別

就
職

者
数

／
就

職
者

数
合

計
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
4
：

産
業

別
就

職
率

⇒
産

業
区

分
別

就
職

者
数

／
就

職
者

数
合

計
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

1
.
1
：

「
単

位
取

得
・

成
績

・
学

位
授

与
の

状
況

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

1
.
2
：

「
資

格
取

得
、

学
外

試
験

の
結

果
、

学
生

の
研

究
実

績
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
　

　
 
教

育
成

果
1
.
3
：

「
独

自
の

学
修

成
果

の
測

定
・

可
視

化
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
教

育
成

果
1
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
生

が
筆

頭
筆

者
の

英
文

論
文

数
は

、
2
0
◯

年
度

の
9
1
件

か
ら

2
0
◯

年
度

の
1
5
2
件

へ
増

加
し

、
国

際
学

会
で

の
発

表
数

は
、

毎
年

度
1
,
0
0
0
件

以
上

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

2
0
◯

年
度

以
降

の
イ

ン
パ

ク
ト

フ
ァ

ク
タ

ー
（

I
F
）

9
.
0
以

上
の

雑
誌

へ
の

学
生

が
筆

頭
論

者
で

あ
る

論
文

掲
載

数
は

2
2
件

と
な

っ
て

い
る

。
第

３
期

中
期

目
標

期
間

に
お

け
る

受
賞

数
は

2
8
1
件

と
な

っ
て

お
り

、
2
0
◯

年
度

に
は

日
本

学
術

振
興

会
育

志
賞

等
を

受
賞

し
て

い
る

。
[
1
.
2
]

必
須

２
就

職
、

進
学

2
.
1
：

「
就

職
・

進
学

率
、

就
職

先
の

特
徴

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

2
.
2
：

「
独

自
の

学
修

成
果

の
測

定
・

可
視

化
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
教

育
成

果
2
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

第
３

期
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
医

学
科

卒
業

生
の

初
期

臨
床

研
修

先
は

、
約

４
割

は
医

学
部

附
属

病
院

、
そ

の
ほ

か
は

主
に

都
内

の
基

幹
病

院
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
初

期
臨

床
研

修
後

は
、

約
６

割
の

卒
業

生
は

大
学

院
に

進
学

し
て

い
る

。
ま

た
、

卒
業

と
同

時
に

基
礎

医
学

系
大

学
院

へ
進

学
し

研
究

者
を

目
指

す
学

生
は

、
第

３
期

中
期

目
標

期
間

で
1
2
名

と
な

っ
て

い
る

。
[
2
.
1
]

必
須

１
卒

業
（

修
了

）
率

、
資

格
取

得
等

記
載
項
目

【
分
析
項
目
Ⅱ
　
教
育
成
果
の
状
況
】

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。

－
保
健
系
-
5
－
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選
択

Ａ
卒

業
（

修
了

）
時

の
学

生
か

ら
の

意
見

聴
取

【
学

系
共

通
】

学
生

か
ら

の
意

見
聴

取
（

学
習

の
達

成
度

や
満

足
度

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
、

学
習

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

分
析

調
査

、
懇

談
会

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

）
の

概
要

及
び

そ
の

結
果

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

A
.
1
：

「
卒

業
（

修
了

）
時

の
学

生
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

保
健

学
科

の
2
0
◯

年
度

卒
業

予
定

者
を

対
象

と
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
高

い
倫

理
観

や
課

題
設

定
・

解
決

能
力

等
に

つ
い

て
、

専
門

教
育

が
能

力
獲

得
の

場
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

示
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

教
育

に
満

足
し

て
い

る
か

に
つ

い
て

、
肯

定
的

な
回

答
の

割
合

は
9
5
％

と
な

っ
て

い
る

。
[
A
.
1
]

選
択

Ｂ
卒

業
（

修
了

）
生

か
ら

の
意

見
聴

取
【

学
系

共
通

】

卒
業

（
修

了
）

後
、

一
定

年
限

を
経

過
し

た
卒

業
（

修
了

）
生

に
つ

い
て

の
意

見
聴

取
（

ア
ン

ケ
ー

ト
、

懇
談

会
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

等
）

の
概

要
及

び
そ

の
結

果
が

確
認

で
き

る
資

料
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

B
.
1
：

「
卒

業
生

等
調

査
の

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
◯

年
度

に
実

施
し

た
2
0
◯

年
度

卒
業

生
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

で
は

、
専

門
分

野
に

関
す

る
知

識
や

技
能

に
つ

い
て

、
9
1
.
3
％

が
在

学
中

に
「

身
に

付
い

た
」

又
は

「
や

や
身

に
付

い
た

」
と

回
答

し
、

9
1
.
3
％

が
現

在
「

役
に

立
っ

て
い

る
」

又
は

「
や

や
役

に
立

っ
て

い
る

」
と

回
答

し
て

お
り

、
ま

た
、

教
育

全
般

の
満

足
度

に
つ

い
て

9
1
.
3
％

が
肯

定
的

に
回

答
し

て
い

る
。

[
B
.
1
]

選
択

Ｃ
就

職
先

等
か

ら
の

意
見

聴
取

【
学

系
共

通
】

就
職

先
や

進
学

先
等

の
関

係
者

へ
の

意
見

聴
取

（
ア

ン
ケ

ー
ト

、
懇

談
会

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

）
の

概
要

及
び

そ
の

結
果

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

C
.
1
：

「
就

職
先

・
研

修
病

院
・

研
修

施
設

等
調

査
の

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
◯

年
度

に
お

け
る

修
了

者
の

就
職

先
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
と

、
「

患
者

に
対

す
る

態
度

」
、

「
メ

デ
ィ

カ
ル

ス
タ

ッ
フ

に
対

す
る

態
度

」
、

「
チ

ー
ム

医
療

を
構

築
す

る
能

力
」

に
対

し
て

、
肯

定
的

回
答

を
し

て
い

る
者

の
割

合
は

、
お

お
む

ね
8
0
％

を
超

え
て

お
り

、
特

に
「

患
者

に
対

す
る

態
度

の
評

価
」

は
9
0
％

を
超

え
て

い
る

。
[
C
.
1
]

選
択

Ｚ
そ

の
他

－
保
健
系
-
6
－
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

教
員

、
研

究
員

等
の

人
数

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

ポ
ス

ド
ク

研
究

員
や

Ｕ
Ｒ

Ａ
等

の
研

究
支

援
ス

タ
ッ

フ
を

含
む

。
）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

共
同

利
用

・
共

同
研

究
の

実
施

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
、

国
際

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
の

み
）

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
本

務
教

員
の

年
齢

構
成

が
確

認
で

き
る

資
料

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

・
指

標
番

号
1
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

研
究

員
数

⇒
研

究
員

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

構
成

員
へ

の
法

令
遵

守
や

研
究

者
倫

理
等

に
関

す
る

施
策

の
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

利
益

相
反

、
生

命
倫

理
、

環
境

・
安

全
管

理
の

規
程

、
研

究
不

正
防

止
の

規
程

等
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

研
究

活
動

を
検

証
す

る
組

織
、

検
証

の
方

法
が

確
認

で
き

る
資

料
2
0
1
9
年

度

・
博

士
の

学
位

授
与

数
（

課
程

博
士

の
み

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
研

究
活

動
状

況
に

関
す

る
資

料
（

学
系

別
）

【
様

式
】

研
究

活
動

状
況

に
関

す
る

資
料

（
保

健
系

）
を

参
照

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
4
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

特
許

出
願

数
⇒

特
許

出
願

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
4
2
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

特
許

取
得

数
⇒

特
許

取
得

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

２
研

究
活

動
に

関
す

る
施

策
／

研
究

活
動

の
質

の
向

上

2
.
1
：

研
究

推
進

方
策

、
特

色
あ

る
研

究
等

の
推

進
、

学
際

的
研

究
の

促
進

、
　

　
 
社

会
課

題
に

関
す

る
研

究
2
.
2
：

人
事

方
策

、
若

手
研

究
者

の
確

保
・

育
成

2
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
◯

年
度

に
、

産
学

官
連

携
推

進
本

部
リ

サ
ー

チ
・

ア
ド

ミ
ニ

ス
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
室

を
設

置
し

、
研

究
活

動
活

性
化

の
た

め
の

環
境

整
備

や
研

究
開

発
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

強
化

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
ま

た
、

適
切

な
臨

床
研

究
を

行
う

た
め

、
2
0
◯

年
度

か
ら

臨
床

研
究

を
行

う
す

べ
て

の
研

究
者

に
対

し
、

e
-
l
e
a
r
n
i
n
g
を

用
い

た
研

究
倫

理
教

育
（

C
I
T
I
 
J
a
p
a
n
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
の

受
講

を
義

務
化

し
て

い
る

。
[
2
.
2
]

必
須

３
論

文
・

著
書

・
特

許
・

学
会

発
表

な
ど

必
須

１
研

究
の

実
施

体
制

及
び

支
援

・
推

進
体

制

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

1
.
1
：

拠
点

形
成

、
組

織
・

再
編

、
研

究
支

援
体

制
・

研
究

管
理

体
制

1
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
◯

年
度

に
、

脳
（

神
経

系
）

と
肝

臓
（

代
謝

を
含

む
）

を
中

心
に

、
学

際
的

な
ア

プ
ロ

ー
チ

に
よ

る
成

人
期

・
老

年
期

疾
患

の
病

因
・

病
態

の
解

明
及

び
高

齢
化

社
会

の
医

学
課

題
の

解
決

を
目

的
と

し
た

、
○

○
○

○
メ

デ
ィ

ス
ン

研
究

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

て
お

り
、

専
任

教
員

◯
名

を
配

置
し

、
医

学
系

と
薬

学
系

の
教

員
が

参
加

し
て

臓
器

間
の

学
際

的
研

究
を

推
進

し
て

い
る

。
ま

た
、

2
0
◯

年
度

に
、

健
康

増
進

科
学

セ
ン

タ
ー

の
部

門
再

編
を

行
い

、
専

任
教

員
◯

名
を

配
置

し
、

保
健

学
系

の
強

み
で

あ
る

褥
瘡

研
究

及
び

画
像

診
断

研
究

を
推

進
し

て
い

る
。

[
1
.
1
]

【
分
析
項
目
Ⅰ
　
研
究
活
動
の
状
況
】

【
様

式
】

研
究

活
動

状
況

に
関

す
る

資
料

（
保

健
系

）
 

 
2
0
1
6
年

度
 

2
0
1
7
年

度
 

2
0
1
8
年

度
 

2
0
1
9
年

度
 

専
任

教
員

数
 

 
 

 
 

著
書

数
 

日
本

語
 

 
 

 
 

外
国

語
 

 
 

 
 

査
読

付
き

論
文

数
 

日
本

語
 

 
 

 
 

外
国

語
 

 
 

 
 

そ
の

他
 

 
 

 
 

※
１

 
「

専
任

教
員

数
」

に
つ

い
て

は
、

各
年

度
の

５
月

１
日

現
在

の
当

該
学

部
・

研
究

科
等

に

所
属

す
る

研
究

活
動

を
行

っ
て

い
る

専
任

教
員

（
教

授
、

准
教

授
、

講
師

、
助

教
）

の
人

数

と
し

て
く

だ
さ

い
。

2
0
1
9
年

度
の

専
任

教
員

数
は

、
学

部
・

研
究

科
等

ご
と

の
「

研
究

業
績

説
明

書
」

で
求

め
ら

れ
る

専
任

教
員

数
と

一
致

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 

 
 

 
※

２
 

学
会

発
表

や
「

査
読

付
き

論
文

」
に

当
た

ら
な

い
論

文
な

ど
に

つ
い

て
は

、「
そ

の
他

」
と

 
 

 
 

 
し

て
カ

ウ
ン

ト
し

て
く

だ
さ

い
。
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◇
指

標
番

号
2
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
申

請
件

数
（

新
規

）
⇒

申
請

件
数

（
新

規
）

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
採

択
内

定
件

数
⇒

内
定

件
数

（
新

規
）

／
本

務
教

員
数

⇒
内

定
件

数
（

新
規

・
継

続
）

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
7
：

科
研

費
採

択
内

定
率

（
新

規
）

⇒
内

定
件

数
（

新
規

）
／

申
請

件
数

（
新

規
）

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
8
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
内

定
金

額
⇒

内
定

金
額

／
本

務
教

員
数

⇒
内

定
金

額
（

間
接

経
費

含
む

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
9
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

競
争

的
資

金
採

択
件

数
⇒

競
争

的
資

金
採

択
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
3
0
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

競
争

的
資

金
受

入
金

額
⇒

競
争

的
資

金
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

件
数

⇒
共

同
研

究
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
2
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

共
同

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
3
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

金
額

⇒
共

同
研

究
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
4
：

本
務

教
員

当
た

り
の

共
同

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

共
同

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

件
数

⇒
受

託
研

究
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

受
託

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
7
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

金
額

⇒
受

託
研

究
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
8
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

受
託

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

４
研

究
資

金

－
保
健
系
-
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－
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・
指

標
番

号
3
9
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

寄
附

金
受

入
件

数
⇒

寄
附

金
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
0
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

寄
附

金
受

入
金

額
⇒

寄
附

金
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
3
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

ラ
イ

セ
ン

ス
契

約
数

⇒
ラ

イ
セ

ン
ス

契
約

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
4
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

ラ
イ

セ
ン

ス
収

入
額

⇒
ラ

イ
セ

ン
ス

収
入

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
4
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

外
部

研
究

資
金

の
金

額
⇒

（
科

研
費

の
内

定
金

額
（

間
接

経
費

含
む

）
＋

共
同

研
究

受
入

金
額

＋
受

託
研

究
受

入
金

額
＋

寄
附

金
受

入
金

額
）

の
合

計
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
4
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

民
間

研
究

資
金

の
金

額
⇒

（
共

同
研

究
受

入
金

額
（

国
内

・
外

国
企

業
か

ら
の

み
）

＋
受

託
研

究
受

入
金

額
（

国
内

・
外

国
企

業
か

ら
の

み
）

＋
寄

附
金

受
入

金
額

）
の

合
計

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

選
択

Ａ
地

域
連

携
に

よ
る

研
究

活
動

A
.
1
：

産
官

学
連

携
等

に
よ

る
共

同
研

究
の

推
進

、
ト

ラ
ン

ス
レ

ー
シ

ョ
ナ

ル
リ

サ
ー

チ
A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

地
域

貢
献

研
究

と
し

て
、

○
○

○
、

○
○

○
及

び
○

○
○

等
の

◯
◯

県
の

地
域

特
産

品
の

機
能

性
に

関
す

る
研

究
に

よ
り

、
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

治
療

薬
や

糖
尿

病
治

療
薬

の
開

発
、

○
○

の
有

効
利

用
を

目
指

し
た

医
薬

品
及

び
機

能
性

食
品

素
材

の
開

発
等

の
地

域
産

業
の

活
性

化
や

、
地

域
天

然
物

資
源

の
開

発
に

貢
献

し
得

る
研

究
を

推
進

し
て

い
る

。
[
A
.
1
]

　
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
キ

ー
ワ

ー
ド

に
、

積
極

的
に

産
学

官
連

携
に

よ
る

共
同

研
究

・
受

託
研

究
を

推
進

し
て

お
り

、
研

究
科

に
お

け
る

大
型

共
同

研
究

（
○

○
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

○
○

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
）

の
推

進
や

、
M
e
d
i
c
a
l
 
I
n
n
o
v
a
t
i
o
n
 
C
e
n
t
e
r
を

設
立

し
、

テ
ー

マ
ご

と
に

個
別

企
業

と
の

共
同

研
究

拠
点

ラ
ボ

を
学

内
に

設
置

し
て

い
る

。
[
A
.
1
]

選
択

Ｂ
国

際
的

な
連

携
に

よ
る

研
究

活
動

【
学

系
共

通
】

B
.
1
：

国
際

的
な

共
同

研
究

の
推

進
、

ト
ラ

ン
ス

レ
ー

シ
ョ

ナ
ル

リ
サ

ー
チ

B
.
2
：

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
、

研
究

者
の

国
際

交
流

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
○

年
度

に
日

本
学

術
振

興
会

の
ア

ジ
ア

研
究

教
育

拠
点

事
業

に
「

ア
ジ

ア
に

お
け

る
○

○
○

の
新

展
開

」
が

採
択

さ
れ

、
2
0
○

年
度

に
は

科
学

技
術

振
興

機
構

の
戦

略
的

国
際

共
同

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
「

○
○

○
社

会
の

○
○

○
」

に
参

画
す

る
な

ど
、

ア
ジ

ア
、

欧
米

を
中

心
に

国
際

共
同

研
究

を
実

施
し

て
い

る
。

[
B
.
1
]
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選
択

Ｃ
研

究
成

果
の

発
信

／
研

究
資

料
等

の
共

同
利

用
【

学
系

共
通

】

C
.
1
：

研
究

成
果

の
発

信
、

研
究

資
料

等
の

共
同

利
用

を
推

進
す

る
た

め
の

工
夫

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

　
2
0
◯

年
度

に
共

同
利

用
・

共
同

研
究

拠
点

の
認

定
を

受
け

、
放

射
線

影
響

・
医

科
学

研
究

の
場

を
全

国
の

研
究

者
に

提
供

し
て

お
り

、
共

同
利

用
・

共
同

利
用

研
究

の
採

択
課

題
数

は
、

2
0
◯

年
度

の
7
6
件

か
ら

2
0
◯

年
度

の
1
2
8
件

へ
増

加
し

て
い

る
。

毎
年

度
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

や
、

ニ
ュ

ー
ス

レ
タ

ー
を

年
１

回
か

ら
２

回
発

行
す

る
な

ど
、

共
同

研
究

の
成

果
を

発
信

し
て

い
る

。
○

○
で

の
○

○
支

援
活

動
が

評
価

さ
れ

た
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
2
0
◯

年
度

に
◯

◯
大

学
は

、
高

度
被

ば
く

医
療

支
援

セ
ン

タ
ー

及
び

原
子

力
災

害
医

療
・

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

に
指

定
さ

れ
て

お
り

、
○

○
研

究
所

は
そ

の
中

核
を

担
っ

て
い

る
。

[
C
.
1
]

選
択

Ｄ
学

術
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
へ

の
貢

献
【

学
系

共
通

】

D
.
1
：

会
議

開
催

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
D
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

P
E
T
、

M
R
I
等

の
生

体
画

像
技

術
を

基
盤

と
す

る
分

子
プ

ロ
ー

ブ
、

画
像

解
析

法
、

生
体

機
能

解
析

法
等

の
開

発
で

は
、

2
0
◯

年
度

に
採

択
さ

れ
た

科
学

技
術

振
興

機
構

「
○

○
○

研
究

戦
略

推
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

の
実

施
や

医
工

連
携

に
よ

る
産

学
官

共
同

研
究

、
生

体
機

能
画

像
国

際
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
開

催
等

に
よ

り
、

画
像

医
学

の
研

究
拠

点
の

形
成

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
[
D
.
1
]

選
択

Ｚ
そ

の
他

根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

必
須

１
研

究
業

績
研

究
業

績
説

明
書

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

選
択

Ｚ
そ

の
他

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅱ
　
研
究
成
果
の
状
況
】
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

必
須

１
学

位
授

与
方

針
公

表
さ

れ
た

学
位

授
与

方
針

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

必
須

２
教

育
課

程
方

針
公

表
さ

れ
た

教
育

課
程

方
針

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

体
系

性
が

確
認

で
き

る
資

料
（

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ッ
プ

、
コ

ー
ス

・
ツ

リ
ー

、
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
等

）
2
0
1
9
年

度

自
己

点
検

・
評

価
に

お
い

て
体

系
性

や
水

準
に

関
す

る
検

証
を

実
施

し
て

い
る

場
合

は
そ

の
状

況
が

わ
か

る
資

料
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

研
究

指
導

、
学

位
論

文
（

特
定

課
題

研
究

の
成

果
を

含
む

。
）

指
導

体
制

が
確

認
で

き
る

資
料

（
規

定
、

申
合

せ
等

）
（

※
大

学
院

課
程

（
専

門
職

学
位

課
程

を
除

く
。

）
が

対
象

）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

必
須

３
教

育
課

程
の

編
成

、
授

業
科

目
の

内
容

3
.
1
：

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

／
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
体

系
的

な
構

築
、

　
　

 
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
の

実
施

体
制

、
教

育
目

的
に

即
し

た
科

目
群

の
設

定
3
.
2
：

社
会

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

※
の

構
築

、
　

　
 
社

会
課

題
や

人
材

需
要

を
踏

ま
え

た
教

育
3
.
3
：

学
術

動
向

に
即

し
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
※

の
構

築
、

学
際

的
教

育
の

推
進

3
.
5
：

大
学

院
の

コ
ー

ス
ワ

ー
ク

3
.
0
：

そ
の

他
※

例
え

ば
、

外
部

資
金

を
用

い
た

新
た

な
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

実
践

力
を

備
え

た
教

員
を

養
成

す
る

た
め

に
、

2
0
○

年
度

か
ら

発
達

障
害

・
不

登
校

・
子

育
て

支
援

に
関

す
る

医
療

、
教

育
、

心
理

、
福

祉
の

内
容

を
体

系
化

し
た

「
子

ど
も

の
発

達
と

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
設

置
し

て
お

り
、

コ
ア

科
目

で
あ

る
「

子
ど

も
の

支
援

」
の

受
講

生
は

、
2
0
○

年
度

か
ら

2
0
○

年
度

に
お

い
て

延
べ

約
2
,
5
0
0
名

と
な

っ
て

い
る

。
[
3
.
2
]

　
高

度
専

門
職

業
人

や
国

際
レ

ベ
ル

の
若

手
研

究
者

、
国

際
教

育
で

活
躍

で
き

る
実

践
者

・
実

務
者

を
養

成
す

る
た

め
に

、
ダ

ブ
ル

デ
ィ

グ
リ

ー
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
積

極
的

に
推

進
し

、
派

遣
者

数
は

2
0
1
6
年

度
の

1
5
名

か
ら

2
0
1
9
年

度
の

3
5
名

へ
大

幅
に

増
加

し
た

。
ま

た
、

短
期

留
学

数
も

相
対

的
に

増
加

傾
向

に
あ

る
。

さ
ら

に
、

大
学

院
専

攻
科

目
の

「
子

ど
も

社
会

学
」

「
教

育
評

価
の

理
論

と
実

践
」

、
教

育
基

礎
科

目
の

「
学

級
経

営
論

」
等

、
特

色
あ

る
科

目
を

1
2
科

目
開

設
し

、
社

会
的

な
要

請
に

大
き

く
応

え
て

い
る

。
[
3
.
2
]

７
．
教
育
系

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅰ
　
教
育
活
動
の
状
況
】

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
に

つ
い
て
≫

・
現
況
調
査
表
の
本

文
へ
の
記
述
に
当
た
っ
て
は
、
文
章
の
形
で
は
な
く
、
根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
形
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

・
デ
ー
タ
分
析
集
等

の
指
標
に
つ
い
て
は
、
機
構
が
行
う
現
況
分
析
に
お
け
る
３
種
類
の
区
分
（
「
◆
（
重
要
指
標
）
」
「
◇
（
分
析
指
標
）
」
「
・
（
参
考
指
標
）
」
）
を
冒
頭
に
付
し
て
い
ま
す
。

・
「
基
準
日
／
対
象

年
度
」
欄
の
〔

〕
書
き
に
つ
い
て
は
、
「
国
立
大
学
法
人
へ
の
問
い
合
わ
せ
」
（

20
20
年
８
月
下
旬
～
９
月
中
旬
予
定
）
の
段
階
で
提
出
等
が
必
要
な
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間

に
係
る
特
記
事
項
に
つ
い
て
≫

・
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」

に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
「
半
角
数
字
（
も
し
く
は
半
角
英
字
）
」
「

.（
半
角
ピ
リ
オ
ド
）
」
「
半
角
数
字
」
の

順
で
コ
ー
ド
を
付
し
て
い
ま
す
。
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」

を
記
述
す
る
際
に
は

、
該
当
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
コ
ー
ド
を
文
末
に

[
]
 （

半
角
角
括
弧
）
書
き
で
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

キ
ー
ワ
ー
ド
が
な
い
場
合
に
は
、

[
半
角
数
字
（
も
し
く
は
半
角
英
字
）

.0
]

を
文
末
に
付
記
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
対
応
す
る
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
を
す
べ
て
記
述
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
「
具
体
的
な
記
載

例
」
は
、
記
載
に
当
た
っ
て
の
例
示
で
あ
り
、
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
に
記
載
す
べ
き
内
容
を
制
限
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
部
の
記
載
項
目
で
は
、

空
欄
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
必
ず
し
も
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
の
記
載
を
妨
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
各
分
析
項
目
に
は

、
選
択
記
載
項
目
「
そ
の
他
」
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
を
記
載
す
る
に
当
た
り
、
ど
の
記
載
項
目
に
も
該
当
し
な
い
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、

こ
の
選
択
記
載
項
目

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
独
自
の
記
載
項
目
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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１
年

間
の

授
業

を
行

う
期

間
が

確
認

で
き

る
資

料
（

学
年

暦
、

年
間

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

等
）

2
0
1
9
年

度

シ
ラ

バ
ス

の
全

件
、

全
項

目
が

確
認

で
き

る
資

料
（

電
子

シ
ラ

バ
ス

の
デ

ー
タ

（
c
s
v
）

、
又

は
Ｕ

Ｒ
Ｌ

等
）

、
学

生
便

覧
等

関
係

資
料

2
0
1
9
年

度

専
門

職
大

学
院

に
係

る
Ｃ

Ａ
Ｐ

制
に

関
す

る
規

定
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

教
職

大
学

院
に

係
る

連
携

協
力

校
と

の
連

携
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
少

な
く

と
も

2
0
1
9
年

度

◇
協

定
等

に
基

づ
く

留
学

期
間

別
日

本
人

留
学

生
数

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
「

大
学

等
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

関
す

る
調

査
」

の
調

査
票

）
2
0
1
7
年

度

・
指

標
番

号
５

：
海

外
派

遣
率

⇒
海

外
派

遣
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
９

：
専

任
教

員
あ

た
り

の
学

生
数

⇒
学

生
数

／
専

任
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
1
0
：

専
任

教
員

に
占

め
る

女
性

専
任

教
員

の
割

合
⇒

女
性

専
任

教
員

数
／

専
任

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

履
修

指
導

の
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
習

相
談

の
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

社
会

的
・

職
業

的
自

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

能
力

を
培

う
取

組
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

履
修

上
特

別
な

支
援

を
要

す
る

学
生

等
に

対
す

る
学

習
支

援
の

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
少

な
く

と
も

2
0
1
9
年

度

成
績

評
価

基
準

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

成
績

評
価

の
分

布
表

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
生

か
ら

の
成

績
評

価
に

関
す

る
申

立
て

の
手

続
き

や
学

生
へ

の
周

知
等

が
明

示
さ

れ
て

い
る

資
料

p

必
須

５
履

修
指

導
、

支
援

5
.
1
：

学
習

支
援

の
充

実
、

学
習

意
欲

向
上

方
策

、
学

習
環

境
の

整
備

5
.
2
：

履
修

指
導

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

5
.
3
：

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
取

組
5
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
生

の
学

修
意

識
と

学
生

生
活

の
状

況
を

改
革

す
る

た
め

に
、

担
当

教
員

が
学

生
指

導
に

活
用

で
き

る
学

修
自

己
評

価
オ

ン
ラ

イ
ン

シ
ス

テ
ム

を
整

備
し

、
活

用
し

て
い

る
。

教
員

免
許

に
関

す
る

学
修

情
報

を
踏

ま
え

た
実

際
の

取
り

組
み

を
日

々
サ

ポ
ー

ト
す

る
専

門
職

を
、

2
0
1
6
年

度
か

ら
2
0
1
9
年

度
で

1
5
名

設
置

し
、

ピ
ア

サ
ポ

ー
ト

制
度

の
充

実
に

向
け

て
大

学
院

生
の

ア
シ

ス
タ

ン
ト

ス
タ

ッ
フ

を
2
0
名

増
員

し
て

い
る

。
[
5
.
1
]

　
附

属
図

書
館

の
改

修
を

行
い

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

機
能

を
持

っ
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
コ

モ
ン

ズ
を

整
備

し
、

2
0
1
6
年

度
に

大
学

院
学

生
に

よ
る

学
習

サ
ポ

ー
タ

ー
を

1
0
名

置
い

て
以

来
、

2
0
1
9
年

度
ま

で
に

2
5
名

ま
で

増
員

で
き

て
い

る
。

学
部

学
生

の
課

題
レ

ポ
ー

ト
の

作
成

や
卒

業
論

文
の

執
筆

に
つ

い
て

の
相

談
等

の
学

習
支

援
を

行
っ

て
い

る
。

[
5
.
1
]

必
須

６
成

績
評

価

6
.
1
：

学
習

成
果

の
評

価
方

法
、

成
績

評
価

の
厳

格
化

6
.
2
：

成
績

評
価

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

6
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

小
学

校
・

中
学

校
教

員
養

成
免

許
に

関
わ

る
必

修
科

目
を

中
心

に
成

績
認

定
の

手
続

き
の

明
確

化
と

厳
格

化
に

取
り

組
み

、
そ

の
結

果
、

特
に

「
理

科
」

に
強

い
小

学
校

教
員

の
養

成
に

お
い

て
は

、
公

立
学

校
教

員
採

用
試

験
に

設
け

ら
れ

た
採

用
枠

に
お

い
て

、
そ

の
採

用
率

が
2
0
1
6
年

度
か

ら
2
0
1
9
年

度
に

3
0
％

増
加

し
て

い
る

。
[
6
.
1
]

必
須

４
授

業
形

態
、

学
習

指
導

法

4
.
1
：

教
育

方
法

の
組

み
合

わ
せ

、
専

門
分

野
の

実
験

・
実

習
・

現
場

教
育

の
工

夫
、

　
 
　

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
、

多
様

な
学

修
・

研
究

の
機

会
4
.
2
：

実
践

的
学

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
4
.
3
：

情
報

通
信

技
術

（
Ｉ

Ｃ
Ｔ

）
な

ど
の

多
様

な
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

4
.
4
：

教
員

間
の

連
携

体
制

、
教

育
・

研
究

の
指

導
体

制
、

　
 
　

教
育

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

教
員

構
成

4
.
5
：

論
文

等
指

導
の

工
夫

、
大

学
院

生
の

キ
ャ

リ
ア

開
発

4
.
6
：

理
論

と
実

務
の

架
橋

を
図

る
教

育
方

法
の

工
夫

4
.
7
：

学
習

指
導

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

4
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

教
職

専
門

性
開

発
コ

ー
ス

の
学

部
卒

大
学

院
生

と
ス

ク
ー

ル
リ

ー
ダ

ー
養

成
コ

ー
ス

の
現

職
教

員
大

学
院

生
が

協
働

で
学

ぶ
月

間
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

お
い

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

学
習

や
異

な
る

校
種

・
異

な
る

世
代

が
混

ざ
る

小
グ

ル
ー

プ
で

の
議

論
を

主
と

し
た

教
育

方
法

を
採

用
す

る
な

ど
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

[
4
.
1
]

　
多

数
の

科
目

で
実

務
家

教
員

と
研

究
者

教
員

の
協

働
に

よ
る

テ
ィ

ー
ム

・
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
、

少
人

数
教

育
、

対
話

・
討

論
型

授
業

を
取

り
入

れ
る

な
ど

の
工

夫
を

行
っ

て
お

り
、

導
入

し
て

い
る

授
業

の
件

数
は

、
2
0
1
6
年

度
の

５
件

か
ら

2
0
1
9
年

度
に

は
3
0
件

と
大

幅
に

増
加

し
て

い
る

。
ま

た
、

実
務

家
教

員
が

占
め

る
授

業
の

割
合

が
2
0
1
6
年

度
の

1
5
件

か
ら

2
0
1
9
年

度
に

は
2
5
件

に
毎

年
度

増
加

し
て

い
る

。
[
4
.
4
]

－
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卒
業

又
は

修
了

の
要

件
を

定
め

た
規

定
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

卒
業

又
は

修
了

判
定

に
関

す
る

教
授

会
等

の
審

議
及

び
学

長
な

ど
組

織
的

な
関

わ
り

方
を

含
め

て
卒

業
（

修
了

）
判

定
の

手
順

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
9
年

度

学
位

論
文

（
課

題
研

究
）

の
審

査
に

係
る

手
続

き
及

び
評

価
の

基
準

（
※

大
学

院
課

程
（

専
門

職
学

位
課

程
を

除
く

。
）

が
対

象
）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

修
了

判
定

に
関

す
る

教
授

会
等

の
審

議
及

び
学

長
な

ど
組

織
的

な
関

わ
り

方
が

確
認

で
き

る
資

料
（

※
大

学
院

課
程

（
専

門
職

学
位

課
程

を
含

む
。

）
が

対
象

）
2
0
1
9
年

度

学
位

論
文

の
審

査
体

制
、

審
査

員
の

選
考

方
法

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

大
学

院
課

程
（

専
門

職
学

位
課

程
を

除
く

。
）

が
対

象
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
生

受
入

方
針

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

◇
入

学
者

選
抜

確
定

志
願

状
況

に
お

け
る

志
願

倍
率

（
「

毎
年

度
の

入
学

者
選

抜
確

定
志

願
状

況
」

）
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◆
入

学
定

員
充

足
率

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
１

：
女

性
学

生
の

割
合

⇒
女

性
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
２

：
社

会
人

学
生

の
割

合
⇒

社
会

人
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
３

：
留

学
生

の
割

合
⇒

留
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
６

：
受

験
者

倍
率

⇒
受

験
者

数
／

募
集

人
員

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
７

：
入

学
定

員
充

足
率

⇒
入

学
者

数
／

入
学

定
員

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
協

定
等

に
基

づ
く

留
学

期
間

別
日

本
人

留
学

生
数

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度

◇
指

標
番

号
３

：
留

学
生

の
割

合
⇒

留
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
５

：
海

外
派

遣
率

⇒
海

外
派

遣
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

７
卒

業
（

修
了

）
判

定

7
.
1
：

卒
業

又
は

修
了

の
判

定
体

制
・

判
定

方
法

7
.
2
：

学
位

論
文

（
課

題
研

究
）

の
評

価
体

制
・

評
価

方
法

7
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

教
育

目
標

に
掲

げ
る

養
成

す
べ

き
能

力
を

涵
養

す
る

た
め

に
、

卒
業

要
件

単
位

の
う

ち
教

養
系

の
科

目
の

割
合

を
2
0
1
6
年

度
の

5
0
％

以
上

か
ら

2
0
1
9
年

度
に

は
6
0
%
以

上
に

設
定

し
、

デ
ィ

プ
ロ

マ
ポ

リ
シ

ー
に

即
し

た
教

育
課

程
を

編
成

し
て

い
る

。
[
7
.
1
]

　
博

士
前

期
課

程
で

は
、

修
了

の
た

め
の

論
文

作
成

方
法

と
し

て
、

修
士

論
文

と
課

題
研

究
報

告
書

の
２

通
り

の
方

法
を

設
定

し
て

お
り

、
後

期
課

程
に

進
学

す
る

大
学

院
生

、
教

師
を

目
指

す
大

学
院

生
、

現
職

教
員

の
社

会
人

大
学

院
生

等
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
て

い
る

。
[
7
.
2
]

必
須

８
学

生
の

受
入

8
.
1
：

多
様

な
学

生
の

入
学

促
進

・
志

願
者

増
加

方
策

・
受

入
体

制
8
.
2
：

適
正

な
入

学
者

確
保

8
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
1
6
年

度
か

ら
秋

期
入

学
者

選
抜

試
験

で
、

国
際

交
流

協
定

大
学

で
あ

る
中

国
の

師
範

大
学

、
文

化
大

学
及

び
外

国
語

大
学

の
学

生
を

対
象

と
し

た
外

国
人

留
学

生
特

別
選

抜
を

実
施

し
て

お
り

、
2
0
1
6
年

度
に

お
け

る
志

願
者

数
の

２
名

か
ら

2
0
1
9
年

度
の

志
願

者
数

の
８

名
ま

で
増

加
し

、
入

学
者

数
は

2
0
1
6
年

度
の

１
名

か
ら

2
0
1
9
年

度
の

５
名

に
増

加
し

て
い

る
。

[
8
.
1
]

選
択

Ａ
教

育
の

国
際

性
【

学
系

共
通

】

A
.
1
：

キ
ャ

ン
パ

ス
の

国
際

化
、

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
育

成
A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
生

の
国

際
的

な
教

育
体

験
を

充
実

さ
せ

る
た

め
、

短
期

海
外

派
遣

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

留
学

時
の

授
業

料
免

除
規

定
や

返
還

義
務

を
課

さ
な

い
奨

学
金

制
度

を
設

置
し

て
お

り
、

第
３

期
中

期
目

標
期

間
に

長
期

派
遣

及
び

短
期

派
遣

を
合

わ
せ

て
、

2
0
1
6
年

度
の

5
0
名

か
ら

2
0
1
9
年

度
の

7
5
名

ま
で

増
加

し
て

い
る

。
[
A
.
1
]

－
教
育
系
-
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選
択

Ｂ
地

域
・

教
育

委
員

会
・

附
属

学
校

と
の

連
携

に
よ

る
教

育
活

動

B
.
1
：

学
校

・
教

育
委

員
会

、
外

部
組

織
・

他
大

学
等

と
の

連
携

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
1
6
年

度
以

降
、

市
教

育
委

員
会

等
の

近
隣

５
市

町
村

の
教

育
委

員
会

と
連

携
協

定
を

結
び

、
学

生
が

教
員

に
な

る
た

め
の

資
質

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

児
童

・
生

徒
の

学
力

向
上

に
貢

献
し

て
い

る
。

公
民

館
、

児
童

館
等

で
小

・
中

学
生

の
学

習
サ

ポ
ー

ト
を

通
じ

て
子

ど
も

た
ち

と
の

関
わ

り
を

学
ぶ

「
地

域
コ

ラ
ボ

レ
ー

シ
ョ

ン
演

習
・

実
習

」
で

は
、

児
童

・
生

徒
の

参
加

者
数

が
2
0
1
6
年

度
の

延
べ

5
7
7
名

か
ら

2
0
1
9
年

度
の

延
べ

1
,
9
7
1
名

に
増

加
し

た
。

[
B
.
1
]

　
○

○
専

攻
で

は
、

子
ど

も
の

理
科

離
れ

や
理

科
教

員
の

不
足

等
の

地
域

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

、
2
0
○

年
度

よ
り

、
県

及
び

市
町

村
教

育
委

員
会

と
の

連
携

・
共

同
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

大
学

院
生

及
び

現
職

教
員

を
対

象
と

し
た

理
数

系
教

員
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

、
第

３
期

中
期

計
画

期
間

中
の

修
了

者
は

延
べ

1
0
0
名

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

県
教

育
委

員
会

と
の

連
携

・
協

力
や

要
望

に
よ

り
、

2
0
○

年
度

か
ら

現
職

教
員

を
対

象
と

し
た

特
別

支
援

教
育

コ
ー

ス
短

期
履

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

、
2
0
○

年
度

は
2
0
名

、
2
0
○

年
度

は
2
5
名

を
受

け
入

れ
て

い
る

。
[
B
.
1
]

選
択

Ｃ
教

育
の

質
の

保
証

・
向

上
【

学
系

共
通

】

C
.
1
：

Ｆ
Ｄ

・
Ｓ

Ｄ
、

教
員

の
キ

ャ
リ

ア
開

発
、

教
員

評
価

、
教

育
改

善
の

取
組

C
.
2
：

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

、
外

部
評

価
・

第
三

者
評

価
、

関
係

者
の

意
見

聴
取

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
校

教
育

課
程

で
は

、
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

か
か

る
人

事
方

策
の

一
環

と
し

て
、

教
育

勤
務

経
験

の
あ

る
教

員
を

積
極

的
に

採
用

し
て

お
り

、
2
0
1
6
年

５
月

１
日

現
在

で
は

教
員

の
4
6
.
1
％

が
教

職
経

験
者

と
な

っ
て

い
た

が
、

2
0
1
9
年

度
５

月
１

日
現

在
に

は
6
3
％

ま
で

増
加

し
て

い
る

。
[
C
.
2
]

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
の

推
進

に
寄

与
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
短

期
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

な
ど

）
が

公
開

さ
れ

て
い

る
刊

行
物

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
等

の
該

当
箇

所
2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
２

：
社

会
人

学
生

の
割

合
⇒

社
会

人
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
４

：
正

規
課

程
学

生
に

対
す

る
科

目
等

履
修

生
等

の
比

率
⇒

科
目

等
履

修
生

等
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

選
択

Ｚ
そ

の
他

選
択

Ｄ
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
推

進
【

学
系

共
通

】

D
.
1
：

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
を

推
進

す
る

た
め

の
工

夫
、

社
会

人
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
　

 
　

初
等

中
等

教
育

と
の

連
携

や
生

涯
学

習
へ

の
貢

献
D
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

卒
業

生
、

修
了

生
や

様
々

な
寄

附
に

関
す

る
支

援
者

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
強

化
し

つ
つ

、
社

会
人

が
学

習
し

や
す

い
環

境
整

備
も

進
め

、
学

校
教

員
を

対
象

と
し

た
再

教
育

教
員

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

2
0
1
6
年

度
に

開
設

し
2
0
名

が
受

講
、

2
0
1
9
年

度
に

は
4
5
名

が
受

講
と

、
受

講
者

数
が

大
幅

に
増

加
し

て
い

る
。

[
D
.
1
]

－
教
育
系
-
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

◇
標

準
修

業
年

限
内

卒
業

（
修

了
）

率
⇒

標
準

修
業

年
限

で
卒

業
（

修
了

）
し

た
者

の
数

／
標

準
修

業
年

限
前

の
入

学
者

数
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◆
「

標
準

修
業

年
限

×
1
.
5
」

年
内

卒
業

（
修

了
）

率
⇒

Ａ
の

う
ち

、
（

標
準

修
業

年
限

×
1
.
5
）

年
間

に
学

位
を

取
得

し
た

者
の

数
／

（
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
）

年
前

の
入

学
者

数
（

Ａ
）

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
博

士
の

学
位

授
与

数
（

課
程

博
士

の
み

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
4
：

留
年

率
⇒

留
年

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
1
5
：

退
学

率
⇒

退
学

者
・

除
籍

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
6
：

休
学

率
⇒

休
学

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
7
：

卒
業

・
修

了
者

の
う

ち
標

準
修

業
年

限
内

卒
業

・
修

了
率

⇒
標

準
修

業
年

限
内

で
の

卒
業

・
修

了
者

数
／

卒
業

・
修

了
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
8
：

卒
業

・
修

了
者

の
う

ち
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
年

以
内

で
の

卒
業

・
修

了
率

⇒
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
年

内
で

の
卒

業
・

修
了

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
9
：

受
験

者
数

に
対

す
る

資
格

取
得

率
⇒

合
格

者
数

／
受

験
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
0
：

卒
業

・
修

了
者

に
対

す
る

資
格

取
得

率
⇒

合
格

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
1
：

進
学

率
⇒

進
学

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
2
：

卒
業

・
修

了
者

に
占

め
る

就
職

者
の

割
合

⇒
就

職
者

数
／

卒
業

・
修

了
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
3
：

職
業

別
就

職
率

⇒
職

業
区

分
別

就
職

者
数

／
就

職
者

数
合

計
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
4
：

産
業

別
就

職
率

⇒
産

業
区

分
別

就
職

者
数

／
就

職
者

数
合

計
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
教

員
就

職
率

（
教

員
養

成
課

程
）

※
卒

業
者

数
か

ら
大

学
院

等
へ

の
進

学
者

と
保

育
士

へ
の

就
職

者
を

除
い

た
数

を
母

数
と

し
た

場
合

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
正

規
任

用
の

み
の

教
員

就
職

率
（

教
員

養
成

課
程

）
※

卒
業

者
数

か
ら

大
学

院
等

へ
の

進
学

者
と

保
育

士
へ

の
就

職
者

を
除

い
た

数
を

母
数

と
し

た
場

合
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
教

員
就

職
率

（
教

職
大

学
院

）
※

現
職

教
員

学
生

を
除

く
教

職
大

学
院

修
了

者
を

母
数

と
し

た
場

合
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
正

規
任

用
の

み
の

教
員

就
職

率
（

教
職

大
学

院
）

※
現

職
教

員
学

生
を

除
く

教
職

大
学

院
修

了
者

を
母

数
と

し
た

場
合

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

【
分
析
項
目
Ⅱ
　
教
育
成
果
の
状
況
】

必
須

１
卒

業
（

修
了

）
率

、
資

格
取

得
等

1
.
1
：

「
単

位
取

得
・

成
績

・
学

位
授

与
の

状
況

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

1
.
2
：

「
資

格
取

得
、

学
外

試
験

の
結

果
、

学
生

の
研

究
実

績
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
　

　
 
教

育
成

果
1
.
3
：

「
独

自
の

学
修

成
果

の
測

定
・

可
視

化
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
教

育
成

果
1
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
生

の
受

賞
状

況
に

つ
い

て
、

2
0
1
6
年

度
に

技
術

教
育

創
造

の
世

界
（

大
学

生
版

、
大

学
院

生
版

）
発

明
作

品
コ

ン
テ

ス
ト

に
お

い
て

、
最

優
秀

賞
、

奨
励

賞
な

ど
６

件
受

賞
、

2
0
1
9
年

度
に

は
同

コ
ン

テ
ス

ト
特

別
賞

と
奨

励
賞

な
ど

８
件

受
賞

し
て

い
る

。
[
1
.
2
]

必
須

２
就

職
、

進
学

2
.
1
：

「
就

職
・

進
学

率
、

就
職

先
の

特
徴

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

2
.
2
：

「
現

職
教

員
学

生
の

修
了

後
の

状
況

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

2
.
3
：

「
独

自
の

学
修

成
果

の
測

定
・

可
視

化
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
教

育
成

果
2
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
1
6
年

度
に

学
生

が
身

に
付

け
る

べ
き

能
力

・
資

質
に

つ
い

て
明

示
し

た
科

目
を

新
規

に
導

入
し

、
2
0
1
7
年

度
の

「
教

員
養

成
モ

デ
ル

発
信

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
の

開
始

、
「

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
教

育
論

」
の

必
修

化
等

の
教

育
内

容
・

方
法

に
関

す
る

改
革

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
こ

れ
ら

の
取

組
に

よ
り

、
教

員
養

成
を

主
目

的
と

す
る

小
学

校
教

員
の

課
程

の
教

員
就

職
率

は
、

2
0
1
6
年

度
の

4
4
.
5
％

か
ら

2
0
1
9
年

度
の

6
7
.
3
％

に
増

加
し

て
い

る
。

[
2
.
1
]

　
現

職
教

員
の

修
了

生
の

う
ち

約
8
0
％

は
、

当
該

研
究

科
在

学
中

に
取

得
し

た
資

格
を

活
用

し
、

特
別

支
援

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
し

て
校

内
及

び
地

域
と

連
携

し
た

活
動

を
行

っ
て

い
る

。
[
2
.
2
]

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

－
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選
択

Ａ
卒

業
（

修
了

）
時

の
学

生
か

ら
の

意
見

聴
取

【
学

系
共

通
】

学
生

か
ら

の
意

見
聴

取
（

学
習

の
達

成
度

や
満

足
度

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
、

学
習

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

分
析

調
査

、
懇

談
会

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

）
の

概
要

及
び

そ
の

結
果

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

A
.
1
：

「
卒

業
（

修
了

）
時

の
学

生
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

全
学

部
生

、
全

大
学

院
生

を
対

象
に

授
業

や
学

生
生

活
、

学
生

支
援

に
関

す
る

「
満

足
度

調
査

」
「

授
業

内
容

ア
ン

ケ
ー

ト
」

を
同

時
に

実
施

し
、

特
に

F
D
や

S
D
の

取
組

を
反

映
し

た
結

果
で

は
、

2
0
1
6
年

度
は

7
5
.
2
％

の
肯

定
的

回
答

が
2
0
1
9
年

度
に

は
9
2
.
3
％

ま
で

増
加

し
て

い
る

。
[
A
.
1
]

選
択

Ｂ
卒

業
（

修
了

）
生

か
ら

の
意

見
聴

取
【

学
系

共
通

】

卒
業

（
修

了
）

後
、

一
定

年
限

を
経

過
し

た
卒

業
（

修
了

）
生

に
つ

い
て

の
意

見
聴

取
（

ア
ン

ケ
ー

ト
、

懇
談

会
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

等
）

の
概

要
及

び
そ

の
結

果
が

確
認

で
き

る
資

料
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

B
.
1
「

卒
業

生
等

調
査

の
結

果
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
教

育
成

果
B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

第
２

期
～

第
３

期
の

同
窓

生
を

対
象

し
た

「
大

学
の

教
育

に
関

す
る

満
足

ア
ン

ケ
ー

ト
」

を
実

施
し

、
担

当
教

員
の

学
修

指
導

や
研

究
指

導
な

ど
の

内
容

が
現

在
の

仕
事

や
生

活
に

も
役

立
っ

て
い

る
と

し
た

肯
定

的
回

答
は

、
2
0
○

年
度

の
7
5
.
5
％

か
ら

2
0
○

年
度

の
9
0
.
2
％

に
大

幅
に

増
加

し
て

い
る

。
[
B
.
1
]

選
択

Ｃ
就

職
先

等
か

ら
の

意
見

聴
取

【
学

系
共

通
】

就
職

先
や

進
学

先
等

の
関

係
者

へ
の

意
見

聴
取

（
ア

ン
ケ

ー
ト

、
懇

談
会

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

）
の

概
要

及
び

そ
の

結
果

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

C
.
1
：

「
就

職
先

等
調

査
の

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

県
内

の
校

長
、

副
校

長
、

教
頭

、
教

員
を

対
象

と
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

で
は

、
肯

定
的

な
回

答
の

割
合

が
「

教
員

の
教

科
指

導
（

授
業

）
に

お
い

て
実

践
的

力
量

が
あ

る
」

の
設

問
に

お
い

て
2
0
1
6
年

度
で

約
9
0
.
3
％

、
2
0
1
9
年

度
は

約
9
4
.
0
％

と
極

め
て

高
く

な
っ

て
い

る
。

[
C
.
1
]

選
択

Ｚ
そ

の
他

－
教
育
系
-
6
－
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

教
員

、
研

究
員

等
の

人
数

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

ポ
ス

ド
ク

研
究

員
や

Ｕ
Ｒ

Ａ
等

の
研

究
支

援
ス

タ
ッ

フ
を

含
む

。
）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

◇
本

務
教

員
の

年
齢

構
成

が
確

認
で

き
る

資
料

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

・
指

標
番

号
1
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

研
究

員
数

⇒
研

究
員

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

構
成

員
へ

の
法

令
遵

守
や

研
究

者
倫

理
等

に
関

す
る

施
策

の
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

利
益

相
反

、
生

命
倫

理
、

環
境

・
安

全
管

理
の

規
程

、
研

究
不

正
防

止
の

規
程

等
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

研
究

活
動

を
検

証
す

る
組

織
、

検
証

の
方

法
が

確
認

で
き

る
資

料
2
0
1
9
年

度

・
博

士
の

学
位

授
与

数
（

課
程

博
士

の
み

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
研

究
活

動
状

況
に

関
す

る
資

料
（

学
系

別
）

【
様

式
】

研
究

活
動

状
況

に
関

す
る

資
料

（
教

育
系

）
を

参
照

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
4
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

特
許

出
願

数
⇒

特
許

出
願

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
4
2
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

特
許

取
得

数
⇒

特
許

取
得

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

３
論

文
・

著
書

・
特

許
・

学
会

発
表

な
ど

必
須

１
研

究
の

実
施

体
制

及
び

支
援

・
推

進
体

制

1
.
1
：

拠
点

形
成

、
組

織
・

再
編

、
研

究
支

援
体

制
・

研
究

管
理

体
制

1
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

第
３

期
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
日

本
学

術
振

興
会

特
別

研
究

員
の

新
規

採
用

数
は

年
７

名
か

ら
1
7
名

の
間

を
推

移
し

て
お

り
、

2
0
1
9
年

度
の

在
籍

数
は

3
4
名

と
な

っ
て

い
る

。
海

外
研

究
者

の
派

遣
・

受
入

の
交

流
実

績
は

、
第

２
期

中
期

目
標

期
間

の
4
3
件

か
ら

第
３

期
中

期
目

標
期

間
の

5
5

件
に

増
加

し
て

い
る

。
ま

た
、

高
麗

大
学

校
（

韓
国

）
と

協
定

を
締

結
す

る
な

ど
、

第
３

期
中

期
目

標
期

間
に

部
局

間
交

流
協

定
を

新
た

に
８

校
と

締
結

し
て

い
る

。
[
1
.
1
]

必
須

２
研

究
活

動
に

関
す

る
施

策
／

研
究

活
動

の
質

の
向

上

2
.
1
：

研
究

推
進

方
策

、
特

色
あ

る
研

究
等

の
推

進
、

学
際

的
研

究
の

促
進

、
　

　
 
社

会
課

題
に

関
す

る
研

究
2
.
2
：

人
事

方
策

、
若

手
研

究
者

の
確

保
・

育
成

2
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

次
世

代
教

員
養

成
セ

ン
タ

ー
及

び
附

属
小

・
中

学
校

で
は

、
民

間
企

業
と

の
共

同
研

究
に

よ
り

、
地

域
全

体
の

指
導

環
境

の
充

実
や

学
力

向
上

に
貢

献
す

る
I
C
T
活

用
の

研
究

等
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
女

性
教

員
数

が
2
0
1
6
年

度
の

4
0
名

か
ら

2
0
1
9
年

度
の

6
0
名

へ
と

大
幅

に
増

加
し

て
い

る
。

[
2
.
1
]

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅰ
　
研
究
活
動
の
状
況
】

【
様

式
】

研
究

活
動

状
況

に
関

す
る

資
料

（
教

育
系

）
 

 
2
0
1
6
年

度
 

2
0
1
7
年

度
 

2
0
1
8
年

度
 

2
0
1
9
年

度
 

専
任

教
員

数
 

 
 

 
 

著
書

数
 

日
本

語
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

外
国

語
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

査
読

付
き

論
文

数
 

日
本

語
 

 
 

 
 

外
国

語
 

 
 

 
 

学
会

発
表

数
 

 
 

 
 

作
品

等
の

数
 

 
 

 
 

そ
の

他
 

 
 

 
 

※
１

 
「

専
任

教
員

数
」

に
つ

い
て

は
、

各
年

度
の

５
月

１
日

現
在

の
当

該
学

部
・

研
究

科
等

に

所
属

す
る

研
究

活
動

を
行

っ
て

い
る

専
任

教
員

（
教

授
、

准
教

授
、

講
師

、
助

教
）

の
人

数

と
し

て
く

だ
さ

い
。

2
0
1
9
年

度
の

専
任

教
員

数
は

、
学

部
・

研
究

科
等

ご
と

の
「

研
究

業
績

説
明

書
」

で
求

め
ら

れ
る

専
任

教
員

数
と

一
致

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 

 
 

 
※

２
 

著
書

数
に

つ
い

て
は

、
内

数
と

し
て

「
単

著
」

の
数

を
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。
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◇
指

標
番

号
2
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
申

請
件

数
（

新
規

）
⇒

申
請

件
数

（
新

規
）

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
採

択
内

定
件

数
⇒

内
定

件
数

（
新

規
）

／
本

務
教

員
数

⇒
内

定
件

数
（

新
規

・
継

続
）

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
7
：

科
研

費
採

択
内

定
率

（
新

規
）

⇒
内

定
件

数
（

新
規

）
／

申
請

件
数

（
新

規
）

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
8
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
内

定
金

額
⇒

内
定

金
額

／
本

務
教

員
数

⇒
内

定
金

額
（

間
接

経
費

含
む

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
9
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

競
争

的
資

金
採

択
件

数
⇒

競
争

的
資

金
採

択
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
3
0
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

競
争

的
資

金
受

入
金

額
⇒

競
争

的
資

金
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

件
数

⇒
共

同
研

究
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
2
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

共
同

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
3
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

金
額

⇒
共

同
研

究
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
4
：

本
務

教
員

当
た

り
の

共
同

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

共
同

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

件
数

⇒
受

託
研

究
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

受
託

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
7
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

金
額

⇒
受

託
研

究
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
8
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

受
託

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

４
研

究
資

金

－
教
育
系
-
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－
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・
指

標
番

号
3
9
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

寄
附

金
受

入
件

数
⇒

寄
附

金
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
0
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

寄
附

金
受

入
金

額
⇒

寄
附

金
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
3
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

ラ
イ

セ
ン

ス
契

約
数

⇒
ラ

イ
セ

ン
ス

契
約

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
4
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

ラ
イ

セ
ン

ス
収

入
額

⇒
ラ

イ
セ

ン
ス

収
入

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
4
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

外
部

研
究

資
金

の
金

額
⇒

（
科

研
費

の
内

定
金

額
（

間
接

経
費

含
む

）
＋

共
同

研
究

受
入

金
額

＋
受

託
研

究
受

入
金

額
＋

寄
附

金
受

入
金

額
）

の
合

計
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
4
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

民
間

研
究

資
金

の
金

額
⇒

（
共

同
研

究
受

入
金

額
（

国
内

・
外

国
企

業
か

ら
の

み
）

＋
受

託
研

究
受

入
金

額
（

国
内

・
外

国
企

業
か

ら
の

み
）

＋
寄

附
金

受
入

金
額

）
の

合
計

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

選
択

Ａ
地

域
・

附
属

学
校

と
の

連
携

に
よ

る
研

究
活

動

A
.
1
：

地
方

自
治

体
・

附
属

学
校

等
と

の
連

携
に

よ
る

共
同

研
究

の
推

進
A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
校

と
地

域
の

連
携

に
お

け
る

諸
課

題
に

関
す

る
実

践
研

究
を

行
う

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

型
の

必
修

科
目

「
協

働
実

践
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

を
設

け
、

教
科

間
の

協
働

や
学

校
等

で
の

実
践

的
教

育
研

究
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
で

、
学

生
の

教
育

実
践

力
の

育
成

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
そ

の
成

果
と

し
て

、
学

会
誌

や
紀

要
等

に
公

表
さ

れ
た

学
生

に
よ

る
学

術
論

文
数

は
第

２
期

中
期

目
標

期
間

の
合

計
3
1
件

か
ら

第
３

期
中

期
目

標
期

間
の

合
計

4
0
件

に
増

加
し

て
い

る
。

[
A
.
1
]

選
択

Ｂ
国

際
的

な
連

携
に

よ
る

研
究

活
動

【
学

系
共

通
】

B
.
1
：

国
際

的
な

共
同

研
究

の
推

進
B
.
2
：

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
、

研
究

者
の

国
際

交
流

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

世
界

的
な

教
育

課
題

に
対

応
で

き
る

人
材

を
養

成
す

る
た

め
、

海
外

大
学

と
の

学
術

交
流

協
定

に
よ

る
共

同
研

究
を

2
0
1
6
年

度
に

開
始

し
、

早
く

も
研

究
成

果
が

出
始

め
て

い
る

。
国

際
共

著
論

文
件

数
が

2
0
1
6
年

度
の

５
件

か
ら

2
0
1
9
年

度
の

1
5
件

へ
と

大
き

く
増

加
し

、
成

果
を

見
せ

て
い

る
。

[
B
.
1
]
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選
択

Ｃ
研

究
成

果
の

発
信

／
研

究
資

料
等

の
共

同
利

用
【

学
系

共
通

】

C
.
1
：

研
究

成
果

の
発

信
、

研
究

資
料

等
の

共
同

利
用

を
推

進
す

る
た

め
の

工
夫

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
1
6
年

度
か

ら
学

校
危

機
に

対
す

る
予

防
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
を

３
件

行
い

、
特

に
教

育
学

部
と

連
携

し
て

実
施

し
て

い
る

環
境

保
護

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

い
て

開
発

し
て

お
り

、
2
0
○

年
度

に
は

５
件

の
全

国
展

開
に

成
功

し
て

い
る

。
開

発
し

た
安

全
学

習
の

デ
ジ

タ
ル

教
材

は
、

全
国

の
国

公
立

小
学

校
で

使
用

さ
れ

て
い

る
。

[
C
.
1
]

選
択

Ｄ
学

術
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
へ

の
貢

献
【

学
系

共
通

】

D
.
1
：

会
議

開
催

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
D
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

大
学

附
属

教
育

実
践

セ
ン

タ
ー

の
取

り
組

み
に

基
づ

き
、

小
中

学
校

教
員

の
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

関
係

の
共

同
研

究
拠

点
が

新
た

に
形

成
さ

れ
た

。
こ

れ
ま

で
に

は
な

か
っ

た
実

践
的

な
研

究
テ

ー
マ

や
ト

ピ
ッ

ク
に

よ
る

研
究

会
、

学
会

が
で

き
、

関
連

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
数

が
2
0
1
6
年

度
の

1
2
件

か
ら

2
0
1
9
度

の
2
0
件

ま
で

に
増

加
し

て
い

る
。

[
D
.
1
]

選
択

Ｚ
そ

の
他

根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

必
須

１
研

究
業

績
研

究
業

績
説

明
書

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

選
択

Ｚ
そ

の
他

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅱ
　
研
究
成
果
の
状
況
】
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

必
須

１
学

位
授

与
方

針
公

表
さ

れ
た

学
位

授
与

方
針

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

必
須

２
教

育
課

程
方

針
公

表
さ

れ
た

教
育

課
程

方
針

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

体
系

性
が

確
認

で
き

る
資

料
（

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ッ
プ

、
コ

ー
ス

・
ツ

リ
ー

、
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
等

）
2
0
1
9
年

度

自
己

点
検

・
評

価
に

お
い

て
体

系
性

や
水

準
に

関
す

る
検

証
を

実
施

し
て

い
る

場
合

は
そ

の
状

況
が

わ
か

る
資

料
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

研
究

指
導

、
学

位
論

文
（

特
定

課
題

研
究

の
成

果
を

含
む

。
）

指
導

体
制

が
確

認
で

き
る

資
料

（
規

定
、

申
合

せ
等

）
（

※
大

学
院

課
程

（
専

門
職

学
位

課
程

を
除

く
。

）
が

対
象

）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

８
．
総
合
文
系

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅰ
　
教
育
活
動
の
状
況
】

必
須

３
教

育
課

程
の

編
成

、
授

業
科

目
の

内
容

3
.
1
：

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

／
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
体

系
的

な
構

築
、

　
　

 
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
の

実
施

体
制

、
教

育
目

的
に

即
し

た
科

目
群

の
設

定
3
.
2
：

社
会

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

※
の

構
築

、
　

　
 
社

会
課

題
や

人
材

需
要

を
踏

ま
え

た
教

育
3
.
3
：

学
術

動
向

に
即

し
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
※

の
構

築
3
.
4
：

教
養

教
育

と
専

門
教

育
の

関
わ

り
、

　
　

 
新

入
学

生
の

学
習

履
歴

を
踏

ま
え

た
教

育
（

導
入

教
育

な
ど

）
3
.
5
：

大
学

院
の

コ
ー

ス
ワ

ー
ク

3
.
0
：

そ
の

他
※

例
え

ば
、

外
部

資
金

を
用

い
た

新
た

な
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

町
お

こ
し

等
で

ア
ー

ト
と

社
会

及
び

経
済

と
を

つ
な

ぐ
人

材
の

需
要

が
高

ま
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

ア
ー

ト
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

や
知

的
財

産
に

関
す

る
科

目
を

開
設

し
、

現
代

社
会

に
お

け
る

芸
術

の
多

様
な

在
り

方
を

教
育

に
反

映
し

て
い

る
。

[
3
.
2
]

　
○

○
○

で
は

2
0
○

年
度

に
実

践
実

習
科

目
群

の
設

定
、

学
校

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

支
援

室
の

設
置

と
学

生
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

組
織

的
展

開
、

○
○

○
で

は
学

生
企

画
科

目
の

設
定

、
復

興
教

育
の

試
み

を
実

施
し

て
お

り
、

○
○

○
で

は
2
0
○

年
度

に
４

年
一

貫
で

の
演

習
科

目
の

設
定

、
会

計
エ

キ
ス

パ
ー

ト
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
設

置
等

の
取

組
を

行
っ

て
い

る
。

[
3
.
2
]

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
に
つ
い
て
≫

・
現
況
調
査
表
の
本
文
へ
の
記
述
に
当
た
っ
て
は
、
文
章
の
形
で
は
な
く
、
根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
形
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

・
デ
ー
タ
分
析
集
等
の
指
標
に
つ
い
て
は
、
機
構
が
行
う
現
況
分
析
に
お
け
る
３
種
類
の
区
分
（
「
◆
（
重
要
指
標
）
」
「
◇
（
分
析
指
標
）
」
「
・
（
参
考
指
標
）
」
）
を
冒
頭
に
付
し
て
い
ま
す
。

・
「
基
準
日
／
対
象
年
度
」
欄
の
〔

〕
書
き
に
つ
い
て
は
、
「
国
立
大
学
法
人
へ
の
問
い
合
わ
せ
」
（

20
20
年
８
月
下
旬
～
９
月
中
旬
予
定
）
の
段
階
で
提
出
等
が
必
要
な
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
に
つ
い
て
≫

・
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
「
半
角
数
字
（
も
し
く
は
半
角
英
字
）
」
「

.（
半
角
ピ
リ
オ
ド
）
」
「
半
角
数
字
」
の
順
で
コ
ー
ド
を
付
し
て
い
ま
す
。
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」

を
記
述
す
る
際
に
は
、
該
当
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
コ
ー
ド
を
文
末
に

[
]
 （

半
角
角
括
弧
）
書
き
で
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
キ
ー
ワ
ー
ド
が
な
い
場
合
に
は
、

[
半
角
数
字
（
も
し
く
は
半
角
英
字
）

.0
]

を
文
末
に
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
対
応
す
る
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
を
す
べ
て
記
述
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
「
具
体
的
な
記
載
例
」
は
、
記
載
に
当
た
っ
て
の
例
示
で
あ
り
、
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
に
記
載
す
べ
き
内
容
を
制
限
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
部
の
記
載
項
目
で
は
、

空
欄
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
必
ず
し
も
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
の
記
載
を
妨
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
各
分
析
項
目
に
は
、
選
択
記
載
項
目
「
そ
の
他
」
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
を
記
載
す
る
に
当
た
り
、
ど
の
記
載
項
目
に
も
該
当
し
な
い
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、

こ
の
選
択
記
載
項
目
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
独
自
の
記
載
項
目
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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１
年

間
の

授
業

を
行

う
期

間
が

確
認

で
き

る
資

料
（

学
年

暦
、

年
間

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

等
）

2
0
1
9
年

度

シ
ラ

バ
ス

の
全

件
、

全
項

目
が

確
認

で
き

る
資

料
（

電
子

シ
ラ

バ
ス

の
デ

ー
タ

（
c
s
v
）

、
又

は
Ｕ

Ｒ
Ｌ

等
）

、
学

生
便

覧
等

関
係

資
料

2
0
1
9
年

度

◇
協

定
等

に
基

づ
く

留
学

期
間

別
日

本
人

留
学

生
数

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
「

大
学

等
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

関
す

る
調

査
」

の
調

査
票

）
2
0
1
7
年

度

・
指

標
番

号
５

：
海

外
派

遣
率

⇒
海

外
派

遣
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
９

：
専

任
教

員
あ

た
り

の
学

生
数

⇒
学

生
数

／
専

任
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
1
0
：

専
任

教
員

に
占

め
る

女
性

専
任

教
員

の
割

合
⇒

女
性

専
任

教
員

数
／

専
任

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

履
修

指
導

の
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
習

相
談

の
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

社
会

的
・

職
業

的
自

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

能
力

を
培

う
取

組
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

履
修

上
特

別
な

支
援

を
要

す
る

学
生

等
に

対
す

る
学

習
支

援
の

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
少

な
く

と
も

2
0
1
9
年

度

成
績

評
価

基
準

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

成
績

評
価

の
分

布
表

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
生

か
ら

の
成

績
評

価
に

関
す

る
申

立
て

の
手

続
き

や
学

生
へ

の
周

知
等

が
明

示
さ

れ
て

い
る

資
料

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

必
須

４
授

業
形

態
、

学
習

指
導

法

4
.
1
：

教
育

方
法

の
組

み
合

わ
せ

、
専

門
分

野
の

実
験

・
実

習
・

現
場

教
育

の
工

夫
、

　
 
　

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

、
教

室
外

学
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

の
提

供
4
.
2
：

実
践

的
学

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
4
.
3
：

情
報

通
信

技
術

（
Ｉ

Ｃ
Ｔ

）
な

ど
の

多
様

な
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

4
.
4
：

教
育

・
研

究
の

指
導

体
制

、
教

育
目

的
を

実
現

す
る

た
め

の
教

員
構

成
4
.
5
：

論
文

等
指

導
の

工
夫

、
大

学
院

生
の

キ
ャ

リ
ア

開
発

4
.
7
：

学
習

指
導

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

4
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
生

が
広

報
・

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
事

業
を

立
案

し
、

自
治

体
や

公
的

機
関

へ
政

策
提

案
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
「

パ
ブ

リ
ッ

ク
セ

ク
タ

ー
広

報
論

演
習

」
の

提
言

型
の

実
践

的
演

習
科

目
を

実
施

し
て

お
り

、
受

講
者

は
2
0
○

○
年

度
に

○
○

商
工

会
議

所
主

催
「

観
光

ア
イ

デ
ア

コ
ン

テ
ス

ト
」

で
優

秀
賞

を
受

賞
し

て
い

る
。

[
4
.
1
]

　
就

業
力

を
高

め
る

た
め

2
0
○

年
度

か
ら

キ
ャ

リ
ア

教
育

科
目

と
し

て
、

講
演

会
や

セ
ミ

ナ
ー

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
、

社
会

人
講

師
に

よ
っ

て
開

講
さ

れ
る

授
業

等
を

実
施

し
て

い
る

。
第

３
期

中
期

目
標

期
間

（
2
0
1
6
年

度
か

ら
2
0
1
9
年

度
）

に
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

参
加

学
生

は
合

計
4
0
4

名
と

な
っ

て
い

る
。

[
4
.
2
]

必
須

５
履

修
指

導
、

支
援

5
.
1
：

学
習

支
援

の
充

実
、

学
習

意
欲

向
上

方
策

、
学

習
環

境
の

整
備

5
.
2
：

履
修

指
導

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

5
.
3
：

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
取

組
5
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

修
士

課
程

の
学

生
の

学
習

へ
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

高
め

る
た

め
、

2
0
○

年
度

か
ら

学
業

成
績

等
が

優
秀

な
学

生
を

対
象

と
し

た
「

○
○

賞
」

を
設

け
表

彰
を

行
っ

て
い

る
。

[
5
.
1
]

　
各

授
業

科
目

で
習

得
で

き
る

知
識

・
能

力
を

項
目

化
・

点
数

化
し

た
「

学
修

経
験

値
シ

ス
テ

ム
」

を
導

入
し

、
学

生
が

修
得

し
た

項
目

別
の

数
値

を
参

照
す

る
こ

と
で

よ
り

精
密

な
履

修
計

画
の

作
成

を
可

能
と

し
て

い
る

ほ
か

、
教

員
が

授
業

内
容

を
変

更
す

る
際

の
参

照
指

標
と

し
て

活
用

し
て

い
る

。
[
5
.
2
]

　
大

学
院

生
の

約
4
0
％

を
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・

ア
シ

ス
タ

ン
ト

（
T
A
）

と
し

て
採

用
し

て
お

り
、

優
秀

な
T
A
に

つ
い

て
は

2
0
○

年
度

導
入

の
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・

フ
ェ

ロ
ー

（
T
F
）

と
し

て
採

用
し

、
大

学
教

員
と

し
て

の
職

能
開

発
に

つ
な

げ
て

い
る

。
[
5
.
3
]

必
須

６
成

績
評

価

6
.
1
：

学
習

成
果

の
評

価
方

法
、

成
績

評
価

の
厳

格
化

6
.
2
：

成
績

評
価

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

6
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

当
該

研
究

科
や

各
専

攻
の

理
念

・
目

標
に

沿
っ

て
シ

ラ
バ

ス
を

整
備

し
、

発
表

や
レ

ポ
ー

ト
等

の
成

績
評

価
方

法
・

基
準

の
明

示
化

、
達

成
度

に
応

じ
た

評
価

を
実

践
し

て
い

る
。

各
学

期
終

了
後

、
指

導
教

員
を

通
じ

て
手

渡
し

で
成

績
表

を
配

付
し

、
教

員
に

よ
る

面
談

と
学

修
指

導
を

実
施

す
る

な
ど

の
学

習
支

援
を

行
っ

て
い

る
。

[
6
.
1
]

－
総
合
文
系
-
2
－
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卒
業

又
は

修
了

の
要

件
を

定
め

た
規

定
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

卒
業

又
は

修
了

判
定

に
関

す
る

教
授

会
等

の
審

議
及

び
学

長
な

ど
組

織
的

な
関

わ
り

方
を

含
め

て
卒

業
（

修
了

）
判

定
の

手
順

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
9
年

度

学
位

論
文

（
課

題
研

究
）

の
審

査
に

係
る

手
続

き
及

び
評

価
の

基
準

（
※

大
学

院
課

程
（

専
門

職
学

位
課

程
を

除
く

。
）

が
対

象
）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

修
了

判
定

に
関

す
る

教
授

会
等

の
審

議
及

び
学

長
な

ど
組

織
的

な
関

わ
り

方
が

確
認

で
き

る
資

料
（

※
大

学
院

課
程

（
専

門
職

学
位

課
程

を
含

む
。

）
が

対
象

）
2
0
1
9
年

度

学
位

論
文

の
審

査
体

制
、

審
査

員
の

選
考

方
法

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

大
学

院
課

程
（

専
門

職
学

位
課

程
を

除
く

。
）

が
対

象
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
生

受
入

方
針

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

◇
入

学
者

選
抜

確
定

志
願

状
況

に
お

け
る

志
願

倍
率

（
「

毎
年

度
の

入
学

者
選

抜
確

定
志

願
状

況
」

）
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◆
入

学
定

員
充

足
率

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
１

：
女

性
学

生
の

割
合

⇒
女

性
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
２

：
社

会
人

学
生

の
割

合
⇒

社
会

人
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
３

：
留

学
生

の
割

合
⇒

留
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
６

：
受

験
者

倍
率

⇒
受

験
者

数
／

募
集

人
員

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
７

：
入

学
定

員
充

足
率

⇒
入

学
者

数
／

入
学

定
員

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
協

定
等

に
基

づ
く

留
学

期
間

別
日

本
人

留
学

生
数

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度

◇
指

標
番

号
３

：
留

学
生

の
割

合
⇒

留
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
５

：
海

外
派

遣
率

⇒
海

外
派

遣
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

選
択

Ｂ
地

域
連

携
に

よ
る

教
育

活
動

B
.
1
：

地
方

自
治

体
・

地
域

企
業

、
外

部
組

織
・

他
大

学
等

と
の

連
携

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

地
域

社
会

の
ニ

ー
ズ

に
こ

た
え

、
地

域
協

働
型

産
業

人
材

の
育

成
を

目
的

と
し

て
お

り
、

組
織

の
設

置
・

改
廃

、
予

算
、

人
事

等
の

運
営

に
関

す
る

重
要

事
項

を
決

定
す

る
学

部
運

営
会

議
の

委
員

の
過

半
数

を
、

地
域

の
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
が

占
め

る
体

制
を

整
備

し
て

い
る

。
[
B
.
1
]

必
須

８
学

生
の

受
入

8
.
1
：

多
様

な
学

生
の

入
学

促
進

・
志

願
者

増
加

方
策

・
受

入
体

制
8
.
2
：

適
切

な
入

学
者

確
保

8
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

留
学

生
を

確
保

す
る

た
め

の
取

組
と

し
て

、
入

学
時

期
を

４
月

と
1
0
月

に
設

け
、

渡
日

前
選

抜
等

の
入

学
者

選
抜

試
験

を
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
海

外
大

学
等

へ
の

入
試

広
報

を
促

進
し

て
い

る
ほ

か
、

希
望

者
に

指
導

教
員

候
補

を
紹

介
す

る
マ

ッ
チ

ン
グ

活
動

等
を

実
施

し
て

お
り

、
留

学
生

の
割

合
は

2
0
1
6
年

度
前

期
の

6
3
.
0
%
か

ら
2
0
1
9
年

度
後

期
の

8
1
.
5
%
と

な
っ

て
い

る
。

[
8
.
1
]

選
択

Ａ
教

育
の

国
際

性
【

学
系

共
通

】

A
.
1
：

キ
ャ

ン
パ

ス
の

国
際

化
、

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
養

成
、

国
際

共
同

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
○

年
度

か
ら

実
施

し
て

い
る

「
グ

ロ
ー

バ
ル

ア
ー

ト
国

際
共

同
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
」

に
基

づ
き

、
○

○
大

学
と

各
連

携
大

学
（

○
○

芸
術

大
学

（
英

国
）

、
○

○
国

立
高

等
美

術
学

校
（

フ
ラ

ン
ス

）
、

○
○

美
術

館
附

属
美

術
大

学
（

米
国

）
）

の
学

生
及

び
教

員
の

混
成

チ
ー

ム
に

お
い

て
共

同
調

査
及

び
制

作
を

行
い

、
○

○
県

で
開

催
さ

れ
た

国
際

芸
術

祭
「

○
○

ト
リ

エ
ン

ナ
ー

レ
」

等
で

成
果

発
表

を
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
そ

の
ほ

か
の

国
際

交
流

協
定

校
や

連
携

機
関

か
ら

も
多

様
な

教
員

、
専

門
家

、
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
等

を
招

へ
い

し
、

特
別

講
義

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
継

続
的

に
開

催
し

て
い

る
。

[
A
.
1
]

必
須

７
卒

業
（

修
了

）
判

定

7
.
1
：

卒
業

又
は

修
了

の
判

定
体

制
・

判
定

方
法

7
.
2
：

学
位

論
文

（
課

題
研

究
）

の
評

価
体

制
・

評
価

方
法

7
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
位

論
文

審
査

の
申

請
時

に
、

学
位

論
文

の
基

礎
と

な
っ

た
参

考
論

文
（

学
術

雑
誌

に
公

表
さ

れ
た

、
又

は
公

表
が

決
定

し
て

い
る

論
文

）
が

○
件

（
う

ち
第

１
著

者
で

の
査

読
付

き
国

際
雑

誌
○

件
）

以
上

あ
る

こ
と

を
要

件
と

し
て

い
る

。
[
7
.
2
]
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選
択

Ｃ
教

育
の

質
の

保
証

・
向

上
【

学
系

共
通

】

C
.
1
：

Ｆ
Ｄ

・
Ｓ

Ｄ
、

教
員

の
キ

ャ
リ

ア
開

発
、

教
員

評
価

、
教

育
改

善
の

取
組

C
.
2
：

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

、
外

部
評

価
・

第
三

者
評

価
、

関
係

者
の

意
見

聴
取

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

教
員

の
教

育
力

向
上

の
た

め
、

学
生

と
教

職
員

の
意

見
交

換
会

、
授

業
公

開
・

授
業

公
開

意
見

交
換

会
、

学
生

評
価

や
同

僚
評

価
（

ピ
ア

・
レ

ビ
ュ

ー
）

を
実

施
し

て
い

る
。

第
３

期
中

期
目

標
期

間
（

2
0
1
6
年

度
か

ら
2
0
1
9
年

度
）

の
意

見
交

換
会

の
平

均
参

加
者

数
は

、
学

生
と

教
職

員
の

意
見

交
換

会
は

平
均

し
て

全
教

員
の

7
0
％

以
上

、
授

業
公

開
・

授
業

公
開

意
見

交
換

会
は

ほ
ぼ

1
0
0
％

と
教

員
の

高
い

参
加

率
が

見
ら

れ
る

。
ま

た
、

学
生

と
の

意
見

交
換

会
で

得
ら

れ
た

意
見

を
も

と
に

、
改

善
へ

の
具

体
的

な
取

り
組

み
を

全
学

F
D
委

員
会

で
議

論
を

行
な

っ
て

い
る

。
[
C
.
1
]

　
教

育
の

質
保

証
に

向
け

た
取

組
と

し
て

教
育

の
活

性
化

を
目

的
と

し
、

学
内

の
特

色
あ

る
教

育
の

取
組

を
選

定
し

支
援

す
る

◯
◯

大
学

教
育

G
P
に

よ
り

、
教

育
力

向
上

の
方

策
を

検
討

す
る

と
と

も
に

成
果

を
外

部
評

価
で

検
証

し
て

い
る

ほ
か

、
報

告
書

や
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
に

ま
と

め
、

公
表

・
配

付
し

て
い

る
。

[
C
.
2
]

選
択

Ｄ
学

際
的

教
育

の
推

進

D
.
1
：

学
際

的
教

育
を

推
進

す
る

た
め

の
工

夫
、

教
員

の
学

際
的

な
教

育
力

の
向

上
D
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
際

的
な

教
育

研
究

の
た

め
、

外
国

籍
教

員
と

女
性

教
員

を
積

極
的

に
採

用
し

て
お

り
、

2
0
1
9

年
度

現
在

で
外

国
籍

の
教

員
を

６
名

、
女

性
教

員
を

1
6
名

配
置

し
、

特
に

女
性

教
員

の
割

合
は

4
5
％

と
な

っ
て

い
る

。
[
D
.
1
]

　
幅

広
い

教
養

と
学

際
的

な
知

識
の

育
成

の
た

め
、

部
局

横
断

型
の

大
学

院
等

高
度

副
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
、

自
ら

の
専

門
分

野
と

は
異

な
る

領
域

に
触

れ
る

高
度

教
養

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
設

し
て

い
る

。
[
D
.
1
]

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
の

推
進

に
寄

与
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
短

期
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

な
ど

）
が

公
開

さ
れ

て
い

る
刊

行
物

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
等

の
該

当
箇

所
2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
２

：
社

会
人

学
生

の
割

合
⇒

社
会

人
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
４

：
正

規
課

程
学

生
に

対
す

る
科

目
等

履
修

生
等

の
比

率
⇒

科
目

等
履

修
生

等
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

選
択

Ｚ
そ

の
他

選
択

Ｅ
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
推

進
【

学
系

共
通

】

E
.
1
：

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
を

推
進

す
る

た
め

の
工

夫
、

社
会

人
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
 
　

　
初

等
中

等
教

育
と

の
連

携
や

生
涯

学
習

へ
の

貢
献

E
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

教
員

の
資

質
向

上
を

目
指

し
た

教
職

専
門

性
向

上
コ

ー
ス

ワ
ー

ク
の

設
置

や
、

社
会

人
の

修
学

対
応

と
し

て
昼

夜
開

講
制

及
び

サ
テ

ラ
イ

ト
教

室
を

設
置

し
て

い
る

。
ま

た
、

2
0
○

年
度

に
２

年
分

の
授

業
料

で
最

長
４

年
間

ま
で

就
学

を
延

長
で

き
る

長
期

履
修

制
度

を
導

入
し

、
社

会
人

学
び

直
し

の
機

会
の

拡
充

に
努

め
て

い
る

。
[
E
.
1
]

　
高

大
連

携
事

業
と

し
て

2
0
1
6
年

度
よ

り
隔

年
で

実
施

し
て

い
る

「
高

校
生

ア
ー

ト
ラ

イ
タ

ー
大

賞
」

に
つ

い
て

、
応

募
件

数
は

2
0
1
6
年

度
の

1
7
1
件

か
ら

2
0
1
8
年

度
と

2
0
1
9
年

度
は

1
,
0
0
0
件

程
度

に
増

加
し

て
い

る
。

[
E
.
1
]
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

◇
標

準
修

業
年

限
内

卒
業

（
修

了
）

率
⇒

標
準

修
業

年
限

で
卒

業
（

修
了

）
し

た
者

の
数

／
標

準
修

業
年

限
前

の
入

学
者

数
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◆
「

標
準

修
業

年
限

×
1
.
5
」

年
内

卒
業

（
修

了
）

率
⇒

Ａ
の

う
ち

、
（

標
準

修
業

年
限

×
1
.
5
）

年
間

に
学

位
を

取
得

し
た

者
の

数
／

（
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
）

年
前

の
入

学
者

数
（

Ａ
）

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
博

士
の

学
位

授
与

数
（

課
程

博
士

の
み

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
4
：

留
年

率
⇒

留
年

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
1
5
：

退
学

率
⇒

退
学

者
・

除
籍

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
6
：

休
学

率
⇒

休
学

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
7
：

卒
業

・
修

了
者

の
う

ち
標

準
修

業
年

限
内

卒
業

・
修

了
率

⇒
標

準
修

業
年

限
内

で
の

卒
業

・
修

了
者

数
／

卒
業

・
修

了
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
8
：

卒
業

・
修

了
者

の
う

ち
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
年

以
内

で
の

卒
業

・
修

了
率

⇒
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
年

内
で

の
卒

業
・

修
了

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
9
：

受
験

者
数

に
対

す
る

資
格

取
得

率
⇒

合
格

者
数

／
受

験
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
0
：

卒
業

・
修

了
者

に
対

す
る

資
格

取
得

率
⇒

合
格

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
1
：

進
学

率
⇒

進
学

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
2
：

卒
業

・
修

了
者

に
占

め
る

就
職

者
の

割
合

⇒
就

職
者

数
／

卒
業

・
修

了
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
3
：

職
業

別
就

職
率

⇒
職

業
区

分
別

就
職

者
数

／
就

職
者

数
合

計
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
4
：

産
業

別
就

職
率

⇒
産

業
区

分
別

就
職

者
数

／
就

職
者

数
合

計
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

１
卒

業
（

修
了

）
率

、
資

格
取

得
等

1
.
1
：

「
単

位
取

得
・

成
績

・
学

位
授

与
の

状
況

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

1
.
2
：

「
資

格
取

得
、

学
外

試
験

の
結

果
、

学
生

の
研

究
実

績
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
　

　
 
教

育
成

果
1
.
3
：

「
独

自
の

学
修

成
果

の
測

定
・

可
視

化
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
教

育
成

果
1
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

実
践

的
英

語
力

を
育

て
る

た
め

、
T
O
E
I
C
-
I
P
の

受
験

を
学

生
に

義
務

付
け

て
お

り
、

6
0
0
点

以
上

の
ス

コ
ア

取
得

者
の

割
合

は
2
0
1
6
年

度
の

1
8
.
7
％

か
ら

2
0
1
9
年

度
の

2
9
.
4
％

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

2
0
1
6
年

度
か

ら
2
0
1
9
年

度
ま

で
の

教
員

免
許

状
（

一
種

）
取

得
者

は
、

延
べ

数
で

平
均

○
名

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

博
物

館
学

芸
員

、
社

会
教

育
主

事
、

社
会

調
査

士
の

資
格

取
得

者
の

合
計

は
、

延
べ

数
で

平
均

○
名

で
あ

り
、

卒
業

時
の

学
生

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

で
は

、
希

望
す

る
資

格
が

得
ら

れ
た

と
い

う
肯

定
的

な
回

答
が

８
割

を
超

え
て

い
る

。
[
1
.
2
]

　
第

３
期

中
期

目
標

期
間

に
国

際
コ

ン
ク

ー
ル

で
１

位
を

獲
得

す
る

学
生

が
い

る
な

ど
、

国
際

レ
ベ

ル
あ

る
い

は
全

国
レ

ベ
ル

の
コ

ン
ク

ー
ル

に
お

い
て

多
く

の
学

生
が

入
賞

し
て

お
り

、
2
0
1
9
年

度
の

コ
ン

ク
ー

ル
等

に
お

け
る

入
賞

件
数

は
約

7
0
件

と
、

2
0
1
6
年

度
の

5
0
件

か
ら

大
幅

に
増

加
し

て
い

る
。

[
1
.
2
]

必
須

２
就

職
、

進
学

2
.
1
：

「
就

職
・

進
学

率
、

就
職

先
の

特
徴

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

2
.
2
：

「
独

自
の

学
修

成
果

の
測

定
・

可
視

化
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
教

育
成

果
2
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

修
了

生
の

主
な

就
職

先
は

、
外

務
省

等
の

官
公

庁
の

ほ
か

、
国

際
協

力
機

構
（

J
I
C
A
）

、
国

連
開

発
計

画
（

U
N
D
P
）

等
の

国
際

協
力

分
野

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

国
際

公
務

員
や

在
外

公
館

専
門

調
査

員
に

採
用

さ
れ

る
者

も
い

る
。

留
学

生
は

、
修

了
後

に
母

国
の

教
育

機
関

等
に

勤
務

し
、

当
該

大
学

と
の

国
際

交
流

に
寄

与
す

る
者

も
い

る
。

こ
れ

は
、

研
究

科
の

目
的

で
あ

る
、

国
際

的
な

舞
台

で
活

躍
す

る
高

度
専

門
職

業
人

養
成

と
合

致
し

て
い

る
。

[
2
.
1
]

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅱ
　
教
育
成
果
の
状
況
】
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選
択

Ａ
卒

業
（

修
了

）
時

の
学

生
か

ら
の

意
見

聴
取

【
学

系
共

通
】

学
生

か
ら

の
意

見
聴

取
（

学
習

の
達

成
度

や
満

足
度

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
、

学
習

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

分
析

調
査

、
懇

談
会

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

）
の

概
要

及
び

そ
の

結
果

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

A
.
1
：

「
卒

業
（

修
了

）
時

の
学

生
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

博
士

前
期

課
程

修
了

生
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

で
は

「
広

い
視

野
で

多
面

的
に

考
え

る
能

力
が

身
に

付
い

た
」

と
い

う
項

目
に

つ
い

て
肯

定
的

回
答

は
、

2
0
1
7
年

３
月

の
9
0
.
2
％

か
ら

、
2
0
2
0
年

３
月

の
9
6
.
3
%
へ

と
、

高
い

水
準

を
保

ち
つ

つ
、

さ
ら

に
増

大
し

て
い

る
。

[
A
.
1
]

選
択

Ｂ
卒

業
（

修
了

）
生

か
ら

の
意

見
聴

取
【

学
系

共
通

】

卒
業

（
修

了
）

後
、

一
定

年
限

を
経

過
し

た
卒

業
（

修
了

）
生

に
つ

い
て

の
意

見
聴

取
（

ア
ン

ケ
ー

ト
、

懇
談

会
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

等
）

の
概

要
及

び
そ

の
結

果
が

確
認

で
き

る
資

料
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

B
.
1
：

「
卒

業
生

等
調

査
の

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

就
職

し
た

卒
業

生
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
で

は
「

当
該

学
部

で
得

た
ど

う
い

っ
た

知
識

や
能

力
が

、
実

社
会

で
ど

の
程

度
役

立
つ

と
思

う
か

」
と

い
う

設
問

に
対

し
て

「
柔

軟
な

思
考

力
」

、
「

も
の

ご
と

を
総

合
的

に
判

断
す

る
能

力
」

、
「

文
書

を
作

成
す

る
能

力
」

、
「

良
好

な
人

間
関

係
を

構
築

で
き

る
能

力
」

の
４

項
目

で
の

回
答

が
、

５
点

満
点

中
、

2
0
1
7
年

３
月

調
査

時
の

平
均

4
.
1
点

か
ら

、
2
0
2
0
年

３
月

の
平

均
4
.
4
点

へ
と

増
加

し
て

い
る

。
[
B
.
1
]

選
択

Ｃ
就

職
先

等
か

ら
の

意
見

聴
取

【
学

系
共

通
】

就
職

先
や

進
学

先
等

の
関

係
者

へ
の

意
見

聴
取

（
ア

ン
ケ

ー
ト

、
懇

談
会

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

）
の

概
要

及
び

そ
の

結
果

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

C
.
1
：

「
就

職
先

等
調

査
の

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

就
職

先
の

企
業

・
官

公
庁

等
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

で
は

、
「

全
般

的
な

人
格

形
成

」
、

「
必

要
に

応
じ

て
自

ら
学

習
で

き
る

能
力

」
の

項
目

に
つ

い
て

の
肯

定
的

な
回

答
が

、
2
0
1
7
年

３
月

の
8
0
.
3
％

か
ら

、
2
0
2
0
年

３
月

の
8
8
.
9
%
へ

と
増

加
し

て
い

る
。

[
C
.
1
]

選
択

Ｚ
そ

の
他

－
総
合
文
系
-
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

教
員

、
研

究
員

等
の

人
数

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

ポ
ス

ド
ク

研
究

員
や

Ｕ
Ｒ

Ａ
等

の
研

究
支

援
ス

タ
ッ

フ
を

含
む

。
）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

共
同

利
用

・
共

同
研

究
の

実
施

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
、

国
際

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
の

み
）

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
本

務
教

員
の

年
齢

構
成

が
確

認
で

き
る

資
料

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

・
指

標
番

号
1
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

研
究

員
数

⇒
研

究
員

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

構
成

員
へ

の
法

令
遵

守
や

研
究

者
倫

理
等

に
関

す
る

施
策

の
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

利
益

相
反

、
生

命
倫

理
、

環
境

・
安

全
管

理
の

規
程

、
研

究
不

正
防

止
の

規
程

等
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

研
究

活
動

を
検

証
す

る
組

織
、

検
証

の
方

法
が

確
認

で
き

る
資

料
2
0
1
9
年

度

・
博

士
の

学
位

授
与

数
（

課
程

博
士

の
み

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
研

究
活

動
状

況
に

関
す

る
資

料
（

学
系

別
）

【
様

式
】

研
究

活
動

状
況

に
関

す
る

資
料

（
総

合
文

系
）

を
参

照
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
4
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

特
許

出
願

数
⇒

特
許

出
願

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
4
2
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

特
許

取
得

数
⇒

特
許

取
得

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

【
分
析
項
目
Ⅰ
　
研
究
活
動
の
状
況
】

必
須

３
論

文
・

著
書

・
特

許
・

学
会

発
表

な
ど

必
須

１
研

究
の

実
施

体
制

及
び

支
援

・
推

進
体

制

研
究

活
動

に
関

す
る

施
策

／
研

究
活

動
の

質
の

向
上

2
.
1
：

研
究

推
進

方
策

、
特

色
あ

る
研

究
等

の
推

進
、

学
際

的
研

究
の

促
進

、
　

 
　

社
会

課
題

に
関

す
る

研
究

2
.
2
：

人
事

方
策

、
若

手
研

究
者

の
確

保
・

育
成

2
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

県
内

自
治

体
が

抱
え

る
国

際
課

題
へ

の
対

応
や

観
光

事
業

の
促

進
の

た
め

、
多

文
化

○
○

セ
ン

タ
ー

で
は

、
県

内
地

方
公

共
団

体
と

の
連

携
事

業
と

2
0
○

年
度

に
採

択
さ

れ
た

○
○

県
の

大
学

地
域

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

支
援

事
業

「
外

国
人

留
学

生
と

留
学

経
験

者
か

ら
見

る
○

○
の

観
光

開
発

プ
ラ

ン
」

「
世

界
遺

産
○

○
+
1
」

」
を

実
施

し
て

お
り

、
こ

れ
ら

を
総

合
し

た
研

究
と

し
て

、
○

○
県

内
に

お
け

る
外

国
人

労
働

者
と

の
共

生
や

そ
の

子
ど

も
の

教
育

問
題

、
地

域
社

会
再

構
築

等
の

研
究

を
行

っ
て

い
る

。
[
2
.
1
]

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

1
.
1
：

拠
点

形
成

、
組

織
・

再
編

、
研

究
支

援
体

制
・

研
究

管
理

体
制

1
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
1
6
年

度
に

既
存

の
異

文
化

○
○

セ
ン

タ
ー

と
メ

デ
ィ

ア
○

○
セ

ン
タ

ー
を

再
編

し
て

「
国

際
文

化
学

○
○

セ
ン

タ
ー

」
を

設
置

し
、

2
0
1
6
年

度
は

６
回

、
2
0
1
9
年

度
は

1
6
回

の
国

際
セ

ミ
ナ

ー
等

を
開

催
し

て
い

る
。

[
1
.
1
]

必
須

２

【
様

式
】

研
究

活
動

状
況

に
関

す
る

資
料

（
総

合
文

系
）

 

 
2
0
1
6
年

度
 

2
0
1
7
年

度
 

2
0
1
8
年

度
 

2
0
1
9
年

度
 

専
任

教
員

数
 

 
 

 
 

著
書

数
 

日
本

語
 

 
 

 
 

外
国

語
 

 
 

 
 

論
文

数
 

日
本

語
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

外
国

語
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

学
会

発
表

数
 

 
 

 
 

作
品

等
の

数
（

芸
術

系
の

み
）

 
 

 
 

 

そ
の

他
 

 
 

 
 

※
１

 
「

専
任

教
員

数
」

に
つ

い
て

は
、

各
年

度
の

５
月

１
日

現
在

の
当

該
学

部
・

研
究

科
等

に

所
属

す
る

研
究

活
動

を
行

っ
て

い
る

専
任

教
員

（
教

授
、

准
教

授
、

講
師

、
助

教
）

の
人

数

と
し

て
く

だ
さ

い
。

2
0
1
9
年

度
の

専
任

教
員

数
は

、
学

部
・

研
究

科
等

ご
と

の
「

研
究

業
績

説
明

書
」

で
求

め
ら

れ
る

専
任

教
員

数
と

一
致

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 

 
 

 
※

２
 

論
文

数
に

つ
い

て
は

、
内

数
と

し
て

「
査

読
付

き
論

文
」

の
数

を
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

－
総
合
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◇
指

標
番

号
2
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
申

請
件

数
（

新
規

）
⇒

申
請

件
数

（
新

規
）

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
採

択
内

定
件

数
⇒

内
定

件
数

（
新

規
）

／
本

務
教

員
数

⇒
内

定
件

数
（

新
規

・
継

続
）

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
7
：

科
研

費
採

択
内

定
率

（
新

規
）

⇒
内

定
件

数
（

新
規

）
／

申
請

件
数

（
新

規
）

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
8
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
内

定
金

額
⇒

内
定

金
額

／
本

務
教

員
数

⇒
内

定
金

額
（

間
接

経
費

含
む

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
9
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

競
争

的
資

金
採

択
件

数
⇒

競
争

的
資

金
採

択
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
3
0
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

競
争

的
資

金
受

入
金

額
⇒

競
争

的
資

金
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

件
数

⇒
共

同
研

究
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
2
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

共
同

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
3
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

金
額

⇒
共

同
研

究
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
4
：

本
務

教
員

当
た

り
の

共
同

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

共
同

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

件
数

⇒
受

託
研

究
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

受
託

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
7
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

金
額

⇒
受

託
研

究
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
8
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

受
託

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

４
研

究
資

金

－
総
合
文
系
-
8
－
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・
指

標
番

号
3
9
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

寄
附

金
受

入
件

数
⇒

寄
附

金
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
0
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

寄
附

金
受

入
金

額
⇒

寄
附

金
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
3
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

ラ
イ

セ
ン

ス
契

約
数

⇒
ラ

イ
セ

ン
ス

契
約

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
4
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

ラ
イ

セ
ン

ス
収

入
額

⇒
ラ

イ
セ

ン
ス

収
入

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
4
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

外
部

研
究

資
金

の
金

額
⇒

（
科

研
費

の
内

定
金

額
（

間
接

経
費

含
む

）
＋

共
同

研
究

受
入

金
額

＋
受

託
研

究
受

入
金

額
＋

寄
附

金
受

入
金

額
）

の
合

計
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
4
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

民
間

研
究

資
金

の
金

額
⇒

（
共

同
研

究
受

入
金

額
（

国
内

・
外

国
企

業
か

ら
の

み
）

＋
受

託
研

究
受

入
金

額
（

国
内

・
外

国
企

業
か

ら
の

み
）

＋
寄

附
金

受
入

金
額

）
の

合
計

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

選
択

Ａ
地

域
連

携
に

よ
る

研
究

活
動

A
.
1
：

地
方

自
治

体
等

の
連

携
に

よ
る

共
同

研
究

の
推

進
、

　
　

 
地

域
社

会
の

課
題

に
関

す
る

研
究

A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

自
治

体
、

市
民

組
織

、
N
G
O
・

N
P
O
等

と
連

携
し

て
、

○
○

妊
産

婦
・

乳
幼

児
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
や

外
国

人
児

童
生

徒
教

育
支

援
事

業
（

H
A
N
D
S
）

等
の

地
域

社
会

、
国

際
社

会
へ

の
情

報
発

信
や

提
言

を
行

う
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
を

実
施

し
て

お
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
連

し
た

研
究

成
果

と
し

て
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度
で

、
論

文
○

件
、

著
書

○
件

が
あ

る
。

[
A
.
1
]

選
択

Ｂ
国

際
的

な
連

携
に

よ
る

研
究

活
動

【
学

系
共

通
】

B
.
1
：

国
際

的
な

共
同

研
究

の
推

進
B
.
2
：

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
、

研
究

者
の

国
際

交
流

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

研
究

科
内

に
、

2
0
○

年
度

に
地

球
環

境
福

祉
研

究
セ

ン
タ

ー
、

2
0
○

年
度

に
地

域
研

究
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
、

○
○

大
学

や
ア

ラ
ス

カ
大

学
（

米
国

）
等

、
他

大
学

と
の

国
際

・
国

内
共

同
研

究
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
研

究
成

果
を

研
究

機
関

誌
『

○
○

研
究

』
と

し
て

発
行

し
て

お
り

、
関

連
し

た
論

文
を

年
1
0
件

以
上

掲
載

し
て

い
る

。
[
B
.
1
]

－
総
合
文
系
-
9
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選
択

Ｃ
研

究
成

果
の

発
信

／
研

究
資

料
等

の
共

同
利

用
【

学
系

共
通

】

C
.
1
：

研
究

成
果

の
発

信
、

研
究

資
料

等
の

共
同

利
用

を
推

進
す

る
た

め
の

工
夫

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

所
蔵

資
料

を
学

外
博

物
館

に
お

い
て

展
示

し
て

い
る

ほ
か

、
ア

ジ
ア

各
地

の
貴

重
文

献
大

型
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
、

中
国

絵
画

写
真

ア
ー

カ
イ

ブ
等

、
延

べ
2
2
件

3
5
種

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

保
有

し
て

お
り

、
第

３
期

中
期

目
標

期
間

に
お

い
て

４
件

５
種

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

新
規

作
成

及
び

公
開

し
て

い
る

。
[
C
.
1
]

選
択

Ｄ
総

合
的

領
域

の
振

興

D
.
1
：

総
合

的
領

域
の

振
興

を
推

進
す

る
た

め
の

工
夫

D
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

教
育

研
究

領
域

と
し

て
、

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ガ
バ

ナ
ン

ス
（

多
文

化
公

共
圏

を
維

持
す

る
た

め
の

制
度

や
仕

組
み

）
、

多
文

化
交

流
（

多
文

化
公

共
圏

形
成

の
た

め
の

相
互

文
化

交
流

の
在

り
方

と
方

法
）

、
国

際
協

力
（

多
文

化
公

共
圏

形
成

に
必

要
な

人
的

・
物

的
資

源
の

配
分

の
在

り
方

と
方

法
）

の
３

分
野

に
類

型
化

し
た

研
究

を
実

施
し

て
い

る
。

[
D
.
1
]

　
学

術
面

で
は

、
地

域
研

究
、

ア
ジ

ア
、

島
し

ょ
圏

研
究

を
重

視
し

、
地

域
貢

献
を

目
指

し
た

総
合

的
研

究
、

地
域

の
課

題
解

決
、

文
化

の
発

展
に

寄
与

す
る

研
究

に
取

り
組

ん
で

お
り

、
特

に
哲

学
・

倫
理

学
、

地
域

研
究

、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

史
・

ア
メ

リ
カ

史
、

日
本

史
、

経
済

史
に

お
い

て
特

徴
的

な
研

究
成

果
が

あ
る

。
[
D
.
1
]

選
択

Ｅ
学

術
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
へ

の
貢

献
【

学
系

共
通

】

E
.
1
：

会
議

開
催

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
E
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

国
際

会
議

、
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
や

研
究

集
会

等
を

開
催

し
て

お
り

、
国

際
日

本
研

究
セ

ン
タ

ー
と

現
代

イ
ン

ド
研

究
セ

ン
タ

ー
を

含
む

各
研

究
所

の
研

究
集

会
数

は
、

第
２

期
中

期
目

標
期

間
の

合
計

3
2
0
件

か
ら

第
３

期
中

期
目

標
期

間
の

2
0
1
9
年

度
ま

で
の

段
階

で
合

計
5
9
5
件

と
な

っ
て

い
る

。
[
E
.
1
]

選
択

Ｚ
そ

の
他

根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

必
須

１
研

究
業

績
研

究
業

績
説

明
書

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

選
択

Ｚ
そ

の
他

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅱ
　
研
究
成
果
の
状
況
】

－
総
合
文
系
-
1
0
－
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

必
須

１
学

位
授

与
方

針
公

表
さ

れ
た

学
位

授
与

方
針

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

必
須

２
教

育
課

程
方

針
公

表
さ

れ
た

教
育

課
程

方
針

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

体
系

性
が

確
認

で
き

る
資

料
（

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ッ
プ

、
コ

ー
ス

・
ツ

リ
ー

、
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
等

）
2
0
1
9
年

度

自
己

点
検

・
評

価
に

お
い

て
体

系
性

や
水

準
に

関
す

る
検

証
を

実
施

し
て

い
る

場
合

は
そ

の
状

況
が

わ
か

る
資

料
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

研
究

指
導

、
学

位
論

文
（

特
定

課
題

研
究

の
成

果
を

含
む

。
）

指
導

体
制

が
確

認
で

き
る

資
料

（
規

定
、

申
合

せ
等

）
（

※
大

学
院

課
程

（
専

門
職

学
位

課
程

を
除

く
。

）
が

対
象

）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

必
須

３
教

育
課

程
の

編
成

、
授

業
科

目
の

内
容

3
.
1
：

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

／
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
体

系
的

な
構

築
、

　
　

 
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
の

実
施

体
制

、
教

育
目

的
に

即
し

た
科

目
群

の
設

定
3
.
2
：

社
会

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

※
の

構
築

、
　

　
 
社

会
課

題
や

人
材

需
要

を
踏

ま
え

た
教

育
、

産
業

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

人
材

育
成

3
.
3
：

学
術

動
向

に
即

し
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
※

の
構

築
3
.
4
：

新
入

学
生

の
学

習
履

歴
を

踏
ま

え
た

教
育

（
導

入
教

育
な

ど
）

3
.
5
：

大
学

院
の

コ
ー

ス
ワ

ー
ク

3
.
0
：

そ
の

他
※

例
え

ば
、

外
部

資
金

を
用

い
た

新
た

な
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

知
識

基
盤

社
会

化
と

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
対

応
で

き
る

人
材

の
育

成
と

い
う

社
会

的
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
、

2
0
◯

年
度

よ
り

学
部

入
学

定
員

を
◯

名
減

ら
す

と
と

も
に

大
学

院
入

学
定

員
を

◯
名

増
や

し
、

学
部

と
大

学
院

と
の

一
貫

性
の

高
い

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

展
開

し
、

教
育

の
高

度
化

を
図

る
こ

と
の

で
き

る
組

織
体

制
と

し
て

い
る

。
[
3
.
1
]

　
2
0
◯

年
度

か
ら

意
欲

あ
る

学
生

の
能

力
を

更
に

伸
ば

す
た

め
に

理
数

学
生

ア
ド

バ
ン

ス
ト

コ
ー

ス
を

設
け

て
お

り
、

各
年

次
の

1
0
名

程
度

が
受

講
し

て
い

る
。

同
コ

ー
ス

で
は

科
学

英
語

の
授

業
、

セ
ミ

ナ
ー

や
学

会
・

研
究

会
へ

の
参

加
、

英
語

で
の

公
開

研
究

発
表

会
及

び
海

外
研

修
を

実
施

し
て

い
る

ほ
か

、
研

究
成

果
を

国
際

学
術

誌
に

投
稿

で
き

る
内

容
の

研
究

を
行

っ
た

成
績

優
秀

な
学

生
は

、
３

年
次

修
了

時
点

で
大

学
院

進
学

を
認

め
る

早
期

卒
業

制
度

を
設

け
て

お
り

、
第

３
期

中
期

目
標

期
間

（
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度
）

に
は

計
◯

名
が

制
度

の
適

用
を

さ
れ

て
い

る
。

[
3
.
1
]

【
分
析
項
目
Ⅰ
　
教
育
活
動
の
状
況
】

９
．
総
合
理
系

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
に

つ
い
て
≫

・
現
況
調
査
表
の
本

文
へ
の
記
述
に
当
た
っ
て
は
、
文
章
の
形
で
は
な
く
、
根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
形
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

・
デ
ー
タ
分
析
集
等

の
指
標
に
つ
い
て
は
、
機
構
が
行
う
現
況
分
析
に
お
け
る
３
種
類
の
区
分
（
「
◆
（
重
要
指
標
）
」
「
◇
（
分
析
指
標
）
」
「
・
（
参
考
指
標
）
」
）
を
冒
頭
に
付
し
て
い
ま
す
。

・
「
基
準
日
／
対
象

年
度
」
欄
の
〔

〕
書
き
に
つ
い
て
は
、
「
国
立
大
学
法
人
へ
の
問
い
合
わ
せ
」
（

20
20
年
８
月
下
旬
～
９
月
中
旬
予
定
）
の
段
階
で
提
出
等
が
必
要
な
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間

に
係
る
特
記
事
項
に
つ
い
て
≫

・
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」

に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
「
半
角
数
字
（
も
し
く
は
半
角
英
字
）
」
「

.（
半
角
ピ
リ
オ
ド
）
」
「
半
角
数
字
」
の
順
で
コ
ー
ド
を
付
し
て
い
ま
す
。
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」

を
記
述
す
る
際
に
は

、
該
当
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
コ
ー
ド
を
文
末
に

[
]
 （

半
角
角
括
弧
）
書
き
で
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
キ
ー
ワ
ー
ド
が
な
い
場
合
に
は
、

[
半
角
数
字
（
も
し
く
は
半
角
英
字
）

.0
]

を
文
末
に
付
記
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
対
応
す
る
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
を
す
べ
て
記
述
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
「
具
体
的
な
記
載

例
」
は
、
記
載
に
当
た
っ
て
の
例
示
で
あ
り
、
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
に
記
載
す
べ
き
内
容
を
制
限
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
部
の
記
載
項
目
で
は
、

空
欄
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
必
ず
し
も
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
の
記
載
を
妨
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
各
分
析
項
目
に
は

、
選
択
記
載
項
目
「
そ
の
他
」
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
を
記
載
す
る
に
当
た
り
、
ど
の
記
載
項
目
に
も
該
当
し
な
い
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、

こ
の
選
択
記
載
項
目

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
独
自
の
記
載
項
目
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

－
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１
年

間
の

授
業

を
行

う
期

間
が

確
認

で
き

る
資

料
（

学
年

暦
、

年
間

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

等
）

2
0
1
9
年

度

シ
ラ

バ
ス

の
全

件
、

全
項

目
が

確
認

で
き

る
資

料
（

電
子

シ
ラ

バ
ス

の
デ

ー
タ

（
c
s
v
）

、
又

は
Ｕ

Ｒ
Ｌ

等
）

、
学

生
便

覧
等

関
係

資
料

2
0
1
9
年

度

◇
協

定
等

に
基

づ
く

留
学

期
間

別
日

本
人

留
学

生
数

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
「

大
学

等
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

関
す

る
調

査
」

の
調

査
票

）
2
0
1
7
年

度

・
指

標
番

号
５

：
海

外
派

遣
率

⇒
海

外
派

遣
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
９

：
専

任
教

員
あ

た
り

の
学

生
数

⇒
学

生
数

／
専

任
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
1
0
：

専
任

教
員

に
占

め
る

女
性

専
任

教
員

の
割

合
⇒

女
性

専
任

教
員

数
／

専
任

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

履
修

指
導

の
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
習

相
談

の
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

社
会

的
・

職
業

的
自

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

能
力

を
培

う
取

組
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

履
修

上
特

別
な

支
援

を
要

す
る

学
生

等
に

対
す

る
学

習
支

援
の

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
少

な
く

と
も

2
0
1
9
年

度

必
須

４
授

業
形

態
、

学
習

指
導

法

4
.
1
：

教
育

方
法

の
組

み
合

わ
せ

、
専

門
分

野
の

実
験

・
実

習
・

現
場

教
育

の
工

夫
、

　
　

 
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
、

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

・
実

習
実

施
体

制
の

強
化

、
　

 
　

習
熟

度
・

キ
ャ

リ
ア

別
を

考
慮

し
た

授
業

形
態

、
多

様
な

学
修

・
研

究
の

機
会

、
　

　
 
学

部
学

生
の

研
究

マ
イ

ン
ド

醸
成

、
研

究
倫

理
教

育
の

充
実

4
.
2
：

実
践

的
学

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
4
.
3
：

情
報

通
信

技
術

（
Ｉ

Ｃ
Ｔ

）
な

ど
の

多
様

な
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

4
.
4
：

教
育

・
研

究
の

指
導

体
制

、
教

育
目

的
を

実
現

す
る

た
め

の
教

員
構

成
4
.
5
：

論
文

等
指

導
の

工
夫

、
大

学
院

生
の

キ
ャ

リ
ア

開
発

、

4
.
7
：

学
習

指
導

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

4
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

成
績

の
優

秀
な

学
生

に
対

し
て

は
、

「
理

数
教

育
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

及
び

「
先

導
的

研
究

者
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
の

関
連

講
義

を
開

講
し

、
研

究
者

入
門

や
科

学
セ

ミ
ナ

ー
等

で
最

先
端

の
研

究
に

触
れ

る
機

会
を

設
け

る
こ

と
で

、
さ

ら
な

る
興

味
を

高
め

る
教

育
・

指
導

を
行

っ
て

い
る

。
学

生
の

主
体

的
な

学
習

を
促

す
た

め
、

異
な

る
研

究
分

野
の

学
生

が
集

う
ブ

レ
イ

ン
ス

ト
ー

ミ
ン

グ
、

外
国

人
留

学
生

と
日

本
人

学
生

が
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
を

自
ら

企
画

・
運

営
・

発
表

す
る

イ
ベ

ン
ト

等
を

行
っ

て
い

る
。

[
4
.
1
]

　
「

バ
イ

オ
○

○
○

Ⅰ
」

で
は

、
バ

イ
オ

教
材

の
開

発
を

課
題

と
し

て
学

生
が

自
ら

学
び

創
意

工
夫

し
な

が
ら

実
験

や
も

の
つ

く
り

を
行

っ
て

お
り

、
「

バ
イ

オ
○

○
○

Ⅱ
」

で
は

先
端

的
な

バ
イ

オ
関

連
の

も
の

つ
く

り
を

行
っ

て
い

る
。

そ
の

成
果

は
公

開
コ

ン
テ

ス
ト

等
で

一
般

に
発

表
し

て
お

り
、

第
３

期
中

期
目

標
期

間
（

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度
）

に
は

○
件

受
賞

に
つ

な
が

っ
た

も
の

が
あ

る
。

[
4
.
1
]

　
学

業
進

捗
度

調
査

等
を

研
究

指
導

に
活

用
し

て
お

り
、

○
○

専
攻

で
は

専
攻

委
員

会
で

の
議

論
を

指
導

計
画

に
反

映
さ

せ
て

改
善

を
図

る
な

ど
、

学
生

の
学

業
・

研
究

の
進

捗
状

況
を

専
攻

全
体

で
確

認
し

て
い

る
。

そ
の

結
果

、
第

３
期

中
期

目
標

期
間

に
お

け
る

修
士

課
程

在
学

生
の

平
均

G
P
A
が

2
0
1
6
年

度
の

◯
か

ら
2
0
1
9
年

度
の

◯
ま

で
向

上
し

た
。

[
4
.
5
]

必
須

５
履

修
指

導
、

支
援

5
.
1
：

学
習

支
援

の
充

実
、

学
習

意
欲

向
上

方
策

、
学

習
環

境
の

整
備

5
.
2
：

履
修

指
導

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

5
.
3
：

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
取

組
5
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
生

の
主

体
性

を
涵

養
す

る
教

育
課

程
・

教
育

方
法

・
学

習
支

援
環

境
の

整
備

を
目

的
と

し
て

、
全

て
の

専
門

基
礎

科
目

で
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
導

入
に

着
手

し
て

い
る

。
そ

の
一

環
と

し
て

、
2
0
○

年
度

か
ら

授
業

時
間

内
外

で
学

生
の

能
動

的
学

習
を

支
援

す
る

学
生

ス
タ

ッ
フ

（
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
）

5
2
名

（
前

期
2
2
名

、
後

期
3
0
名

）
を

雇
用

し
、

学
習

支
援

体
制

の
充

実
を

図
っ

て
い

る
。

[
5
.
1
]

　
初

年
次

教
育

の
一

環
と

し
て

、
大

学
院

生
を

メ
ン

タ
ー

と
し

て
採

用
し

、
各

学
科

が
設

置
し

て
い

る
学

習
室

等
で

１
年

次
生

を
中

心
と

し
た

学
部

生
の

学
習

指
導

を
行

っ
て

い
る

。
履

修
で

問
題

の
あ

る
学

生
を

早
期

に
把

握
し

、
担

任
等

に
よ

る
休

業
期

間
中

の
修

学
指

導
や

、
補

習
授

業
の

受
講

推
奨

、
つ

ま
ず

き
相

談
寺

子
屋

等
の

個
別

指
導

を
行

っ
て

い
る

。
そ

の
結

果
、

第
３

期
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
標

準
修

了
年

限
内

卒
業

率
が

2
0
1
6
年

度
の

◯
%
か

ら
2
0
1
9
年

度
の

◯
%
ま

で
向

上
し

た
。

[
5
.
1
]
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成
績

評
価

基
準

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

成
績

評
価

の
分

布
表

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
生

か
ら

の
成

績
評

価
に

関
す

る
申

立
て

の
手

続
き

や
学

生
へ

の
周

知
等

が
明

示
さ

れ
て

い
る

資
料

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

卒
業

又
は

修
了

の
要

件
を

定
め

た
規

定
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

卒
業

又
は

修
了

判
定

に
関

す
る

教
授

会
等

の
審

議
及

び
学

長
な

ど
組

織
的

な
関

わ
り

方
を

含
め

て
卒

業
（

修
了

）
判

定
の

手
順

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
9
年

度

学
位

論
文

（
課

題
研

究
）

の
審

査
に

係
る

手
続

き
及

び
評

価
の

基
準

（
※

大
学

院
課

程
（

専
門

職
学

位
課

程
を

除
く

。
）

が
対

象
）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

修
了

判
定

に
関

す
る

教
授

会
等

の
審

議
及

び
学

長
な

ど
組

織
的

な
関

わ
り

方
が

確
認

で
き

る
資

料
（

※
大

学
院

課
程

（
専

門
職

学
位

課
程

を
含

む
。

）
が

対
象

）
2
0
1
9
年

度

学
位

論
文

の
審

査
体

制
、

審
査

員
の

選
考

方
法

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

大
学

院
課

程
（

専
門

職
学

位
課

程
を

除
く

。
）

が
対

象
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
生

受
入

方
針

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

◇
入

学
者

選
抜

確
定

志
願

状
況

に
お

け
る

志
願

倍
率

（
「

毎
年

度
の

入
学

者
選

抜
確

定
志

願
状

況
」

）
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◆
入

学
定

員
充

足
率

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
１

：
女

性
学

生
の

割
合

⇒
女

性
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
２

：
社

会
人

学
生

の
割

合
⇒

社
会

人
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
３

：
留

学
生

の
割

合
⇒

留
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
６

：
受

験
者

倍
率

⇒
受

験
者

数
／

募
集

人
員

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
７

：
入

学
定

員
充

足
率

⇒
入

学
者

数
／

入
学

定
員

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

８
学

生
の

受
入

8
.
1
：

多
様

な
学

生
の

入
学

促
進

・
志

願
者

増
加

方
策

・
受

入
体

制
8
.
2
：

適
正

な
入

学
者

確
保

8
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

志
願

者
が

来
日

せ
ず

に
入

学
者

選
抜

試
験

を
受

け
る

こ
と

を
可

能
と

し
た

こ
と

に
よ

り
、

留
学

生
数

は
修

士
課

程
で

2
0
1
6
年

度
の

1
9
名

か
ら

2
0
1
9
年

度
の

5
9
名

、
博

士
後

期
課

程
で

2
0
1
6
年

度
の

3
2
名

か
ら

2
0
1
9
年

度
の

5
9
名

と
な

っ
て

い
る

。
[
8
.
1
]

必
須

６
成

績
評

価

6
.
1
：

学
習

成
果

の
評

価
方

法
、

成
績

評
価

の
厳

格
化

6
.
2
：

成
績

評
価

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

6
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
◯

年
度

か
ら

成
績

評
価

の
厳

格
化

に
つ

い
て

教
員

に
周

知
し

、
シ

ラ
バ

ス
に

記
載

し
て

い
る

。
全

て
の

科
目

を
対

象
に

、
成

績
評

価
の

分
布

に
つ

い
て

教
務

委
員

会
W
G
に

て
チ

ェ
ッ

ク
し

、
偏

っ
た

分
布

を
示

し
た

科
目

に
つ

い
て

は
、

担
当

教
員

に
対

し
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
て

改
善

を
促

し
て

い
る

。
[
6
.
1
]

必
須

７
卒

業
（

修
了

）
判

定

7
.
1
：

卒
業

又
は

修
了

の
判

定
体

制
・

判
定

方
法

7
.
2
：

学
位

論
文

（
課

題
研

究
）

の
評

価
体

制
・

評
価

方
法

7
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

（
D
P
）

を
明

文
化

し
、

D
P
の

達
成

度
を

評
価

す
る

た
め

の
学

位
論

文
審

査
基

準
を

設
け

、
そ

の
審

査
基

準
に

基
づ

い
た

客
観

的
な

評
価

表
「

リ
サ

ー
チ

・
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
」

を
作

製
し

、
審

査
の

客
観

性
を

担
保

す
る

だ
け

で
な

く
、

学
生

が
到

達
目

標
や

審
査

の
観

点
・

基
準

を
意

識
し

て
学

修
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

ま
た

、
教

育
・

研
究

指
導

プ
ロ

セ
ス

の
改

善
の

た
め

に
、

ラ
ー

ニ
ン

グ
・

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

て
研

究
指

導
実

施
指

導
報

告
書

を
作

成
し

、
そ

の
内

容
を

学
位

授
与

の
審

査
要

件
と

す
る

こ
と

に
よ

り
、

修
了

時
の

学
業

成
果

の
保

証
を

図
っ

て
い

る
。

[
7
.
2
]

　
情

報
学

の
専

門
分

野
と

新
た

な
情

報
学

の
創

成
・

発
信

を
考

慮
し

た
学

位
基

準
を

策
定

し
、

博
士

（
総

合
学

術
）

の
学

位
に

つ
い

て
は

、
総

合
学

術
分

野
の

広
が

り
を

考
慮

し
て

論
文

調
査

員
を

増
員

し
、

他
部

局
教

員
と

協
力

し
た

学
位

審
査

を
行

っ
て

い
る

。
[
7
.
2
]
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◇
協

定
等

に
基

づ
く

留
学

期
間

別
日

本
人

留
学

生
数

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度

◇
指

標
番

号
３

：
留

学
生

の
割

合
⇒

留
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
５

：
海

外
派

遣
率

⇒
海

外
派

遣
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

選
択

Ｂ
地

域
連

携
に

よ
る

教
育

活
動

B
.
1
：

地
方

自
治

体
・

地
域

企
業

、
外

部
組

織
・

他
大

学
等

と
の

連
携

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
 
文

部
科

学
省

地
域

再
生

人
材

創
出

拠
点

の
形

成
事

業
の

採
択

に
よ

り
「

○
○

圏
○

○
工

業
の

活
性

化
人

材
の

養
成

」
を

開
始

し
、

地
域

企
業

、
関

係
自

治
体

等
と

連
携

し
て

、
○

○
工

学
専

攻
に

、
○

○
圏

産
業

と
関

わ
り

の
深

い
先

進
セ

ン
サ

・
デ

バ
イ

ス
、

マ
イ

ク
ロ

・
ナ

ノ
加

工
、

先
端

制
御

・
計

測
シ

ス
テ

ム
の

３
分

野
の

博
士

課
程

専
門

職
コ

ー
ス

を
開

設
し

て
い

る
。

[
B
.
1
]

　
○

○
大

学
、

△
△

大
学

、
□

□
大

学
と

と
も

に
四

大
学

連
合

憲
章

を
締

結
し

、
相

互
の

交
流

と
教

育
課

程
の

充
実

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
そ

の
一

環
と

し
て

、
総

合
生

命
科

学
コ

ー
ス

を
設

置
し

、
医

療
と

法
律

に
関

す
る

講
義

等
の

単
一

学
部

だ
け

で
は

提
供

す
る

こ
と

が
難

し
い

講
義

を
他

大
学

と
の

連
携

・
協

力
に

よ
り

実
施

し
て

い
る

。
[
B
.
1
]

選
択

Ｃ
教

育
の

質
の

保
証

・
向

上
【

学
系

共
通

】

C
.
1
：

Ｆ
Ｄ

・
Ｓ

Ｄ
、

教
員

の
キ

ャ
リ

ア
開

発
、

教
員

評
価

、
教

育
改

善
の

取
組

C
.
2
：

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

、
外

部
評

価
・

第
三

者
評

価
、

関
係

者
の

意
見

聴
取

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

毎
年

度
、

教
育

経
験

豊
富

な
有

識
者

２
名

を
学

外
授

業
評

価
担

当
客

員
教

授
に

任
命

し
、

個
々

の
教

員
の

講
義

評
価

、
改

善
指

導
を

実
施

し
て

い
る

。
さ

ら
に

、
学

外
有

識
者

か
ら

な
る

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

委
員

会
委

員
や

海
外

学
術

協
定

校
の

外
国

人
教

員
に

、
研

究
・

教
育

方
法

の
工

夫
、

授
業

内
容

に
つ

い
て

ア
ド

バ
イ

ス
を

受
け

る
こ

と
に

よ
り

、
F
D
活

動
に

活
用

し
て

い
る

。
ま

た
、

授
業

の
同

僚
評

価
を

導
入

し
、

そ
の

結
果

を
学

生
評

価
の

結
果

と
と

も
に

処
遇

に
反

映
し

て
い

る
。

[
C
.
1
]

選
択

Ａ
教

育
の

国
際

性
【

学
系

共
通

】

A
.
1
：

キ
ャ

ン
パ

ス
の

国
際

化
、

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
養

成
、

国
際

共
同

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

第
３

期
中

期
目

標
期

間
に

1
1
か

国
1
8
機

関
と

学
生

交
流

協
定

を
締

結
す

る
と

と
も

に
、

日
本

語
能

力
向

上
の

た
め

、
「

日
本

語
・

日
本

事
情

」
の

開
講

等
、

外
国

人
留

学
生

の
受

入
体

制
を

整
備

し
て

い
る

。
2
0
1
9
年

度
の

留
学

生
数

は
2
3
名

と
な

っ
て

お
り

、
所

属
学

生
の

4
7
％

と
な

っ
て

い
る

。
[
A
.
1
]

　
海

外
協

定
校

に
お

け
る

研
究

体
験

型
の

特
別

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

あ
る

「
L
a
b
-
t
o
-
L
a
b
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

2
0
◯

年
度

か
ら

実
施

し
、

グ
ロ

ー
バ

ル
教

育
を

実
施

し
て

い
る

。
こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

り
、

2
0
1
9
年

度
ま

で
に

3
3
名

の
学

生
を

海
外

の
大

学
・

研
究

機
関

へ
派

遣
し

、
2
6
名

の
留

学
生

を
受

け
入

れ
て

い
る

。
ま

た
、

海
外

派
遣

を
「

特
別

研
修

」
と

し
て

単
位

認
定

す
る

制
度

を
設

け
て

お
り

、
2
0
1
9
年

度
に

５
名

の
単

位
を

認
定

し
て

い
る

。
[
A
.
1
]

　
2
0
◯

年
度

の
文

部
科

学
省

「
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

推
進

事
業

」
へ

の
採

択
に

よ
り

、
４

年
次

進
級

要
件

に
T
O
E
I
C
ス

コ
ア

6
0
0
点

を
含

め
る

こ
と

と
し

た
ほ

か
、

１
年

次
に

「
T
O
E
I
C
入

門
」

、
３

年
次

に
「

T
O
E
I
C
演

習
」

を
必

修
科

目
と

し
て

開
設

し
て

い
る

。
[
A
.
1
]
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選
択

Ｄ
学

際
的

教
育

の
推

進

D
.
1
：

学
際

的
教

育
を

推
進

す
る

た
め

の
工

夫
、

教
員

の
学

際
的

な
教

育
力

の
向

上
D
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

環
境

科
学

と
農

生
命

科
学

の
学

域
に

お
け

る
異

分
野

融
合

教
育

の
た

め
、

他
研

究
科

と
共

同
で

先
進

異
分

野
融

合
特

別
コ

ー
ス

、
先

進
基

礎
科

学
特

別
コ

ー
ス

、
耐

災
安

全
・

安
心

に
関

す
る

人
材

育
成

特
別

プ
ロ

グ
ラ

ム
大

学
院

コ
ー

ス
、

大
学

院
生

殖
補

助
医

療
学

コ
ー

ス
を

設
置

し
て

い
る

。
[
D
.
1
]

　
「

○
○

○
ナ

ノ
テ

ク
拠

点
産

学
独

連
携

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
（

○
○

○
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
」

は
、

マ
ル

チ
メ

ン
タ

ー
制

に
よ

る
研

究
指

導
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

中
期

目
標

の
「

自
立

し
て

国
際

的
に

活
躍

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

た
め

に
、

深
い

専
門

性
の

ほ
か

、
幅

広
い

学
際

性
と

異
分

野
融

合
性

を
併

せ
持

つ
世

界
水

準
の

教
育

課
程

の
組

織
的

展
開

を
強

化
す

る
」

の
実

現
を

目
指

し
て

い
る

。
[
D
.
1
]

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
の

推
進

に
寄

与
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
短

期
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

な
ど

）
が

公
開

さ
れ

て
い

る
刊

行
物

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
等

の
該

当
箇

所
2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
２

：
社

会
人

学
生

の
割

合
⇒

社
会

人
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
４

：
正

規
課

程
学

生
に

対
す

る
科

目
等

履
修

生
等

の
比

率
⇒

科
目

等
履

修
生

等
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

選
択

Ｚ
そ

の
他

選
択

Ｅ
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
推

進
【

学
系

共
通

】

E
.
1
：

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
を

推
進

す
る

た
め

の
工

夫
、

社
会

人
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
　

 
　

初
等

中
等

教
育

と
の

連
携

や
生

涯
学

習
へ

の
貢

献
E
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

博
士

後
期

課
程

で
は

、
「

特
別

実
践

研
究

I
（

P
B
L
型

授
業

）
」

、
「

特
別

実
践

研
究

Ⅱ
（

長
期

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

）
」

等
の

科
目

や
「

社
会

人
実

践
教

育
」

等
の

社
会

人
学

生
の

た
め

の
企

業
滞

在
型

実
践

教
育

研
究

に
基

づ
く

授
業

科
目

を
設

け
て

い
る

。
2
0
◯

年
度

か
ら

、
学

び
直

し
、

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

の
た

め
の

履
修

証
明

制
度

に
よ

る
社

会
人

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
・

ノ
ン

デ
ィ

グ
リ

ー
プ

ロ
グ

ラ
ム

生
の

募
集

も
開

始
し

て
お

り
、

社
会

か
ら

の
様

々
な

要
望

に
応

え
る

教
育

体
制

を
整

備
し

て
い

る
。

[
E
.
1
]

　
文

部
科

学
省

地
域

再
生

人
材

創
出

拠
点

の
形

成
事

業
の

採
択

に
よ

り
「

○
○

圏
精

密
工

業
の

活
性

化
人

材
の

養
成

」
（

2
0
◯

年
度

か
ら

2
0
◯

年
度

）
を

開
始

し
、

地
域

企
業

、
関

係
自

治
体

等
と

連
携

し
て

、
シ

ス
テ

ム
開

発
工

学
専

攻
に

、
○

○
圏

産
業

と
関

わ
り

の
深

い
先

進
セ

ン
サ

・
デ

バ
イ

ス
、

マ
イ

ク
ロ

・
ナ

ノ
加

工
、

先
端

制
御

・
計

測
シ

ス
テ

ム
の

３
分

野
の

博
士

課
程

専
門

職
コ

ー
ス

を
開

設
し

て
い

る
。

[
E
.
1
]

－
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合
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

◇
標

準
修

業
年

限
内

卒
業

（
修

了
）

率
⇒

標
準

修
業

年
限

で
卒

業
（

修
了

）
し

た
者

の
数

／
標

準
修

業
年

限
前

の
入

学
者

数
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◆
「

標
準

修
業

年
限

×
1
.
5
」

年
内

卒
業

（
修

了
）

率
⇒

Ａ
の

う
ち

、
（

標
準

修
業

年
限

×
1
.
5
）

年
間

に
学

位
を

取
得

し
た

者
の

数
／

（
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
）

年
前

の
入

学
者

数
（

Ａ
）

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
博

士
の

学
位

授
与

数
（

課
程

博
士

の
み

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
4
：

留
年

率
⇒

留
年

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
1
5
：

退
学

率
⇒

退
学

者
・

除
籍

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
6
：

休
学

率
⇒

休
学

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
7
：

卒
業

・
修

了
者

の
う

ち
標

準
修

業
年

限
内

卒
業

・
修

了
率

⇒
標

準
修

業
年

限
内

で
の

卒
業

・
修

了
者

数
／

卒
業

・
修

了
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
8
：

卒
業

・
修

了
者

の
う

ち
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
年

以
内

で
の

卒
業

・
修

了
率

⇒
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
年

内
で

の
卒

業
・

修
了

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
9
：

受
験

者
数

に
対

す
る

資
格

取
得

率
⇒

合
格

者
数

／
受

験
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
0
：

卒
業

・
修

了
者

に
対

す
る

資
格

取
得

率
⇒

合
格

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
1
：

進
学

率
⇒

進
学

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
2
：

卒
業

・
修

了
者

に
占

め
る

就
職

者
の

割
合

⇒
就

職
者

数
／

卒
業

・
修

了
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
3
：

職
業

別
就

職
率

⇒
職

業
区

分
別

就
職

者
数

／
就

職
者

数
合

計
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
4
：

産
業

別
就

職
率

⇒
産

業
区

分
別

就
職

者
数

／
就

職
者

数
合

計
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

１
卒

業
（

修
了

）
率

、
資

格
取

得
等

1
.
1
：

「
単

位
取

得
・

成
績

・
学

位
授

与
の

状
況

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

1
.
2
：

「
資

格
取

得
、

学
外

試
験

の
結

果
、

学
生

の
研

究
実

績
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
　

　
 
教

育
成

果
1
.
3
：

「
独

自
の

学
修

成
果

の
測

定
・

可
視

化
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
教

育
成

果
1
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

第
３

期
中

期
目

標
期

間
に

お
け

る
学

生
数

は
修

士
課

程
で

平
均

4
5
4
.
8
名

、
博

士
課

程
で

平
均

2
1
6
.
3
名

と
な

っ
て

お
り

、
年

度
当

た
り

の
発

表
論

文
数

は
2
0
1
6
年

度
の

8
0
0
件

程
度

か
ら

2
0
1
9
年

度
の

1
,
0
0
0
件

程
度

、
受

賞
件

数
は

2
0
1
6
年

度
の

7
0
件

程
度

か
ら

2
0
1
9
年

度
の

1
1
0
件

程
度

へ
増

加
し

て
い

る
。

[
1
.
2
]

　
学

生
に

よ
る

学
会

発
表

数
は

2
0
1
6
年

度
か

ら
2
0
1
9
年

度
は

毎
年

度
5
0
0
件

を
超

え
、

学
生

一
人

当
た

り
年

３
回

以
上

の
学

会
発

表
を

行
っ

て
い

る
。

日
本

人
学

生
と

外
国

人
学

生
を

一
緒

に
教

育
研

究
指

導
す

る
と

と
も

に
、

海
外

協
定

校
へ

の
派

遣
及

び
国

際
会

議
で

の
発

表
等

を
通

じ
て

学
生

の
国

際
化

を
図

っ
て

お
り

、
第

３
期

中
期

目
標

期
間

に
お

け
る

計
3
1
4
件

の
学

生
の

受
賞

数
の

う
ち

、
国

際
会

議
で

の
発

表
等

に
よ

る
国

際
的

な
賞

の
割

合
は

約
2
5
％

と
な

っ
て

い
る

。
[
1
.
2
]

必
須

２
就

職
、

進
学

2
.
1
：

「
就

職
・

進
学

率
、

就
職

先
の

特
徴

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

2
.
2
：

「
独

自
の

学
修

成
果

の
測

定
・

可
視

化
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
教

育
成

果
2
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

形
成

支
援

室
を

設
置

し
、

博
士

前
期

課
程

学
生

対
象

の
進

学
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
、

優
秀

な
学

生
の

博
士

後
期

課
程

へ
の

進
学

を
支

援
す

る
と

同
時

に
、

多
様

な
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
の

提
示

、
企

業
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

、
長

期
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

等
に

よ
り

、
博

士
後

期
課

程
学

生
の

就
職

支
援

を
行

っ
て

い
る

。
そ

れ
ら

の
取

組
の

結
果

、
修

士
課

程
修

了
生

の
主

な
就

職
先

は
、

医
薬

品
開

発
、

化
学

・
合

成
、

医
療

技
術

等
の

専
門

的
・

技
術

的
職

業
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
博

士
後

期
課

程
修

了
生

の
う

ち
、

大
学

や
公

的
研

究
機

関
に

お
い

て
博

士
研

究
員

（
ポ

ス
ト

ド
ク

タ
ー

）
と

な
る

者
は

4
0
％

か
ら

5
0
％

の
間

を
推

移
し

て
お

り
、

民
間

企
業

の
研

究
員

と
な

る
者

は
2
0
％

か
ら

3
0
％

の
間

を
推

移
し

て
お

り
、

大
学

教
員

と
し

て
就

職
す

る
者

も
い

る
。

[
2
.
1
]

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅱ
　
教
育
成
果
の
状
況
】

－
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選
択

Ａ
卒

業
（

修
了

）
時

の
学

生
か

ら
の

意
見

聴
取

【
学

系
共

通
】

学
生

か
ら

の
意

見
聴

取
（

学
習

の
達

成
度

や
満

足
度

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
、

学
習

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

分
析

調
査

、
懇

談
会

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

）
の

概
要

及
び

そ
の

結
果

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

A
.
1
：

「
卒

業
（

修
了

）
時

の
学

生
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
1
6
年

度
か

ら
2
0
1
9
年

度
の

修
了

生
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

で
は

、
「

専
門

的
な

知
識

・
技

術
・

技
能

を
具

体
的

な
課

題
解

決
に

実
践

的
に

活
か

す
能

力
」

や
「

課
題

解
決

に
必

要
な

、
各

分
野

に
お

け
る

専
門

的
な

知
識

・
技

術
・

技
能

」
等

の
８

項
目

に
つ

い
て

、
肯

定
的

に
回

答
し

た
修

了
生

は
2
0
1
6
年

度
の

8
0
％

程
度

か
ら

、
2
0
1
9
年

度
の

9
0
%
程

度
へ

と
向

上
し

て
い

る
。

[
A
.
1
]

選
択

Ｂ
卒

業
（

修
了

）
生

か
ら

の
意

見
聴

取
【

学
系

共
通

】

卒
業

（
修

了
）

後
、

一
定

年
限

を
経

過
し

た
卒

業
（

修
了

）
生

に
つ

い
て

の
意

見
聴

取
（

ア
ン

ケ
ー

ト
、

懇
談

会
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

等
）

の
概

要
及

び
そ

の
結

果
が

確
認

で
き

る
資

料
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

B
.
1
：

「
卒

業
生

等
調

査
の

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
1
6
年

度
か

ら
2
0
1
9
年

度
に

お
い

て
修

士
課

程
及

び
博

士
課

程
の

修
了

生
を

対
象

と
し

た
学

生
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
で

は
、

在
学

中
に

向
上

し
た

能
力

に
関

す
る

質
問

に
対

し
、

修
士

課
程

及
び

博
士

課
程

と
も

肯
定

的
な

回
答

が
多

く
、

特
に

、
「

研
究

の
基

礎
と

な
る

手
段

・
技

術
・

能
力

」
、

「
問

題
解

決
力

」
及

び
「

プ
レ

ゼ
ン

テ
－

シ
ョ

ン
能

力
」

で
は

肯
定

的
な

回
答

は
2
0
1
6
年

度
の

9
0
％

程
度

か
ら

、
2
0
1
9
年

度
の

9
5
%
程

度
へ

と
向

上
し

て
い

る
。

[
B
.
1
]

選
択

Ｃ
就

職
先

等
か

ら
の

意
見

聴
取

【
学

系
共

通
】

就
職

先
や

進
学

先
等

の
関

係
者

へ
の

意
見

聴
取

（
ア

ン
ケ

ー
ト

、
懇

談
会

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

）
の

概
要

及
び

そ
の

結
果

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

C
.
1
：

「
就

職
先

等
調

査
の

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
1
6
年

度
か

ら
2
0
1
9
年

度
に

お
い

て
実

施
し

た
企

業
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
で

は
、

修
了

生
の

魅
力

を
感

じ
る

点
と

し
て

、
「

専
門

分
野

を
深

く
学

ん
で

い
る

点
」

は
2
0
1
6
年

度
の

5
7
.
1
％

か
ら

2
0
1
9
年

度
の

7
2
.
3
％

、
「

融
合

分
野

を
学

ん
で

お
り

、
視

野
が

広
い

点
」

は
2
0
1
6
年

度
の

6
5
.
7
％

か
ら

2
0
1
9
年

度
の

8
5
.
3
％

へ
と

向
上

し
て

い
る

。
[
C
.
1
]

選
択

Ｚ
そ

の
他
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

教
員

、
研

究
員

等
の

人
数

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

ポ
ス

ド
ク

研
究

員
や

Ｕ
Ｒ

Ａ
等

の
研

究
支

援
ス

タ
ッ

フ
を

含
む

。
）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

共
同

利
用

・
共

同
研

究
の

実
施

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
、

国
際

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
の

み
）

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
本

務
教

員
の

年
齢

構
成

が
確

認
で

き
る

資
料

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

・
指

標
番

号
1
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

研
究

員
数

⇒
研

究
員

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

構
成

員
へ

の
法

令
遵

守
や

研
究

者
倫

理
等

に
関

す
る

施
策

の
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

利
益

相
反

、
生

命
倫

理
、

環
境

・
安

全
管

理
の

規
程

、
研

究
不

正
防

止
の

規
程

等
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

研
究

活
動

を
検

証
す

る
組

織
、

検
証

の
方

法
が

確
認

で
き

る
資

料
2
0
1
9
年

度

・
博

士
の

学
位

授
与

数
（

課
程

博
士

の
み

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

１
研

究
の

実
施

体
制

及
び

支
援

・
推

進
体

制

1
.
1
：

拠
点

形
成

、
組

織
・

再
編

、
研

究
支

援
体

制
・

研
究

管
理

体
制

1
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
内

他
部

局
や

外
部

研
究

機
関

と
組

織
横

断
的

に
研

究
チ

ー
ム

を
構

成
し

、
第

３
期

中
期

目
標

期
間

に
お

い
て

８
件

の
外

部
資

金
に

よ
る

大
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

と
７

件
の

計
画

課
題

型
共

同
研

究
を

実
施

し
て

い
る

。
超

高
圧

電
子

顕
微

鏡
を

中
心

と
す

る
最

先
端

顕
微

装
置

・
技

術
に

よ
り

教
育

研
究

の
先

進
化

を
図

る
た

め
、

2
0
◯

年
度

に
既

存
組

織
を

改
組

し
、

○
○

○
研

究
セ

ン
タ

ー
を

設
置

し
て

い
る

。
[
1
.
1
]

必
須

２
研

究
活

動
に

関
す

る
施

策
／

研
究

活
動

の
質

の
向

上

2
.
1
：

研
究

推
進

方
策

、
特

色
あ

る
研

究
等

の
推

進
、

学
際

的
研

究
の

促
進

、
　

　
 
社

会
課

題
に

関
す

る
研

究
2
.
2
：

人
事

方
策

、
若

手
研

究
者

の
確

保
・

育
成

2
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

中
性

子
線

を
用

い
た

新
し

い
が

ん
治

療
法

で
あ

る
○

○
○

療
法

の
研

究
を

進
め

て
お

り
、

原
子

炉
中

性
子

源
を

利
用

し
て

、
第

３
期

中
期

目
標

期
間

に
お

い
て

合
計

2
3
5
件

の
臨

床
試

験
を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

加
速

器
中

性
子

に
よ

る
○

○
○

の
開

発
に

成
功

し
、

2
0
◯

年
度

か
ら

治
験

を
開

始
し

て
お

り
、

○
○

か
ら

○
○

ま
で

適
応

症
例

を
拡

大
し

て
い

る
。

[
2
.
1
]

　
学

際
研

究
の

推
進

と
若

手
研

究
者

育
成

の
た

め
、

第
３

期
中

期
目

標
期

間
に

学
際

的
研

究
を

自
ら

提
案

・
実

施
す

る
研

究
員

で
あ

る
ミ

ッ
シ

ョ
ン

専
攻

研
究

員
を

延
べ

3
4
名

任
用

し
て

い
る

。
５

つ
の

学
域

と
そ

れ
ら

に
ま

た
が

る
理

工
融

合
研

究
や

研
究

拠
点

と
の

連
携

研
究

等
を

推
進

し
、

資
金

配
分

や
若

手
研

究
者

へ
の

支
援

を
行

っ
て

お
り

、
支

援
し

た
研

究
の

成
果

に
よ

り
、

仁
科

記
念

賞
、

文
部

科
学

大
臣

賞
や

国
内

外
の

学
会

賞
等

を
受

賞
し

て
い

る
。

[
2
.
2
]

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅰ
　
研
究
活
動
の
状
況
】

－
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◇
研

究
活

動
状

況
に

関
す

る
資

料
（

学
系

別
）

【
様

式
】

研
究

活
動

状
況

に
関

す
る

資
料

（
総

合
理

系
）

を
参

照
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
4
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

特
許

出
願

数
⇒

特
許

出
願

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
4
2
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

特
許

取
得

数
⇒

特
許

取
得

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
申

請
件

数
（

新
規

）
⇒

申
請

件
数

（
新

規
）

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
採

択
内

定
件

数
⇒

内
定

件
数

（
新

規
）

／
本

務
教

員
数

⇒
内

定
件

数
（

新
規

・
継

続
）

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
7
：

科
研

費
採

択
内

定
率

（
新

規
）

⇒
内

定
件

数
（

新
規

）
／

申
請

件
数

（
新

規
）

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
8
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
内

定
金

額
⇒

内
定

金
額

／
本

務
教

員
数

⇒
内

定
金

額
（

間
接

経
費

含
む

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
9
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

競
争

的
資

金
採

択
件

数
⇒

競
争

的
資

金
採

択
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
3
0
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

競
争

的
資

金
受

入
金

額
⇒

競
争

的
資

金
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

３
論

文
・

著
書

・
特

許
・

学
会

発
表

な
ど

【
様

式
】

研
究

活
動

状
況

に
関

す
る

資
料

（
総

合
理

系
）

 

 
2
0
1
6
年

度
 

2
0
1
7
年

度
 

2
0
1
8
年

度
 

2
0
1
9
年

度
 

専
任

教
員

数
 

 
 

 
 

著
書

数
 

日
本

語
 

 
 

 
 

外
国

語
 

 
 

 
 

査
読

付
き

論
文

数
 

日
本

語
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

外
国

語
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

(
 
)
 

そ
の

他
 

 
 

 
 

 
 

 
※

１
 

「
専

任
教

員
数

」
に

つ
い

て
は

、
各

年
度

の
５

月
１

日
現

在
の

当
該

学
部

・
研

究
科

等
に

所
属

す
る

研
究

活
動

を
行

っ
て

い
る

専
任

教
員

（
教

授
、

准
教

授
、

講
師

、
助

教
）

の
人

数

と
し

て
く

だ
さ

い
。

2
0
1
9
年

度
の

専
任

教
員

数
は

、
学

部
・

研
究

科
等

ご
と

の
「

研
究

業
績

説
明

書
」

で
求

め
ら

れ
る

専
任

教
員

数
と

一
致

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 

※
２

 
査

読
付

き
論

文
数

に
つ

い
て

は
、

内
数

と
し

て
「

筆
頭

著
者

・
責

任
著

者
」

に
よ

る
論

文

数
を

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
※

３
 

学
会

発
表

や
「

査
読

付
き

論
文

」
に

当
た

ら
な

い
論

文
な

ど
に

つ
い

て
は

、「
そ

の
他

」
と

 
 

 
 

 
し

て
カ

ウ
ン

ト
し

て
く

だ
さ

い
。
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・
指

標
番

号
3
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

件
数

⇒
共

同
研

究
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
2
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

共
同

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
3
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

金
額

⇒
共

同
研

究
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
4
：

本
務

教
員

当
た

り
の

共
同

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

共
同

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

件
数

⇒
受

託
研

究
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

受
託

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
7
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

金
額

⇒
受

託
研

究
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
8
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

受
託

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
9
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

寄
附

金
受

入
件

数
⇒

寄
附

金
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
0
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

寄
附

金
受

入
金

額
⇒

寄
附

金
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
3
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

ラ
イ

セ
ン

ス
契

約
数

⇒
ラ

イ
セ

ン
ス

契
約

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
4
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

ラ
イ

セ
ン

ス
収

入
額

⇒
ラ

イ
セ

ン
ス

収
入

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
4
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

外
部

研
究

資
金

の
金

額
⇒

（
科

研
費

の
内

定
金

額
（

間
接

経
費

含
む

）
＋

共
同

研
究

受
入

金
額

＋
受

託
研

究
受

入
金

額
＋

寄
附

金
受

入
金

額
）

の
合

計
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
4
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

民
間

研
究

資
金

の
金

額
⇒

（
共

同
研

究
受

入
金

額
（

国
内

・
外

国
企

業
か

ら
の

み
）

＋
受

託
研

究
受

入
金

額
（

国
内

・
外

国
企

業
か

ら
の

み
）

＋
寄

附
金

受
入

金
額

）
の

合
計

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

４
研

究
資

金

－
総
合
理
系
-
1
0
－
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選
択

Ａ
地

域
連

携
に

よ
る

研
究

活
動

A
.
1
：

産
官

学
連

携
等

に
よ

る
共

同
研

究
の

推
進

、
　

　
 
地

域
社

会
の

課
題

に
関

す
る

研
究

A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

○
○

県
及

び
○

○
○

市
の

そ
れ

ぞ
れ

と
◯

◯
大

学
と

の
間

で
締

結
し

て
い

る
「

環
境

調
和

型
・

持
続

可
能

社
会

の
構

築
に

む
け

た
連

携
実

施
協

定
」

の
中

心
部

局
と

し
て

、
文

部
科

学
省

の
知

的
ク

ラ
ス

タ
ー

創
成

事
業

等
を

通
し

て
地

域
連

携
研

究
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

[
A
.
1
]

　
東

京
電

力
福

島
第

一
原

子
力

発
電

所
の

事
故

を
受

け
て

取
り

組
ん

で
い

る
原

子
力

○
○

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、

５
研

究
ユ

ニ
ッ

ト
に

よ
り

研
究

を
推

進
し

て
お

り
、

○
○

型
サ

ー
ベ

イ
シ

ス
テ

ム
を

開
発

し
、

そ
の

成
果

が
文

部
科

学
省

、
環

境
省

、
福

島
県

、
原

子
力

研
究

開
発

機
構

等
で

導
入

及
び

利
用

さ
れ

て
い

る
な

ど
、

復
興

支
援

に
貢

献
し

て
い

る
。

[
A
.
1
]

選
択

Ｂ
国

際
的

な
連

携
に

よ
る

研
究

活
動

【
学

系
共

通
】

B
.
1
：

国
際

的
な

共
同

研
究

の
推

進
B
.
2
：

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
、

研
究

者
の

国
際

交
流

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

多
国

間
学

術
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
「

○
○

○
○

○
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

」
を

推
進

し
、

日
本

南
極

地
域

観
測

に
お

け
る

海
洋

・
海

氷
観

測
研

究
に

参
加

し
て

い
る

ほ
か

、
2
0
1
9
年

度
ま

で
に

2
4
件

の
国

際
交

流
協

定
を

締
結

し
、

3
0
4
件

の
国

際
共

同
研

究
を

行
っ

て
い

る
。

[
B
.
1
]

　
東

ア
ジ

ア
の

医
工

学
研

究
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

に
よ

り
国

際
共

同
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

し
、

毎
年

定
期

的
に

若
手

研
究

者
や

学
生

の
交

流
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
◯

件
開

催
し

て
い

る
。

[
B
.
2
]

選
択

Ｃ
研

究
成

果
の

発
信

／
研

究
資

料
等

の
共

同
利

用
【

学
系

共
通

】

C
.
1
：

研
究

成
果

の
発

信
、

研
究

資
料

等
の

共
同

利
用

を
推

進
す

る
た

め
の

工
夫

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
際

的
新

領
域

「
○

○
科

学
」

の
創

成
を

担
う

若
手

人
材

育
成

の
た

め
に

、
2
0
◯

年
度

に
○

○
科

学
に

関
す

る
解

説
書

『
○

○
科

学
へ

の
招

待
』

を
出

版
す

る
と

と
も

に
、

○
○

学
を

わ
か

り
や

す
く

解
説

す
る

マ
ン

ガ
『

○
○

っ
て

な
に

』
を

2
0
1
6
年

度
か

ら
合

計
1
5
号

作
成

し
、

合
本

と
し

て
英

語
版

と
と

も
に

出
版

し
て

い
る

。
[
C
.
1
]

　
文

部
科

学
省

「
ナ

ノ
テ

ク
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
」

等
に

よ
り

導
入

し
た

大
型

設
備

の
学

内
外

へ
の

共
用

化
を

促
進

し
て

お
り

、
各

機
器

の
利

用
実

績
は

、
電

子
顕

微
鏡

は
2
0
1
6
年

度
の

1
,
5
0
0
時

間
程

度
か

ら
2
0
1
9
年

度
の

3
,
3
0
0
時

間
程

度
、

電
子

線
描

画
装

置
は

2
0
1
6
年

度
の

6
,
0
0
0

時
間

程
度

か
ら

2
0
1
9
年

度
の

1
1
,
0
0
0
時

間
程

度
、

原
子

層
堆

積
装

置
は

2
0
1
6
年

度
の

2
0
0
時

間
程

度
か

ら
2
0
1
9
年

度
の

3
,
0
0
0
時

間
程

度
へ

増
加

し
て

い
る

。
[
C
.
1
]

－
総
合
理
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選
択

Ｄ
総

合
的

領
域

の
振

興

D
.
1
：

総
合

的
領

域
の

振
興

を
推

進
す

る
た

め
の

工
夫

D
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

教
員

の
連

合
体

と
し

て
、

組
織

を
越

え
た

横
断

的
連

携
、

協
力

に
よ

り
新

た
な

学
術

領
域

を
創

造
、

構
築

す
る

組
織

で
あ

る
○

○
○

機
構

を
2
0
○

年
度

に
設

立
し

て
い

る
。

こ
れ

に
よ

り
医

薬
品

メ
ー

カ
ー

や
バ

イ
オ

ベ
ン

チ
ャ

ー
、

電
子

機
器

メ
ー

カ
ー

等
の

民
間

企
業

と
の

共
同

研
究

を
開

始
し

、
2
0
1
6
年

度
以

降
、

寄
附

講
座

を
４

件
、

共
同

研
究

講
座

を
４

件
開

設
し

て
い

る
。

[
D
.
1
]

　
第

３
期

中
期

目
標

期
間

に
、

全
国

５
研

究
所

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
型

共
同

研
究

拠
点

を
形

成
し

て
お

り
、

革
新

的
物

質
・

デ
バ

イ
ス

の
創

製
と

人
材

の
輩

出
を

ミ
ッ

シ
ョ

ン
と

す
る

○
○

○
○

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
全

1
3
0
研

究
グ

ル
ー

プ
）

を
ベ

ー
ス

と
し

て
、

国
内

外
の

大
学

、
公

的
研

究
機

関
と

の
先

端
的

・
学

際
的

共
同

研
究

を
推

進
し

て
い

る
。

[
D
.
1
]

選
択

Ｅ
学

術
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
へ

の
貢

献
【

学
系

共
通

】

E
.
1
：

会
議

開
催

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
E
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
際

性
、

先
端

性
を

持
つ

国
際

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
に

参
加

し
て

主
導

的
な

役
割

を
果

た
す

と
と

も
に

、
「

A
s
i
a
n
 
C
O
R
E
 
P
r
o
g
r
a
m
」

に
お

い
て

は
、

東
南

ア
ジ

ア
５

か
国

を
対

象
と

し
た

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

し
て

い
る

。
ま

た
、

研
究

所
主

催
の

国
際

会
議

を
毎

年
開

催
し

、
所

員
が

組
織

す
る

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
第

３
期

中
期

目
標

期
間

通
算

で
5
6
件

実
施

し
て

い
る

。
[
E
.
1
]

選
択

Ｚ
そ

の
他

根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

必
須

１
研

究
業

績
研

究
業

績
説

明
書

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

選
択

Ｚ
そ

の
他

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅱ
　
研
究
成
果
の
状
況
】

－
総
合
理
系
-
1
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

必
須

１
学

位
授

与
方

針
公

表
さ

れ
た

学
位

授
与

方
針

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

必
須

２
教

育
課

程
方

針
公

表
さ

れ
た

教
育

課
程

方
針

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

体
系

性
が

確
認

で
き

る
資

料
（

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ッ
プ

、
コ

ー
ス

・
ツ

リ
ー

、
ナ

ン
バ

リ
ン

グ
等

）
2
0
1
9
年

度

自
己

点
検

・
評

価
に

お
い

て
体

系
性

や
水

準
に

関
す

る
検

証
を

実
施

し
て

い
る

場
合

は
そ

の
状

況
が

わ
か

る
資

料
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

研
究

指
導

、
学

位
論

文
（

特
定

課
題

研
究

の
成

果
を

含
む

。
）

指
導

体
制

が
確

認
で

き
る

資
料

（
規

定
、

申
合

せ
等

）
（

※
大

学
院

課
程

（
専

門
職

学
位

課
程

を
除

く
。

）
が

対
象

）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

【
分
析
項
目
Ⅰ
　
教
育
活
動
の
状
況
】

1
0
．
総
合
融
合
系

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

必
須

３
教

育
課

程
の

編
成

、
授

業
科

目
の

内
容

3
.
1
：

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

／
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
体

系
的

な
構

築
、

　
　

 
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
の

実
施

体
制

、
教

育
目

的
に

即
し

た
科

目
群

の
設

定
3
.
2
：

社
会

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

※
の

構
築

、
　

　
 
社

会
課

題
や

人
材

需
要

を
踏

ま
え

た
教

育
、

産
業

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

人
材

育
成

3
.
3
：

学
術

動
向

に
即

し
た

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
※

の
構

築
3
.
4
：

教
養

教
育

と
専

門
教

育
の

関
わ

り
、

　
　

 
新

入
学

生
の

学
習

履
歴

を
踏

ま
え

た
教

育
（

導
入

教
育

な
ど

）
3
.
5
：

大
学

院
の

コ
ー

ス
ワ

ー
ク

3
.
0
：

そ
の

他
※

例
え

ば
、

外
部

資
金

を
用

い
た

新
た

な
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

「
子

ど
も

の
こ

こ
ろ

の
課

題
」

に
関

連
す

る
学

際
領

域
の

知
識

を
修

得
さ

せ
る

た
め

、
○

○
大

学
、

○
○

医
科

大
学

、
○

○
大

学
（

2
0
○

年
度

よ
り

）
、

○
○

大
学

（
2
0
○

年
度

よ
り

）
と

、
連

合
５

大
学

の
医

療
系

・
生

命
脳

科
学

系
、

心
理

・
教

育
系

等
の

各
教

員
が

連
携

し
た

教
育

活
動

を
行

う
こ

と
で

、
各

大
学

の
長

所
を

生
か

し
た

文
理

融
合

型
の

教
育

を
共

通
で

実
施

し
て

い
る

。
[
3
.
1
]

　
博

士
前

期
・

後
期

課
程

で
は

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
き

、
授

業
科

目
を

概
論

科
目

、
特

論
科

目
、

演
習

科
目

に
区

分
し

、
段

階
的

に
基

礎
理

論
か

ら
応

用
研

究
に

至
る

教
育

課
程

を
再

編
成

す
る

と
と

も
に

、
学

生
に

「
本

研
究

科
に

お
け

る
基

本
的

な
履

修
の

流
れ

」
を

提
示

し
て

の
履

修
指

導
や

年
次

に
応

じ
た

授
業

形
態

の
組

み
合

わ
せ

を
行

っ
て

い
る

。
[
3
.
1
]

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
に
つ
い
て
≫

・
現
況
調
査
表
の
本
文
へ
の
記
述
に
当
た
っ
て
は
、
文
章

の
形
で
は
な
く
、
根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
形
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

・
デ
ー
タ
分
析
集
等
の
指
標
に
つ
い
て
は
、
機
構
が
行
う

現
況
分
析
に
お
け
る
３
種
類
の
区
分
（
「
◆
（
重
要
指
標
）
」
「
◇
（
分
析
指
標
）
」
「
・
（
参
考
指
標
）
」
）
を
冒
頭
に
付
し
て
い
ま
す
。

・
「
基
準
日
／
対
象
年
度
」
欄
の
〔

〕
書
き
に
つ
い
て

は
、
「
国
立
大
学
法
人
へ
の
問
い
合
わ
せ
」
（

20
20
年
８
月
下
旬
～
９
月
中
旬
予
定
）
の
段
階
で
提
出
等
が
必
要
な
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
に
つ
い
て
≫

・
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
「
半
角
数
字

（
も
し
く
は
半
角
英
字
）
」
「

.（
半
角
ピ
リ
オ
ド
）
」
「
半
角
数
字
」
の
順
で
コ
ー
ド
を
付
し
て
い
ま
す
。
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」

を
記
述
す
る
際
に
は
、
該
当
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
コ
ー
ド

を
文
末
に

[
]
 （

半
角
角
括
弧
）
書
き
で
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
キ
ー
ワ
ー
ド
が
な
い
場
合
に
は
、

[
半
角
数
字
（
も
し
く
は
半
角
英
字
）

.0
]

を
文
末
に
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
対
応
す
る
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
を
す
べ
て
記
述
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
「
具
体
的
な
記
載
例
」
は
、
記
載
に
当
た
っ
て
の
例
示

で
あ
り
、
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
に
記
載
す
べ
き
内
容
を
制
限
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
部
の
記
載
項
目
で
は
、

空
欄
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
必
ず
し
も
「
第
３
期
中
期
目

標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
の
記
載
を
妨
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
各
分
析
項
目
に
は
、
選
択
記
載
項
目
「
そ
の
他
」
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
を
記
載
す
る
に
当
た
り
、
ど
の
記
載
項
目
に
も
該
当
し
な
い
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、

こ
の
選
択
記
載
項
目
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
独

自
の
記
載
項
目
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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１
年

間
の

授
業

を
行

う
期

間
が

確
認

で
き

る
資

料
（

学
年

暦
、

年
間

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

等
）

2
0
1
9
年

度

シ
ラ

バ
ス

の
全

件
、

全
項

目
が

確
認

で
き

る
資

料
（

電
子

シ
ラ

バ
ス

の
デ

ー
タ

（
c
s
v
）

、
又

は
Ｕ

Ｒ
Ｌ

等
）

、
学

生
便

覧
等

関
係

資
料

2
0
1
9
年

度

専
門

職
大

学
院

に
係

る
Ｃ

Ａ
Ｐ

制
に

関
す

る
規

定
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

◇
協

定
等

に
基

づ
く

留
学

期
間

別
日

本
人

留
学

生
数

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
「

大
学

等
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

関
す

る
調

査
」

の
調

査
票

）
2
0
1
7
年

度

・
指

標
番

号
５

：
海

外
派

遣
率

⇒
海

外
派

遣
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
９

：
専

任
教

員
あ

た
り

の
学

生
数

⇒
学

生
数

／
専

任
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
1
0
：

専
任

教
員

に
占

め
る

女
性

専
任

教
員

の
割

合
⇒

女
性

専
任

教
員

数
／

専
任

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

履
修

指
導

の
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
習

相
談

の
実

施
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

社
会

的
・

職
業

的
自

立
を

図
る

た
め

に
必

要
な

能
力

を
培

う
取

組
が

確
認

で
き

る
資

料
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

履
修

上
特

別
な

支
援

を
要

す
る

学
生

等
に

対
す

る
学

習
支

援
の

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
少

な
く

と
も

2
0
1
9
年

度

必
須

４
授

業
形

態
、

学
習

指
導

法

4
.
1
：

教
育

方
法

の
組

み
合

わ
せ

、
専

門
分

野
の

実
験

・
実

習
・

現
場

教
育

の
工

夫
、

　
 
　

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

、
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
・

実
習

実
施

体
制

の
強

化
、

　
 
　

習
熟

度
・

キ
ャ

リ
ア

別
を

考
慮

し
た

授
業

形
態

、
多

様
な

学
修

・
研

究
の

機
会

、
　

　
 
学

部
学

生
の

研
究

マ
イ

ン
ド

醸
成

、
研

究
倫

理
教

育
の

充
実

、
　

　
 
教

室
外

学
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

の
提

供
4
.
2
：

実
践

的
学

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
4
.
3
：

情
報

通
信

技
術

（
Ｉ

Ｃ
Ｔ

）
な

ど
の

多
様

な
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

4
.
4
：

教
育

・
研

究
の

指
導

体
制

、
教

育
目

的
を

実
現

す
る

た
め

の
教

員
構

成
4
.
5
：

論
文

等
指

導
の

工
夫

、
大

学
院

生
の

キ
ャ

リ
ア

開
発

4
.
6
：

理
論

と
実

務
の

架
橋

を
図

る
教

育
方

法
の

工
夫

4
.
7
：

学
習

指
導

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

4
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
際

的
分

野
に

お
け

る
複

数
の

専
門

家
か

ら
の

指
導

、
異

分
野

か
ら

の
指

導
を

行
う

た
め

、
副

指
導

教
員

制
を

導
入

し
て

お
り

、
2
0
○

年
度

に
お

け
る

副
指

導
教

員
制

の
利

用
者

の
割

合
は

、
修

士
課

程
で

は
5
3
％

、
博

士
課

程
で

は
6
5
％

と
な

っ
て

い
る

。
[
4
.
4
]

　
学

生
の

着
想

に
よ

る
研

究
の

推
進

及
び

海
外

発
表

を
促

す
研

究
科

独
自

の
経

済
的

支
援

策
（

年
５

件
、

総
額

1
0
0
万

円
）

の
運

用
等

の
工

夫
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
学

生
が

企
業

と
の

６
か

月
間

の
共

同
研

究
計

画
を

立
案

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

リ
ー

ダ
ー

を
務

め
な

が
ら

共
同

研
究

を
推

進
す

る
実

習
科

目
「

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

実
習

」
を

開
設

し
て

お
り

、
毎

年
3
0
％

程
度

の
学

生
が

履
修

し
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
取

組
に

よ
り

、
博

士
後

期
課

程
修

了
生

が
備

え
る

べ
き

能
力

の
涵

養
を

図
っ

て
い

る
。

[
4
.
5
]

　
研

究
開

発
能

力
や

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

･
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
並

び
に

国
際

感
覚

を
有

す
る

即
戦

力
型

人
材

養
成

の
た

め
、

専
門

的
な

研
究

開
発

を
担

当
す

る
教

員
（

R
&
D
教

員
）

と
、

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

担
当

す
る

教
員

（
P
M
教

員
）

が
、

１
名

の
学

生
に

対
し

て
双

方
か

ら
指

導
を

行
い

、
両

方
の

能
力

を
バ

ラ
ン

ス
良

く
育

成
す

る
「

サ
ン

ド
イ

ッ
チ

方
式

教
育

」
を

実
施

し
て

い
る

。
[
4
.
5
]

必
須

５
履

修
指

導
、

支
援

5
.
1
：

学
習

支
援

の
充

実
、

学
習

意
欲

向
上

方
策

、
学

習
環

境
の

整
備

5
.
2
：

履
修

指
導

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

5
.
3
：

キ
ャ

リ
ア

支
援

の
取

組
5
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
等

を
利

用
し

て
時

間
割

、
履

修
状

況
、

成
績

等
の

学
修

状
況

を
チ

ェ
ッ

ク
で

き
る

シ
ス

テ
ム

を
開

発
し

、
学

生
の

自
律

的
な

管
理

を
可

能
と

し
て

い
る

。
ま

た
、

実
習

や
演

習
で

は
、

学
生

の
自

己
評

価
、

学
生

相
互

の
講

評
、

教
員

コ
メ

ン
ト

、
添

削
指

導
等

を
複

合
的

に
組

み
合

わ
せ

て
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
行

う
こ

と
で

、
学

習
成

果
の

向
上

に
努

め
て

い
る

。
[
5
.
1
]
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成
績

評
価

基
準

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

成
績

評
価

の
分

布
表

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
生

か
ら

の
成

績
評

価
に

関
す

る
申

立
て

の
手

続
き

や
学

生
へ

の
周

知
等

が
明

示
さ

れ
て

い
る

資
料

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

卒
業

又
は

修
了

の
要

件
を

定
め

た
規

定
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

卒
業

又
は

修
了

判
定

に
関

す
る

教
授

会
等

の
審

議
及

び
学

長
な

ど
組

織
的

な
関

わ
り

方
を

含
め

て
卒

業
（

修
了

）
判

定
の

手
順

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
9
年

度

学
位

論
文

（
課

題
研

究
）

の
審

査
に

係
る

手
続

き
及

び
評

価
の

基
準

（
※

大
学

院
課

程
（

専
門

職
学

位
課

程
を

除
く

。
）

が
対

象
）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

修
了

判
定

に
関

す
る

教
授

会
等

の
審

議
及

び
学

長
な

ど
組

織
的

な
関

わ
り

方
が

確
認

で
き

る
資

料
（

※
大

学
院

課
程

（
専

門
職

学
位

課
程

を
含

む
。

）
が

対
象

）
2
0
1
9
年

度

学
位

論
文

の
審

査
体

制
、

審
査

員
の

選
考

方
法

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

大
学

院
課

程
（

専
門

職
学

位
課

程
を

除
く

。
）

が
対

象
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

学
生

受
入

方
針

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

◇
入

学
者

選
抜

確
定

志
願

状
況

に
お

け
る

志
願

倍
率

（
「

毎
年

度
の

入
学

者
選

抜
確

定
志

願
状

況
」

）
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◆
入

学
定

員
充

足
率

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
１

：
女

性
学

生
の

割
合

⇒
女

性
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
２

：
社

会
人

学
生

の
割

合
⇒

社
会

人
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
３

：
留

学
生

の
割

合
⇒

留
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
６

：
受

験
者

倍
率

⇒
受

験
者

数
／

募
集

人
員

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
７

：
入

学
定

員
充

足
率

⇒
入

学
者

数
／

入
学

定
員

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

６
成

績
評

価

6
.
1
：

学
習

成
果

の
評

価
方

法
6
.
2
：

成
績

評
価

に
お

け
る

学
修

成
果

の
可

視
化

6
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
◯

年
度

か
ら

成
績

評
価

の
厳

格
化

に
つ

い
て

教
員

に
周

知
し

、
シ

ラ
バ

ス
に

記
載

し
て

い
る

。
全

て
の

科
目

を
対

象
に

、
成

績
評

価
の

分
布

に
つ

い
て

教
務

委
員

会
W
G
に

て
チ

ェ
ッ

ク
し

、
偏

っ
た

分
布

を
示

し
た

科
目

に
つ

い
て

は
、

担
当

教
員

に
対

し
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

し
て

改
善

を
促

し
て

い
る

。
[
6
.
1
]

必
須

７
卒

業
（

修
了

）
判

定

7
.
1
：

卒
業

又
は

修
了

の
判

定
体

制
・

判
定

方
法

7
.
2
：

学
位

論
文

（
課

題
研

究
）

の
評

価
体

制
・

評
価

方
法

7
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

卒
業

判
定

に
お

い
て

、
単

な
る

履
修

単
位

総
数

や
卒

業
研

究
成

果
だ

け
で

は
な

く
、

テ
ィ

プ
ロ

マ
ポ

リ
シ

ー
に

掲
げ

た
能

力
が

身
に

つ
い

て
い

る
か

も
含

め
た

卒
業

判
定

を
実

践
し

て
い

る
。

[
7
.
1
]

　
2
0
○

年
度

か
ら

論
文

審
査

員
の

選
定

が
適

切
で

あ
っ

た
か

を
専

攻
長

に
助

言
す

る
○

○
委

員
会

を
設

置
し

、
適

切
な

審
査

能
力

を
も

っ
た

審
査

員
の

選
定

に
努

め
て

い
る

。
ま

た
、

学
生

間
の

相
互

研
鑽

を
推

進
す

る
た

め
、

学
生

及
び

教
員

が
研

究
成

果
等

に
つ

い
て

発
表

及
び

討
論

す
る

共
通

セ
ミ

ナ
ー

を
年

２
回

開
催

し
、

ほ
ぼ

全
て

の
学

生
が

毎
回

、
参

加
し

て
い

る
。

[
7
.
2
]

必
須

８
学

生
の

受
入

8
.
1
：

多
様

な
学

生
の

入
学

促
進

・
志

願
者

増
加

方
策

・
受

入
体

制
8
.
2
：

適
正

な
入

学
者

確
保

8
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

バ
ン

ド
ン

工
科

大
学

（
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
）

の
サ

テ
ラ

イ
ト

オ
フ

ィ
ス

の
運

営
や

、
ブ

ラ
ウ

ィ
ジ

ャ
ヤ

大
学

（
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
）

と
の

修
士

ダ
ブ

ル
デ

ィ
グ

リ
ー

制
度

等
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

と
の

連
携

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
第

３
期

中
期

計
画

期
間

中
の

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

か
ら

の
留

学
生

数
は

5
0

名
と

な
り

、
連

携
活

動
の

効
果

が
現

れ
て

い
る

。
[
8
.
1
]

　
社

会
人

受
入

の
た

め
に

昼
夜

開
講

制
を

導
入

し
て

お
り

、
夜

間
開

講
授

業
数

は
全

開
講

数
の

約
5
0
％

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

社
会

人
を

対
象

に
長

期
に

わ
た

る
教

育
課

程
の

履
修

を
認

め
て

お
り

、
中

期
計

画
期

間
中

に
6
0
名

が
制

度
を

利
用

し
て

い
る

。
[
8
.
1
]
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◇
協

定
等

に
基

づ
く

留
学

期
間

別
日

本
人

留
学

生
数

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度

◇
指

標
番

号
３

：
留

学
生

の
割

合
⇒

留
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
５

：
海

外
派

遣
率

⇒
海

外
派

遣
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

選
択

Ｂ
地

域
連

携
に

よ
る

教
育

活
動

B
.
1
：

地
方

自
治

体
・

地
域

企
業

、
外

部
組

織
・

他
大

学
等

と
の

連
携

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

地
域

社
会

の
ニ

ー
ズ

に
こ

た
え

、
地

域
協

働
型

産
業

人
材

の
育

成
を

目
的

と
し

て
お

り
、

組
織

の
設

置
・

改
廃

、
予

算
、

人
事

等
の

運
営

に
関

す
る

重
要

事
項

を
決

定
す

る
学

部
運

営
会

議
の

委
員

の
過

半
数

を
、

地
域

の
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
が

占
め

る
体

制
を

整
備

し
て

い
る

。
[
B
.
1
]

選
択

Ｃ
教

育
の

質
の

保
証

・
向

上
【

学
系

共
通

】

C
.
1
：

Ｆ
Ｄ

・
Ｓ

Ｄ
、

教
員

の
キ

ャ
リ

ア
開

発
、

教
員

評
価

、
教

育
改

善
の

取
組

C
.
2
：

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

、
外

部
評

価
・

第
三

者
評

価
、

関
係

者
の

意
見

聴
取

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
○

年
度

よ
り

、
学

生
の

授
業

評
価

に
対

す
る

教
員

の
意

見
及

び
改

善
案

を
ま

と
め

、
全

教
員

に
配

付
す

る
と

と
も

に
学

生
に

開
示

す
る

こ
と

で
、

教
員

間
の

教
授

法
の

改
善

や
講

義
内

容
に

つ
い

て
議

論
す

る
こ

と
が

で
き

る
環

境
を

整
備

し
て

い
る

。
ま

た
、

研
究

科
長

に
よ

る
授

業
参

観
(
年

間
5
0
講

義
)
を

実
施

し
、

授
業

方
法

に
関

し
て

各
教

員
に

コ
メ

ン
ト

す
る

機
会

を
設

け
る

な
ど

、
複

数
の

取
組

に
よ

り
教

育
環

境
の

改
善

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
学

生
の

授
業

評
価

に
お

い
て

、
「

授
業

の
わ

か
り

や
す

さ
」

に
つ

い
て

1
0
％

程
度

の
向

上
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

[
C
.
1
]

選
択

Ｄ
学

際
的

教
育

の
推

進

D
.
1
：

学
際

的
教

育
を

推
進

す
る

た
め

の
工

夫
、

教
員

の
学

際
的

な
教

育
力

の
向

上
D
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

統
合

的
な

学
際

性
を

身
に

付
け

た
人

材
を

養
成

す
る

た
め

、
１

名
の

主
指

導
教

員
と

主
指

導
教

員
と

は
研

究
領

域
の

異
な

る
副

指
導

教
員

２
名

以
上

に
よ

る
複

数
指

導
の

ほ
か

に
、

「
チ

ュ
ー

ト
リ

ア
ル

」
に

よ
る

研
究

実
施

計
画

書
の

提
出

、
学

生
の

学
習

成
果

と
次

期
計

画
を

指
導

教
員

団
が

確
認

す
る

博
士

論
文

執
筆

計
画

書
、

学
習

指
導

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
シ

ス
テ

ム
で

の
個

別
研

究
指

導
等

を
実

施
し

て
い

る
。

[
D
.
1
]

選
択

Ａ
教

育
の

国
際

性
【

学
系

共
通

】

A
.
1
：

キ
ャ

ン
パ

ス
の

国
際

化
、

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
養

成
、

国
際

共
同

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

教
育

の
国

際
化

を
推

進
す

る
た

め
、

2
0
○

年
度

か
ら

現
代

社
会

が
直

面
す

る
様

々
な

課
題

に
地

域
・

領
域

を
越

え
て

取
り

組
む

こ
と

を
目

指
し

た
グ

ロ
ー

バ
ル

○
○

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

お
よ

び
、

英
語

だ
け

で
単

位
修

得
が

可
能

な
コ

ー
ス

と
し

て
、

文
系

の
国

際
人

材
○

○
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
文

理
融

合
系

の
国

際
○

○
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
講

し
て

い
る

。
2
0
○

年
度

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

、
3
0
名

（
う

ち
日

本
人

1
5
名

）
、

6
0
名

（
う

ち
日

本
人

4
0
名

）
、

4
0
名

（
う

ち
日

本
人

1
5

名
）

が
修

了
し

て
い

る
。

[
A
.
1
]

　
日

本
、

中
国

、
韓

国
の

博
士

後
期

課
程

の
学

生
が

相
互

の
大

学
に

短
期

滞
在

し
て

研
修

を
行

う
○

○
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
前

期
か

ら
継

続
し

て
実

施
し

て
い

る
な

ど
、

教
育

の
国

際
化

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
第

３
期

中
期

計
画

期
間

中
に

、
前

期
と

比
較

し
て

1
0
名

多
い

3
0
名

の
学

生
が

履
修

し
て

い
る

。
[
A
.
1
]
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リ
カ

レ
ン

ト
教

育
の

推
進

に
寄

与
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
短

期
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
履

修
証

明
プ

ロ
グ

ラ
ム

な
ど

）
が

公
開

さ
れ

て
い

る
刊

行
物

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
等

の
該

当
箇

所
2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
２

：
社

会
人

学
生

の
割

合
⇒

社
会

人
学

生
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

・
指

標
番

号
４

：
正

規
課

程
学

生
に

対
す

る
科

目
等

履
修

生
等

の
比

率
⇒

科
目

等
履

修
生

等
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

選
択

Ｆ
そ

の
他

選
択

Ｅ
リ

カ
レ

ン
ト

教
育

の
推

進
【

学
系

共
通

】

E
.
1
：

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
を

推
進

す
る

た
め

の
工

夫
、

社
会

人
向

け
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
　

　
 
初

等
中

等
教

育
と

の
連

携
や

生
涯

学
習

へ
の

貢
献

E
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

又
は

競
技

ス
ポ

ー
ツ

の
分

野
に

お
け

る
高

度
専

門
指

導
者

の
養

成
の

た
め

、
2
0

○
年

度
か

ら
○

○
大

学
と

の
共

同
専

攻
設

置
に

向
け

た
検

討
を

重
ね

、
2
0
○

年
度

に
は

「
共

同
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

、
2
0
○

年
度

に
は

「
共

同
学

位
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
を

実
施

し
、

2
0
○

年
度

に
開

設
予

定
の

「
共

同
専

攻
」

に
お

け
る

学
生

受
入

体
制

を
整

備
し

て
い

る
。

共
同

学
位

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

は
、

2
0
○

年
度

に
３

年
制

博
士

課
程

に
５

名
、

修
士

課
程

に
８

名
を

受
け

入
れ

て
い

る
。

[
E
.
1
]

　
東

京
サ

テ
ラ

イ
ト

で
の

社
会

人
教

育
に

お
い

て
、

2
0
○

年
度

に
○

○
コ

ー
ス

と
○

○
コ

ー
ス

を
統

合
し

、
○

○
サ

イ
エ

ン
ス

分
野

を
加

え
た

○
○

○
○

コ
ー

ス
を

設
置

し
て

い
る

。
学

生
数

は
、

社
会

人
コ

ー
ス

開
設

前
の

2
0
○

年
度

の
6
8
名

か
ら

2
0
○

年
度

の
1
1
1
名

へ
4
3
名

増
加

し
て

い
る

。
[
E
.
1
]
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

◇
標

準
修

業
年

限
内

卒
業

（
修

了
）

率
⇒

標
準

修
業

年
限

で
卒

業
（

修
了

）
し

た
者

の
数

／
標

準
修

業
年

限
前

の
入

学
者

数
（

様
式

に
つ

い
て

は
、

【
各

種
様

式
】

を
参

照
）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◆
「

標
準

修
業

年
限

×
1
.
5
」

年
内

卒
業

（
修

了
）

率
⇒

Ａ
の

う
ち

、
（

標
準

修
業

年
限

×
1
.
5
）

年
間

に
学

位
を

取
得

し
た

者
の

数
／

（
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
）

年
前

の
入

学
者

数
（

Ａ
）

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
博

士
の

学
位

授
与

数
（

課
程

博
士

の
み

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
4
：

留
年

率
⇒

留
年

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
1
5
：

退
学

率
⇒

退
学

者
・

除
籍

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
6
：

休
学

率
⇒

休
学

者
数

／
学

生
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
7
：

卒
業

・
修

了
者

の
う

ち
標

準
修

業
年

限
内

卒
業

・
修

了
率

⇒
標

準
修

業
年

限
内

で
の

卒
業

・
修

了
者

数
／

卒
業

・
修

了
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
8
：

卒
業

・
修

了
者

の
う

ち
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
年

以
内

で
の

卒
業

・
修

了
率

⇒
標

準
修

業
年

限
×

1
.
5
年

内
で

の
卒

業
・

修
了

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
1
9
：

受
験

者
数

に
対

す
る

資
格

取
得

率
⇒

合
格

者
数

／
受

験
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
0
：

卒
業

・
修

了
者

に
対

す
る

資
格

取
得

率
⇒

合
格

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
1
：

進
学

率
⇒

進
学

者
数

／
卒

業
・

修
了

者
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
2
：

卒
業

・
修

了
者

に
占

め
る

就
職

者
の

割
合

⇒
就

職
者

数
／

卒
業

・
修

了
者

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
3
：

職
業

別
就

職
率

⇒
職

業
区

分
別

就
職

者
数

／
就

職
者

数
合

計
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
4
：

産
業

別
就

職
率

⇒
産

業
区

分
別

就
職

者
数

／
就

職
者

数
合

計
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅱ
　
教
育
成
果
の
状
況
】

必
須

１
卒

業
（

修
了

）
率

、
資

格
取

得
等

1
.
1
：

「
単

位
取

得
・

成
績

・
学

位
授

与
の

状
況

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

1
.
2
：

「
資

格
取

得
、

学
外

試
験

の
結

果
、

学
生

の
研

究
実

績
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
　

　
 
教

育
成

果
1
.
3
：

「
独

自
の

学
修

成
果

の
測

定
・

可
視

化
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
教

育
成

果
1
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

第
３

期
中

期
目

標
期

間
の

学
生

に
よ

る
学

会
・

研
究

会
発

表
件

数
は

、
博

士
前

期
・

博
士

後
期

課
程

合
わ

せ
て

2
9
9
件

（
年

度
平

均
4
9
.
8
件

）
、

う
ち

国
際

学
会

発
表

は
2
2
件

で
あ

り
、

前
期

と
比

較
し

て
微

増
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
学

生
が

第
１

著
者

で
あ

る
学

術
雑

誌
等

へ
の

論
文

掲
載

数
（

共
著

を
含

む
）

は
1
0
7
件

（
年

度
平

均
1
7
.
8
件

）
、

う
ち

国
際

雑
誌

等
は

8
0
件

で
あ

り
、

こ
ち

ら
は

前
期

と
比

較
し

て
2
0
％

増
と

な
っ

て
い

る
。

[
1
.
2
]

必
須

２
就

職
、

進
学

2
.
1
：

「
就

職
・

進
学

率
、

就
職

先
の

特
徴

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

2
.
2
：

「
独

自
の

学
修

成
果

の
測

定
・

可
視

化
」

に
基

づ
く

特
記

す
べ

き
教

育
成

果
2
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
1
6
年

度
か

ら
2
0
1
9
年

度
ま

で
の

進
学

者
を

除
く

就
職

率
は

、
○

○
専

攻
は

1
0
0
％

、
○

○
専

攻
は

9
3
％

で
あ

り
、

こ
の

う
ち

、
専

攻
内

容
に

一
致

す
る

産
業

へ
の

就
職

率
は

専
攻

に
よ

ら
ず

9
0
％

を
超

え
て

い
る

。
[
2
.
1
]

－
総
合
融
合
系
-
6
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選
択

Ａ
卒

業
（

修
了

）
時

の
学

生
か

ら
の

意
見

聴
取

【
学

系
共

通
】

学
生

か
ら

の
意

見
聴

取
（

学
習

の
達

成
度

や
満

足
度

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
、

学
習

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

分
析

調
査

、
懇

談
会

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

）
の

概
要

及
び

そ
の

結
果

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

A
.
1
：

「
卒

業
（

修
了

）
時

の
学

生
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

卒
業

時
の

学
生

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

に
お

い
て

2
0
○

年
度

と
2
0
○

年
度

を
比

較
す

る
と

、
学

習
達

成
度

に
関

す
る

肯
定

的
回

答
の

割
合

は
、

「
文

献
の

利
用

」
は

8
0
％

か
ら

9
0
％

、
「

論
文

の
読

み
方

」
は

6
9
％

か
ら

8
2
％

と
な

っ
て

い
る

。
[
A
.
1
]

選
択

Ｂ
卒

業
（

修
了

）
生

か
ら

の
意

見
聴

取
【

学
系

共
通

】

卒
業

（
修

了
）

後
、

一
定

年
限

を
経

過
し

た
卒

業
（

修
了

）
生

に
つ

い
て

の
意

見
聴

取
（

ア
ン

ケ
ー

ト
、

懇
談

会
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

等
）

の
概

要
及

び
そ

の
結

果
が

確
認

で
き

る
資

料
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

B
.
1
：

「
卒

業
生

等
調

査
の

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
○

年
度

に
実

施
し

た
卒

業
生

ア
ン

ケ
ー

ト
の

「
学

部
教

育
が

現
在

の
仕

事
に

役
立

っ
て

い
る

か
」

と
い

う
設

問
で

は
、

肯
定

的
回

答
は

約
8
0
％

と
な

っ
て

い
る

。
過

去
５

年
に

わ
た

り
、

同
設

問
に

対
す

る
肯

定
的

回
答

が
7
0
～

8
5
％

の
範

囲
と

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

学
部

教
育

活
動

の
有

効
性

が
示

さ
れ

て
い

る
。

[
B
.
1
]

選
択

Ｃ
就

職
先

等
か

ら
の

意
見

聴
取

【
学

系
共

通
】

就
職

先
や

進
学

先
等

の
関

係
者

へ
の

意
見

聴
取

（
ア

ン
ケ

ー
ト

、
懇

談
会

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
等

）
の

概
要

及
び

そ
の

結
果

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

C
.
1
：

「
就

職
先

等
調

査
の

結
果

」
に

基
づ

く
特

記
す

べ
き

教
育

成
果

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

2
0
○

年
度

及
び

2
0
○

年
度

に
実

施
し

た
卒

業
生

の
就

職
先

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
で

は
、

「
理

解
力

や
判

断
力

」
及

び
「

協
調

性
」

に
つ

い
て

、
肯

定
的

回
答

は
い

ず
れ

も
8
0
％

以
上

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

「
総

合
的

に
判

断
し

て
、

優
れ

て
い

る
」

に
つ

い
て

、
肯

定
的

回
答

は
2
0
○

年
度

の
8
9
％

か
ら

2
0
○

年
度

の
1
0
0
％

と
な

っ
て

い
る

。
[
C
.
1
]

選
択

Ｚ
そ

の
他

－
総
合
融
合
系
-
7
－
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

教
員

、
研

究
員

等
の

人
数

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

ポ
ス

ド
ク

研
究

員
や

Ｕ
Ｒ

Ａ
等

の
研

究
支

援
ス

タ
ッ

フ
を

含
む

。
）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

共
同

利
用

・
共

同
研

究
の

実
施

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
、

国
際

共
同

利
用

・
共

同
研

究
拠

点
の

み
）

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
本

務
教

員
の

年
齢

構
成

が
確

認
で

き
る

資
料

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

・
指

標
番

号
1
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

研
究

員
数

⇒
研

究
員

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

構
成

員
へ

の
法

令
遵

守
や

研
究

者
倫

理
等

に
関

す
る

施
策

の
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

利
益

相
反

、
生

命
倫

理
、

環
境

・
安

全
管

理
の

規
程

、
研

究
不

正
防

止
の

規
程

等
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

研
究

活
動

を
検

証
す

る
組

織
、

検
証

の
方

法
が

確
認

で
き

る
資

料
2
0
1
9
年

度

・
博

士
の

学
位

授
与

数
（

課
程

博
士

の
み

）
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
研

究
活

動
状

況
に

関
す

る
資

料
（

学
系

別
）

【
様

式
】

研
究

活
動

状
況

に
関

す
る

資
料

（
総

合
融

合
系

）
を

参
照

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
4
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

特
許

出
願

数
⇒

特
許

出
願

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
4
2
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

特
許

取
得

数
⇒

特
許

取
得

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

３
論

文
・

著
書

・
特

許
・

学
会

発
表

な
ど

【
分
析
項
目
Ⅰ
　
研
究
活
動
の
状
況
】

必
須

２
研

究
活

動
に

関
す

る
施

策
／

研
究

活
動

の
質

の
向

上

2
.
1
：

研
究

推
進

方
策

、
特

色
あ

る
研

究
等

の
推

進
、

学
際

的
研

究
の

促
進

、
　

 
　

社
会

課
題

に
関

す
る

研
究

2
.
2
：

人
事

方
策

、
若

手
研

究
者

の
確

保
・

育
成

2
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

学
際

新
分

野
を

創
出

す
る

た
め

の
支

援
と

し
て

、
中

期
目

標
期

間
に

特
色

あ
る

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
特

色
あ

る
研

究
支

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

る
研

究
科

独
自

の
助

成
を

計
3
9
件

（
計

○
0
0
万

円
）

実
施

し
て

い
る

ほ
か

、
学

際
的

な
研

究
集

会
1
1
件

（
計

○
0
0
万

円
）

の
開

催
を

支
援

し
て

い
る

。
[
2
.
1
]

　
人

事
の

流
動

化
や

若
手

研
究

者
の

昇
任

を
促

進
し

て
教

員
組

織
を

活
性

化
さ

せ
る

た
め

、
任

期
制

、
公

募
制

、
テ

ニ
ュ

ア
制

を
2
0
○

年
度

か
ら

導
入

し
て

お
り

、
中

期
目

標
期

間
の

新
規

教
員

採
用

者
6
6
名

の
う

ち
4
0
名

が
他

法
人

か
ら

の
雇

用
と

な
っ

て
い

る
。

[
2
.
2
]

必
須

１
研

究
の

実
施

体
制

及
び

支
援

・
推

進
体

制

1
.
1
：

拠
点

形
成

、
組

織
・

再
編

、
研

究
支

援
体

制
・

研
究

管
理

体
制

1
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

東
日

本
大

震
災

を
契

機
に

2
0
○

年
度

に
設

置
さ

れ
た

本
研

究
所

で
は

、
地

震
、

津
波

、
堆

積
学

と
融

合
し

た
リ

ス
ク

評
価

等
の

研
究

や
実

践
的

防
災

学
の

体
系

化
の

た
め

に
、

理
学

、
工

学
、

医
学

、
社

会
科

学
、

人
文

学
の

文
理

融
合

的
研

究
組

織
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
○

○
ア

ー
カ

イ
ブ

や
「

○
○

」
等

の
取

組
を

行
っ

て
い

る
。

[
1
.
1
]

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
様

式
】

研
究

活
動

状
況

に
関

す
る

資
料

（
総

合
融

合
系

）
 

 
2
0
1
6
年

度
 

2
0
1
7
年

度
 

2
0
1
8
年

度
 

2
0
1
9
年

度
 

専
任

教
員

数
 

 
 

 
 

著
書

数
 

日
本

語
 

 
 

 
 

外
国

語
 

 
 

 
 

査
読

付
き

論
文

数
 

日
本

語
 

 
 

 
 

外
国

語
 

 
 

 
 

作
品

等
の

数
 

 
 

 
 

そ
の

他
 

 
 

 
 

※
１

 
「

専
任

教
員

数
」

に
つ

い
て

は
、

各
年

度
の

５
月

１
日

現
在

の
当

該
学

部
・

研
究

科
等

に

所
属

す
る

研
究

活
動

を
行

っ
て

い
る

専
任

教
員

（
教

授
、

准
教

授
、

講
師

、
助

教
）

の
人

数

と
し

て
く

だ
さ

い
。
2
0
1
9
年

度
の

専
任

教
員

数
は

、
学

部
・

研
究

科
等

ご
と

の
「

研
究

業
績

説
明

書
」

で
求

め
ら

れ
る

専
任

教
員

数
と

一
致

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 

 
 

 
※

２
 

学
会

発
表

や
「

査
読

付
き

論
文

」
に

当
た

ら
な

い
論

文
な

ど
に

つ
い

て
は

、
「

そ
の

他
」

 

 
 

 
 

 
と

し
て

カ
ウ

ン
ト

し
て

く
だ

さ
い

。
 

－
総
合
融
合
系
-
8
－

- 132 -



◇
指

標
番

号
2
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
申

請
件

数
（

新
規

）
⇒

申
請

件
数

（
新

規
）

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
採

択
内

定
件

数
⇒

内
定

件
数

（
新

規
）

／
本

務
教

員
数

⇒
内

定
件

数
（

新
規

・
継

続
）

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
7
：

科
研

費
採

択
内

定
率

（
新

規
）

⇒
内

定
件

数
（

新
規

）
／

申
請

件
数

（
新

規
）

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
8
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
内

定
金

額
⇒

内
定

金
額

／
本

務
教

員
数

⇒
内

定
金

額
（

間
接

経
費

含
む

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
9
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

競
争

的
資

金
採

択
件

数
⇒

競
争

的
資

金
採

択
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
3
0
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

競
争

的
資

金
受

入
金

額
⇒

競
争

的
資

金
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

件
数

⇒
共

同
研

究
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
2
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

共
同

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
3
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

金
額

⇒
共

同
研

究
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
4
：

本
務

教
員

当
た

り
の

共
同

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

共
同

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

件
数

⇒
受

託
研

究
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

受
託

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
7
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

金
額

⇒
受

託
研

究
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
8
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

受
託

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

４
研

究
資

金

－
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合
融
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・
指

標
番

号
3
9
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

寄
附

金
受

入
件

数
⇒

寄
附

金
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
0
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

寄
附

金
受

入
金

額
⇒

寄
附

金
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
3
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

ラ
イ

セ
ン

ス
契

約
数

⇒
ラ

イ
セ

ン
ス

契
約

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
4
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

ラ
イ

セ
ン

ス
収

入
額

⇒
ラ

イ
セ

ン
ス

収
入

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
4
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

外
部

研
究

資
金

の
金

額
⇒

（
科

研
費

の
内

定
金

額
（

間
接

経
費

含
む

）
＋

共
同

研
究

受
入

金
額

＋
受

託
研

究
受

入
金

額
＋

寄
附

金
受

入
金

額
）

の
合

計
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
4
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

民
間

研
究

資
金

の
金

額
⇒

（
共

同
研

究
受

入
金

額
（

国
内

・
外

国
企

業
か

ら
の

み
）

＋
受

託
研

究
受

入
金

額
（

国
内

・
外

国
企

業
か

ら
の

み
）

＋
寄

附
金

受
入

金
額

）
の

合
計

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

選
択

Ａ
地

域
連

携
に

よ
る

研
究

活
動

A
.
1
：

産
官

学
連

携
等

に
よ

る
共

同
研

究
の

推
進

、
　

 
　

地
域

社
会

の
課

題
に

関
す

る
研

究
A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

自
治

体
と

連
携

し
た

発
達

障
害

児
者

の
子

育
て

、
教

育
等

へ
の

支
援

に
係

る
取

組
と

し
て

、
2
0

○
年

度
よ

り
実

施
し

て
き

た
「

○
○

研
究

」
の

成
果

を
活

用
し

て
、

2
0
○

年
度

か
ら

○
○

県
の

「
発

達
障

が
い

児
者

○
○

支
援

事
業

」
に

参
画

し
て

い
る

。
こ

の
結

果
、

発
達

障
害

の
客

観
的

診
断

補
助

装
置

を
活

用
し

た
モ

デ
ル

事
業

を
同

県
内

の
６

自
治

体
へ

導
入

し
て

い
る

。
[
A
.
1
]

選
択

Ｂ
国

際
的

な
連

携
に

よ
る

研
究

活
動

【
学

系
共

通
】

B
.
1
：

国
際

的
な

共
同

研
究

の
推

進
B
.
2
：

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
、

研
究

者
の

国
際

交
流

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

地
域

研
究

と
情

報
学

の
融

合
を

目
指

し
た

地
域

情
報

学
の

構
築

の
た

め
、

特
に

ア
ジ

ア
に

お
け

る
○

○
研

究
等

を
行

い
、

中
期

目
標

期
間

中
に

国
際

共
著

論
文

4
0
報

、
国

際
会

議
プ

ロ
シ

ー
デ

ィ
ン

グ
6
0
報

に
て

発
表

を
行

っ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
2
0
○

年
度

に
A
n
n
u
a
l
 
C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
 
a
n
d
 

J
o
i
n
t
 
M
e
e
t
i
n
g
s
を

開
催

し
、

1
4
か

国
、

約
3
5
0
名

の
出

席
者

が
参

加
し

討
論

を
行

い
、

継
続

的
な

研
究

活
動

を
続

け
て

い
る

。
[
B
.
1
]
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選
択

Ｃ
研

究
成

果
の

発
信

／
研

究
資

料
等

の
共

同
利

用
【

学
系

共
通

】

C
.
1
：

研
究

成
果

の
発

信
、

研
究

資
料

等
の

共
同

利
用

を
推

進
す

る
た

め
の

工
夫

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

第
３

期
中

期
目

標
期

間
中

の
資

源
・

設
備

等
の

提
供

及
び

利
用

状
況

に
つ

い
て

、
図

書
類

関
連

の
利

用
件

数
は

1
2
,
8
6
4
件

、
マ

イ
ク

ロ
フ

ィ
ル

ム
・

マ
イ

ク
ロ

フ
ィ

ッ
シ

ャ
ー

の
利

用
件

数
は

1
,
0
3
2
件

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
利

用
件

数
は

1
6
,
8
4
0
件

で
あ

り
、

前
期

と
比

較
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

約
1
.
2
倍

、
約

1
.
3
倍

と
な

っ
て

い
る

。
[
C
.
1
]

　
2
0
○

年
度

か
ら

運
用

し
て

い
る

○
○

デ
ー

タ
基

盤
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
シ

ス
テ

ム
機

能
強

化
の

ほ
か

、
○

○
調

査
ア

ー
カ

イ
ブ

、
○

○
デ

ー
タ

等
の

デ
ー

タ
拡

充
を

行
っ

て
い

る
。

そ
の

結
果

、
共

同
利

用
・

共
同

研
究

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
、

中
期

目
標

期
間

で
年

平
均

を
比

較
す

る
と

、
実

施
件

数
は

5
0
件

か
ら

1
3
0
件

へ
、

研
究

用
○

○
デ

ー
タ

利
用

者
数

は
1
9
0
名

か
ら

3
5
0
名

へ
、

出
版

論
文

数
は

1
6
0
件

か
ら

平
均

2
6
0
件

へ
増

加
し

て
い

る
。

[
C
.
1
]

選
択

Ｄ
総

合
的

領
域

の
振

興

D
.
1
：

総
合

的
領

域
の

振
興

を
推

進
す

る
た

め
の

工
夫

D
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

卓
越

し
た

研
究

に
、

○
○

情
報

処
理

の
「

○
○

○
○

○
○

○
○

」
の

研
究

が
あ

り
、

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
○

○
の

分
野

に
お

け
る

基
礎

か
ら

応
用

ま
で

の
文

理
融

合
の

研
究

を
推

進
し

、
総

合
的

領
域

と
し

て
の

拠
点

を
形

成
し

て
い

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

I
E
E
E
 
○

○
賞

、
紫

綬
褒

章
等

を
受

賞
し

て
い

る
。

[
D
.
1
]

選
択

Ｅ
学

術
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
へ

の
貢

献
【

学
系

共
通

】

E
.
1
：

会
議

開
催

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
E
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

分
野

横
断

型
研

究
を

奨
励

す
る

研
究

支
援

制
度

に
基

づ
い

て
、

異
分

野
交

流
と

融
合

を
促

進
す

る
研

究
会

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

を
、

中
期

目
標

期
間

中
に

年
平

均
５

件
、

開
催

し
て

い
る

。
こ

れ
に

よ
り

、
地

域
大

学
間

交
流

協
定

を
締

結
し

た
件

数
も

、
年

平
均

３
件

に
な

る
。

[
E
.
1
]

選
択

Ｚ
そ

の
他

根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

必
須

１
研

究
業

績
研

究
業

績
説

明
書

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

選
択

Ｚ
そ

の
他

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅱ
　
研
究
成
果
の
状
況
】

－
総
合
融
合
系
-
1
1
－
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

教
員

、
研

究
員

等
の

人
数

が
確

認
で

き
る

資
料

（
※

ポ
ス

ド
ク

研
究

員
や

Ｕ
Ｒ

Ａ
等

の
研

究
支

援
ス

タ
ッ

フ
を

含
む

。
）

2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

共
同

利
用

・
共

同
研

究
の

実
施

状
況

が
確

認
で

き
る

資
料

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
本

務
教

員
の

年
齢

構
成

が
確

認
で

き
る

資
料

（
様

式
に

つ
い

て
は

、
【

各
種

様
式

】
を

参
照

）
2
0
1
9
年

度
の

５
月

１
日

現
在

・
指

標
番

号
1
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

研
究

員
数

⇒
研

究
員

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

構
成

員
へ

の
法

令
遵

守
や

研
究

者
倫

理
等

に
関

す
る

施
策

の
状

況
が

確
認

で
き

る
資

料
（

利
益

相
反

、
生

命
倫

理
、

環
境

・
安

全
管

理
の

規
程

、
研

究
不

正
防

止
の

規
程

等
）

少
な

く
と

も
2
0
1
9
年

度

研
究

活
動

を
検

証
す

る
組

織
、

検
証

の
方

法
が

確
認

で
き

る
資

料
2
0
1
9
年

度

必
須

２
研

究
活

動
に

関
す

る
施

策
／

研
究

活
動

の
質

の
向

上

2
.
1
：

研
究

推
進

方
策

、
特

色
あ

る
研

究
等

の
推

進
、

学
際

的
研

究
の

促
進

、
　

　
 
社

会
課

題
に

関
す

る
研

究
2
.
2
：

人
事

方
策

、
若

手
研

究
者

の
確

保
・

育
成

2
.
3
：

共
同

利
用

・
共

同
研

究
に

よ
る

大
学

等
へ

の
貢

献
2
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

文
理

融
合

型
の

学
際

的
研

究
に

基
づ

く
地

球
環

境
問

題
の

解
明

等
の

課
題

解
決

型
の

研
究

に
よ

り
、

具
体

的
な

地
域

課
題

の
解

決
の

方
向

を
示

す
新

し
い

研
究

方
法

を
追

求
し

て
お

り
、

文
理

融
合

型
・

課
題

解
決

型
の

国
際

共
同

研
究

（
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

は
、

2
0
1
6
年

度
以

降
新

た
に

開
始

し
た

1
0
件

を
含

め
、

2
0
1
9
年

度
で

は
2
3
件

が
進

行
中

で
あ

る
。

[
2
.
1
]

　
2
0
◯

年
度

か
ら

大
規

模
災

害
に

よ
る

生
物

遺
伝

資
源

の
損

失
を

防
ぐ

た
め

、
国

内
大

学
と

大
学

連
携

バ
イ

オ
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

立
ち

上
げ

、
生

物
遺

伝
資

源
を

保
存

す
る

設
備

を
完

成
さ

せ
て

お
り

、
2
0
1
9
年

度
末

の
保

管
件

数
は

1
3
7
件

（
1
6
3
万

サ
ン

プ
ル

）
と

な
っ

て
い

る
。

[
2
.
3
]

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

必
須

１
研

究
の

実
施

体
制

及
び

支
援

・
推

進
体

制

1
.
1
：

拠
点

形
成

、
組

織
・

再
編

、
研

究
支

援
体

制
・

研
究

管
理

体
制

1
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

○
○

学
、

○
○

学
、

○
○

学
の

３
研

究
系

を
基

幹
的

研
究

組
織

と
し

て
設

け
る

と
と

も
に

、
戦

略
的

組
織

と
し

て
５

分
野

の
N
O
E
（

N
e
t
w
o
r
k
 
o
f
 
E
x
c
e
l
l
e
n
c
e
）

型
研

究
セ

ン
タ

ー
（

○
○

研
究

、
○

○
研

究
開

発
、

○
○

科
学

研
究

、
○

○
○

○
研

究
、

○
○

科
学

研
究

）
を

設
け

、
○

○
科

学
の

直
近

の
応

用
に

関
す

る
体

制
を

整
備

し
、

特
に

○
○

戦
略

研
究

セ
ン

タ
ー

が
７

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
展

開
し

○
○

○
研

究
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

中
核

と
な

っ
て

い
る

。
[
1
.
1
]

【
分
析
項
目
Ⅰ
　
研
究
活
動
の
状
況
】

1
1
．
大
学
共
同
利
用
機
関

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
に
つ
い
て
≫

・
現
況
調
査
表
の
本
文
へ
の
記
述
に
当
た
っ
て
は
、
文
章
の
形
で
は
な
く
、
根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
形
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

・
デ
ー
タ
分
析
集
等
の
指
標
に
つ
い
て
は
、
機
構
が
行
う
現
況
分
析
に
お
け
る
３
種
類
の
区
分
（
「
◆
（
重
要
指
標
）
」
「
◇
（
分
析
指
標
）
」
「
・
（
参
考
指
標
）
」
）
を
冒
頭
に
付
し
て
い
ま
す
。

・
「
基
準
日
／
対
象
年
度
」
欄
の
〔

〕
書
き
に
つ
い
て
は
、
「
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
へ
の
問
い
合
わ
せ
」
（

20
20
年
８
月
下
旬
～
９
月
中
旬
予
定
）
の
段
階
で
提
出
等
が
必
要
な
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
に
つ
い
て
≫

・
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
「
半
角
数
字
（
も
し
く
は
半
角
英
字
）
」
「

.（
半
角
ピ
リ
オ
ド
）
」
「
半
角
数
字
」
の
順
で
コ
ー
ド
を
付
し
て
い
ま
す
。
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」

を
記
述
す
る
際
に
は
、
該
当
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
の
コ
ー
ド
を
文
末
に

[
]
 （

半
角
角
括
弧
）
書
き
で
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
キ
ー
ワ
ー
ド
が
な
い
場
合
に
は
、

[
半
角
数
字
（
も
し
く
は
半
角
英
字
）

.0
]

を
文
末
に
付
記
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
対
応
す
る
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
を
す
べ
て
記
述
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
「
具
体
的
な
記
載
例
」
は
、
記
載
に
当
た
っ
て
の
例
示
で
あ
り
、
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
に
記
載
す
べ
き
内
容
を
制
限
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
部
の
記
載
項
目
で
は
、

空
欄
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
必
ず
し
も
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
の
記
載
を
妨
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
各
分
析
項
目
に
は
、
選
択
記
載
項
目
「
そ
の
他
」
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
」
を
記
載
す
る
に
当
た
り
、
ど
の
記
載
項
目
に
も
該
当
し
な
い
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、

こ
の
選
択
記
載
項
目
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
独
自
の
記
載
項
目
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

－
大
学
共
同
利
用
機
関
-
1
－
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◇
研

究
活

動
状

況
に

関
す

る
資

料
（

学
系

別
）

【
様

式
】

研
究

活
動

状
況

に
関

す
る

資
料

（
大

学
共

同
利

用
機

関
）

を
参

照
2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

◇
指

標
番

号
4
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

特
許

出
願

数
⇒

特
許

出
願

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
4
2
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

特
許

取
得

数
⇒

特
許

取
得

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
申

請
件

数
（

新
規

）
⇒

申
請

件
数

（
新

規
）

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◇
指

標
番

号
2
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
採

択
内

定
件

数
⇒

内
定

件
数

（
新

規
）

／
本

務
教

員
数

⇒
内

定
件

数
（

新
規

・
継

続
）

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
7
：

科
研

費
採

択
内

定
率

（
新

規
）

⇒
内

定
件

数
（

新
規

）
／

申
請

件
数

（
新

規
）

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
8
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

科
研

費
内

定
金

額
⇒

内
定

金
額

／
本

務
教

員
数

⇒
内

定
金

額
（

間
接

経
費

含
む

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
2
9
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

競
争

的
資

金
採

択
件

数
⇒

競
争

的
資

金
採

択
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
3
0
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

競
争

的
資

金
受

入
金

額
⇒

競
争

的
資

金
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
1
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

件
数

⇒
共

同
研

究
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
2
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

共
同

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
3
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

共
同

研
究

受
入

金
額

⇒
共

同
研

究
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
4
：

本
務

教
員

当
た

り
の

共
同

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

共
同

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

必
須

３
論

文
・

著
書

・
特

許
・

学
会

発
表

な
ど

【
様

式
】

研
究

活
動

状
況

に
関

す
る

資
料

（
大

学
共

同
利

用
機

関
）

 

 
2
0
1
6
年

度
 

2
0
1
7
年

度
 

2
0
1
8
年

度
 

2
0
1
9
年

度
 

専
任

教
員

数
 

 
 

 
 

著
書

数
 

日
本

語
 

 
 

 
 

外
国

語
 

 
 

 
 

査
読

付
き

論
文

数
 

日
本

語
 

 
 

 
 

外
国

語
 

 
 

 
 

そ
の

他
 

 
 

 
 

※
１

 
「

専
任

教
員

数
」

に
つ

い
て

は
、

各
年

度
の

５
月

１
日

現
在

の
当

該
学

部
・

研
究

科
等

に

所
属

す
る

研
究

活
動

を
行

っ
て

い
る

専
任

教
員

（
教

授
、

准
教

授
、

講
師

、
助

教
）

の
人

数

と
し

て
く

だ
さ

い
。

2
0
1
9
年

度
の

専
任

教
員

数
は

、
学

部
・

研
究

科
等

ご
と

の
「

研
究

業
績

説
明

書
」

で
求

め
ら

れ
る

専
任

教
員

数
と

一
致

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

 

 
 

 
※

２
 

学
会

発
表

や
「

査
読

付
き

論
文

」
に

当
た

ら
な

い
論

文
な

ど
に

つ
い

て
は

、「
そ

の
他

」
と

 
 

 
 

 
し

て
カ

ウ
ン

ト
し

て
く

だ
さ

い
。

 

－
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共
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・
指

標
番

号
3
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

件
数

⇒
受

託
研

究
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

受
託

研
究

受
入

件
数

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
7
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

金
額

⇒
受

託
研

究
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
8
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

受
託

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
⇒

受
託

研
究

受
入

金
額

（
国

内
・

外
国

企
業

か
ら

の
み

）
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
3
9
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

寄
附

金
受

入
件

数
⇒

寄
附

金
受

入
件

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
0
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

寄
附

金
受

入
金

額
⇒

寄
附

金
受

入
金

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
3
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

ラ
イ

セ
ン

ス
契

約
数

⇒
ラ

イ
セ

ン
ス

契
約

数
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

・
指

標
番

号
4
4
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

ラ
イ

セ
ン

ス
収

入
額

⇒
ラ

イ
セ

ン
ス

収
入

額
／

本
務

教
員

数
2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
4
5
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

外
部

研
究

資
金

の
金

額
⇒

（
科

研
費

の
内

定
金

額
（

間
接

経
費

含
む

）
＋

共
同

研
究

受
入

金
額

＋
受

託
研

究
受

入
金

額
＋

寄
附

金
受

入
金

額
）

の
合

計
／

本
務

教
員

数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

◆
指

標
番

号
4
6
：

本
務

教
員

あ
た

り
の

民
間

研
究

資
金

の
金

額
⇒

（
共

同
研

究
受

入
金

額
（

国
内

・
外

国
企

業
か

ら
の

み
）

＋
受

託
研

究
受

入
金

額
（

国
内

・
外

国
企

業
か

ら
の

み
）

＋
寄

附
金

受
入

金
額

）
の

合
計

／
本

務
教

員
数

2
0
1
6
～

2
0
1
8
年

度
〔

2
0
1
9
年

度
〕

選
択

Ａ
地

域
連

携
に

よ
る

研
究

活
動

A
.
1
：

産
学

官
連

携
等

に
よ

る
共

同
研

究
の

推
進

、
　

 
　

地
域

社
会

の
課

題
に

関
す

る
研

究
A
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

研
究

人
材

育
成

を
担

う
○

○
○

○
院

を
設

置
し

、
文

部
科

学
省

委
託

事
業

「
数

学
協

働
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
及

び
「

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
テ

ィ
ス

ト
育

成
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

」
に

よ
り

、
国

立
大

学
法

人
附

置
研

究
所

や
民

間
企

業
等

と
連

携
し

て
人

材
育

成
を

行
っ

て
い

る
。

[
A
.
1
]

　
東

日
本

大
震

災
の

際
に

、
文

化
財

レ
ス

キ
ュ

ー
事

業
に

参
加

す
る

と
と

も
に

、
2
0
◯

年
度

の
全

国
歴

史
民

俗
系

博
物

館
協

議
会

の
設

立
・

運
営

に
お

い
て

、
被

災
地

の
研

究
機

関
、

研
究

者
と

連
携

し
、

特
別

集
会

や
特

集
展

示
を

実
施

し
て

い
る

。
[
A
.
1
]

必
須

４
研

究
資

金

－
大
学
共
同
利
用
機
関
-
3
－
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選
択

Ｂ
国

際
的

な
連

携
に

よ
る

研
究

活
動

【
学

系
共

通
】

B
.
1
：

国
際

的
な

共
同

研
究

の
推

進
B
.
2
：

国
際

的
な

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
、

研
究

者
の

国
際

交
流

B
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

国
内

外
の

文
化

人
類

学
・

民
族

学
研

究
の

拠
点

と
し

て
、

国
際

共
同

研
究

（
機

関
研

究
）

に
設

け
た

研
究

領
域

「
○

○
○

の
○

○
学

」
及

び
「

○
○

○
の

○
○

学
」

に
包

括
さ

れ
る

９
件

の
国

際
共

同
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

し
て

い
る

。
[
B
.
1
]

 
 
遺

伝
情

報
と

多
様

な
生

体
物

質
が

階
層

性
を

持
つ

複
雑

な
生

命
シ

ス
テ

ム
の

全
体

像
解

明
を

目
指

し
た

国
際

水
準

の
研

究
を

行
っ

て
お

り
、

バ
イ

オ
イ

ン
フ

ォ
マ

テ
ィ

ッ
ク

ス
の

領
域

で
は

、
米

国
国

立
衛

生
研

究
所

（
N
I
H
）

（
米

国
）

、
欧

州
分

子
生

物
学

研
究

所
（

E
M
B
L
）

（
ド

イ
ツ

）
と

並
ぶ

世
界

３
大

拠
点

の
一

つ
D
D
B
J
セ

ン
タ

ー
を

運
営

し
、

大
規

模
比

較
ゲ

ノ
ム

解
析

に
基

づ
く

国
際

共
同

研
究

を
行

っ
て

い
る

。
[
B
.
1
]

選
択

Ｃ
研

究
成

果
の

発
信

／
研

究
資

料
等

の
共

同
利

用
【

学
系

共
通

】

C
.
1
：

研
究

成
果

の
発

信
、

研
究

資
料

等
の

共
同

利
用

を
推

進
す

る
た

め
の

工
夫

C
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

○
○

○
望

遠
鏡

や
○

○
○

電
波

望
遠

鏡
、

科
学

衛
星

「
○

○
○

」
、

ス
ー

パ
ー

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

「
○

○
○

」
等

の
装

置
を

維
持

・
運

用
し

、
共

同
利

用
に

供
し

て
い

る
。

[
C
.
1
]

　
研

究
成

果
を

効
果

的
に

公
開

し
社

会
還

元
を

円
滑

に
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

「
研

究
成

果
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

よ
る

国
際

研
究

集
会

の
開

催
を

支
援

し
、

国
際

化
の

推
進

に
取

り
組

ん
で

お
り

、
開

催
回

数
は

、
第

３
期

中
期

目
標

期
間

（
2
0
1
6
年

度
か

ら
2
0
1
9
年

度
）

は
○

件
と

第
２

期
中

期
目

標
期

間
（

2
0
1
0
年

度
か

ら
2
0
1
5
年

度
）

の
○

件
か

ら
大

幅
に

増
加

し
て

い
る

。
[
C
.
1
]

選
択

Ｄ
学

術
・

研
究

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

・
推

進

D
.
1
：

学
術

・
研

究
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
、

推
進

の
状

況
D
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

「
日

本
関

連
在

外
資

料
調

査
研

究
事

業
」

の
総

括
機

関
と

し
て

、
国

内
組

織
の

ほ
か

、
海

外
2
4

機
関

の
協

力
を

得
て

、
調

査
研

究
を

実
施

、
国

際
化

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
に

貢
献

し
て

い
る

。
[
D
.
1
]

選
択

Ｅ
学

術
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
へ

の
貢

献
【

学
系

共
通

】

E
.
1
：

会
議

開
催

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
E
.
0
：

そ
の

他

【
具

体
的

な
記

載
例

】
　

国
際

交
流

基
金

や
在

外
日

本
大

使
館

の
支

援
・

協
力

を
得

て
、

研
究

集
会

や
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
開

催
、

講
演

・
集

中
講

義
・

セ
ミ

ナ
ー

等
の

た
め

の
教

員
派

遣
を

行
う

な
ど

、
海

外
で

の
日

本
研

究
拠

点
の

強
化

に
貢

献
し

て
い

る
。

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
実

施
件

数
は

、
第

３
期

中
期

目
標

期
間

（
2
0
1
6
年

度
か

ら
2
0
1
9
年

度
）

と
第

２
期

中
期

目
標

期
間

（
2
0
1
0
度

か
ら

2
0
1
5
年

度
）

を
比

較
す

る
と

、
1
1
4
件

（
参

加
者

数
8
,
5
0
9
名

）
か

ら
1
2
8
回

（
参

加
者

数
1
1
,
8
6
2
名

）
へ

増
加

し
て

お
り

、
参

加
国

は
5
2
か

国
と

な
っ

て
い

る
。

そ
の

ほ
か

、
社

会
一

般
向

け
の

国
際

研
究

集
会

、
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

、
国

際
研

究
集

会
へ

の
研

究
者

の
海

外
派

遣
等

を
実

施
し

て
い

る
。

[
E
.
1
]

選
択

Ｚ
そ

の
他

－
大
学
共
同
利
用
機
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-
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－
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根
拠
と
な
る
資
料
・
デ
ー
タ

基
準
日
／
対
象
年
度

必
須

１
研

究
業

績
研

究
業

績
説

明
書

2
0
1
6
～

2
0
1
9
年

度

選
択

Ｚ
そ

の
他

記
載
項
目

≪
基
本
的
な
記
載
事
項
≫

※
根

拠
と

な
る

資
料

・
デ

ー
タ

に
よ

る
活

用
を

推
奨

。
≪
第
３
期
中
期
目
標
期
間
に
係
る
特
記
事
項
≫

【
分
析
項
目
Ⅱ
　
研
究
成
果
の
状
況
】

－
大
学
共
同
利
用
機
関
-
5
－
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【各種様式】 

○ 必須記載項目「授業形態、学習指導法」及び選択記載項目「教育の国際性」に 

関する様式 

  ・ 当該現況分析単位に関する「協定等に基づく留学期間別日本人留学生数」 

 

（単位：人） 

 2016 年度 2017 年度 2018 年度 計 

学生数     

１か月未満     

１か月以上 

３か月未満 

    

３か月以上 

６か月未満 

    

６か月以上 

１年未満 

    

１年以上     

不明     

    ※ 本様式記入に当たっての定義については、独立行政法人日本学生支援機構が 

     毎年度実施している「留学生調査」記入要領のうち「【４】日本人学生留学状況

調査」によるものとしてください。 

      なお、学生数については、各年度の５月１日現在としてください。 
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 ○ 必須記載項目「履修指導、支援」に関する様式 

・ 履修指導の実施状況が確認できる資料 

（記入例） 

取組 実施組織 実施状況 

ガイダンス ○○学部 年度当初 学部（1 回）、学科別（1 回） 

担任制 ○○学部 
1 年次、2 年次においては、出身地別  

3 年次、4 年次においては、専門別 

ポートフォリオ 教育支援センター ・・・センター報告書 

能力別クラス分け  教育支援センター 
英語について、TOEIC 点数によって 3 段階に分け

て実施 

リメディアル教育 教育支援センター 
入学時に一斉テストを課し、一定点数以下の者に対

し実施 

 

・ 学習相談の実施状況が確認できる資料 

（記入例） 

取組 実施組織 実施状況 

オフィスアワー ○○学部 20○年度においては・・・ 

学習相談 ○○学部  

 

・ 社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培う取組が確認できる資料 

（記入例） 

取組 実施組織 実施状況 

キャリア関連科目

の開設 
就職支援センター 

キャリア科目Ⅰ（受講者 20 人）、キャリア科目Ⅱ

（受講者 50 人）の開講 

インターンシップ 就職支援センター 国内７施設 30 人、国外２施設 １人 

ボランティア活動 教育支援センター 
近隣地方自治体の社会福祉協議会と連携し、実施

（学童保育支援 200 人） 

 

・ 履修上特別な支援を要する学生等に対する学習支援の状況が確認できる資料 

（記入例） 

対象 実施組織 実施状況 

障害のある学生 ○○学部 ノートテーカーの配置 

留学生 国際本部 留学生相談室の開室 

その他履修上特別

な支援を要する学

生 

○○学部 IT 機器を利用した遠隔指導 
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○ 必須記載項目「学生の受入」に関する様式 

  ・ 入学定員充足率 

   → 「認証評価共通基礎データ様式【大学用】様式２」を使用してください。 

    当機構のウェブサイト（https://www.niad.ac.jp/）に本様式を掲載しています。 

    （本様式の掲載ページ） 

     「HOME」＞「大学等の評価」＞「大学機関別認証評価」＞ 

     「大学機関別認証評価実施大綱等・評価手数料・自己評価書様式等」 
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○ 必須記載項目「卒業（修了）率、資格取得等」に関する様式 

  ・ 標準修業年限内卒業（修了）率 

2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 

    

   （算出方法） 

標準修業年限内卒業（修了）率※注１ ＝  

標準修業年限で卒業（修了）した者の数 

÷ 標準修業年限（例：４年制学部であれば４年）前の入学者数 

※注１ 長期履修制度を利用している学生及び編入学による学生については、基本的に算入

しないでください。算入する場合には、その旨を明記してください。 

 

【例】４年制学部についての 2019 年度における標準修業年限内卒業率 

2016 年度入学者数 200 人 

        2016 年度入学者のうち、2019 年度卒業生 175 人 

         標準修業年限内卒業率 ＝ 175 ÷ 200 ＝ 87.5％ 

 

 

・ 「標準修業年限×1.5」年内卒業（修了）率 

2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 

    

   （算出方法） 

「標準修業年限×1.5」年内卒業（修了）率※注１・２ ＝  

     Ａのうち、（標準修業年限×1.5）年間に学位を取得した者の数※注３ 

     ÷ （標準修業年限×1.5）年前の入学者数（Ａ） 

※注１ 長期履修制度を利用している学生及び編入学による学生については、基本的に算入

しないでください。算入する場合には、その旨を明記してください。 

※注２ 「標準修業年限×1.5」の算出において、端数がある場合は、１年として切り上げる。 

※注３ 博士課程においては、便宜上、単位取得満期退学後に学位を取得した者を含める。 

 

    【例】４年制学部についての 2019 年度における「標準修業年限×1.5」内卒業率 

        2014 年度入学者数 100 人 

        2014 年度入学者のうち、 

卒業生（2017 年度 80 人、2018 年度７人、2019 年度３人） 

「標準修業年限×1.5」年内卒業率 ＝ 80＋７＋３ ÷ 100 ＝ 90％ 
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○ 必須記載項目「研究の実施体制及び支援・推進体制」に関する様式 

  ・ 当該現況分析単位に関する本務教員の年齢構成が確認できる資料 

職名 
年齢※ 

～34 歳 35～44 歳 45～54 歳 55～64 歳 65 歳～ 

教授      

准教授      

講師      

助教      

助手      

計      

割合（％）      

    ※ 2019 年５月１日現在の年齢としてください。 
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独立行政法人 

大学改革支援・学位授与機構 

 

〒１８７－８５８７ 

東京都小平市学園西町１－２９－１ 

ＴＥＬ／０４２－３０７－１６８１、１６７１ 

ＵＲＬ／https://www.niad.ac.jp/ 
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